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プロ 口 I グ 

むかし じんるい 、じ ざい そら か ち * つ ご ちから も 

昔、 人類 は 自在に 空 を 駆け、 地 を 動かす 力 を 持って いたと いう。 

ひ つか ちょ まぶん め 5 まも $ わ 拭 、 A ノノ - 

人々 は その 力 を 使い、 超 文明に 守られて、 平和に、 幸せに 暮らして いたのた という。 

せん おんまえ uww^ $ ^ か^じょ 

しかし 千年 前、 ライアと いう ひとりの 少女が 出現し、 平和 は 崩れさった。 彼女 は モン 

つく だ ふしぎ も せ かい せいぶく たくら 

スタ ー を 創り 出す 不思議な 力 を 持ち、 その 力 を 使って、 世界 を 征服し ようと 企んだ の だ。 

つぎつぎ 、い ぐんだん まえ ：、 "で i ： かき： w i ま , 

次々 と 出現す る モンス タ ー 軍団の 前に、 さすがの 超 文明 もな すすべ もな く、 世界 は ライ 

て お み とき せいねん ひき 

ァの 手に 落ちる かに 見えた。 だが、 その 時、 ひとりの 青年が ロボット たち を 率いて、 ライ 

おぬ ぜん 一 •：- 藝 む に- r かれ な > M . ^ r . tj^ I 

ァに 敢然と 立ち向か つたの だ。 彼の 名 は、 オラ キォ. サ： リ ー ク。 彼 は 超 文明の 粋 をつ く 4 

さいきょう けいせい 

して、 最強の ロボット 軍団 を 形成した。 

tvc^ ^つ レん "つたい けっちゃく りょうぐん さい £ けっせん けつ い 

戦い は 一進一退、 なかなか 決着 はっかなかった。 ついに、 両軍と も 最後の 決戦 を 決意。 

しんらい ちゅう 

オラ キォは @ 頼す る アンドロイドの ミ ュ ー ン、 口 ボットの サイ レ ン とともに、 ライア は忠 

B つ かたうで け こう し せんりょく な だ ぜんめん せんそ/つ とつにゅう 

実な 片腕の ェ シ ル家 公子と ともに、 ， すべ ての 戦 力 を 投げ出す、 全面戦争べ と 突 入した。 

そ 5 ぜっ あと うちゅう かな た ついほう ^く え ふ せい 

壮絶な 戦いの 後、 ェシル 公子 は 宇宙の 彼方へ 追放され、 サイレン、 ミュ —ンも 行方不明 

あいに つ つた 、 

となった。 そして、 ライアと オラ キォ は、 相打ちに なった と 伝えられ ている。 リ ー タ ー を 

うし^ 6 ぐ ん こ ん らん >フ ち し ゆうりょう 

失った 軍 は それぞれに ちりぢり となり、 戦い は 混乱の 内に 終 了した のであった。 

なが はかい ！ • 

. 長い 長い 戦争 は、 文明 を破暖 し、 人類 を まっぷたつに わけてし まった オラ キォ と. とも 



プロローグ 



に 戦った 人々 は 『オラ キォの 民』 と 呼ばれ、 ライアに 従い 戦った 人々 は 『ライアの 民』 と 

よ じんるい せいかつ たい か そら か ちから ち うご うしな せま 

呼ばれた。 また、 人類の 生活 は 退化し、 空 を 駆ける 力 も、 地 を 動かす 力 も 失い、 より 狭い 

S ^^ちお が やお vv^^tf^&l: へ、： ン え^^ に 、き K 氣 I つ；： v，、v お ：：J#S^^^ ■• ノ - ^M^0 ^^^に" > 養-, ■ \ r,\v^w 

そして、 千年 —— 。 超 文明の 記録 も、 戦いの 記憶 も、 ともに 伝説と なった 頃。 

たみ こく おう じ うしな うつく しょう 

オラ キォの 民、 リ ー ク 国の 王子ケ イン. サ： リ— クが、 記憶 を 失った ひとりの 美しい 少 

じょ かいがん たす ものがたり はじ 

女 を 海岸で 助けた。 それが、 物語の 始まりで ある —— 。 

さま けっこん 

「ケ イン 様、 マ— リナ 様、 ご 結婚お めでとう ございます」 

「おめでとう ございます 一 

kp} 一 xfs$r， ,,」 ： 、■■ ■ *ss#^^:，〈 八め 八な が r^w^ C 、-^ + "や 翁 /- つ： ちお^ i"v: + 

■ 城の 広間に、 みんなが 祝福の ァ— チを 作って いる。 その 中 を 玉座に 向かって、 マ— リ 

すす ちちおう すわ え がお むか 

ナ とふたり で ゆっくりと 進んだ。 そこに は 父 王が 座り、 笑顔で ぼくたち を 迎えて いる。 ， 

いま ちか 

今から、 ぼくと マ —リナ は 結婚の 誓い をた てるの だ。 

ふん!^ へ W よ (；〜ゾゾ.^;; :「ぃっ1;^>:^ぶひぃぉ；^^^"^ ,-ぉ乙參， つ； ジ： ノ 〈か - に」？^^ ^mM^^W^:^ :^^$Mm 

最初 ぼくが マ— リナとの 結婚 を 言いだ したと き、 父 も 母 も 大反対した ものだった。 理由 

^^W^WM^^ なに お ぼ 一 「も/ \ すじょう し ， に， ， 入"， ふ 二- Y、 

は、 彼女が 名前の 他 は 何も 憶えて おらず、 素性が 知れない こと、 そして ぼくに 生まれた と 

, き かお み 

きから 決められて いるい いなずけ がいた ことだった。 しかし、 顔 も 見た こと もない いいな 

/」 お 

ずけ など ナンセンス だ。 ぼく は、 海岸に 倒れて いる マ— リナ を 見つけた ときから、 彼女に 

かた けっしん りょう し ん お い ま 

ひかれて いた。 ぼくの 固い 決心に、 両親 もやが て は 折れた。 ふたりとも、 今では マ— リ 
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ナの 素晴らし さ を わかって くれてい る。 - 

ぎょくざ まえ なら た み す こ 

ぼくたち は、 玉座の 前に 並んで 立った。 マ— リナ を 見る と、 少し はにかみながら、 でも 

こころ うれ わら し ふく しゅんかん 

心から 嬉しそうに 笑って いる。 それ は、 ぼくたちに とって、 まさに 至福の 瞬間だった。 

とき あんこく しょく りゅう ひ らい するど つめ 

だが その 時！ どこから か 暗黒 色の 竜が 飛来し、 その 鋭い 爪で マ— リナ をガッ シリと 



つかんだ の だ n: 



さま 



| き や ああ ああ あ つ ！ ケぜ ン様ぁ H」 

ハ ハ ハ ハ ッ！ ， マ —リナ 姫 は ライアの 民が いただいた！」 

t 、ふ；： v: ゾ 〔ぐ；、 ぶ, V さ. 4 ゆん \ P お き？ やし，"： 、わ： き 暴お ノ W に • メ丄， い - - ' ^MWM^^. . \ 一 

すべて は 一 瞬の 出来事だった。 ぼくが 応戦す る 間もなく、 黒 竜 は、 その 大きな 冀を 

つ さ 

げ、 マ I リナ を 連れ去って しまったの だ。 




マ— リナ！ マ— リナ M:」 

す 力 六 




かけよう にも、 もう 姿 は 見えなかった。 くそ、 こ、 つなったら、 ライアの 一 疾と 戦つ 

ぐんたい うご ちちおう ど な こえ ふ 

てで も …… ！ しかし、 軍隊 を 動かそう とした ぼくに、 父 王の 怒鳴り 声が 降って きた。 

おろが M ば しょ * み くに ぐんお S おく S ク こく 

一 愚か者 n 場所 さえ わからない ライアの 民の 国に どうやって 軍隊 を 送る か！ 一 国の 

王子が、 たかが 女 ひとりに、 なんとい、 つ ザ マ だ！ 地下 牢に でも 入って、 頭を冷や すがよ 



y ^ 3 



V ^1 おう じ ろう つ と 



I 衛兵、 王子 を牢に 連れ、 閉じ こめて しまえ n:」 

ちちうえ こう ぎ かんぜん む し りょう 

：: ：、 父上！」 ぼくの 抗議 は 完全に 無視され た。 衛兵た ち は ぼくの 両ゎ きを ガッ 

て い こう ひ 

ンリ とっかみ、 抵抗す る ぼく を、 地下 牢 へと 引きずって いった！ I。 n>1 へ 
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冒険に 旅立 つ 前 



せつめい 

レ I レ 月 

ノ I ノ さ ョ llsnr 



まん 



ます。 この 本 は、 あなたの ため 

せんたく レ し じ レ たが すす 

を 用意して います。 各項 目の 終わりに ある 選択肢の 指示に 従って、 進むべき 道 を 決定して 



よ/つ 



V 



かくこう もく お 



いろいろな ル ） r 

みち けって S- 



い つ てくだ さ 



飞 o 



こうどう き ろくよう し 

行動 記録 用紙の 




かた 

し 方 



しんこ > 



う - ひつよう 



きにゅう 

ゲ— ム進 行中に 必要な こと は、 すべ て 2 84 ぺ— ジ のこの 行動 記録 用紙に 記入す る こ 



とになります。 記入 ミスの な 



"ようにし つかり チヱ ック しましょう。 

霍ぅ 

、 一 卜 表 

A^M. ：ノ ； —- し-， -ー|^>£ ま "^^く づ： マ，.」； 「ベ-一、 - ^MMW, ^ y >\ . ^g-r ん ふ，々 ゾ圍 一"； 

ここで は、 戦闘に 使う ポイント を 決定し ます。 A-F 欄の 中に、 5、 ^、 

う 




5、 o、 LO 



1 



、 o、 

2 



2 



い 




^の 6 つの 数字 を 入れて ください。 順番 は 続きで も、 バラ バラで も かまいません か、 1 



すう じ 



V 




つの 数字 は 1 回し か 

ヒ ッ卜ポ イン 卜 チェック 表 

ぜんたい せいめい ち あさま 

。ハ ー ティ ー 全体の 生命 値 を 表します。 最初 はヒめ 



ゝ o 




やど やと ふ ふしょう へ きにゅう 

つたり、 宿屋に 泊まる と 増え、 負傷す ると 減ります。 そのたび、 この 表に 記入して いって 



なか ま くわ 

ポイント^で スタ ー ト。 仲間が 加わ 

きにゅう 

飞 



S 



くた さい。 



ゲ— ム中、 ヒット ポイント は Hp と 表されて います 



ひ 



この 本の 遊び 方 




アルファべ ッ卜 チェック 表 



し じ 



ゲ— ム中、 『a を チヱ ック』 など、 アルファベット を チヱ ック するとい う 指示が ありま 



き ごう 



す。 そのと き は、 アルファベット チェック 表の 当てはまる 記号に 印 をつ けて ください。 こ 



しんこう かんけい わす 

の チェ ック はゲ— ムの 進行に 関係が ある ものば かりなので、 忘れない ようにし ましょう。 




まう まう 

2 バトルの 方法 

し 、じ せんとう かい し たと 

☆ バトル という 指示が あったら、 戦闘 開始です 。例えば、 『ラッピ— . 

ひょうき むよう み すう ち 

ン： =:HP + D』 と 表記され ていたら、 バトル ポイント 表の D を 見て ください。 その 数値と、 

銷ん み；； ク" リ： にに.；： つ 丫：； 一 ■。- 驗- ヽノ h - • し^^^^; 5， - "卜^ ^德バ 、ぐ , ；; r ノ，」 ；囊^ t 、せいに" -へ ； 一、： MW 

あなたの ヒ. ット ポイント を 足した 数が、 指定され た 相手の 数値 (この 場 4 口 は W) より 上 か 

どうてん 



どうてん ばあい か せんたく し すす 

同点だった 場合 は、 あなたの 勝ち。 『勝った』 という 選択肢へ 進んで ください。 



3 テク 一 | ック について 

せ かい ^ ちょうのうりょく じ かんけい かいふく けい 

」 の 世界に は、 テクニックと 呼ばれる 超能力が あります。 これ は、 時間 系、 回復 系、 



い こうけ きけ い けい とう 

ノ 



ンス 系、 攻撃 系の 4 つの 系統に わかれて います。 この ゲ— ム ではお もに バランス 系と 



つ 

攻撃 系の テク 二 ックが 使われて いますが、 使える キャラと 使えない キャラが います。 



、じ ゆ んぴ しゅうりょう ぼうけ ん しゅつばつ ぶじ せい こう こころ いの 

これで 準備 は 終 了。 いよいよ 冒険への 出発です。 無事と、 成功 を 心から 祈って います。 
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マーり ナ 

き #< まレな • 

記憶 を 失って， ケ インの 国で あ 

る U —ク 国の 海辺に たどりつい 

5 ゥ く しょ う じょ 

た 美しい 少女。 ケ インに 

られ たこと が 縁と なって， 
婚約す るが……。 

1 ； 




登場人物 紹介 




リナ 

ケ インの 仲， となる けな 

げな 少女。 i から 彼 を 助 

かのじょ しょうたい 

ける 彼女の 正体 は……。 

11 




ぶんめい つく 

失われた 文明に よって 創 

られた アンドロイド。 3 
代に わたって 仲間と なる。 




ライル 
ケ インの 旅の 行ぐ 先々 に 

しゅつげん しょうたい ふ めい おとこ 

出 現す る 正体 不明の 男。 
やがて 仲間になる が……。 





リン 

むすめ 

U ナの 娘。 やはり 2 代 目 
のァ インの 仲間。 S 親と 

せいはんたい せいかく 

は 正反対の キ ツイ 性格 だ。 




ラン 

むすめ だい め 

ライルの 娘。 2 代 目の ァ 
インの 仲間と なる。 きつ 

じょう 

すいのお 嬢サ マで ある。 



ルナ ライア 

でんせつ いもうと れいとう 

3 代 目 シーンの 仲間。 男 伝説の ライアの 妹。， 冷凍 
まさりの プリンセスで， 睡眠に よって 時 を 超えた。 
ス ライサーが 得意。 3 代 目 シーンの 仲間。 

12 




O 



ま1 
き謹： 
： 凝… 

mm 






ガシャ —ン …… 。 

ち か ろう とびら し おと ひび ぜんしん ちから ぬ すみ 

ぼくのう しろで、 地下 牢の 扉の 閉まる 音が 響いた。 ぼく は 全身の 力が 抜け、 隅に あった 

<f すわ へい だ おう じ たし こう 

ベッドに 崩れる ように 座り こむ。 あてもなく 兵 を 出すな ど、 王子と して、 確かに ぼくの 行 

どう かる さが い 

動 は 軽はずみだった。 だが、 マ— リナ……！ いますぐ 捜しに 行きたい。 

あたま かかえ ひと け はい き め あ 

頭 を 抱え、 うずくま つていた ぼく は、 ふと、 人の 気配に 気がついた。 目 を 上げる と、 

ろう こう し む £ ぎゃくこう あ ひとり しょうじょ 

牢の 格子の 向こうに、 逆光 を 浴びて 一 人の 少女の シルエットが あった。 016 へ 

2 

きず まち 

ぼく は 傷 をい やすため、 ャ ー タの 町に もどった。 

森 解き _ s% 嘗 U づ - 裏泰 ^ノ、 ^vvu 二 V- い：^ レ にり も 一 い 一 ヾパ マ" 、丄 

幸い 傷の 方 は 数日で 回復し、 ぼくら は 再び 南の 島へ とむ かう ことができた。 

^ようひく いっちょくせん ど ラベ つ なか はい 3 なか 

■ 島に 上陸し、 一 直線に 洞窟へ とむ かって 中に 入る。 しかしい くら 捜せ ども、 洞窟の 中 

だれ もり ぬす もの い 

に は、 誰 ひとりい ない。 『森の サファイア』 を 盗み だした 者 は、 も、 つど こかへ 行って しま 

けっか まね 

つ た の だ ！ 数日の ロスが とりかえし のっかない 結果 を 招 いてし まつ た。 

いま ほうせき ゆ く え お ぶ か のう ちか 

今から あの 宝石の 行方 を 追う の は 不可能に 近い：….。 

END 
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f 〜2 



1 參絶望にきちのめされ， あ 歳^ 鐘え ろず < まっていた ぼ < は， 

ひと け はい き 

ふと 人の 気配に 気がついだ。 
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3 



そく ざ ぬ 

>? ヌ 




ヒ ョ コ もどき に おくれをと つ てなる か！ ぼく は 即座に ナイフ を 抜き、 ラッ ピ ー に 

りかかった。 だが まるまると 太って いるく せに、. ラッピ— の 動き は 意外と 早い！ ぼくの 

こうげき ふ かく 

攻撃 はいと もた やすく かわされて しまう。 不覚！ 

しゅんかん するど ひだり に うで 

その 瞬間、 ャ ッの銳 いくちば しが、 左の 二の 腕 を かきむしった (Hp マイナス ー)。 

けで！ 參 7 マ ， &き な 等- かお に 「？ ちお バ人, も つ 4^ • \ • , -^^^^^w^^w^w^ > ： く银" J^〈 ぐ ふ ^ ^M^^v^^^ . 

. ぼく は 激痛に 顔をしかめながら も、 ャッに 第 2 撃 をお みまいした。 + 度 は 確かな 手応え 



じ めん 力 



あり。 ャッは 血し ぶき を あげて、 地面に 岡れ こんだ。 022 へ 



y 




飞 



4 

ひき さわ おそ みぎ 

2 匹の ラッピ— は、 ピョ ピョと 騒ぎた てながら 襲い かかって くる。 まず 右 だ！ 

^^「にお ま、 ノ^い/ \ゥ "，お h; さ"？^^^ p* Ifv さつ -5. ちげ き， て、"" 义. ヌ； ^ つぎ 

迫って きた 右の ラッピ— に、 必殺の 一撃 を。 手 ごた え あり！ 次 は， …： 、 いな 



Hit- く 

ま つ たうし ろか！ 気づ い た ときにはお そか つ た。 背中に 激痛が 走る！ ラ ッ ピ 

つめ 

爪が、 ぼくの 背中 をめ ちゃくち やに かきむし つていた (Hp マイナス 2) 

& いしょう いか 

命 傷で はない。 怒りに ふるえた ぼく は、 ふりむき ざま 

に、 ャッの 首に ナイフ を 突きた てた 




o 












ど 



じぶん みじゅく ふか は 

\ そう、 ラッピ— ごときに おくれをと ると は……。 ぼく は 自分の 未熟 さ を 深く 恥じた 

i や 、：■，"、- に、, 、，「にい， . でんき f や， メリぶ， も？".；、 バ >,,::，、， 「せ-、 V" ，み V- ん fr^^ ど じょうが； まち ひ かえ パ • "リカ ： 

つしょう。 手 w もお つてし まった こと だし、 ここ は 度、 騰 下町に 引き返 そうか？ 



o 
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3- 



まち すす ひ かえ 

暴ャ| 夕の 町へ 進む ……………ひ 4 へ 書 城下町へ 引き返す •：： …ひ 5 8 へ 

5 

にし い みち きた おれ かど ま 

西へ とむ かう。 しばらく 行く と 道 は 北に 折れて いる。 そめ 角 を 曲がる と……。 

ひき で 

バッ タリと、 ラシ ー ラの モンス タ 12 匹に 出くわした！ こいつら、 シ— ラと ほとんど 

か がいけん は どく りょう あっとうてき おお くう き りゅうつう すく どうくつない 

変わらぬ 外見 をして いるが、 吐く 毒の 量が 圧倒的に 多い。 空気の 流通の 少ない 洞窟 内で 

で うん はや しょうぶ けつ 

出くわす と は、 運がない！ 早めに 勝負 を 決せねば！ 

たたか 

☆ バトル ラシ —ラ X2 = お ケ イン = HP+F で 戦います。 

か ま 

鲁 勝つ た … …： ……… ……- …… n> 4 5 へ 暴 負けた ： ：… … n> 1 2 o へ U 

いじょう ぜんしん よう す 

ぼく は それ 以上 前進す る こと を やめ、 しばらく 様子 をみ る ことにした。 

うら め で た ど 

しかし これが 裏目に 出た。 ャッ は、 立ち止まった ぼくめ がけて、 いきなり とびかかって 

きょだい 

きたの だ。 巨大 ネズミ の モンス タ ー、 シ I ラ だ！ 

するど まえ ば こうげき 

ふい をつ かれた ぼくだった が、 その 鋭い 前歯の 攻撃 はかろう じて かわした。 しかし その 

じ は どく しょうしょう はい す 

2 次 攻撃、 ャッの 吐く 毒まで はさけ る ことができず、 少 々では あるが、 肺に 吸い こんで 

ちから ぬ 

しまう。 ち、 力が 抜けて いく…… (Hp マイナス ー)。 こ、 こんなと ころで くたばつ てた 



8 1 
7 8 

へ へ 



さりよ く 



まる か 







ぼく は 気力 を ふりしぼって、 ナイフ を かまえた 



o 



ひ 3 8 へ 



ふね の まち かえ やど や と たいりょく 

ぼくたち は に 乗って、 ャ— タの 町に 帰って きた。 とりあえず 宿屋に 泊まり、 体力の 



レ ^ 



> な く 



回復に つとめる {Hp プラス wj。 

よくあさ み めい しゅつばつ ひがし どうくつ の ： _ ヒ 

翌朝 未明に 出発。 すぐ 東の 洞窟に 乗り こむ。 あの ライルの 一 言 か 気にな 



さ 



たから だ。 



VV 



く 



た 



もり 



洞窟の 入り口に 




たと たん、 『森の サファイア』 がまば 




飞 



え 力 f 犬 

ひかり はつ 

ほどの 光 を 発した。 次の 



い さ 




間 ぼくたち は 洞窟の 内部に 



き かいぐん かこ せん し てき こう 

，た。 あたり はおび ただしい 機械 群に 囲まれた 先 史的な 光 



景だ。 



」、 これ は 



© わず 驚きの 声 を あげる 







ま 



り 




さき いそ 

今の わたしたちに 理解で きる ものではありません。 先 を 急ぎましょう. 

静 に- -ぃ」 一 \ ノ .^M^MW^W^- ^ ：ィ い^ # 德禁 • - ， ■ 键：： い 、-^ へえぐ i • ^ベよ- 

落ち着い てる ミ ュ—。 彼女 自身、 失われた 文明の 落とし 子 だから かな。 ひ 59 へ 



8 

1 



やど や きゅうそく 

とりあえず 宿屋で 沐息 をと る (Hp プラス^)。 さて これから どうしょう？ 

： 鋭い- 1，^^^- み^^ ^〜が：，.、?、^ -I や"；^ 7.^ ひ, V,? ま 霧. $ . . , 

鲁 店に 行く ……………… ：ひ2 8 へ • 女の子 を 探す 

鲁町を 出る 



7〜10 



どくえき 



キラ— ビ 



の 毒液が 雨の ように ぼくらに 降り そそいだ。 毒 は 肌 をジリ ジリ灼 き、 じ わ 




力 



I J 



し 入とう 



. ろ 




や 



体の 内部へ 浸透して 



だ 



1 。 

く 



ミ ュ —ゃシ —レン の 回路に も 打撃 を あたえて いる はず だ。 



V 



しさ 



たま 



意識が もうろう としてく る。 頭の 中を満 



え 




飞 



る 羽 




レ 



に まじ つ てミ ュ —が 一一 II つ た。 



さま 




ン様 



もう 




しれ ませ 




キラ— ビ 



せま 



た I 



ま 



の 針が まっすぐ ぼくに 迫って くるの を、 他人 事の ように 待ちながら、 ぼ 



まナ 



しょうり とお ぼ き 

ガの 勝利の 遠吠え を 聞 



き 



飞 



たような 気がした 



o 



ZD 



9 

1 



て 



力 マた な 



O 



1 o 

ほくとう もり いずみ そうどう 

いや、 まてよ …… 。 たしか、 北東の 森の 泉で、 騒動が どうと かい ： 

たし て あし む 

れを 確かめない 手 はない：…，。 ぼく は 泉に 足 を 向けた。 

こう き しん わざ わ む め まえ おお 

. だが この 好奇心が 災いした。 泉に 向かう ぼくの 目の前に、 大ネ ズミの モンス タ 

あらわ ひき ぬ - 

ラが 現れた の だ。 しかも 2 匹！ ぼく は ナイフ を 抜いて みがまえた 

バ トル シ I ラ X2 = " ケ イン = HP + E で 戦います。 

ま 



つむ、 こ 



、 



• 



o 







4 へ 



さ ばく まち な や にんげん わす 

この 砂漠の 町の 名 は ハサ タカ。 人間に 忘れられた、 ロボット たちだけ の 町 だ。 

"お ほや リウ ■ ^^や t 凝き 欲よ 4 がき實 し, ，^iss る あつ 

とりあえず 宿屋に 泊まって 体力 を 回復 (Hp プラス^) し、 情報 を 集める ことにした。 

きしょう なんとう 

「気象 こんと ろ— るた わ— ノコ ト デス ネ。 た わ lr コ コ カラ 南東 ノト コ 口 二 アリマ ス。 

シ カシ、 し— れんたい ぷノ ろぼつ とガ、 イナ ケ レバ、 こんと ろ ー る デキマ セン」 

ある てんこう しはい とう たず 

歩いて いる ロボット をつ かまえて、 天候 を 支配す る 塔に ついて 尋ねて みたところ、 こん 

Y レ^」 

な 答えが かえって きた。 

「そ の シ 1 レ ン タイプ の， 口 ポットっての は、 どこに いるの かな？」 

にし どうくつ み - I 

「西 ノ 洞窟 デ、 ソレ ラシィ、 ろぼつ と ヲ見タ モノ ガ、 オリ マス」 W 

しんせつ れい かれ はな 

なかなか 親切な ロボット だ。 ぼく はお 礼 をい つて、 彼から 離れた。 ひ 99 へ 

12 

いずみ しょうじょ たし ひつよう た；^ 、 

泉の そばの 少女。 確かめて みる 必要が ありそう だ …… 。 もし それ か、 ライアの 民で あ 

なに き 

つ たと したら なおさら だ。 マ —リナの ことが 何 か 聞き だせる かもしれ ない。 

かんが そくざ 

こう 考えた ぼく は、 即座に 泉へ とむ かった。 

た かな め とお み 、 

泉に は 確かに 少女が 立って いた。 哀しげ な 目 をして、 遠く を 見つめな から 。 その 目 

み し かのじょ ちか 

に ft せられた ぼく は、 知らず知らず のうちに、 彼女に 近づいて いた …… 。 




11 〜憶 





:::: お 



つ 



ク - 






かのじょ め ちんもく くち ひら 

彼女の 目が はじめて ぼくに むけられた。 しばらくの 沈黙の のち、 彼女 は 口 を 開いた。 

おそ わたし ちか ゆう き ひと 

「恐れずに 私に 近づいた の は、 あなたが はじめてです。 あなた は 勇気 ある 人。 どうか 私 を 

お連れく ださい」 

「え、 連れてって、 いったって ：：•• 」 

かんが いちぞく 

「私 は、 みなさんが 考えて いるよう に ライアの 一 族ではありません。 アンドロイドです」 

う しな ぶんめい さん ぶ つ 

アンドロイド！ あの 失われた 文明の 産物 か n . 

- - いだい ぎじゅつ う 「 

「私 はミュ ー タイプの アンドロイド。 失われた 偉大な 技術に よって 産み だされました。 工 

なお-つ w-.lv マ ；-,.、-、-- 「i な... s# . .^M^w - ..^ 丫； f ト^-... お r -tf 』" /で- 

ネル ギ —がきれ て、 この 泉の 中で 長い間 静かに 眠って いたので すが、 何者かに よって、 

め ざ ひ とびと う い 

目覚めさせられ たのです。 けれど、 どこに いっても 人々 は 私 を 受け入れて くれません。 ど ^ 

うか 私 を 連れてい つ てくだ さい」 

^Mw^ き^ 专 舊 . ねが . - 」逢參國 ： … 1 養せ く： 

強大な 戦闘力 を 誇る アンドロイドなら、 願っても ない 道連れ だ。 ぼく は 彼女 を 探索の 

みと なか ま 

パ ー トナ— として、 認める ことにした (ミュ ー 仲間に。 Hp プラス^)。 ひ91 へ 

13 

むら さくもつ みの ゆた うつく せ. い そ 

, ヒュ〜 リの 村に たどりついた。 作物の 実り も 豊かな、 美しい 村 だ。 ここなら きっと 清楚 

お と め しるし 

で 美しい 乙女が いるに ちがいない。 チェック a に 印が あるか？ 

拳 ある 。 O 7 2 へい 書ない ： • n>4 7 へ 





1 

へ 



V 



て 



相手 は 3 匹。 でも こちらに もミ 



み かた 

ュ —という 味方 



、、ゝ > ？ o 

カレる 



ご 



数 分 後 

だいじょうぶ 







た is 




しゅうりょう 



じ めん 



ち 



よこ 



1 



「大丈夫で すか。 



は 終 了して いた。 地面に は 血塗られた シ— ラが 3 匹 横たわつ ている 

さま 




レ 



V 



ま 



まく を 心配した ミ ュ —が 駆けよ つ てく る。 じつは 今の 戦闘で ちょと した ドジを ふみ、 

威 ぉょ 



つ 




ももに i 昜を負 

き /し 

所 




、、， 



うご 



まった の だ。 情けな」 

ふう 



ゝ 



だけに 機敏な 動きが 封 じられ る ことになる 




ャ I タに もどる 




2 、 



(Hp 



レ 



ど 



O 




しかし 傷の 場所が 場 



度、 ^ - — タの 町に 帰るべき だろう か 



？ 




ャ I タに もどらない 



ひ 



8 3 



ぺ 



さま 



「ケ イン 様…… • 

おどろ 

I いた ことに 



、 



しょうじょ 

少女 



すばや ろ > つ とびら 

茶 早く 牢の 扉の 鍵 を はず 



て まね 




ぼく を 手招きした 



てき み たたか けつ い かた 

： 敏 にあと は 見せられない！ ぼくら は戟ぅ 決意 を 固めた n 

☆ バトル モンス タ |軍団=^ ケ イン = HP + E で 戦います。 

か ま 
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一 ありがとう。 きみ は. …： ？」 

ち か どう とお い じょうか まち で 

「リナです。 さ、 こちらへ。 この 地下道 を 通って 行けば、 リ— クの 城下町に 出られます」 

あんな い ぬ みち いそ ちじょう か いだ ん み 

少女 リチの 案内で 抜け道 を 急ぐ と、 やがて 地上への 階段が 見えて きた。 

あ みせ で 

「この 階段 を 上がれば、 テク ニック マ スタ— の 店に 出ます。 あと はお わかりになります ね」 

「きみ はい つ たい —— 」 

「また、 お会いす る こと も あるて し. frvl 

かれん え がお のこ かのじょ たさ ふしぎ ， 

可憐な 笑顔 を 残して、 彼女 は 立ち去った。 リナ —— 不思議な 少女 だ。 

かた はし じょうほう あつ しろ 

ぼく は、 成 下町に 出る と、 片っ端から 情報 を 集めて まわった。 もう 城に はも どれない 

だいいち ころろ き すく おう じ ざす ■ 

し、 第一 ぼくの 心 は 決まって いた。 マ —リナ を 救いだ す。 たとえ 王子の 座 を 捨てても。 

しかし、 この 町から はたい した 情報 は 得られなかった。 ただ……。 

たから もり ぬす おとこ みなみ しま く タ T • つよ 

「城の 宝の 『森の サファイア』 を 盗んだ 男が、 南の 島の 洞窟に 隠れた そうだ。 とても 強い 

へいし だれ はなし 

男で、 城の 兵士た ち は 誰も かなわなかった という 話 だせ」 

さか ば き い 

酒場に いた 男が、 気になる こと を 言った。 

『森の サファイア』 が？ 

おう け つた ほうせき つか べつ せかい みち ひら 

『森の サファイア』 と はリ— ク 王家に 伝わる 宝石で、 これ を 使えば、 別の 世界への 道が 開 

でんせつ ひつよう 

ける という 伝説が ある。 もし、 この 世界に マ— リナが いなければ、 必要に なって くる だろ 

ふね 

う。 南の 島 か……。 たしか、 ャ— タの 町から 船が 出て いる はず だ。 
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17 〜雪 



む ぶき ぼう ぐ ととの 

ャ ー タの 町へ 向かおう か。 それとも、 まず 武器 や 防具 を 整える 



、、/ ； 、、_ 



y o 



きたろう か 




町 を 出る 



ひ48 へ •*! へ はいる 



n> 3 3 へ 



やノ & 1フ や 



ろ で 



十字路に 出た。 さて どうしょ、 つ 








匕 ヽ 

ひがし 

I へ 





1-30 へ 

3 C3 7 ぺ 




みなみ 

甯へ 



こ 




西へ 



o 3 2 へ 



ベ 



i 



こ 



笼 人に ゥンと 言わせる ために、 女の子 を 

みょうれい こ ひとり 

の 女の子が 一人 もい ない。 いるの は、 






す ことにした。 ところが、 この あたりに は 



トウが たちす ぎた おばさん か、 ほんの 赤ん 

もり いずみ 





/ 一 



の 女の子ぐ らいな の 力 



こ 



まちなか ある ほくと * つ もり いずみ なに そ、 つど A つ 

町中 を 歩いて いると、 北東の 森の 泉で 何 か 騒動が おこって 



ゝ 



る こ 




とか Pt に 入- ズ 



こ o ^ 



おもしろ そ、 つ だ、 



ゝ 



てみ よ、 つかな。 それとも 



(チヱ ック a) 



o 




K にむ かう 



いちど ふ 



う 




7 




もう 一 度 船主に 交 渉して みる 




そう 




お S にい つ て 装備 を ととのえる 




7 へ 

8 へ 
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8 



ひがし すす 

東へ 進む 



し 



た 



しゅんかん 



o 




、 .S . / - 一二 ） ，、> 一 o LL 1 7 SI ,r ^ 



仕方がない もどる か 




きど まり ズ 

た するど いた かん 

ッ！ I 肩に 鋭い 痛み を 感じた n 敵の ふいうち をく つたの だ 



、 とふり むいた i 




(Hp マイナス 3) 



o 



o 



さま 



r ケ イン 様！ 一 



ェ 



た て 



た 



す 




V 



が 片手に クロ— を はめて、 助けに 入る。 相手 は ラシ —ラ と、 シ— ラだ 

く は 



/ 一 



ラシ— ラ 



どうけいとう 



はシ— ラと同 系統の ネズミ 型 モン スタ— で、 シ— ラ よりも ひんぱんに 毒 を 吐 

る ど こうげき う 



o 



きず 



ミュ— の 鋭い クロ ー 攻撃 を 受けて、 タ ジタジ となる モンス タ— ども。 ぼく も 肩の 傷 を か 

てんか _ . : . ！ . , . 

のモ 



ばいながら 参戦す る。 傷の 痛み を 怒りに 転化した ぼく は 

ン スタ— を しりぞけた！ 

「ありがとう、 ミュ— 一 




修羅の ごと 




> 、 



2 




れい 

1 にお 礼 



を 



じ ろ みなみ にし 

たのち、 もとの T 字路 にも どる。 さて、 南と 西 どちらに むかう か。 



秦 南へ 



〔 > 1 1 8 产 




ひ 6 3 ハ 




2 




！」 ャ 



y 



ゝ 



するど まえ 

ぷ ぽカ 





おそ 

も： と を 襲う！ ぼく はかろう じて それ を かわした 



どう じ 



く 



が、 同時に 吐き だされた 毒まで は 避ける ことができ なか つ た。 



つう、 力が 抜けて 




飞 



(Hp 




3 



) 



Q 
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き ゆうじょう み ぬ こうげき まえ 

こちらの 窮状 を 見抜いた シ ー ラは、 さらに 攻撃 をし かけよう とした。 だが その 前に、 

さい ど きりょく むね こんしん いちげき み ま い がい はんげき 

ぼく は 最後の 気力 を ふりしぼって、 ャッの 胸に 渾身の 一撃 をお 見舞いした。 意外な 反撃 を 

くらい、 とまどう シ— ラ！ それ を しりめに、 ぼく はさつ さと 逃げ だした。 ，5s -1 タ にさえ 

逃げ こめば、 ャッも 追って これない。 カツ コ悪 いけど、 逃げる が 勝ちって ャッ なの さ。 

みなとまち とうちゃく 

こうして ぼく はなん とか シ ー ラ から 逃げ だし、 港 町^ - — タに 到着した。 c>2 7 へ 

いき なか ： は： S れんらくつ き ろ どうぐつ どうよ ま ぜん も てき き かいぐん 

ぼくら は 勇んで タヮ— の 中に 入った。 そこ は、 連絡 通路の 洞窟 同様、 前史 的な 機械 群で 

こうせい まち が きしょう 

構成され ていた。 うむ 間違いない。 これ こそが、 気象 コント 口 — ルタ ヮ—！ 

さ ゆう えら 

」 しかし タヮ ー の 中の 通路 は、 いきなり ふたまたに わかれて いる。 右左 どっち を 選ぶ？ 

みぎ ひだり 

つへ 一お 二, パ《 へ o 。 o o o 。 o o o c 二： g o o o o o o ひ" e & o c- o 6i o り o ^ I . 、 く .リ3 <f ^一, 二 《 Goo^n:o^i.MOOO^-^O^^GQOSOOOGOODOOQOOOCO ！ I ^ 〉 o、3 oo ^ 

2 2 

ひき / あらわ いか あ め 

, ところが ラッピ— は、 1 匹 だけではなかった。 さらに 2 匹が 現れ、 怒りに 燃えた 目で ぼ 

,\, ズ、、" き M 尸、， •—： " に りお〃 す r", に" 〔に r: ス ^Mw , へ くひよう ベ, -リ, ■ リ： ;% TV, り 、 vt， • つ- 

くに 襲い かかって きたの だ。 仲間 を やられて 逆 上して るら しい。 

ま 5 

こうな り や， とこ とんやる まで だ！ ナイフで みがまえて、 ャッら を 待ち受けた。 

☆ バトル ラッピ I X 2 = お ケ イン = H p + D で 戦い ます。 
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おも か いき 

なんとか ャッら を ふりきった。 しかし， 思いつきり 駆けて きたので さすがに 息が きれる 

ぜ ー ぜ 1 ぜ ー (Hp マイナス ー)。 

き たからばこ なか み もり ちが 

気になる の は、 あの 宝箱の 中身 だ。 きっと 『森の サファイア』 に違いない。 つまり、 

たおて はい 

ャッら を まとめて 倒さない かぎり、 サファイア は 手に入らない つ てこと か……。 

. ■ ぉ，% 碑 身 が^^ 9-. My ; .S^M§, ^0 

しかたがない、 ここ は 一度 ャ ー タの 町に 引き返し、 今まで 受けた 数々 の 傷の 療養に 努 

める ことにしよう。 そしてべ スト • コンディションで リタ ーン： マッチ だ！ ひ 2 へ 

2 4 

たい ふり せ ひだり かた きず 

1 対 2 では あきらかに 不利 だ。 ぼく はたち まちのう ちに 攻め こまれて、 左 肩に 傷 をお 

のどもと するど は けっか ま 

つてし まう。 喉元 を ねらった シ— ラの 鋭い 歯 をよ け そこなった 結果 だ。 くそ—、 負けて た 

まる か！ (Hp マイナス 3) ひ 35 へ 

2 5 

ぎに -レ 移 .M&M^-^ も：，. ： . や、 に." 卜に. 力. v;";5^^. い；." - 々ヤノ V 、も V へ；； =■:• 眷や》 繁： fc^ ま-.^,. お ■-: "，二;^;, ソ^ .: んリ」 マ-ふ.： . .^1 ^ま 

まず は 周囲 を 探索す る ことにする。 島に は ほとんど 木が 存在せ ず、 ゴ ッゴッ した 岩山ば 



25 誊 「ケ イン 續， ^ をつ けて ぐ ださい！！」 ミューの 警告と とも 

いわかげ ばけもの あらわ 

に， 岩 陰から ネズ ミ の 化物， シーラ が 現れた。 



詹 環〜 







や,， く：？ 二： い： 

シ， X:,v ソム" つ • * " - ぺ， v い ■ •• 

■ 勝 mm ^き 
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さぴ こうけい 

かりが つづい て い る。 なんとも 淋し い 光景 だ。 

さまき けいこくと いわ かげ びき あ ら わ 

「ケ イン 様、 気をつけて ください」 ミュ ー の 警告が 飛ぶ。 岩 陰から シ— ラが 3 匹 現れた。 

たたか 

☆ バトル シ —ラ X3=M ケ イン =HP+F で 戦います。 

か ま 

2 6 

あぶ はし ひ つよう とうめん もくてき もり て い 

:. ここで 危ない 橋 を わたる 必要 もない。 当面の 目的 は、 『森の サファイア』 を 手に入れる 

たみ はや か わい おんな こみ 

こと。 ライアの 民なん かほつ といて、 早く 可愛い 女の子 見つけな くつち や。 

ひとやす まめ 

とりあえず、 一休み。 ぼく は、 豆ス— プの おかわり を もらうた めに、 手 を あげた。 

しょうち I 

「承知いた しました」 

ていねい へんじ - き 

1 やけに 丁寧な 返事。 どこかで 聞いた ことの あるよう な……。 ま、 まさか！ 

しろ かえ 

「わたくしで ございます。 これ をお あがりに なったら すぐに、 お 城に お帰りく ださい ませ」 

わ しろ じじゅうちょう たいど もた 

そこに は 我が リ ー クの 城の 侍従 長が、 うやうやしい 態度で 豆ス ー プの ナベ を 持って 立 

すうめい じょうへい 

つていた。 たちまち 数名の 城兵が ぼく をお さえつけ た。 

ちちうえ おこ 

「父上が お怒りです。 さあ、 いっしょに 帰りましょう」 

s くちょう ， 

侍従長 はう む を 言わさぬ 口調で そう 言 つ た。 ，， 

END 



唐藝〜 詹霧 



2 7 



こ > つつ >フ よ > つ ろ 



濯 町ャ— タに たどりつ， いた。 交通の 要路 だけ あり、 多くの 人々 で にぎわつ ている。 港 

ふね いっそう も ぬし み みなみ レま だ こうしょう 

に は 船が 一艘。 持ち主 を 見つけて、 南の 島へ 船 を 出して もらえる ように 交渉す る。 

おんな こ たの い がい き 

で わしゃ、 女の子の 頼み 以外 は 聞かな いんじゃよ」 

、 ろうじん わけ い たの き ■ 

主の 老人 は 訳の わからな いこと を 言って、 ぼくの 頼み を 聞こうと しな 

or - ノ， い，. ひつ • .：：..：.：■ や :■ . r . :i , • 

女の子で も 捜しに いくか… • 




1 o ン P こ；^ ゝ 

レ し 力た るし 








8 へ 



2 8 



やつ ぱり 




1 1 - 




じ や、 こころもとな 



たて う 



、 o 



ぼく は 皮の 盾 を 売って、 もう 1 本 ナイフ を 



1 

3 



と 



手に いれた。 2 本の ナイフ をす ぐ 取り だせる ように 



こ 




女の子 を 捜す 




、、 



> '？ タ 



そう 



に 装備し、 さて 








18 へ 



ど 




もう 一 窆 おじいさんの ところへ n>8 7 へ 



2 9 



とう なか い 

塔の 中に 入って みる 



い ゃ> 



せん し ぶんめい きん ぞ袭 

。 先史 文明の 金属で できた 内部 を 進んで 

ち >っど く 



くと 

おお 



行 



て 



のように、 モンス タ 1 が 現れた！ モル モスが 2 匹に、 猛毒 を 吐く 大ガ 



手 をふさぐ か 



ログ 




が 2 匹、 おまけに ム 




，翳, s き 1^ きな， き： 

まず 2 匹の モル モスが、 フォイエ の テク 二 ックを ふる 



と 



飛び だす 火炎！ かろ 



ズ 




どく じゅうまん くる 

てよ けたと ころへ、 ナノ フ ログの 毒が 充満す る。 く、 苦しい……。 

さま たいきゃく 

「,4 ン様、 退却し まし i う！」 

たいきゅうせい からだ ： , ： 

毒に W 久 tt の ある ミュ ー が、 ぼくの 体 を ささえて、 退却に かかる。 

おも つか じゅうりょく は 

だが 体が 重い ：… •。 ケ イブ ゥ オルフが、 ダラ ブトの テクニック を 使って、 重 力 波の プ 

たいこう 

レツ シャ— を かけて きている の だ。 ミュ ー がそれ に 対抗して、 アンバランスの テクニック 

とお 

を 使った！ ケ ィプゥ オルフが、 遠くに ふっとぶ：：： 

"ま 

「今です！」 

だっしゅつ う 

： ぼく はミュ ー にさ さえられて、 かろうじて 塔から 脱出す る ことができた。 しかし 受け 

おお さ ばく まち 

たダメ ー ジは 大きい (Hp マイナス^)。 ひとまず あの 砂漠の 町に 退却 だ。 n>11 へ 

むら とちゅう 

ぼく はヒュ ー リの 村に むかう ことにした。 途中、 ばったりと、 ヒョコ • モンス タ—、 ラ 

で いち どた たか あい て て うち み とお 2 ちげ き 

ッピ ー に 出くわす。 けれど 一度 戦って いる 相手。 手の内 はすつ かりお 見通し だ。 一撃の も 

たお い き ようよう みち いそ 

とに うち 倒し、 意気 揚 々 と 道 を 急 いだ。 C> 1- 3 へ 

ジに ぷ^^ 3:》^ ぷ^^^; お n4v $s ま： 一え， べ^^ W 、、舞に 翁：，. Mr ■、 、， ■ -< 、，ク ぎ やん ト 

、 ようやく、 ぼくら は 通路 を 抜けて 東の 世界へ 出た。 まず は 手近な レン ソルの 国へ 行って 



みょう。 



n> 1 o 4 へ 



3 2 



つうろ すす い 、じゅうじ ろ 

い 通路 を 進んで 行く と、 やがて 十字路 

めいきゅう で ぐ- 



薄暗 



ズ 



どり 着 



つ きた ひがし にお. みなみ 



力 北と、 東と、 西。 南 はこの 



迷宮の 出口 だ。 さて、 どっちへ 行こう。 





北へ 

西へ 



7 



ぺ 




東へ 



ひ217 へ 



3 Co 7- へ 




3 3 




たび 



そう 



ととの 



ニ^ 



つて 



旅になる かも 知れない。 装備 は できるだけ 整えて いた ほうがいいだろう r と 

かね も • みせ はい か じゅん 

も、 あまりお 金 を 持って ない けど。 ぼく は 店に 人って、 できるだけ 買い こんだ。 これで 準 




ばんたん まち で 



は 万端 だ。 さあ、 町 を 出る ことにしよう。 



ぺ 



ハリ^ J 



ひき 



2 匹の ラッピ— は、 ピョ ピョと 泣き声 を あげながら、 

いちげき 

はすば やい 一撃 を、 右から きた ラッピ ー にあび せた。 



せま 



迫 つてく る。 まず は 右 だ！ ^ 




た 



おも 



おそ 



あれれ、 簡単に かわされた 



o 



まずい！ そう © つた ときには 遅かった。 ラッピ I ど 
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人め 
叩い 



く 





せ なか 



も は、 その 凶悪な 爪と クチ バシを 使って、 2 匹が かりで、 ぼくの 背中 をめ ちゃ 



ちゃ こ 



かきむしつ た (Hp 




3 



) 



o 



) こ 

レた 



「あだ だ だ だ！」 ほく は あまりの 痛 さに お 




ナ 



く 



その 矣 




にお それ をな したの か、 2 匹の ラッピ 

なか ま のこ さ 

倒れて いる 仲間 を 残して、 いずこへ か 去って 



た 



う 



くそう、 ず 

, りょく 




たいりょく かいふく ま 

て 体力の 回復 を 待と 



つ 







わす む が むちゅう 

響れ、 ナイフ を 無我夢中で ふりまわした。 

は、 ぼくに とどめ を さすの を あきらめ、 



た。 



いち ど 



—ジを 受けて しまった。 しかたな 




じょうか まち 

リ —クの 城下町に もどつ 



〔 ) 5 8 へ 



3 5 



うご 



シ j ラの 動き はちよ こまかと 素 




く 




め 



ャッら 



みぎ ふ あさ 

まず、 右の シ— ラが 動いた。 しかし 踏み こみが やや 浅 



> 



フェイント 



だ。 



どく す いき れいせいみ 

の 毒ガス を 吸い こまない ように 息をつめた ぼく は、 その 動き を 冷静に 見つめた 

まん 

i となると、 ネ 

ひだ ひ , はい ご 

は 左、 しかも 背後 を 

結果 は 見事、 読み どおり。 ぼく はふり むき ざまに、 シ— ラに ナイフ を 突きた て，^ 

ぴき しょうぶ いつし ゆん けつ かみ ひと え b よ、 

：、 もう 1 匹に も！ 勝負 は 一 瞬のう ちに^した。 だが 紙 一 重の 滕 I 力- えと もレ、 K ス。 

、じ めん よこ ほう かんが ひや 

まかりまちがえば、 地面に 横たわつ ていたの は、 ぼくの 方だった だろう。 そう 考える と 冷 




てく る f 



J。 铳、 




O 



-5 



行が ど 



と 出る (Hp マイナス ー) 



o 



n>81 へ 



毒醫〜 31 



3 6 

さくれ つ するど すいり ゆ * つ おそ 

チ— プ コ ッ クのバ —夕の テク 二 ックが 炸裂した。 鋭い 水流が ぼく を 襲う！ 

すばや けん ぬ はな 

ぼく は それ を 素早く かわし、 剣を抜き 放った。 

「ミ ュ—、 チヤ ムは まかせた ぞ！」 

だい げき うご はや 

剣 を かまえて、 チ— プ コックの 第 2 撃に そなえる。 ャッの 動き は 速い。 また、 その 鋭い 

い ちげ き のどぶえ ひ い りょく 

クチ バ シは、 一 撃で ぼくの 喉笛 を 引き さく だけの 威力が ある。. 

おとこ 

しかし ぼく も 剣 をと つて はリ ー クーとまで いわれた 男 だ。 ムザム ザ やられ はしない。 や 

はんげき きかい ま 

つの クチ バシを 剣で いなしつつ、 反撃の 機会 を 待った (Hp マイナス ー)。 

れんぞく こうげき い つ しゅん いま した 

ャッの 連続 攻撃が 一 瞬 とだえた。 今 だ！ ぼく は 剣 を 下から はねあげ、 チ —プ コック 

ほ そくび りょう だ ん たお 

の 細 首 を 両断した。 すでに ミュ— も、 チヤ ムを 倒して いる。 

,たぉ ま -. \ ち-よき きリ き S 载 ""なに ま， t r そとれ た輕？ 

..: 戦いの のち、 ぼくら は 調査 を 再開した。 けれど 何も 見つからない。 仕方なく 外に 出た。 

ひ 1 3 9 へ 

3 7 

まち いえ こん ど 

^ -1 タの 町に ついた ぼくたち は、 さっそく あの じいさんの 家に おもむいた。 今度 はミュ 

たの ろうじん」 い 

1 が賴 むの だから、 老人 も ィャと は 言うまい。 ところが……。 - 

「絶対に ィャ！ 一 じじい —— 老人 は、 またもや 首 をた てに ふらない。 
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おんな こ き 

, アンドロイド だろうと、 ミュ— は 女の子 だぞ。 女の子の いう ことなら 聞く 

こ V つ ぎ 

ん じゃなかった のか」 しかし 老人 は、 ぼくの 抗議な ど どこ ふく I 

:.y バ .-、 ニノ-:」 着 m "、リ リ； に，.， 、善 .：，.，- ふ， i -. /9 >- . ； s^l^sfj. 

「わし は、 男から 頼み ごと をされ るの が 何よりも きらい なんじ や。 それ を くどくどと 2 度 

ど いま つれ - ぜったい 

も 3 度 もお しかけよ つて。 今 さら、 女の子 を 連れてき よっても、 おまえの 頼み だけ は 絶対 

にき か ああ ああん：：：」 

ほか ふね だ もの 

この じいさんの 他に、 船 を 出せる 者 はいない。 という こと は • ：… 。 

N D 



6 

3 8 3 

どく す て ごわ あいて いきと こう 

毒 さえ 吸い こまなければ、 手強い 相手 じ やない。 ぼく はとつ さに 息 を 止めて、 ャ ッの攻 

げき 

に そなえた。 




するど まえ ば のど ねら そく ざ さ 

「キイ ィ イイ！」 ャッの 鋭い 前歯が、 ぼくの 喉 もと を 狙う！ 即座に 避けた ぼく は、 息 を 

おお I たいさん 

止めた まま、 ナイフ を あやつり、 大ネ ズミを 退散 させた。 



じ や ま 





さ みなとまち 

もの は 去った。 さあ 港町^ -— タに むかう としょう。 ひ 27 へ 



3 9 




「おっと、 俺 はきみ とやり あう つもり はまった くないんだ ぜ。 そんな ぶっそうな もの は 



な の おとこ もり 

39 秦 ライルと 名乗った 男 は， あっさり ぼくに 『森の サファイア』 

わた きみょう おとこ 

を 渡した。 つかみどころ のない 奇妙な 男 だ。 
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ヒ：グ 




o 




難 纏 



に x':'x':+:':-x 

w ''ノノ-〜+*っ 

【ま：;::::::::: お:; まさ: き 
k さ 職:;: お ※：^ S 



::::: 





ひ， 



2 







〈リ 

'I ，v^" ， 




や：. 




ベ 




II 

鼸 



V ん： 八ケ 



：ま 



V マ-^ *M 、や 



もり かえ 

とつと としまって くれ。 ほら、 『森の サファイア』 は 返す ぜ 



う 



いきなり サファイア を 投げて よこす ライル。 ぼく は あわてて 受けと めた。 

よう か やく 

「そいつに はちよ つと した 用が あって 借りた のさ。 ありがとう。 役に たった ぜ」 

おとこ なにもの . 

ヌケ ヌケ と……。 この 男、 S つたい 何者 だ？ 

ぎ あつ ゆう き わかもの ひが レ どうくつ せかい S 

「もしき みが、 義に 厚く、 勇気に あふれた 若者なら、 東の 洞窟の むこうの 世界へ 行っても 



たい へ ん ちから 

らいたい。 そこで は 大変な ことが おこって いる。 力に なって やってくれ 



の い すがた け え がお 

ライルと 名乗った 男 は、 それだけ 言う と、 いずこへ か 姿を消して しまった。 笑顔が やけ 

みりょくてき i 

に 魅力的な 男だった が 。 



てはい ほか で はい 

とにかく 『森の サファイア』 は 手に入った。 これで 他の 世界へ も 出入りで きる。 あと は 



いっこ 



刻 も 早く 洞窟から 出る こと だ。 ィグザ オカリナ を 使つ てみ るか 



し ょラ 




, 用 する 8 o へ 镰ま 甲し な I ……- …：… …：… … n〉 9 7 へ 









く は そのまま^ -1 タの町 をめ ざす ことにした 

なん か み ひとあんしん ま 

まっすぐ 南下して いくと、 町が 見えて くる。 もう 一安心 か……。 いや、 待て！ 

じゃあく け はい ぜんぼう 

なに か あたりに 邪悪な 気配が ひそんで いる。 前方から だ……。 どうす る？ 

よう す おとこ どきょう 

镰 ひとまず 様子 をみ る 。。。。………。。ひ CO へ • 男 は 度胸 だ、 つっこん じ やえ— n>53 へ 
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みなみ わ みず マ 

や サ： タ^の 南め 湧き水に 着いた。 

そう ぴ かれ せんすい てい 

シ— レンが サブ マリ シパ— ッを 装備。 と …… なんと 彼 は、 アクア シ— レン —— 潜水 艇に 

へ ん しん たから さが そこ もぐ 

変身した の だ！ よ— し、 これで 『ライアの 宝』 を 捜しに、 水の 底に も 潜れる ぞ。 

ち か すいどう そ 

「地下水 道が あります。 それに 沿って 潜って みましょう」 

の T9 す , 

シ ー レン は、 ぼくたち を 乗せて 地下水 道 を 進んで いく。 

ぜんぼう あか ふじょう おどろ 

前方が ほんのり 明るくな つてき た。 ためしに 浮上して みると、 驚いた ことに、 ぼくたち 

ぺっ せかいで さばく 

は 別の 世界へ と 出て しまった。 砂漠の 地下に、 こんな 世界が あつたと は。 

, じょうりく しんでん 

シ— レンが 変身 をと き、 ぼくたち は 上陸した。 そこに は、 神殿ら しきものが、 ぼつん^ 

た にん ろうじん だい ざ かこ 

と 建って いる。 なかには いると、 4 人の 老人が、 台座の まわり を 囲んで いた。 

,\zt 二，， — ■ -TPF 

ひ 2 9 2 、 

4 2 

どうくつ さが なか はい ない ぶ ようがん ま か いろ 

ぼくと ミュ— は 洞窟 を 探し だし、 中に 入った。 洞窟の 内部 は 溶岩の ような 真っ赤な 色 を 

きた いつぼん みち すす 

している。 中 は 北へ むかって 一 本道。 もはや まっすぐ 進む しかない。 n>9 5 へ 

I ■ 



4 3 

そと で なに ひかえ 

あらら ら、 外に 出て しまった。 これ じ や、 何にも ならない。 引き返そう。 095 へ 

あいて ぴき こんかい み かた 

相手 は 3 匹 だけど、 ，今回 はこち らも ミ ュ— と い、 つ 味方が い る！ 

あんしんかん ゆ だん よ せんとう かい し そう 

しかし、 この 「味方が いる」 という 安心感が、 どこか 油断 を 呼んだ よう だ。 戦闘 開始 早 

そ > つ ふと て きず， どく す 

早、 ぼく は 太 ももに 手 ひどい 傷 をお い、 ャヅら の 毒ガス を たっぷりと 吸って しまう (Hp 

ぜったいぜつめい きき たす 

マイナス 5)。 絶体絶命の 危機だった が、 ミュ— に 救 けられて、 なんとか シ I ラ ども をし 

ふか いちど まち かえ • 

りぞ けた。 しかし、 傷 はけつ こ、 フ 深い。 一度 ャ ー タの 町に 帰る ことにす るか？ 

⑩ャ！ -タニ もどる oo。oo。。o。。。。o 。。……ひ 2 へ ⑩ャ. I 夕に もとらな し 。。。。。。。。。。。。。。。ひ 8 3 へ 

4 5 

ひだりめ ふ まかち 

シ ュッ！ ナイフの きっさきが、 ラシ— ラの 左目 を かすめる。 吹き だす 真っ赤な 血！ . 

がわ し かく まわ 、 

しめた、 これで ャッの 左側 はすべ て 死角と なる。 ぼく は 左へ 左へ と 回り こみ、 タイミング 

み はか けいどうみゃく き ぼうだい りよ 5 どうくつない 

を 見計らって、 ャッの 頸動脈 を かつ 切った。 膨大な 量の 血が 吹き だし、 洞窟 内 をな まぐ 

そ あ 

さく 染め上げる。 

「おみ ごと」 
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4 7 

むら はい ■ やど や やす うわさ き 

村に 入って すぐ、 宿屋で 休んで いると (Hp プラス^)、 ちょっとした 噂ば なしが 聞 こ 

まち ほくとう もり いずみ i> よ、 pv じょ あらわ はなし 

えてき た。 ャ —夕の 町 北東の 森の 泉に、 まばたき しない 少女が 現れる という 話 だ。 その 

いち ど み うご かな め とお み 

少女 は、 一度 現れる と、 じっと 身動き もせず、 哀しげ な 眼 をして 遠く を いつまでも 見つめ 

たみ だれ とお おそ 

ている という。 彼女 は ライアの 民で あると いう 噂 も あり、 誰もが 遠 まきに して 恐れて いる 

じ まん りょうり まめ レた ひと もんだい 

らしい。 ぼく は、 この 宿 自慢の 料理、 豆ス— プに舌 つづみ をう ちながら、 一 つの 問題に つ 

かんが つづ い 

いて 考え 続けて いた。 泉に 行くべき か、 行かざる べき か …… 。 



か かのじょ はや たお せん 

ミュ— が 駆けよ つてく る。 彼女 は、 ぼくよりも 早く ラシ— ラを闽 していた の だ。 その 戦 

とうりよ く ちょういつ きゅう けん し 

闘 力 はま さに 超 一 級の 剣士な みだ。 

こころづよ おも ふたた きた すす 

そんな ミュ— を 心強く 思いながら、 ぼく は 再び 洞窟 を 北に 進んだ。 ひ86 へ 



みなみ みち い ひがし お きた ま 

南への 道 は、 しばらく 行く と 東に 折れ、 さらに 行く と 北へ 曲がって いた。 ところが、 

かど くう き ひく は おと き 

その 角 を 曲が つ たと たん、 空気 を ゆるがす 低い 羽音が 聞こえて きた！ . キラ— ビ— トだ n: 

☆ バトル キラ I ビ —ト X2、 ナル I ガ X3= 冗 アイ > = HP + C で 戦います。 

か ま 

看 勝った ………………。。。。。。…ひ 3 2 o へ 警 負けた ……。。。。。。……………………ひ 9 へ 





-、、 



ン 




泉へ 行 



>• ひ 1 2 へ 




ザ へ +tf 力 メ n^> rtz CD 八 




ぐずぐず してたら、 



ま 六 

り- 



地下 牢に もどされ かねな 



たび だ 



、 o 

レ 



o 




はとに か 



みなとまち 

く 港 町 ャ— 



夕の 町 



, てみ る ことにした。 ャ j タ から 船で 旅立つ の だ 

城下町 を 出て、 街道 を ひたすら 南に 下る。 途中、 どんな モンス タ— が 育 



てく るか わ 



からな 



ぎ 

$ とにかく 気 を ひきしめて 



飞 



く 

ふと 



だ。 



さっそく 現れた。 まるまると 太 



た 



きょだい 

巨大な 



ヒョコ もどき、 ラッピ— だ 



f 1 o 



トル ラッピ l=s ケ イン =HP+B で 戦います。 





つた 



eo 暴峰攀 #9肇0 



ひ 6 o 〈 



ま 




負けた 



ooeoQoeoAAeAO 癧攀参 鲁 • 拳 ■ 



n>3 へ 



うご 



ャッら の 動き はの ろ 



> 



あの 



かぎ 



、、 




V 



き 



たらぬ 存在 だ。 ぼくと ミュ— は、 I 




に 動き まわる ことによ つ て、 

わ かんたん レ まつ 

じ、 その 背中の カラ を 割って、 いとも簡単に ャッら の 始末 をつ けた 



ベ チヤした ョ ダレに からめとられない 限り、 とる に 

e ズ きこ >っ げき ふう 

液 攻撃 を 封 

ひ 73 へ 
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5 o 

ぼくら は 建物の 残骸の 調査 を はじめた。 くずれた 柱な ど を どかして いると、 背後で 荒 



飞 



ま おみ 



I 遣いが……。 ふりかえ ると、 マッド • バ— ドのチ —プ コックが、 今 まさに 襲い かからん 




0y 




としてい る。 その 背後に は、 狂犬 カタ ツム リの チヤ ム までい る I 



た/ j 




バトル チ I プ コック、 チヤ ム =2 ケ イン = HP + A で 戦います。 





ま 



つた … 。。： ：： ：…… …ひ 3 CO へ 嘯 負けた …。： ： ：： 。……ひ 1- 2 5 へ 



にし どうくつ で やど やと 

西の 洞窟 を 出て、 グランディ レ クタに もどった。 宿屋に 泊まって、 体力 回復 (Hp プ 




ラス^)。 チェ ック k あるか？ 





……： ：：：：：：•：： OB4 へ 書ない ：。。。。 ……： ：：… …： ：n>333 へ 



3 

4 



5 2 

ゆき どうくつ い せかい 

雪の つもって いないと ころ は、 洞窟だった。 しかも、 異 世界に つながる 洞窟 だ！ . 

なか いちめん きき ぬ さ ばく い 

中にはい ると、 あたり 一面 器 機 だらけ だ。 ここ を 抜ければ、 砂漠の 世界へ 行ける の だろ 

ない すす 

う。 ぼくら は 洞窟 内 を まっすぐ 進んだ。 n>149 へ 

5 3 

ゆう じゃあく けはい みなもと いきお 

ぼく は 勇 を ふるって ナイフ を かまえ、 邪悪なる 気配の 源 につつ こんでいった。 その 勢 

とつぜん すがた おお 

いに のまれて か、 そいつ は 突然 姿 を あらわにした。 大ネ ズミの モンス タ ー、 シ— ラ だ。 

ぶ き するど まえ ば くち は どく ゆだん 

ャッの 武器 は、 鋭い 前歯と 口から 吐く 毒の はず。 油断 はならない。 

たたか 

☆ バトル シ |ラ=び ケ イン =HP+A で 戦います。 

か ま 

• 勝 つ た ：•：•• • ！：> 3 8 へ 書負 けた …： … …： ：…… …：… ：： O 2 o へ 

5 4 

か ある と う かげ かたちみ さむ き ゆう 

かれこれ 2 日 も 歩きつ づけて いるが、 嗒 など 影 も 形 も 見えない。 寒い ところから、 急に 

あつ 

暑い ところへ きたた めか、 ぼく はすつ かり パテて いた (Hp マイナス ー)。 

さま まち 

にし み もくてき ちが ■ い 

ミュ— が 西の はてに ある 町 を 見つけた。 目的の 塔と は 違うよう だが、 行って みる か？ 
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52 秦 世界と 世界 をつな ぐ 洞窟 は， ぼくに はまった ぐ理 i できな 

き かいるい う 

い 機械 類で 埋めつ くされて いる。 いったい これ は……。 
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行く 。…： ：： …， 011 へ 秦 行かない …………………………ひ 9 へ 



5 5 

あま かんが うご はや ， ， 

だが それ は 甘い 考え だ つ たよう だ。 ぼくら は 動きの 早い ラシ ー ラ 2 匹に たちまち 追い つ 




て 



く 



かれ、 行く手 をふさ がれて しまう。 おまけに その 毒まで あびせられ たの だからた まらな 

だ 



ああ あ、 体の 力が 抜けて 



ゝ 



(Hp 




5 



) 



o 



こ 



「もう 逃げよう がない。 いちかばちか！ 



ぞミ ュ— M: 



こうげき 



ぼくと ミ ュ —は モンス タ— たちに 攻撃 をし かけた。 



ヒ /J 




く 



トル モル モス、 シ I ラ、 ラシ I ラ X2 = 3 r f ^ I Jl 311% lr o 




* d 3 國 

力 メ 



た 



n>114 へ 




5 ケ イン =HP+D て 戦います 

ま 

負けた …： ：：- 



n>7CD へ 



5 6 



し お 



きた すす みち とちゅう 

北へ 進んで いくと、 道 は 途中から 東へ 折れて 




あゆ 

いる。 さらに 歩み を 進める 



o 



_::;> 1 6 9 へ 



5 7 

ラ^!^ 5 C っぅ安^|| *$^^^^^^、、； あ も ノリ，，：^ リノ > ユク^、 >y, 

薄暗い 通路の 中 をし ばらく 歩く とまた もや 丁字路。 進路 は 北と 南と 西 だ。 さて どちらへ 



ろ しん ろ 



にし 



行こう かな 







m 〜 m 




暴 北 へ • …… ひ ー o 7 へ 書 南へ ……： … ：：：<> 4 3 へ 

蠢 へ … …：… …… ：…… ： ……. …： n> 5 へ 

5 8 

いりょく かいふく じょうか まち やす きず 

* カ回复 のた め、 ぼく はリ— クの 城下町に もどって きた。 どこかで 休んで 傷 をい やし、 

おも とつぜん さま 

それから.^ ,• — タ へと でかける としょう、 などと 思って いると、 突然、 「ケ イン 様！」 との 

こえ じょうへ い さが 

声が……。 まずい 城兵 ども だ！ まだ ぼくの こと を 探して いたらし い。 

あい つらに つかまつ たら、 マ ー リナ 探しが でき なくなつ てし まう。 ぼく は あと も 見ずに 

か と みなとまち 

駆け だし、 そのまま リ— クを 飛び だした。 めざす はャ ー タの 港町。 あいたた た。 それに 

つけても 傷の 痛 さよ…… (Hp マイナス ー)。 027 へ 

きかい どうくつ ぬ. ゆきぐに さむ ひと まち さが 

. 璣械の 洞窟 を 抜ける と、 そこ は 雪国だった。 さ、 寒い —— 。 とにかく 人の いる 町 を 探 そ 

なか ある + 

う。 ぼくたち は、 雪の 中 を、 町 を もとめて 歩き はじめた。 へ 

6 o 

ぬ はな め と. 

ヒョ コ もどき なんかに おくれをと つ てなる か！ ぼく は ナイフ を 抜き放ち， 目に も 止ま 
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はやわざ けいどうみゃく き らくしょう 

らぬ 早業で、 ャッの 頸動脈 を かき 切った。 楽勝、 楽勝。 ひ 22 へ 

// ようか まち 

「ここが シ ュ —ソ ラン の 棘 下町な のか：，…」 

よう す 一 な か ある ひと 

城下町の 様子 は、 オケ キォの 町並みと ほとんど 変わる ところがなかった。 歩いて いる 人 

びと どうよう じつ へ W おん しんぼ^ ひ ど びと みやこ , 

人 も 同様で あり、 実に 平穏な 町で ある。 ぼく は、 ライア を 信奉す る 人々 の 都と いうの は、 

きき m じゃあ！^ ふん， s き ゲ， y マ かんぜん , 甚 ゝ 

もっと 陰気で 邪悪な 雰囲気に つつまれた 町 だと 思って いたの だ。 完全に ィメ— ジ 違いだ。 

かん じょうほう あつ 

さっさく ここで、 マ— リナに 関する 情報 を 集める とする。 しかし 人々 は、 アンド ロイ 

つ たみ みと だれ ちか よ とお 

ドを 連れた ぼく を、 オラ キォの 民と 認めて、 誰も 近寄って こようと しない。 遠 まきに して、 ^ 

にく おそ し せん 

憎しみと 恐れの まじった 視線 を あびせ かける のみ だ。 いったい、 ど 、つ すれば……？ 

しろ い 

暴 城 へ 行く …， ……………ひ 1- 5 7 へ 钃町 をもう しばらく 歩く ………ひ 1 7 o へ 

6 2 

いずみ やす レ かた むら 

いつまでも、 泉の ほとりで 休んで いても 仕方がない。 ぼく はとり あえず ヒュ ー リの 村に 

い つ てみ る ことにした。 ひ 1-3 へ 




6 3 

に し あゆ すす ひ ろ くう か ん 

ぼくら は 西へ 歩み を 進めた。 すば らく 進む と、 やや 広まった 空間に 出た。 そして その 一 

おく こ だか たからばこ 

奥の あたり、 やや 小高くな つたと ころに は、 宝箱が …… 。 

ちか て しゅんかん 

宝箱に 近づき、 ふたに 手 を かけよう とした 瞬間、 そうは させ じと、 モンス タ— ども か 

しゅつげん ぴき ひき ぴき 

出現した！ いる わ、 いる わ、 モル モス 1 匹、 ラシ —ラ 2 匹、 シ— ラ 1 匹と いう、 そ、 つ 

W とも かいりき ほこ けい にくしょく ほのお 

そうた る 顔ぶれ。 特に モル モス は、 怪力 を 誇る チヤ ヅピ— 系の 肉食 モンス タ— で、 炎の 

つか あたま わる すく 

テク 二 ック • フォイエ を 使う やっかいな ャッ。 頭が悪い のがせ めても の 救いなん だが …… 



〇 



さて ど、 フ する。 こい つらと 




戦う 



せん まじ 

戦 交える か 

： _J> 8 9 广 



それとも 







二 




逃げる 




7 5^ 



9 

4 



この サブ マ リン 



o 



よろこ 



さ 



さ ぱく 



< 



せ かい 



ッが あれば、 



み 案 ゝ^ la 

ハ サ タカの 南の 湧き水 



しら 

力 P 



喜び勇んで 砂漠の 世界に 向か つ た。 



へられ るんだ。 ぼくたち は、 

ひ 41. へ 





8 5 



たからばこ なか 



ちり 



はい 



宝箱の 中に 『森の サファイア』 は 入って いなかった 

「やつ とこ こまで やつ てきた よ、 つ だな、 、ケ イン くん 一 







で ま 



つたい ど 



こに 



とき 



。 その 時 



o 



とつぜん どうく 



vv 



こ こえ ひび 



突然、 洞窟 内に 男の 声が 




, た。 だ 




ぐ 



た 




あう け か ほう もり 

の 名 は ライル • ラ • ミラ— ！ リ I ク 王家の 家宝、 『森の サファイア』 を 盗んだ の は 



この 俺 さ！」 

S おとこ すがた あらね 

そう 言いながら、 男 は 姿 を 現した。 高 



た 



ゝ 



うわぜい せいかん かお 

上背、 精悍な 顔つき。 



そのす きのな 




> TT 1 、、 



どり は 



なみなみ ぶ どう つか て しめ 

この 男が 並々 ならぬ 武道の 使い手で ある こと を 示して いた 



o 



て 



は 思わず ナイフに 手 を かけた 



o 



〔 > 3 9 へ 



CU ,っ 

さき しろ ，pw^% 

I- ここから 先 はおれに まかせろ。 こうい つ た 城の つくり は 熟知して いるん 力 

せんどう で かれ しろ かほう i 

ライルが 先導 を かって 出る。 ぼく は、 彼が かって リ ー クめ 城から 家宝の サファイア を 盗 

おも まか 

みだした こと を 思いだ した。 彼に 任せて おけば、 まちがいない。 

&ょき 棘 fefrfe^v ,^Jr お, ： き 00 • 



彼 は 



たぐ 



あ 



みに 城内に 侵入して、 と ある 部屋に 入り こんだ。 そこに は、 大きな 宝箱が あ 



り、 開けて みると イダ ザ オカリナが 入って いた 



o 




まてよ、 何 かひつ かかる」 



そこ 



ライル はそう いうと、 宝箱の 底をゴ ソゴソ とまさぐ つた。 その 途端、 宝箱の 底が ス ライ 

ち か レっ つ > つ みち しゅつげん 

ドし、 地下室へ 通ず る 道が 出現した。 ひ 187 へ 



と た 



50 



6 7 

たの ふね ひつよう 

「ねえ、 おじいさん、 頼みます。 ぼくに はどうしても 船が 必要なん です」 

二； 5^パ，- リく^ >§g: M^ur 、、, ，-^^，，#^:ょ^々に frp^ - つもき 養 暴ぺ， 翁 も！ へぶ ,v " ^ 

ぼく は 再び 船主の じいさんの 家に おもむき、 床に 額が とどく ほど 頭 を 下げて 頼んで いた。 

おんな こ き じんせい すうねん おく 

「だめ じ や！ わし は 女の子の 頼みし か 聞かん 人生 を^ 数年 送って きたの じ や」 

はくりょく * きょ ひ ろ > つじん， せいかく 

わけの わからない 迫力で めい つ ぱい 拒否す る 老人。 どんな 性格し てんだ か……。 

「そこ を、 そこ をなん とか！ 一 

おとこ よ いちばん 

「だめ じ や、 わしゃ、 男に 頼み ごとされ るの が、 この 世で 一番 きら. いなん じゃあ ああ！」 

■ あと 

ダメ だ。 ぼく は あきらめて じいさんの 家 を 後に した (チェック b)。. c>87 へ 

1 

扇 ， 

■ 

CO B 

さしよ >っ ■ , 

「さあ ここが 気象 システムの コ ン トロ ー ルル ー ムだ」 

あんない とうちゃく 

ライルの 案内で、 ぼくら はついに、 コント 口 — ルル— ムに 到着した。 

「たのむ ぞシ— レン」 

ようせい： う ふくざつ そう さ 

ぼくらの 要請 を 受け、 シ— レンが コント 口 — ル • パネルに むかう。 複雑な 操作の のち、 

てんめつ かいし - 

パネ 脚ぎ フィト が 点滅 を 開始した。 - 

せいじょう じょうたい 

「気象 システム ほ 正 常な 状 態に もどりました」 

よくよう くちょう ほうこく 

. こちらに むきな おった シ ー レンが、 いつもの 抑揚の ない 口調で 報告した。 




68 秦 シーレン ガ^ 重に コン卜 ロール • パネル を 操作す るの を, 

ぼぐ まち は 息 をのんで 見 # つた。 
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■ 〜7, 



て よろこ 

「やった ぞ！」 ぼくら は 手に 手 をと つて 喜び ぁづ た。 

せ かい だいひょう れい 

「ありがとう ケ イン。 ォレの 世界 を 代表して 礼 をい う」 

ライ ルが あらたまった 口調で いう。 

くに しょうたい ふね うみ ひがし わた 

「そうだ、 おれの 国に 招待しょう。 ライス ル から 船で 海 を 東に 渡って いくんだ」 

い つ しょ うそく 

海の むこうの 国 …： ■。 そこへ 行けば、 東の 海に 連れ さられた という マ —リナの 消息が 

わ ヒ 八 

つかめる かもしれ ない。 まさに 渡りに 船。 よし、 ライルの 国に 行こう！ n>238 へ 

6 9 

どうくつ ちょっこう いち ど たんさく 

すぐさま 洞窟に 直行すべき だろう か。 それとも 一度 あたり を 探索すべき だろう か。 

翁 洞窟に 直行す る ：…… ： …： ；n>42 へ 暴 あたり を 探索す る ： ：： ひ 25 へ 

い ま ちょうこく はや たす 

「ミ ュ—、 ん 「は 彫刻なん かどう だってい いよ。 早く ラン を 助け るんだ」 

もと みち ひ かえ 

ぼくたち は、 元き た 道 を 引き返した。 0>172 へ 

ひがし みち い きた ま 

， 東 へ の 道 を ま つ すぐに 行く。 道 は 北 / と 道な りに 曲が つてい く。 そうこう する うちに 



じろ S どう ほうこう にし みなみ 

丁字路が……。 移動で きる 方向 は 東と 西と 南。 さあ どうす る？ 

• 南 へ … …… …ひ ー 1 8 へ 秦 東へ …… …… ……： ひ ー 9 へ 

秦西 へ …： ：•：： …………………………. ………… …： ：o Co 3 へ 

7 2 

むら からだ つかぎ み き きょう やど や 

村に ついた ものの、 どうに も 体が 疲れ 気味で ある ことに 気づく。 今日のと ころ は、 宿屋 

しょくどう しゅじん じ まん まめ した 

に ひっこむ としょう (Hp プラス^)。 宿屋の 食堂で、 主人 自慢の 豆ス— プに舌 つづみ を 

> つ わさ き まち ほくとう もり いずみ 

うってい ると、 ちょっとした 噂ば なしが 聞こえて きた。 ャ ー タの町 北東の 森の 泉に、 まば 

■■ - UM^WP. B^M .^ww, w ^ 「 • , 0M^pr\^^ ^ -， -「/ ゆ， ，条 fc^ • も，： 一-ベ- 

たきし ない 少女が 現れる という 話 だ。 その 少女 は、 一度 現れる と、 じっと 身動き もせず、 

かな め とお み かのじょ たみ 

哀しげ な 眼 をして 遠く をい つまで も 見つめて いると いう。 彼女 は ライアの 民で あると いう 

だれ とお おそ 

噂 も あり、 誰もが 遠 まきに して 恐れて いるら しい。 

おんな こ , 

なるほど、 泉に はちゃん と 女の子が いたって ことか……。 しかし それが ライアの 民 だと 

W な もんぬ」 ^ 

しおら、 大 問題 だな。 さてさて どうした もの か……。 

: 

7 3 

ゆき なか ある つづ りょうし まち さむ いじょう 

雪の 中 を 歩き続けて、 やっと 漁師町 ライス ルに たどりつく。 この 寒さ はこの 町で も 異常 
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?s 〜肩 




7 4 

ようたい き まち で 

ライルの 容体が 気に かかる。 グ ズグズ して はいられない。 ぼくたち は、 町 を 出る ことに 

した。 といっても、 この 世界に 関して は、 何の 手がかり もない。 仕方なく、 とりあえ 

きた む ある とつじょ てき しゅつげん 

ず 北に 向か つ て 歩いて い ると 突如 敵が 出 現した U 

☆、〈 トル ビット： X2、 ラポラ X3 = J::、 ァ イン = HP + D で 戦います ひ 

か ま ， 

誊 捲った …。： 。。… 。…； ……。ひ 9 4 へ • 負けた ： • ひ 1S8 へ 



な > 



く 



ひと 

町の 人た ち もみな 心 




そんな 中、 マ ー リナに 関する > 」 

たみ しょうじょ 

ライアの 民に さらわれ てきた 少 女が 



そ 、つて ある。 

じょうぼう みみ 

い 情報 を 耳 ， 

海の むこうに 運ばれて い つ たとい ま 話 だ 




た。 なんでも 



o 



「 マ —リナの ことに 違 いない！ 



は 





、 、ゝ 

力 



こお 



ま 海の むこうに むかうた めの 船 を 探した。 ところ かた 

だ じょうきよ、 つ く ろ > つ 

しまって、 ^など 出せる 隋況 ではなかった。 ああ あ、 いつも では 苦労 させられる。 



氷って 



うわさ 



ならば こ の 寒さ をなん とかす るまで 




と 



止める， 




さ ばく せかい とう い 

【よれば、 砂漠の 世界に ある 塔に 行け ぼ、 雪 を 

ぬ みち ぐん とりで あと 

う。 砂漠の 世界へ 抜ける 道 は、 ライア 軍の 砦 跡に あるとの こと。 



ま 



そう 



そく 砦 跡に むかう としょう。 いや 待てよ。 その 前に 装備 を 整えた 方が 




一 > つ 



力 .Kd 



o 




武器 星に 行く 



o 1 o 9 へ 





砦 跡へ 




51 へ 
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7 5 

^翁 多 ほ. 德 おき "ふ せ- fry*l て *fi^ たお V , 0^ 

今回 は 相手が 多すぎる。 とりあえず は 戦 略 的 後退 だ！ ぼくら は その 場 を 逃げ だした 







いじょう い 




以上 ……。…。。…………ひ 2 3 へ 嘯 Hp U 以下 ……： 。〜 ……！ 。。： 。。055 へ 



あ しゅ ら いき いど さいしょ ひょうてき 

ぼくと ミュ— は、 阿修羅の ごとき 勢いで、 ャッら に 挑み かかった。 まず 最初の 標的 は、 

うご はや どう じ う たお 

動きの 早い ラシ— ラだ！ ほぼ 同時に 2 匹の ラシ— ラを 打ち倒す。 ねらい どおり だ！ お 

つぎ ふた り こうげき 

次 は、 ばかで かい モル モスに 2 人が かりで 攻撃…… の はずだった 



o 



たいせい ととの 

, * モル モス は、 こちらが 体勢 を 整えない うちに、 フォイエの テクニック を もち 




いた 



r o 



さくれつ か えんきゅう 

の だ！ 炸裂す る 火炎 球 H ふい をつ かれた ぼくに は、 さけよう もな 

「ぐ ああ ああ！」 

せ なか ちょくげき いっしゅん も あ— 

火炎 球 は ぼくの 背中 を 直撃した！ 一 瞬のう ちに 燃え上がる マント n: (Hp 




さま 



き さ 



) 「ケ イン 様！」 ミュ ー の クロ— が ぼくの マント を 切り裂く。 おかげで、 火 だるまに な 




る こと だけ はまぬ がれた 







こ 



逃げましょう！ ひとまず」 

さけ い ぞん 

ミュ— が 叫ぶ。 もちろん 異存 はない。 ぼくたち は あと もみずに 駆け だした 




o 



いまに う 

ラシ ー ラ がいない 午、 逃げる きる こと はたやす かった。 しかし ぼくの 受けた ダメ— ジは 
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〜羅 



おお きず 

大きい。 ひとまず^ -— タに もどって、 傷 をい やさねば なるまい……。 n>2 へ 

よ かん み まち S 

なんとなく いやな 予感が する。 やつ ぱ りさつき 見えた 町に 行つ てみ よう。 n>1t へ 

7 8 

まち いえ 

ャ— タの 町に ついた ぼくたち は、 さ つ そく あの じいさんの 家に おもむいた。 

たの わら へんじ ひ う 

ミュ— から 頼まれた じいさん は、 ニコニコ 笑って、 ふたつ 返事で 引き受ける。 

ふね だ む どうくつ つよ おとこ ほうせき まも 

「よしよ し、 船 は 出して やろう。 だが 向かいの 洞窟に は、 強そう な 男が 宝石 を 守って いる。 W 

まえ か 

お前さん たち だけ で 勝て るかな ？」 ， 

あやつ ふね うみ 

こうして ぼくと ミュ ー は、 じいさんの 操る K にの りこみ、 海へ 出た。 

しま とちゅう そこ しず しろ み い ん しょうてき 

島 をめ ざす 途中、 海の 底に 沈んだ 城が 見えた のが 印象的だった。 

ものがたり うた つた とりで たみ じゃしん ちから ほつ な やみ 

「この 城の 物語 は 唄と なって 伝わって おる。 『砦の 民、 邪神の 力 を 欲し、 その 名 を 闇より 

よ い か くろ け ん み なぞ こ ふ う 

呼びよ せたり。 オラ キォ これ を 怒りて 黒き 剣 を なげ、 砦と ともに 邪神の 名 を 水底に 封ず』 

じ やった かな……」 

ひ ろう 

船 を 操りながら、 じいさんが、 なかなか ゥン チタの あると ころ を 披露す る。 

そしてと、 つと、 つ 島に たどりついた。 ， ， ひ 6 9 へ 




7 9 



こん ど じ 

度 は 丁字 




だ。 






し 



ぺ 




にし 

-3 \ 參 華 ま 翁攀 き 善 





1 3 o へ 




2 



4 へ 



B o 



^ 、、一 




ふ 

リナ を坎 



こうけい 



き 



才力き ナを 吹きなら した。 しばらく すると あたりの 光景が ぼやけ はじめ、 気がつ 

どうくつ まえた ふしぎち から 

くと ミュ— は、 洞窟の 前に 立って いた。 なんという 不思議な 力 だ。 

ま きたき し いそ 

さあ、 船の 待つ 北岸に 急ぐ としょう。 n>7 へ 



いた ときには、 ぼ 



B 



i. 



レ 13 



とし 



1 



つ わけで はな か, i 



こ > ^ 



歳した 



泉に たどりついた。 けれど 騒ぎが おこって いると 

い ど ぼた かい ぎ ： 

おっさん たちが、 わい の わい のと 井戸端会議 をして る だけ。 女の子が どうと か、 まばたき 



こ 



がどうと かいって るけ ど、 かんじんの 女の子が いなく ちゃね。 さて これから どうしょう？ 

むら あし 

ヒュ I リの衬 へ 足 をのば す 




しまらく ここ- i ) る …………ひ 9 3 へ 




導 攀 ■ 



ひ 6 2 〈 
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8 2 



し 



ゝ o 




うぶん きゅうよう と 



ル— ンと は、 戦いになる かも 知れな 

ぶ き きょうりょく か 

それに、 武器 ももつ と 強 力な ものに 代えて おきたい。 



ほう 



分に 休養 を 取つ ておいた 方が い いだろう。 




KV 



ま 



う はら 



ぼく は、 武器 屋 によって ラコ 1 

"やど や と たいりょく かい i く ： 

て、 宿屋に 泊まって、 体力 を 回復す る (Hp プラス S) 



、 やまでの もの を 売り払った。 そし 



o 



9 CD 〈 



これく らいの ケガ がなん だ！ マ ーリ 



ぜっ I 



, こ 




ま 



ほうせき ひつよう 

すため に は、 絶対に あの 宝石が 必要 

どうくつ 



いた 



だ。 こんなと ころで、 手間 どって る わけに はいかない。 ぼく は 痛む 足 を 引きずって、 洞窟 




なか はい きた すす 

中に 入り、 北に むか つ てま つ すぐ 進んだ。 



n>9 5 へ 



> 





4 

なま はん か こ >フ げき 

生半可な 攻撃で は ライルに 通じな 

-; ふ # メ嫩 窗 ノ鐵/ ： な ベチ^^ ぼ%^|： ちから き スバ；^，、小& いえに， て 夕 y^^-; ふ^ H 

^6 く を 剣 を 上 段に かまえ、 渾身の 力 を こめて 切り かか つ た！ 

^ あたま 

こと は 頭に ない。 やる か、 やられる か、 ただ それだけ だ。 

, つえ う と たが まんしん 

を ライルの 杖が 受け止めた。 そのまま 互いに 満身の 力 を こめて 押 

こうちゃく じょうたい すう ふんかん つづ 

6T - 




もはや、 



ガ キッ！ 必殺の 



V 




しあう。 その 膠着した 状態が 数 
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4 書 ライルが i れ てきた 少女 を i て ビック リ。 なんと リ 

ち かろう たす かのじょ 

地下 牢 から ぼ < を 助けて くれた 彼女 じ やない か。 

60 



ひ きみ しん か み とど 

「.ケ イン、 剣 を 引け。 君の 真価 は 見届けた」 

とつぜん たたか ちゅうし 

突然、 ライルが 闘い を 中止した。 

おも たし さき すす し かく 

「思った とおり だ。 君に は 確かに この 先に 進む 資格が ある」 

い ひとり おんな こ よ よ なに なん 

ライル はそう 言う と、 人の 女の子 を 呼び寄せた。 いったい、 何が何だか……。 

くに おう じ かのじょ み ぼえ 

「おれ はこの 国の 王子なん だ。 それ はま あいい。 ところで 君 は 彼女に 見覚え はない か？」 

ち か ろ >f ^こく すく 

見覚えがない どころ か……。 その 女の子 は、 ぼく を 地下の 牢獄から 救いだ して くれた リ 

ナ だった。 

さま しろ うらもん む しま つ さ 

「ケ イン 様、 マ— リナさん は、 この 城の 裏門から、 向かいの 島へ 連れ去られて しまい まし 

MM^ パ， 邀，^ ヾ硫 赛 一- %A , MMW きふ # と^ S に-二 

た。 島に 渡る に は、 私の 持つ 月の 石が 必要と 聞き、 あと を 追ってまい りました が、 途中、 

おそ うご たす 

モンス タ— に 襲われ、 動け なくなって しまった ところ を、 こちらの ライル 様に 助けていた 

だいた のです」 リチ は、 月の 石 を ぼくに 見せながら 言った。 

なにもの 

ly ナ、 君 は 何者なん だ？」 

き はや つか さ どう 

「聞かないで ください。 それよりも、 早く この 月の 石 を 使って サテライト システム を 作動 

ュ . ■ ■ ■ — 

させて ください。 そして マ ー リナさん を 助け だしましょう」 

いっこう くわ なか ま 

こうして、 リナ も ぼくたちの 一行に 加わる ことにな つた (リナ 仲間に。 Hp プラス^)。 

チェ ック e は あるか？ 

き ある …………… ……： n>347 へ 鼹 ない …… 。 ：：。n>189 へ 
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8 7 

まち そと で なんと > つ むら おんな こ さが 

ぼく はャ ー タの 町の 外まで 出た。 南東に は ヒュ— リ 村が あるけ ど、 そこまで 女の子 を 探 

しに 行つ てみ るかな？ 




8 6 

MM $^ ： きに . , I き， さき.； ^^p^ 0: . 、く； さ 

. ， IfJO 、> 一 a - rrus -V > 

？ 



先 を 進んで いくと、 T 字路が ある……。 行き先 は、 東と 西と 南。 どれ を 選ぶ 

南 へ …… ……… ： …… ひ ー 2 8 へ 擊東 へ ：： ……， n> 1 o 7 へ 




::: o 1 3 7 へ 



8 5 

ねら けん ひき ち 

まず 狙う は モル モス！ ぼくの 剣、 ミュ— の クロ— がきら めき、 2 匹の モル モス を 血に 

そ つよ ほうむ てっそく かえ しょうぶ 

染めた。 強い ャッ から 葬る、 これ は 鉄則 だ！ そして 返す 剣で ラシ ー ラを！ 勝負 は あ 

けつ つか いま すいぶん じょう は つ 

つけなく 決した。 しかし 疲れた。 今ので どれ だけの 水分が 蒸発した やら (Hp マイナス 

きんぺん 

1)。 ところが 近辺の モンス タ— はこの 4 匹の みではなかった。 さらに、 ディム I ル、 ド 

あら て あらわ 

ル チヤ ム とい つた 新手が 現れた の だ！ こうな り や、 とこ とんやる ぜ！ 

たたか 

☆ X トル ディム I ル、 ドルチ ャム =5 ケ イン = HP + D で 戦います。 

か ま 

暴 捲った …：。 ……： 。〜。。n>129 へ ⑩ 負けた …。…。…… ………。ひ 105 へ 
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S5〜 




8 8 

宝箱の 中身 を 得る ために は、 どうしても こいつら を 倒さねば ならない。 やって やる！ 

ぼく は ャッら との 戦闘 を 決意し、 ナイフ を 抜いて 身が まえた。 

☆ X トル モル モス、 シ I ラ、 ラシ I ラ X2 = 5 ケ イン = HP + D で 戦います。 

か ま 

着 勝った • ： …： n>114 へ • 負けた ： ：… …， ：… ：： ひ 76 へ 

. さが てんこう し はい とう む ちゃ しょうち まち む し 

探して いるの はあくまで、 天候 を 支配す る 塔 だ。 無茶 を 承知で 町 を 無視した。 

レゃ くね ゥ たいよ ラ ビ w-i »>4 齡 S &^ 

しかし 灼熱の 太陽の 中、 もはや 体力 は 限界に 近づきつ つあった (Hp マイナス 3)。 



チェ ック a に 印が あるか 7 



⑩ ある 



ひ 1-0 へ • な 



、 




CJ AU 广 



看 撃 



つう ろ 



る 



じ ろ 







通路 を 歩いて 行 

きた 

匕 

にし 

西へ 



と、 T 字路に 突き 当 力 



こ 



た。 



度 は どこべ 行こう か 



o 



ひ， がし 



ぺ 



ひ 7 9 へ 





へ 




o 1 4 5 へ 
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さ ばく はっけん 

だが ついに は 砂漠の かなたに 塔 を 発見す る。 すぐにの りこむ か？ (チェック d) 

のりこむ • ••：•：•：• n> 2 9 へ 秦 のりこ まな い 參 …：… • ひ 7 7 へ 



な の 

o 



アンドロイド はミ ュ ー と 名乗った 

レ ようじょ がハけ ん うつく か もの ふなぬし ろう じ ん 

ュ ー は 少女の 外見 を もつ た 美しい アンドロイド だ。 あの 変わり者の 船主の 老人 も 彼 

じょ たの き まち いべ 

女の 頼みなら 聞く かもしれ ない。 よし、 ャ— タの 町へ 急こう！ チェック b は ある 力？ 



>^ 04 參 eaoooo390e6o9o，《 難攀 o 修 《9 拳參 o 暑鬱 9参0 nN 7/ 、 ♦ y き0000600004霧，0 睿 9 參肇 #»oooo!9dcoo0ooa64a 1 1 ^ 7f oo 产 



9 2 

まち やど や と きゅうそく 

ぼくら はまず ロボットの 町 ハサ タカに むか. つた。 宿屋に 泊まって 休息 をと る (Hp プ 

れい ある じょうほう え 

ラス^)。 列に よって、 町 を 歩いて いる ロボット をつ かまて、 情報 を 得る。 . 

つき いし なみだ 、 

「さてら いとしす てむ ハ、 月ノ 石、 月ノ 涙ノフ タツノ 石ヲ、 ば わる ニハメ コマ ネパナ リマ 

さいしょ つぎ じゅんばん - 

セン。 最初 二月 ノ石、 次 二月 ノ涙。 コノ 順番 ハ カエテ. ハナ リマ セン」 

しんせつ おし 

ロボットが 親切に 教えて くれる (チェック f)。 O21"o< 
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-94 



s 3 



たヒ 



もうち よ 



と 



とこ こにいて、 シ— ラ との 戦い の 疲れ をい やすとしよう。 

： いずみ こし とつぜん 

のんびりと 泉の ほとりに 腰かけた。 そのと きそばの しげみから、 突然 モンス タ— が 飛び 

こうげき なか お 

、きなりの 攻撃に あわてふためいた ぼく は、 ド ボンと 泉の 中に 落つ こちて し 

みず ぬ たお 

まった。 水の 中です かさず ナイフ を 抜き、 スキ をつ いて モンス タ— を 倒した ものの、 こち 

n>62 へ 



だ 




た。 い 



ら はすつ かり ぬれねずみ。 トホ ホホホ 




8 4 




じょ ラ 



そうこう おお 



ハ 丈な ロボット ほ、 装甲に 覆われて 



、 



ない 関節 を 

たし て 




、 、ゝ 

力 




た 



だ。 ビットの 肩の つけ 





け 入 ぷ たし て 、つて 

ねに 向かって 剣 を 振りお ろす！ ガ キッ！ 確かな 手 ごた えとと もに、 ャッの 腕が 

うでい つぼん なん おも 

ちる。 しかし、 ャッは 腕 一本 なくなつ たこと など 何とも 思って いない かの ように、 オイル 

おそ 

をした たらせながら ぼくに 襲い かかって くる。 くそ、 なんて ャッぉ 







さま あぶ 

「ァ イン 様、 危ない！」 

とつぜん あし げきつう 

突然、 足に 激痛 ( 





こ』 こ 



さ 



ると、 さっき 叩き切った ャッの 腕が、 ぼくの 足 



き 



ゝ 

力 




ゝ 



切る^ .< 




Hp 

ている。 独立して 動け ると は f 

シ ー レンが グラブ トの テクニック を 使う。 ャッら の 体が、 重 力 波に 粉砕され た。 それ 

どう じ とら ちから うしな こん ど だいじょうぶ 

と 同時に ぼくの 足 を 捕えて いた 腕 も 力 を 失った。 今度 こそ 大丈夫 だな 



六 



じゅうりょく 
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■ やつ はり 

じょうほ/つ しゅうしゅう 

て、 情報 収 集 だ。 



てきと > つ ある み じょ、 つか まち 

適当に 歩いて いても、 ランが 見つかる わけはない。 レン ソルの 城下町に もど 



ひ 124 へ 



9 5 



4 



ゃ> 



しばらく 進む と 左に 道が 分かれて いる。 




きた にし 

北と 西の 2 つに なった わけ だ。 あるいは 



、、ゝ 

力 



南に もどる という 手 も ある。 ど、 つしょう？ 



北へ … …： …………………^ ひ 10 7 へ 





南へ 



•，•• ひ 4 3 ハ 




西 ^ :::::••:::::••: :::::•:: ：…… ： 




5 へ 



6 

6 




くた ち は、 ロケ 



9 B 

7 ト 打ち 





V 



き 



ており、 壁 一 面 を さまざまな 




じょ ラ 

ずき こ 



、 、ゝ 

力 




ていった。 そこ は、 巨大な ホ— ル のように なつ 





ている。 壁に 



う 





こ がた 



こまれた 赤 や 青の ラン フが チカ 

ひかり 



チカと またたき、 ホ— ルの 中心に 置いて ある 小型 ロケ ッ 



に 光 をな げかけ ていた。 



よいよ ル— ンと 会う 




だ 



o 



シ— レンが ロケット を 操縦し、 ぼく 

おどろ こきよ * つ に せ かい 

へと 向かう。 『紫の 月』 は、 驚く ほど ぼくの 故郷 に似てい る 世界だった。 おなじ 役割 

も と/つ ぜん し 

を 持つ サテライト なの だから、 当然の ことか も 知れない が： ：： ロケットの 〜 

宫に足 を 踏み入れた 瞬間、 『青の 月』 にも どって きたよう な 錯覚に 捕われる。 



そうじゅ^ f 

を 操 



らささ 



たち は 『 紫 の 



つき 

月 



くわり 




りく ば しょ 

陸 場所から 





9 7 

さき， じぶん あし でぐち 

オカリナ は まだまだ 先にと つ てお き、 自分の 足で 出口に むかう ことにした。 

こんなん そうぐう とちゅう 

しかし そのため 困難に も 遭遇した。 途中の あちこちで、 モル モス、 ラシ— ラ という モン 

ち めいしょう う からだじゅう きず 

スタ— に 遭遇した の だ。 致命傷 こそ 受けなかった ものの、 体 中 はもう 傷 だらけ (Hp マ 

いのち たす： 

ィ ナス 6)。 まあ 命が 助か つ ただけ でも メ ッ ケ もんだ つ たかな……。 c>7 へ 

9 8 

ひだり つう ろ えら すす ゆ て しゅつげん 

左の 通路 を 選んで、 まっすぐに 進む。 すると、 行く手 を はばむ モン スタ— どもが 出 現！ 

■ あせん レゅ： ノウ： め-だま ほ ゆ もの ^ ^1 きよる てき • < 

竜の 亜人 種 ドラゴ 二 アンに、 目玉の 化物 グ ランが 2 匹！ 強敵 だ U 

☆ バトル ドラゴ 二 アン、 グ ラン X2 = s ケ イン HHP + C で 戦います。 




ヒみ 

民よ、 よくき た I 

ほう 

声の した 方 を 見る と、 部屋の 

うつく 



こ 




う ざ 



よこ 



の 王座に、 ひとりの 男が 座って い 



た。 




に は、 スラリ と 



た 



した 美し 



飞 



六自 

たし 



ん 




，ゝ 

-カ 



立って いる。 その他に、 部 





i 人影 はな か 



た。 




こう し 



私 は ェシル 家の 公子、 ル— ン。 



ン • ケィ • ェシ 



レ 




！ こ 

おど 

力 力る 



つが、 こいつが ル 



力！ 





11 5 6 〈 




まず 話 をす る 



〔 》 4 3 8 〈 
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か ま 

勝った 一。 ミ；ミ；.<〉134 へ *負 けた …… 。…： …………ひ 160 へ 



9 9 

？ ，パ, 圍 ■ \r つで ハ き •「) ゲ 、：ク ^^M^ きき： .： お 妙, き 、 + UA"—？, - 哲寄 I， ケノ し 

ぼくら はシ— レン を 求めて、 再び 砂漠の 旅人と なった。 めざす は 西の 洞窟 だ。 



たいよう もと ある 



しかし 砂漠の 旅 はつらい。 ギラ つく 太陽の 下、 いくら も 歩かない うちに、 体 はへ 

になる。 どこか 涼しい ところで ひと 休み …： 、 



さま あつ 



と どう じ あしもと すな 



r ケ イン 様！」 暑さで ボ— つと していた ぼく を ミュ— が 突き飛ばした。 同時に 足元の 砂が 



も あ 



/\/\ 




と 盛り上がり、 砂堙 とともに、 ラシ— ラが 2 匹 飛び だしてき た！ どこから 現れ 




たの か、 モル モスまで 2 匹い. る。 , 

☆ バトル モル モス X2、 ラシ I ラ X2 = ^ ケ イン = HP + F で 戦います。 





ま 



つた …… …：。 …： ；c>005 へ 嘯 負けた 。…： … ：… ひ 153 へ 



1 o o 

おうし つの ひとりお とこ まま 

ぼく は 王室に 乗り こんだ。 そこで は 一 人の 男が 待ち受け ていた 

だし こくお > つ ちちお 








「私 は、 この シ— ルの 国王 だ」 国王 …… 。 すると マ— リナの 父. 

. 」 - 翁 置- ^ 拳、."； 。おお 乂输" ヶ 

オラ キォの 民が、 私の 娘に つきまと うと は、 身の ほど 知らず め！ 



力！ 



つえ かま ぴき かた 

そういう なり、 国王 は 杖 を 構えた。 その あと を 6 匹の バタフライが 固める。 
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m 〜 ts 霸 




の 



フ 



100 秦 王室に 乗り こんだ ぼぐ を 待ち受け ていたの は， シール 国の 

おう ちちおや 

王 一一 マー U ナの 父親だった ！ 





、 



I 
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こきけ き 

やる しかない！ 国王と バタフライ、 まず どちらから 攻撃す る？ 

き 国王 …………… …： …ひ 18 3 へ • バタフライ ……………ひ 15 5 へ 

ひき さくれつ 

2 匹の ケ イブ ゥ オルフ は、 ダラ ブトの テクニック を 炸裂 させた。 

はな 

「シ ー レン、 グラブ トの テクニック を！」 すぐさま、 シ— レン は グラブ トを 放った！ 

2: つの ダラ ブトが ぶっかり あった！ 強 力な 重 力 波 同士の ぶっかり あい は、 共鳴 現 

しょう 、* お "ま ノ ■ ち か 管 いじょう しょう 零ず 一 ！y- つ パ ， ^ 

象 を まき 起こす！ たちまち 地下道 全体に 重力 異常が 生じ、 天 井が 崩れ はじめた 

「しまった、 地下道が 崩壊す る！」 ぼく は 致命的な ミス をお かした の だ！ 慌てて 脱 出 

ま あ お む すう ど しゃ い う 

を はかる が、 間に合わない。 崩れ落ちた 無数の 土砂が ぼくたち を 生き埋め にした。 

END 

1 o 2 

か ある み わた かぎ すな さむ 

かれこれ 2 日 も 歩きつ づけて いるが、 見渡す 限り、 砂 砂 砂 砂 砂 • …： 。 寒い ところから、 

きゅう あつ 

急に 暑い ところへ きたた めか、 ぼく はすつ かり パテて いた (Hp マイナス ー)。 

二- \ さま ひとかげ み ノウ：，；" ： く- ぎん J^^^^ さ ぼく なか みと ヽ： 

「ケ イン 様、 人影が 見えます！」 突然、 ミュ ー が 砂漠の 中に 人影 を 認めた。 あわてて 近づ 

いてみ ると、 それ はミュ ー そっくりの 女の子。 アンドロイド だ！ 
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籠 〜 灘 4 



だが この アンド ロイ 



こわ 



ド 



は 壊れて レぇ 



^ ヒ 







オラ キォ様 



o 



• * • 



わた 



オラ キォ様 は ど > 




し かた 



を 尋ねても、 





J れを くりかえす のみ。 仕方なく、 ぼくら は 

I ？ S 、かふ 看 せん 無き ぼ 蓼 ま fcv ^ 

それから 歩く こと、 3 時間。 突然 南の 方に 町が 見えた (チ H ック C) 




れた。 







011 へ 



る 

&く 




ゆき なか とつぜん ぴき しゅつげん けん 

ると、 雪の 中から 突然 3 匹の モンス タ— が 出 現した！ カタ ツム リ 犬の チヤ 



しょ > 

ムだ。 性悪 ィヌ のように 吠えた て、 カタ ツム リ のように 閉じこもる。 



と 



いち" 




キ ライな タイ 








ン！ こ 

\ 17 



ようし 



てっていてき 

！ 徹底的に やつ て やる。 



1 

7 



1レ レこ 




く 



トル チヤ ム X3 = 5 ケ イン HH P + F で 戦います 



o 





つた 



• « • 



ひ 4 9 へ 



ま 




負けた 



ゆ 攀搴翁 o き镥 きき 攀鲁參 攀睿鲁 肇94 



：: …ひ 14 1- へ 



S 



、、 



レ ン ソルの 城下町に 





た ぼくた 



やど や たいりょく かいふく 

ち は、 まず 宿屋で 体力 を 回復した (Hp プラス^ 



o 



さて、 



つき 

夂は 



じょうほう しゅ > 

ま 脅 報 X 




う 

： こ。 



たぴ さき いそ 

それとも、 旅の 先 を 急 



ZT o 



ひいだ ほ、 つがい いだろ、 ゥか 




情報 を 集める 



• e o a 



：: ひ 1 2 4 《 




先 を 急ぐ 



參 肇き攀 肇鲁秦 鲁秦參900 き 暈き 奢攀搴 



n>74 へ 




じ 







さら 

南へ 

西へ 



ろ みち ひがし にし みなみ 

まっすぐ 進む。 また T 字路 だ。 道 は 東、 西、 •： 



に 分かれて いる。 どうす る？ 



057 へ 




東へ 



• o 華 



ひ 71- へ 

〔 ：> 8 8 ハ 




i にく つよ ほのお 

1"、 筋肉 ム キム キのゴ —レム、 ディム— ルは 強かった！ 炎の テクニック、 フォ 

；-っ v「 に- i ，： ： , ,、ぶ ，v、 で 身 截^^^い 舊， 纖务， ，，- • にレ r^l: 一 t あきお 一 . 「 , 

イエ、 真空 を あやつる ザン など を 縦横無尽に 繰り だし、 ぼくら を 圧倒す る。 こり や、 ま 



か め たいり ょズ のこ に 、 

ともに やっても 勝ち目 はない。 体力が 残って るう ちに さっさと 逃げ だそう。 ぼくと ミュ 



ちから かぎ はし つづ . 

—は 力の 限り 走り続け、 なんとか ャッら を ふりきった (Hp マイナス 3)。 0142 へ 



まち たたか からだ つか 

ぼく はまず へ サ タカの 町に もどる ことにした。 あい つぐ 戦いに 体 はすつ かり 疲れき つ て 



きゅうそ，^ ひつよう てき やす ぁメ た 



る。 ともかく * 息が 必要 だ。 だが 敵 は 休む ヒマ など 与えて くれない。 メガ フ ログ、 ケ 

ひき さ ばく いそ まえ 



イブ ゥ オルフ、 ドルチ ャムに チヤ ムが 2 匹、 砂漠 を 急ぐ ぼくらの 前に たちはだかった。 



>\ I -， J f* 



☆ バトル モンス タ I 軍団 =s ケ イン =HP+C で 戦います。 

ま 

つ た • … •：•• …ひ 1 3 8 へ 纖負 けた ::::::::::::::: o 1 2 3 へ 
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働 霧 〜 11賺 





ち か ど 、つ 



す 







中で は 地下道が 続いて いた。 こうな り や 出た とこ 勝負 だ。 ぼくら は ひたすら 進んだ 

き せんとう ある けいこく ， こえ はつ 

「気をつけろ、 モンス タ ー だ！」 先頭 を 歩いて いた ライルが 警告の 声 を 発する。 

ひき つ ごう 

、 ラシ— ラ、 モル モスが 2 匹ず つ。 都合、 6 匹。 ぬかるな よ」 

，：ズ^^ リ ， パ^^ やみ ^N ^o & 0^， ^^管： へ： き？. ノ^ s 寿 ^ ^ w j を， ■ 

ライルが 暗闇の 中、 即座に 敵の 陣容 を 看破す る。 すごい！ 彼に は 見える のか 

ザ^, た ヌ. -っ ひ-,？ 

ル モンス タ I 軍団 ==^ ケ イン = HP + E で 戦います 



O 



o 



く 



o 





つた 



n > 1 3 3 广 



ま 




負けた 



ひ 177 へ 



ど 



9 

とりで と > つち やく 

ぼくたち は 砦に 到着した。 ラ ツキ— な ことに、 ここまでの 道のりで I 度 も モンス タ ー 

で ちょうさ 

に 出くわさなかった。 めずらし いこと も ある もんだ。 さて、 調査に とりかかる とする か。 

たてもの なか しら * . 

建物の 中から 調べる ……。。。…ひ 30 へ • まず 建物の まわりから 調べる n>139 へ 





1 o 8 

たたか しょうり お めみ せ 

戟 いは ぼくらの 勝利に 終わった。 それにしても 目 を 見張った のか、 ライルの 戦い ぷり 

， な. ひ 5 マえ- へんか、 ： き ^0 M JM^ 3 VA^ ■:- ハメ； ： 

だ。 その あやつる 杖 は 予測 もっかない 変化 を 見せ、 華麗に 敵 を 撃ち 倒す。 モル モス ごとき 

あしもと よ せん し いま み 

など、 足元に も 寄せつ けない。 これほどの 戦士、 未だ かって 見た ことがない。 068 へ 
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レ 



こく 



しょ >っ そく し 



おうこく 



刻 も 早く マ— リナの 消息 を 知りた 



J > 



ぼく はシ ュ —ソ ラン 王国に むか つ た 



G 



もう 



王 さまの 申し出 を 断 つ てよ か つ た の でしよう か 




V 



た- 



心配げ 



が 言、 



9 



W 力 



, そ 

ぎ. 



V 



こき 



で 飛び だしす ぎた かも 







もし、 王が ぼくに 重 



よう ょラ 



要な 用が あた つ としたら 



o 



今なら まだ 引き返せ るが 








王に 会いに 行く 



o * 家 • 



。。：n>12 1 へ *シ ュ I ソ ラン 王国へ むかう 



ひ 61 へ 



ま 



『忘れられた 町 



ヽ 








ここ は、 シ ー レンめ 仲間た ちがいる ロボ 

りょく かいふく 



と 



の 町え 



、、こ o 



r らい ぁノ 




I 1 

ほう に 

方へ 逃 



とりあえず、 宿屋に 泊まって * 力 を 回復 (："0"プラスひ) し、 

おも なんみん 0U ど ，溥 つ 

ト思 ヮレル 難民 ナラ、 西ノ 洞窟 

鬆 ある 

道 を 歩み 




を 集める ことにした。 



ゲ ティ ッタ」 



て 



た ロボット 



、 ライアの 民と 




たず か んが 

のこと を 尋ねたら、 しばらく 考え 



こた 



こんだ あと、 ゆっくりと 答えて くれ 力 

^年 前、 我々 カラ 『双子 ノ るび—』 ヲ 盗ミ、 北西 ノ 洞窟 カラり ー くへ 抜ケテ 




イツ タ男 ガイタ 



o 



ひがし 

東ノ、 



う 



、 ふろ とら —/ e ナラ、 さてら いとへ イク 方法 ガ アル。 シカシ 『カノ 



とば I ず』 ガナケ レバ、 ォ：： 



く ク 



こ 



だいだいった 



ノ 

き 




ノ 



ィケ マイ。 『カノとば ー ず』 



ヽ 




こきょう 



レ 03 



ノ国ニ 代々 伝 ワルト 聞ク。 カッテ、 コノ. 町 二 モキ タ りな ノ 故郷 ダ。 シ カシ、 今ハ、 りな ノ 




Ill 〜 誦 
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残る は 国王の み！ 「シ ー レン、 手 を 出すな！ ぼく 一人で やる n」 

☆ バトル シ I ル 国王 =^ ケ イン =HP + F で 戦います。 




P 



き 



さ ばく 



ガ ソレヲ 持チ、 り— くノ城 ニイ 



レ 



？ 一八 ン 



ホ 




ョ 



y 








害ハ 



トウ ヮサニ 聞 イタ。 ァァ、 ソレ カラ 砂漠 一 

あい て 



ハ壊 レタロ 




ガ 相手 




ん し 



き ろくよう りょう 

さすが ロボットの 電子頭脳、 すごい 記録 容量 だ。 ， 

たま こんらん じょうた 2 ケ ，お lr . 

ヽ つ > j 







ぼくの 頭 は 混乱 状 態に おち 



力 



んゝ えと 



サテ ライ 



ダ 口 ゥ」 



に 情報 を まくし 力 

方法 は、 東の 世界に あ 





こ 



1 



るフロ トラ— ンで わか るんだ な。 でも 『力の トパ— ズ』 がなければ、 




ト こ 



ま ナ 



な 



1 



と。 『力の 



しろ 



ち 



o 



ヽヽ 




は、 リ— クの 城に ある リナの 娘さんが 持 つていて 



o 



父た ち は、 どうやら この 世界の 西の 洞窟に いるら しい。 それから、 



砂漠に 壊れ 



た ロボ 



、 



トが さまよ つてい るつ て？ 



じゅうぶん 



ていねい 



分 だ。 



これ だけの ことが わかれば、 

んな、 いい ロボット だって 作れる のに… 




3 





•r 



ぼく は、 丁寧に 礼を言って、 彼から 離れた 

た 一 J ^ 

なぜ、 オラ キォの 民 は 戦 うんだろう。 



o 



さて、 ぼく はこれ から、 



ヽ、、 




アンドロイド を 捜す ： 




37 へ 




西の 洞窟へ 



• •* 




3 5 1 へ 




リ I クへ 



o o o 09 肇睿纛 肇攀 暴， • 攀攀書 睾參鲁 翁き 翁 秦鲁廖 鲁参 攀響 鲁參鲁 








3 



9 、 



75 



力 ま 

秦 勝った …… ……： ：： 0193 へ 纖負 けた …… ………………^ ひ 21S へ 
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たの 

「ミ ュ —、 シ— ラと ラシ— ラを 頼む！ ぼく はモ ル モ スを やる n:」 

；: モル モス 以外 は、 ザコ だ。 ャッを やれば、 あと はなん とで もなる！ 

りょうて からだ 

ぼく は ナイフ を 両手で にぎり、 * ごと モル モスに ぶっかって いった。 

たし て ごた はらつ ぬ 

ゴ リツ！ 確かな 手応え あり。 ナイフ を ャッの 腹に 突きた てた の だ。 そのまま 抜かずに 

いっかいてん どうくつない ひび く もん 

ナイフ を 一 回転させる。 グァァ ァァァ ァァ！ 洞窟 内に 響き わたる 苦悶のお たけび。 すか 

む こん ど しんぞう 

さず ナイフ を 引き抜き、 今度 は ャッの 心臓に 突きた てる。 _ 

せいめいりょく な 

. やった か！ だが ャッの 生命力 は 並みではなかった。 心臓に ナイフ を 突きた てた まま、 

くび けん ご りょううで 

ぼくの 首 を その 堅固な 両腕で つかみ、 そして しめあげ たの だ！ ( Hp マイナス 4)。 

い しき とお げんかい 

「だ、 だめ だ …… 」 意識が 遠くなる。 しかし ャッ もも はや 限界だった。 ぼくの 体 を つりあ 

あと たお ふ 

げた まま、 後に ドウと 倒れ伏す。 

たい ちから あ のこ 

モル モス さえ 倒せば、 あと は 大した ことない。 ぼくと ミュ —は 力 を 合わせ、 残りの ザコ 

かた づ たからばこ はこ もり 

を 片付けて、 宝箱 を ものにした。 しかし 箱の 中には、 『森の サファイア』 ではなく、 ィ 

はい ふ めいきゅう だっしゅつ 

グザ オカリナが 入って いた。 これ を 吹き さえ すれば、 どんな 迷宮から も 脱出で きる とい 

たからもの 

う、 すぐれた 宝物 だ。 0>6 5 へ 
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にし どうくつ 

か 西の 洞窟 

き - ソ 、、 



たどりつ レカ 



^ /」 



o 



なか はい ぶん き 

o 



さっそく 中に 入る。 中 は 分岐す るで もな 

.s^ ： 奪， ，ざ ノ V？ ち ： ' - ： . 

迷う 恐れ もな 

わした。 出会い，！ a に、 ラシ ー ラに ちょっと ひっかかれ ま 13、 まず はなん な 

ひとかげ 



¥>. ぼんみ ち 

？ 本道で、 

で 



き らく すす ズ 

気楽に 進んで いくと、 バッ タリ、 モンス タ— の チヤ ムと ラシ— ラに 出く 



たい 




退 (Hp マ 



ィ ナス 2)。 さらに 前進す る。 すると 人影が 



o 



n> 1 6 8 へ 




一 



おう 

「ケ、 ケ イン 王！ マ ー リナ 様！ アイ . 

さつじん き かい だい ぐんだん あらわ 

殺人 機械、 口 ポットの 大 軍団が 現れました！」 

+6 ま 



さま 



おう じ 

ン 王子 n: 



もう 

申し 



あ， . 

上ず 



ます！ ど こから ともな 



ヽ 



ソ ちおう 

： 乂王ケ イン、 母 マ— リチ、 

とつぜん へいし か 

で くつろいで いると、 突然、 兵士が 駆け こんで きた 



くた ち 



ュ—、 シ ー レン、 それに ぼく 



ぺ 



か 王の 部屋 







われ くに せ 

我らの 国に 攻め こんで お 



「ロボット ども は、 オラ キォの 旗 を 揚げ、 4 

ぜんめつ やつ 

「我らの モンス タ— 軍団 は ほとんど 全滅です！ 奴ら に はい 



り ま-^ 9し 

£タ げき つき 

かなる 攻撃 も 通じません！」 



つぎつぎと 




i 

V 



てく る 知らせ は， どれ も 



> 、 



ものと は 言えない。 



こ 



「わが 息子、. ァ インよ……」 

て ば や レ たく あお かお 

父 王 は、 手早く 支度 をす ませながら、 青ざめた 顔 を こちらへ 向けた 

たし たぴ よ 



©; 一 



恐れて いた ことが 起こって しま 




た。 



〉 たし たぴ よ なか 

私 は、 旅で、 この 世の中に は、 



レ 




せ かい 

世界 



、、ゝ 

力 



7 

7 



おう へ や へい し いき 

116 きぼ ぐた ちが 王の 部屋で くつろいで いると， 兵士が 息せ きき 
つて 駆け こんで きた ！ ロボ ッ卜 軍団が 攻めて きたの だ！! 

78 





し 



ある こと を 知 



o 



え 




飞 



つ 力 




ものが 攻めて くるので はと 心配して 




いた。 



くに まも 



で 



ァ インよ！ 私 はこの 国 を 守る！ おまえ は， 

えいえん へい わ さが 

• 『永遠の 平和の 世界』 サテライト を 探 



ヽ シ— レンと ともに、 |玉1 を 出よ！ 




^4 



たたか 

やです、 ^くも 戦 





？ だ ， 

て と 



o 



きます！」 母が、 ぼくの 手 を 取った ； . 

さが あらそ 

この 国 はお そらく もう 。 だから こそ、 サテライト を 探す のです。 世界が 争い 

か み えら す ゆる で んせ つ 

たと き、 神に 選ばれた もの だけが 住む こと を 許される という 伝説の 国 を。 そして、 平和な 




世界 を。 わかつ て、 アイ 




わかりました 



ズ 



ひつ し 



ま 



は、 涙 を 必死で こらえつつ、 つ 



に、 フな ずいた 



o 



レ 



こく 



亥 も 




ははうえ 




を 探して まいります。 ですから、 父上、 母トも 



「ああ。 それまで は、 この 国 を 守り抜いて みせよう。 さあ、 いけ ァ イン！」 




15 9^ 



9 

7 



7# 



くうちゅうと し 



ぼくたち は、 空中 都市 クランク レア を 出た。 チェック o は あるか？ 




ある 



n> 4 6 2 へ 




る I 



〔 > 3 2 3 《 



8 



みなみ あし じ ろ 

南に 足 をむ ける。 ん …… 、 L 字路 だ。 しかし これ はさつ きの L 字路 




1^0 



か。 この 



ままい つたら また フ リダ シ にも どっち やう。 引き返そう つと。 071- へ 

1 1 nv 

たたか しようり お はじ たしょうて ま 

戦い は ぼくらの 勝利に 終わった。 初めて 戦う モル モスに 多少 手間 どった が、 なんとか 

しりぞ うで きず お 

退ける ことができた。 ただ、 腕に わずかば かりの 傷 を 負い はした が…： 人！：！！ マイナス 4)。 

めみ は つえ よ そく 

それにしても、 目 を 見張った のが、 ライルの 戦いぶ り だ。 その あやつる 杖 は 予測 もっか 

へん か み か れい てき う たお あしもと よ 

ない 変化 を 見せ、 華麗に 敵 を 撃ち 倒す。 モル モス ごときな ど、 足元に も 寄せつ けない。 

つよ りきり よ > つ けんと * つ 

いったい どれ だけ 強いの か、 ぼくの 力量で は 見当す らっかない。， n>68 へ 

o 

1 2 o 

早く 倒さねば！ そんな あせりが、 ぼくの ナイフ さばき を 鈍い ものにし たよう だ。 ラシ 

こうげき かるが る どく 

1 ラは、 ぼくの 攻撃 を 軽々 とかわし、 毒 を あびせ かけた の だ！ (Hp マイナス 4 ) 

たんちょう つうよう げんわく 

だめ だ！ 単調な 攻撃で は ャッに は 通用し ない。 フ エイ ント をから めて 幻惑 させねば 

きりょく ふたた いど 

。 ぼく は、 気力 を ふりしぼつ-て、 再び ャッに 挑んだ。 c>4 5 へ 

121 

おう せっけん おお ま ちが おう ちち れん 

ぼく は 王に 接見した。 しかし これ は 大きな 間違いだった。 ァゴェ 王 は、 ぼくの 父から 連 



um 〜 靈 s 



らく う つか おく 力え J 

铬を 受けて いたらし く、 ぼくら を 捕まえて、 リ ー クへ 送り返そう としたの だ。 

き じょうだん . と かこ へいし 、 W て， > 

ここまで 来て 冗談 じ やない！ ぼくら は 取り囲んだ 兵士 ども をけ ちらして 逃け たした 

お きず たたか 

そう まさせ じと、 追ハ かけて くる 兵士た ち！ なるべく 傷つけ ないよう にして、 戦った 

* たね くせん ひ ろうこん ばい からだじゅう きず 

ため、 ぼくら は大 苦戦。 やっと 逃げの びた ときには、 疲労困憊、 体中 傷 だらけと いう あ 

か よ みち 

りさ まだった， (Hp マイナス^)。 えらい 目にあった。 寄り道し ないで、 とつと シュ ー ソ 

ランへ 行 くこと に しょう。 ひ 6 1 ハ 

いま ていど てき ま L 

今の ぼくらに は、 この 程度の モンス タ— なら、 敵で はない。 ャッら を またたく 間にし り S3 

たんさく たぴ つづ み 

ぞけ、 探索の 旅 を 続けた。 そしてと うとう タヮ ー を 見つけだ したの だ。 021 へ 

11 2 3 

たたか しょうり お う 、 、 

戦い はなん とか ぼくらの 勝利に 終わつ た。 しかし この 戦いで 受けた ほくの ダメ ー ジは 

おお た なに 

大きく、 ミュ ー にさ さえて もらって やっと 立って いると い、 つ ありさまだった。 何よりも メ 

ガフ ログの 毒 を おもいつきり 吸い こんで しまったの がいたかった (Hp マイナス：：：)。 

せんと >フ りょく かれ レま むし 

それにしても シ— レンの 戦闘力 は すさまじい。 彼が いなければ、 ぼくな ど 今ごろ 虫の 

いき 」 * 

息 だ つ たにち がいない。 n>1-95 へ 



12 4 

1 ひと し うつく じょせい しろ はこ み 

「その 人 かどう か は 知らない けど、 美しい 女性が、 レン ソルのお 城に 運び こまれる の を 見 

じょうひん ， き ひん ひめ 

たぜ。 上品で、 気品が あって、 あり やきつと どこかのお 姫さん だね」 

$^ i はなし おんめ よき ひ よ^ v ぼ賓 ： 

ラン だ！ 町の 人に 話 を 聞いて まわって 4 人目。 思いが けず 重要な 情報 を 聞く ことが 

ちが こころ おさ ひと れい い た さ 

できた。 きっと ランに 違いない。 はやる 心 を 抑え、 その 人に 礼を言い 立ち去る。 

す こ いま たす じょうもん と 

ラン- もう 少し だよ。 今 助けて あげる……！ しかし、 拔門 はかた く 閉ざされ ていて 

はネ . でい ぐち しかた 

入ろう にも 入れない。 かとい つて、 ほかに 出入り口 も 見つから ないし —— 。 仕方ない、 ぼ 

たい あ やぶ 

く は 体当たりで 城門 を 破る ことにした (Hp マイナス 3)。 02 40 へ 

2 

8 

12 5 

C さくれつ するど すいりゅう おそ - 

チ —プ コ ック のバ— タの テク 二 ックが 炸裂した。 鋭い 水流が ぼく を 襲う！ 

むね ちょくげき せ なか かべ 

よけ きれなかった。 水流が 胸 を 直撃し、 ぼく は 背中から 壁に たたきつけられて しまう。. 

いっしゅんい しき とお 

一 瞬 意識が 遠くな つた (Hp マイナス 7)。 

さま 

r ケ イン 様 あぶない！」 ， 

たす は い のどぶえ するど ひ さ. 

ミュ —が 助けに 入らねば、 ぼくの 喉笛 は、 ャッの 鋭い クチ バシで 引き裂かれ ていた こと 

だろう。 ミュ ー は ぼく を かばいながら タロ ー を ふるい、 かろうじて チ— プ コックと チヤ ム 

を 押し もどした。 



X- 仏 ひ 巧 

て て さ 伤ろフ 



そ、 フ、 これし き 



まノ、 ま 



さい ご 



た 




の 力 を 



り 



ま 





こ "こ 



く 



て、 その 戦 



加わった 





数 分 間の 奮 一 

つえ 

剣 を 杖き 



ま 



く^ 



力り 剣 を if 

しょうり う 

たち は * 利 をお さめた。 しかし ぼくの 受けた ダメ — ジ ははな 



はだし 



ゝ 



ふら つ 



ノ\ 



足 を ささえて、 建物の ト 




そと 

外 



出 



o 



力 



ひ 1 3 9 へ 



11 CN! CO 

すす みち • ひがし お ま 

$ しばらく 進む と、 道 は 東に むかって 折れ曲がる。 



南に むかった 



とにかく 進む しかない だろ、 つ。 




5 7 〈 




12 7 

ち 



せ 



た 




自 B を 持った ぼく は、 かさにかかって 攻め立てた。 



「攻 



た 



こ 



一 寸 念す ぎて、 防御が おろそか 



ご、 



し 



た 



それに 攻め 方に クセが ありすぎ る」 



ィル はそう いうと、 杖 を 下から はねあげた！ さけ きれず、 ぼくの 腕から 剣が とぶ I 

よ ゆう くつじょく 

、 ケ イン！」 余裕 を 見せる ライル。 ぼく は 屈辱に くちびる を かみしめ、 剣 を 拾 







穴 



みの 



み き 



せ は、 も、 つ 見切 IV. 力 



, こ 



o 1 



ついうな り、 ライル， は 再び ぼ 



"こお 

つ でも 倒せる 



を はねとばす。 




んハど 



の 程度の 男に、 マ— リナ はわた すわけ に はいかんな 



ぼうぜん しり め しろ おく きえ 

ライル はそう いいはな つと、 呆然と している ぼく を 尻目に、 城の 奥へ 消えて いった。 

END 

. ノ： 

さいしょ お かいだん じゅうじ ろ で かいだん みなみ すす きた ひがし 

最初に 降りて きた 階段の そばの 十字路へ 出た。 階段 は 南に あり、 進む としたら 北、. 東、 

にし ほうこう 

西の 3 方向 だ。 

• 北 へ ： … ……： ひ ー 6 9 へ • 東へ ： ： ………ひ 2 7 2 へ 

00 へ …： • :•: 0-2 5 3 へ 

12 9 

きんにく きょうてき ほのお しんく > つ 

しかし 筋肉 ゴ— レム、 ディム— ルは 強敵 だ。 炎の テクニック、 フォイエ、 真空 をう み 

じゅうおう む じん つか あし 

だす ザンの テクニック を、 縦横無尽に 使いこなす。 ぼくの 足に は、 すでに ザンの テクに 

きず すう か しょ 

よる 傷が 数 箇所。 このままで はいずれ (Hp マイナス 2)。 

まえ で しゅんかん 

「わたしに まかせて ください！ 一 ぼく を かばうよ うに、 ミュ— が 前に 出た。 その 瞬間、 デ 

さ ばく か なた 

ィム— ルは、 砂漠の はるか 彼方に ふっとばされた。 アンバランスの テク 二 ック だ。 すごい！ 

さま 

r ケ イン 様、 ドルチ ャム を！」 

いわれる まで もない。 ぼく は 剣 を ふるって、 ドルチ ャムの 背中の 殻 をた たき 割り、 やつ 



84 



價續 〜 簾 5' 



う ま 

を 撃ち 負かした。 514 2 へ 

いしだたみ おと ひび すす 1> ゆ 1 ろ で 

石畳に ブ ー ッの 音が 響く。 なお も 進む と、 十字路に 出た。 

きた みなみ 

暴 北へ … 。：… …： n>2 12 へ • 南へ ……： 

ひがし にし 

秦 東へ …： 。… …： ひ 277 へ • 西へ ……… 

131 

「シ— レン、 ディム— ルを やれ！ ぼくと ミュ— は、 シ ー ラ を やる！ 一 

やくわり ぶんたん けん ぬ； ま りょうだん 

すばやく 役割 を 分担。 ぼく は 剣を抜いて、 またたく 間に シ I ラを 両断した。 

りょうしゃ はな ほのお ねつ は 

フォイエ！ シ— レンと ディム ー ル、 両者の 放った 炎が ぶっかり あう。 熱波が シ— レ 

つつ 

ンを 包んだ。 やられた か？ (Hp マイナス 5)。 

いっしゅん む か 

しかし、 一 瞬の 後に は、 炎 は ディム— ルに 向かって いた！ シ ー レンが 勝った の だ！ 

たんさく たぴ つづ み 

さらに 探索の 旅 を 続ける。 そしてつ いに、 タヮ —を 見つけだした。 ひ21 へ 

13 2 

どうくつ なか ひろ ま ひろ ば しょ すがた み 

洞窟の 中の、 広間の ように 広くな つた 場所に、 みんなの 姿 を 見. つけた。 



ひ 17 へ 




7 



9 へ 



き 



5 




ひがし せ かい むすめ じゅうしょう 

132 會 東の 世界に さらわれ だ， ライルの 娘， ラン。 重 傷の ライ 
' ル のために も， 絶対に 救いだ してみ せる ぞ ！ 











'\ 、ペリん: 




國 
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麵 




む 




たの ひがし せ かい 

頼む。 東の 世界へ さらわ 




て 



一お お、 ァ イン！」 

ち ちう え は はう え ぶじ 

「父上、 母上。 よかった、 ご 無事で …… 」 

ぼくの 言葉 は、 途中で 途切れた。 2 人に 支えられる ようにして、 £ち らを 振り向いた 蒙 

かれ みぎ め きず う 

ィル- ：… 。 彼の 右目 は 傷 を 受けて いた。 

りゅう き し よ 

「ふ ふ …： •、 竜の 騎士と 呼ばれた おれが、 この ザ マ だ。 

むすめ すく 

れた ラン を、 おれの 娘 を 救って くれ。 おれで は 東の 世界へ 

みぎ め ふか きず お 

ぱいだった……」 ライル は、 右目の ほかに も 深い 傷 を 負って 

S いき I ぼ 参 や - ,B 

えぎ、 苦しそう に 息をつく と、 ふところから 透明な 輝き を 

りゅう なみだ よ ヒ 

「この…… 『竜の 涙』 と 呼ばれる 宝石が その 鍵 だ。 

う と てに ぎ 

ぼく は 宝石 を 受け取り、 しつ かりと ライルの 手 を 握る。 

かなら 

「わかりました。 必ず、 ラン を 救いだ してみ せます」 



を 手に入れる だけで S 



ゝ 



るら 




1 o 

と 




そこて 大きく あ 



つ 宝石 を 取り だしえ 



こ 



o 





、 



ラン を 



o 2 2 1 广 



7 

8 



€^ぉ 



くら 



暗やみの 中、 



さくれつ 

の アンバランス、 シ— レン の ザ ンの テク 二 ックが 炸裂 




o 



え 



マつ 



つえ 



て， ぼくの 剣と、 ライルの 杖が きらめき， モンス タ— を 圧倒す る。 

すケ ふん ご , くだ ち かどう さき いそ 

数 分 後……。 ぼくら はすべ ての モンス タ— を 下し、 地下道 を 先に 急いでいた。 しばらく 

すす みち のぼ さか で ぐち 

進む と、 道 は 登り 坂と なった。 出口 だ！ ， 



な ふ」^: V： お-も- ズ、 蒸 や s^^*) ゾ^ S な， ： r 每 ^ 释^ ；ひにノ^^ー 二に - 

外に 出る と、 そこ はシュ I ソ ランの 城内の 秘密の 小 部屋であった。 



ひ 6 CD 〈 



め だま ひき 

目玉 は 2 冗 一と もミ 



きょうどう 



o 



穴 



に まかせ、 ぼくと シ— レン は、 

• - &に& J 警 .^w^ / V ；. 一， ，む- r 

ャッは それほどの 強敵だった。 幻妖な 動きで、 シ 



きょうてき 



共同して ドラゴ 二 アンに あたつ 

- レンの テク 二 ック すら ことごと 




まう (Hp マイナス 3) 

つか 

シ 1 レン、 ショットガン を 使え！」 



o 



うご 



と 




1 ショ ッ トガンの 連射が、 やっと ドラゴ 二 アンの 動き を 止めた。 



ま 



「今 だ I 

くび 




う だ 



立ちに な 

お 



褒 ドラゴ 二 アンに、 わが 剣が きらめ， 

、 たお 

、、 I 

ちから あ た い ゥ う ろ. さき すす 

力 を 合わせて、 グ ラン を 平らげ、 通路 を 先に 進んだ 



o 



瞬の 間 をお いて、 ャ 



ッの 首が ぐらり と 落ちた。 くせものの ドラゴ 二 アン さえ 阖 せば こっちの もの。 ぼくたち は 



o 



「 V 1! Qu QV 八 



^3 



せかいつ も じょうはんしん ゆう I お- カレ 

リ —クの 世界に 着いた とたん、 ナイフ を 持づた 上半身 だけの 幽霊、 クライ オン 2 体と、 

ひき おそ てい じょおう 

ダム バタフライ 6 匹に 襲われて しまった (Hp マイナス：； 0。 ほうほうの 態で リン 女王 

た * す なにし か のう かぎ なんて え 

を 訪ねる。 しかし 女王 は 何も 知らず、 可能な 限り 世界 を まわっても、 何の 手がかり も 得ら 



れな 



力 



た。 別の 世界へ 行こう 



o 



1 9 7 へ 
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v s 3 o 



く こ 



船 はァゴ ェ の 国 



ついた。 この ァゴ ェ 



国 は、 





匕 




をして い ると 



^ i o 



，る。 さっそく ァゴェ の 国の 城下町に 入り、 

しの 







〜 さの ライアの 民の 国、 シュ ー ソラ 

ぜんたい 

つ- そのせ いか、 どこか 国 全体が ピリ ピリした ム ー ド につつ 

じょうか まち はい … 

■ を 集める 

かいぶつ ふんすい で 

：ソ ランの 城下町に 忍び こんだ ときに、 あんた のい うとお りの 怪物が、 噴水から 出 

てく るの を 見た ぜ」 



おうこく せんそう 

ン 王国と 戦争 

まれて 

r シ ュ 




兵士の ひとりが 教えて くれる。 シ ュ —ソ ランと あの 怪物に は 

「そう ハ えば、 見た こと もな： 




力 




係 あるの か 



かわい おんな こ 

可愛い 女の子 



？ 

さ 



！ 女の子 



O 



マ—" 

こ ゾ 




ま 

に 間違 



が、 ャッら の 城に 連れ こまれた とも 聞 

ゆ けつ い 

、ない n: ぼく はシ ュ —ソ ラン 行き を^ 意した。 

き ひと おうさま 




ところで、 あんた、 西の 国の リ— ク から 来た 



ひと 

人 



あ 

たろ。 王様が あんた と 会いたがって るん 



さ 



だ。 



1 



よに 来て くれない か」 



ラ 




、、ゝ r 

力 3> く 



こ 







なんだ 



7? 



あ 



飞 「一 1 



く 



ず 



、へ き だろ、 つか？ 




王に 会いに 行 



1 2 



ぺ 




シュ I： 



1 




へ むかう …ひ 111 へ 



9 

8 



13 7 

にし すす みち みなみ お 

西へ 進む と、 道 は 南に 折れ曲がって 



ま 



かど 



る。 きを まがる と 



ヽ 



あれれ いきどまり 







しかたな 



> 



引き返す ことにしよ、 つ。 



ひ 8 Co 〈 




1 3 8 

たたか- しょ ラり # ひだりうで みぎわき ぼら きず 參 きりょく じ „ をつ 

戦い は ぼくらの 勝利に 終わった。 ぼく は 左腕と 右 脇腹に 傷 を 負って いたが、 気力 は充 

じつ ひき あいて 

実して いた。 5 匹の モンス タ— を 相手に したの だ、 これし きの 傷で すんだ の は、 よしと せ 

ねばなる まい (Hp マイナス 5)。 それにしても シ— レンの 戦闘力 はは すさまじい。 まつ 

こころづよ み かた え 

たく 心強い 味方 を 得た もの だ。 . n>195 へ 

13 9 

とりで さぐ みょう き 

砦の まわり を 探って みる。 と…… 妙な ことに 気がついた。 

いつ かしょ ゆき 、 

一箇所 だけ、 雪が つもって いないと ころが あるの だ。 どうす る 行って みる か？ 

まえ たてもの なか レら 

譬 行く 。…………………………。。ひ 5 2 へ 钃 その 前に 建物の 中 を 調べ る :J 暴 5CU へ 

1 4 o 

• MWMt *fi みきき ^^Mw ^0 參# き あ 

ぼくら は、 シュ —ソ ラン 王国の 北の 岬に 到達して いた。 2 つの 月が 接近した ことによ つ 

-,, 翁 •+? ふ •#「 ；, ，ノ 處! ，暴，：. ？身鼹 ，、き, 科つ ■ ，に、、 - r^^Mi^ ま；ふ 

て、 シュ I ソ ランの 北の 海に は、 再び 引き潮が 起こる ようにな つていた。 海が 引いて、 浅 

せ ある わた しん に ゆう 

瀬と なって いる。 さっそく 浅瀬 を 歩いて 渡って、 シ— ルの 王国に 侵入す る。 だが そこで 

ま う だい ぐんだん 

待ち受け ていたの は、 モンス タ— の大 軍団だった。 、 

☆ バトル モンス タ— 軍団 =S ケ イン =HP+D で 戦います 
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漏 〜 鍾 



力 ま 

00 つ た ………………………ひ 2 5 2 へ • 負けた ……。：。…。 1 9 4 へ 

- うご いがい ま あい 

ャッら の 動き はの ろい。 ふいうちで もされる 以外、 負けよう がない。 ぼく はすつ かり 相 

手 をな めきって いた。 ところが、 ャッら に は 奥の手が あつたの だ。 その ネ チヤ ネ チヤした 

てぎ 

ョ ダレ を 敵に とばして、 動き を にぶらせる という……。 

けん こうげき 

たかが カタ ツム リ 犬と、 たかをく くって いた ぼく は、 この 攻撃 を もろに うけてし まった 

み さっとう さい わ たす 

の だ。 身動きの とれ なくなった ぼくめ がけて、 チヤ ムが 殺到す る。 幸いに も ミュ— が 助け 

たいえき いち ど におお 

だして くれて ことなき をえ たが、 この 体液、 一 度つ くと なかなか 臭いが 落ちない。 

いま じょうたい 

という わけで、 ぼく は 今 だに チヤ ム くさい 状態で ある (Hp マイナス 3)。 c>73 へ 

*6 え * しゅつげん こん ど ぴき らくしょう 

そんな ぼくらの 前に またも モンス タ ー が 出現！ しかし、 今度 は ラッピ 11 匹。 楽勝 

あい て なま い き 

の 相手 だ。 などと たかをく くって いたのが まずかった。 ャッは 生意気に も グラブ トの テク 

じゅうりょく は お 、 

二 ック をつ かった の だ。 ムギ ュ—、 重 力 波に 押し つぶされる (Hp マイナス 2)。 

「くそう…… こ パ つ クラ ブト 力…… つ 力…… える グカ 」 

ていど ちょうし 

, とはいえ、 しょせん ラッピ— 程度の グラブ ト。 、つち やぶれない ほどで はない。 調子に の 
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ちか こんしん ちから けん いっきき 

つた ラッピ— が 近づいて くる や、 渾身の 力 を ふりしぼって、 剣 を ぬきはなち、 一気に 切り 





力 



ひ 115 へ 



14 3 

ると すぐに、 通路が 右と 左に 分かれて いる。 どちらへ 進もう 






o 



• 右へ •• •：•： ……… ひ2 82 へ き 左へ …… ……： …… ひ 15 4 へ 



そうちよ A つ まち きしょ >っ なん 

早朝、 ハサ タカの 町 を あとに した。 めざす は、 気象 コント 口 ー ルタ ヮ—。 何でも、 ハ ^ 

ときなん > ち ひおう ほラ しん ふたた き ぼく fclb ぴと 

サ タカの 町から 東南の 位置に あるら しい。 その 情報 を 信じて、 ぼくら は 再び 砂漠の 旅人と 

いちにち ある み 

なった。 だが まる 一 日歩いても、 タヮ —を 見つける こと はでき なかった (Hp ザ 

• いつぼす す 

靈 S1. 蒙 ii! 暴 i 舊， . ■ - お (. . . ■ 敏售画 リ：^ ft 蜜 

. おも c S しゅんかん ， ：. ずじ よう ぐれ 飯 ぼ 塞： ^5 

ぼく は 思わず、 砂の 上に へたり こんだ。 その 瞬間で ある。 ぼくの 頭上 を 紅蓮の 炎が 通 




過した の だ M: フォイエ、 炎の テクニック だ I 

あらわ てき おお ひき ぴき 

現れた 敵 は、 大ネズ ミのシ —ラが 2 匹に、 ゴ ー レムの ディム ー ルが 1 匹だった！ 

食 バトル シ I ラ X2、 ディム |ル= お ゲイン = HP + B で 戦います。 

か ま 

• 勝った …。。。……………着…： 飞〉 1 2 2 へ けた ……………。。も… o 1 3 1 I 



漏，〜 漏 




つえ へんげ じざい いつぼう てき せ た 

ライル は 杖 を 変化 自在に あやつり、 ぼく を 一 方 的に 攻め立てた！ 

つよ だ げき するど きゅうしょ , せいいつ ばい うで こし あし 

強い！ その 打撃 は 鋭く、 かろうじて 急所 を はずす だけが 精一杯 だ。 腕、 腰、 足と、 

つぎつぎと 打ちす えられて いく (Hp マイナス u)。 このままで はやられる……。. 

たす もと 

翁 ミュ I 1 , ン！ レン 二 耽 ナ を： ^え る a :o::::::::: o 00 o::o nv 2 8 9 ハ 

たたか 

• こ ぅ"ょ り やと ことん 暨ぅ …：… ：：：：：：：：•：： ：•：：：：：：： …：： o::o:o 8 4 へ 



14 5 

い ど ひ がえ ぜ ん ぼう ひ たま 

くそ、 行き止まり じ やない か。 引き返し かけた とたん、 前方から 火の 球が！ マントで 

ふせ て かる や けど お てき つか 

防いだ が、 手に 軽い 火傷 を 負った (Hp マイナス 3) 。 敵が フォイエ を 使ったら しい。 だ 

かんじん に なん け は 5 . 

が犴 心の そい つ は 逃げて しまつ たよ、 つで、 前方に は 何の 気配 もない。 n>8 8 へ 



1 リ 4 6 

だい じ ごうげ き じょうない しんにゅう 

モンス タ ー どもの 第 2 次 攻撃 を しりぞけた ぼくたち は、 とうとう 城内に 侵入した。 し 



かし、 そこに もも ン K タ ー が待ち 受けて いた！ 

ぐんだん たたか … 

☆ バトル モンス タ I 軍団 =S ケ イン =HP+B で 戦います。 

力 03 

⑩ 勝ち ……。。。。。。。…。……ひ 2 7 5 へ • 負け ……： …， 。。 n>2 4 8 へ 
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こ、 つして、 くま、 




1 




と 



の 果てに， やっと マ ー リナ を 取り もどす ことができた 








く 



o ^ - > フ 

た 力ら 







2 は、 彼女と ふたたび 別れる ことな ど 考えられ なか つ た 

？ 郎に もどらなかった。 リ I ク 国の 王位 継承 権 を 捨て、 マ ー リナとの * を 

たみ けつ こ 



えら 

選んだ。 オラ キォの 民で あるた めに 彼女と 結婚で きないなら、 ぼ 



は オラ キォの 民で ある 



こと 




i ま 

。 そ、 フ、 今で ま くま 




おう 

シ— ル 国の 王 ケ イン • 




タ なの だ 



ご 



はじ 



^くが 故郷 を 捨てて、 シ —ル 国で 新たな 生活 を 始めてから も、 

そば しんゆう ぎ り 



ュ—、 シ ー レン は 変わ 



らず 側に いて くれた。 親友 



こ 



して、 義理と はいえ イトコに なった ライル は、 隣の シュ— ソ 



ラン 国の 王に なった。 そして リナ は 



o 



I た 



と 



—リナ を 取 




I。 不思 




こ 



載 女の こと を 思う と、 胸が 痛い。 あのと き、 マ 

邊 # ふ- おれ か * MB 詈1 ； き 

一 た 喜びから、 ふと 我に 返る と、 リナの 姿 は 王室から 消えて" & 

こくおう い 

ている ぼくに、 シ I ル 国王 は 言った の だ。 

1 , き 籠 ^^s^ , ,ま ： - お-. 鵞； ^WFM^^ " 暴. • 

一 あの 娘の 真実の 姿 は、 おまえの 隣の 国、 サ テラの 姫。 おまえの 婚約者と して 育てられた 

しょ ラじょ 

〜 、 二 o 

圍， . _， ， ■ _ ： 」 なぞ うら ぎ 

この 一言で、 すべての 謎が とけた。 リナ …… 。 ぼく ほ 彼女 を 裏切った ことになるの だろ 



少 女な の だ 



う。 けれども、 ぼく は 



o 



レ あわ 

幸せ 



V 



わ 



> A 



おう じ たんじょう 

で、 平和な 年月 か 流れた。 やがて ケ インと マ —リナの 間に、 王子が 誕生。 ァ 



こきょう おう い けいしょ うけん す 

148 參 ぼぐ は 故郷と 王位 継承 権 を 捨て， マー 
だ。 今 曰から ぼく は， ライアの 民な の だ 
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な 



インと 名づ けられた 



o 



むす こ 



これ は、 ケ インと マ— リナの 息子、 ァ イン • ル • シ 



ものがたね 

ルの 物語で ある！ 



0116 へ 



1^ -fiB 



だ や 



どうくつない 



にか 洞窟 内に モンス タ ー が ひそんで いた 



o 



ひき 

チヤ ム 7 匹と 



いう 




うご 



群 だ 



J 







動きが のろいと は 



ゝ 



かず あいて く る、 つ きょ >フ ど > つ せん 

え、 これ だけの 数が 相手と なると ちょっと 苦労す る。 ミュ— との 共同 戦 




より、 な 



しようり 



ん とか 勝利した ものの、 あちこちに 傷 を 負って しまう (Hp 



く ろう 



そと 



み わ 



た 




りの 砂漠の 世界。 



こうした 苦労の のち、 やっと 洞窟の 外へ 出る。 そこ は 見渡，. H 

「西と 南に かすかな 機械 反応が 感じられます …… 」 

- , … ：： ；- , ，つ 「；？ 8!/, -， や」.，、 め. 舞. . ,リ やや： や ン I ュ li^w に-が ま， し > 

〜 ， … ，.！_ た 声で 言う。 西 を 見ても、 南 を 見ても、 ぼくに は 何も 見えな 

かし ミュ t を 信じて、 行く しかないだろう。 さて、 どちらに むかう？ 



1 が嚷言 e 




飞 o 



し 




西へ 



ひ 1 o 2 《 




南へ 



• 一 



n>5 4 へ 



5 CU 

みなみ む みち とちゅう にし^ か 

南へ 向かう 道 は 途中で 西に 向き を 変え、 



1913 こスど き 六 ま 

さらに 進む と、 今度 は 北へ 折れて いる。 その 



きた お 



ほくじょう 

ぐ 北 上、 



して 



、 ぐ o 




2 o 2 《 
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鼍 

さばく せかい つよ で い う へい し 

砂漠の 世界 は、 強い モンス タ ー がた くさん 出る と言う。 ぼく は、 ナイフ を 売って、 兵士 

きょうりょく ひつよう か そう ぴ 

よりもず つと 強 力 だ。 ほかに も 必要な もの を 買い、 装備 



の 剣 を 買う ことにした 








とと 



を 整えた ぼく ま 



砦 




む 



向かった。 



0109 へ 




さ どう 



り 



、 ウラルの 片腕が 作動 



とど 



さ 




15 2 

ひ ふ ぴき 

シ— レンの ショ ッ トガンが 火 を 吹いた。 ラ ボラの 1 匹が 

3 う く けん かた そうこう つらぬ 

や 能に なった。 すかさず 繰り だした ぼくの 剣 は 硬い 装甲 を 貫 

も あ 

ュ— の フォイエが ラポラ を 1 匹 を 燃え上がらせた。 1 匹 だけ 残った ラ ボラが 恐れ をな して 

に うし すがた み おく かど みなみ ま すす 

逃げて いく 後ろ姿 を 見送り、 ぼくら は 角 を 南へ 曲が つ て 進んだ。 02 53 へ 



止め を 刺し、 ミ 



5 3 




ほうむ 

ャッ から 葬る 



これ は 



てっそく 

お 則 だ。 r くま 




o 



え 



それ を 見て と つた モル モス は フォイエの テク 



とっしん 

に 突進し 

きぐ 翁- ^ 0^ ぼ 鍵 ，わ：』 

クを 炸裂 させた！ 紅蓮の 炎が ふきだ 



1 




> I や -\ 



ャッの 




ぼく はこれ をかろう じて かわした。 その 勢い^ 

-、， 

そして、 返す 剣で、 ラシ I- ラを！ みごと ラシ— ラの 首が 飛ぶ！ 

あんしん かた いた かん はな かたぐ ち 

た……。 安心した とたん、 肩に 痛み を 感じる。 モル モスの 放った 炎が 肩 口 を かすめ 
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15 5 

ちょう いや つか、 

蝶の モンス タ—、 バタフライ は、 癒しの テクニック、 スタ ー フォ ー スを 使う ことかで 

きる。 まず こいつら から 到さなければ、 国王に は 勝てない。 



15 4 

ひだり つう ろ はい とづ ぜんしょ うめい き くらやみ なか おも きんぞく あしおと き 

左の 通路へ 入った とたん、 突然 照明が 消えた。 まつ 暗闇の 中、 重い 金属の 足音が 聞 こ 

おと し ほう かぺ はんしゃ ぼうこう く ， _ 

える。 音が 四方の 壁に 反射して、 どの 方向から 来る のか わからない。 引 

「 ミ ュ —— フォイエ だ！ 一 

うえ はな かがや ほのお 

ミュ ー が 上へ フォイエ を 放った。 輝かしい 炎が あたりの 闇 を ふきとばした。 

「うわ つ"：」 チェ ック ー は あるか？ 

秦 ある …：： ………ひ 18 4 へ • ない …………………ミミ 02 11 へ 



かた 

ていたの だ。 ガタリと 片 ひざ をつ く (Hp マイナス 3)。 

だいじょうぶ さま 

「大丈夫で すか、 ケ イン 様！」 

じ ぶん てき たお お レん ばい か 

自分の 敵 を 倒し 終わった ミ ュ —が 心配して、 駆けよ つてく る。 

しんぱい きず どうくつ なかま 

「ああ、 心配ない。 かすり 傷 だ。 それより、 もうす ぐ 洞窟 だ。 そしたら 仲間の アンド ロイ 

あ わら 

ドに 会える ぞー まく は 痛み を こらえ、 にっこり 笑って みせた。 ひ 115 へ 



5 7 



と 




01 



は ビタリと 閉ざされ ていた。 これで は 中に 




な 



^ o 



体当たり でも すれば、 開く 



力 もし わな IV 力 

⑩ 体当ヒ 



o 



+.; りする 



参 拳 秦参 



じょうか まち 

ひ 231 へ • あきらめて 城下町 を 探る 02 7 へ 



1 5 6 

む おど おう ざ おとこ さ 

ぼくたち は、 いっせいに ル— ンに 向かって 躍り かかった！ しかし 王座に いる 男 は、 避 

しず ひょうじょう う たたか い し 

けようと もせずに、 静かな 表 情 を 浮かべて いる。 戦う 意志がない のか？ 

むね fv き レ ゆん がん なな よこ はな するど すいりゅう き 

その 胸 を 突き刺そう とした 瞬 間！ ぼくたち は、 斜め 横から 放 たれた 鋭い 水流に 切り 

さ } 

裂かれて いた (Hp マイナス 8)。 g 

ら ん ぼう もう わ け ちち はなし き 

「乱暴な こと をして 申し訳なかった。 だが、 どうか 父の 話 を 聞いて ほしい」. 

た しょうじょ お つ こえ だ つか 

王座の 横に 立って いた 少女が 落ち着いた 声 を 出す。 この 少女が、 バ— タを 使って ぼく 

たちきき めお も n . ^UM . .M^M, , 04 3 B ^ " 



さくれつ 

「シ— レン、 ダラ ブトの テクニック だ！」 シ ー レンの グラブ トが 炸裂す ると、 バタフライ 

M^MS^MA^ V . . 霧 s^;f, に 翁 ,ま， 維 ニノ ； < "fts; V ほき ぺぃ；リォ に . 

は 重 力 波に 押しつ ぶされ 苦悶の 叫び声 を あげた。 今 だ！ ぼく は 剣 を ふりかざして 襲い 

そうぜつ たたか ぜんめつ 、 

かかった。 壮絶な 戦いの のち、 バタフライ を 全滅 させた n:(HP マイナス 9) ひ 113 へ 



1 5 B 

まえ ふたり あいだ ぬ 

ミュ ー とシ— レン は、 すでに 前へ とびだし ている。 2 人の 間 を 抜けて、 ラ ボラが ぼくに 

む とっしん つ けん ぐし ざ 

向かつ て 突進す る。 とっさに 突き だした 剣が そい つ を 串刺しに！ 

いったい とら うで と 

だが、 ウラルの 1 体が ミュ— を 捕え、 腕 を もぎ 取ろうと している！ しまった！ 剣が 

さ す こ えだ ひろ • 

ラポラ に 刺さった まま 抜けない！ 剣 を 捨てる と、 小枝 を 拾い、 ウラルに とびつく。 ャッ 

かんせつ はい いろ けむり きご 

の ヮキの 関節から その 枝 を さしこみ、 ぐいと ひねる。 と、 ャッ は、 灰色の 煙 を あげて 動か 

のこ かた 

なくなった。 残りの モンス 夕 ー はシ ー レンが 片 づけた。 

うで いた ひ かえ 

ミュ— は 腕 を 痛めたら しい (Hp マイナス 8)。 どうす る。 引き返す か？ - 

15 9 

じょう だ っレ ゆつ て もと 

, ミ ュ—、 シ— レンと ともに シ— ル城を 脱出した ぼく は、 サテライトの 手がかり を 求め、 

， おうこく む はい み いちめん や 

シュ— ソ ラン 王国へ と 向かった。 だが、 王国に 入った ぼくたちの 見た もの は、 一面の 焼け 

の はら 嫌お きょ ひとあしち が 々&^ ん ほる 

野原と なった 廃墟 だ つ た。 一 足 違いで、 シ ュ —ソ ラン 王国 は ロボット 軍団に 滅ぼされ てし 

ぼうぜん みみ さけ ごえ とど 

まった の だ……。 呆然と している ぼくの 耳に、 ミュ ー の 叫び声が 届く。 

「ァ イン 様、 空 を！ シ ー ル 国の 方角に 煙が」 なんだ つて！ ぼく は、 急いで 故郷に 引き 

かえ とき おそ てぎ ちちうえ ははうえ 

返した。 だが、 時す でに 遅く、 シ— ル国 もまた、 敵の 手に かけられ ていた。 父上、 母上 
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m& 〜 耀 




！ ま 



力 



ま、 




きょ 




せいぞんしゃ もと ある 

の 中 を、 生存者 を 求めて 歩き 




る 



o 



tei 户 、 ， よ、 

爵 カレる L 



1 



ゝ 

力！ 



「ァ イン 様 



い し 



きず 



焼け跡の 中から、 ひとりの 兵士が 現れた。 ひどく 傷ついて 



1 



るよう だが。 



ひ 2 1 4 へ 



うご にくがん いっしゅん 

ドラゴ 二 アンの 動き は、 肉眼で はとら えがたい。 一 瞬のう ちに 

， #^f^. ^^v#%- ^ 、% 港 養 I ん I つ-ノリお. ス ，.• リ：， 、ヌ や」、 や 

手裏剣 を 3 本 も 体に 受けて しまう (Hp マイナス 7> 



、 




は ャッの 




た 



o 



さま たお 

「ケ イン 様！ 一 グ ラシ を闺 



した ミュ —と、 シ ー レンが 駆けつける。 助かった！ さすがの 



ふたり 



てき 



ラゴニ アン も、 この 2 人に かかって は 敵で はな 

どう じ f 5 からだ またた ま し さん 

クを 同時に 受け、 ャッの * は 瞬く間に 四散した！ 



飞 o \ 



グラブ トと アン パ ラン スの テク 二 ッ 

〔 > 1 9 9 € 



8 



o o 



「ああ、 あそこて す -I 

ひとみ 



ねん まえ おな 

年 前と 同じ 



ば しょ 

じ 場所 



ほうこう 

力 わ」 ミュ— が 指さした 方向に は、 



じょせい がた 

女性 型の ァ； 



ドロ イド かう つろ な 瞳で さまよつ ていた (チ H ック h)。 



さま 



オラ キォ様 



。 わたしの オラ キォ様 は どこ？」 



と り 



^年 前と 同じ だ わ。 ああ やって、 ずっと I 人で さまよつ ていたの かしら。 かわい そ、 つに」 
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ほ 切き な 



，、、 



n 



、 



ぞ，」 two ^ぐ 巧ソ 6 1^ " ズ や-^、々： に， 二： ギ S や ビ>ポ さダ -^?-： つ ひ、： 〈- ぶ ；ャ^1； にノ " a 

て た いよう あしもと こ かげ つく あ つ 

ぎらぎらと 照りつ ける 太陽が、 足元に 濃い 影 を 作る。 すさまじい 暑さ だ。 - 

さま つ と どう 、じ あしもと 

「ァ イン 様！」 暑さで ボ— ッ としていた ぼく を、 シ ー レンが 突き飛ばした。 同時に 足元の 

砂が、 ぐぐ つと 持ち上がる。 砂煙の 中から、 中型 ロボットの ラン キ— ドが 現れた！ 

☆ バトル ラン キ |ド=2 ァ イン =HP+F で 戦います。 

か ま 

• 勝った •• ：… ：ひ1-88 | き 負けた …… ……： 0201 へ 

16 4 て 

ほうこう む た ゆび ひがね ひ 

シ— レンが ぼくたちに カノン の 砲口 を 向けて 立つ ていた！ その 指が 引き金を引く：^ 



ひとみ なみだ ラ 

ミュ— の 瞳に、 うつ すらと 涙が 浮かんだ。 




1 B 4 〈 

一 



とつぜん しょうじょ も おそ 

r 少女 は ナイフ を 持って 襲い かかって きた！ (Hp マイナス 7) 

をす る^::」 




, さかれた 腕 を 押さえ、 ぼく も 剣を抜いた。 いったい この 少女 は …… " 

%き％ ； 卜 严ん w^s, - ^^^^w ^ 卜- ^ゾ： 

、け！ この 裏切り者！」 少女 は、 油断な く 身構えながら 口 を 開いた。 Q22 9 へ 
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f 纖〜 濯 




164 




シーレンの カノンが 火 を あいた ！ ぼ < たちに 1 いか かろ 



か 




ード は， バラ バラに なって 吹っ飛んだ。 
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ふ さけ どう 、じ ほうだん ずじょう かみ おと 

伏せろ リ：」 ぼくが 叫ぶ と 同時に、 砲弾が 頭上 を かすめ、 髪が チリ チリ 音 をた 



V 



ま 



• ふり 返る と、 今、 まさに ぼくら 

れ.、 くずれ 折れる ところ 



讓 かかろ、 つと した ラン キ. I! r 力 

さき いそ 

だった。 あぶない ところだった。 先 を 急 ご、 つ 



音 一, 



どうた い 

ff, 胴体 を 







1S Co 

さんにん はんのう はや ゆ だん 

くた ち 3 人の 反応 は 早かった。 油断 さえして なければ、 こんな ャ ッら、 ぼ 

ヴ」 に や ：^ ^ 攀袭截 ぼき-、；、 に ぐ た V， ゝ 7"; ノ .v,, 二き き,. ：，： ， ぼ^ 8、 あ ， 

ではない の だ。 火炎、 剣の ひらめき、 そして 

てき ざん のこ みち 

たち は敏の 残が い を あとに 残し、 また 道 を もどって i つ S 




た 



だん まつ ま さけ すう ふん ご 

ちの 断末魔の 叫び。 数 分 後 



残 か 



o 




is f 3 



すな ち あし おも うご 

砂地に 足 を とられ、 思うよう に 動け な 



> C 



おまけに 

ひ だま 

らの 攻撃 を ことごとく はねのける。 敵の 手から 火 球！ 





こうきん 

一口 金製の 体 ま 



こ" 



こい つら テク 二 ックも 



(Hp マイナス 7)。 

それでも、 シ 1 レンの ダラ ブトの テクニックと ミユ ー の アンバランスで、 な 



im 〜 露 © 



1 Co 8 

いそ かれ か 

シ I レン だ！ ぼくら は 急いで 彼の そばに 駆けつけた。 

せいかん ほこ ♦ だんせい がた かれ みと， 

シ— レン は 精悍な ボディ を 誇る、 男性 型の アンドロイドだった。 彼 は ぼく を 認めるな り、 

しず ちか 5 

静 SKS 糖警, 謹 ^MMMB き響警 . , . ,養" ， s 

いちぞく かた だま . 丄 

「オラ キォの 一 族の 方です ね……」 ぼく は 黙って うなずいた。 

わたし つか 

「 私 はシ— レン タイプ 386 システム。 私 は オラ キォの 一 族に： H える ように プログラム 

めいれい したが • 

されて" ます a U 命 香に 従" ます」 

ちが かんじょう 

シ ー レン は ミュ— と 違って、 感情 を いっさい もたない タイプの アンドロイドだった。 

せ ん とうりよ く ぶ ん かく だ ん うえ 

しかし 戦闘 力 は、 その 分ミ ュ —よりも 格段に 上の ようで ある" 

こころづよ み かた か なか ま， 

ともかく 心強い 味方が できた ことに は 変わらない (シ I レン 仲間に。 Hp プラス^)。 . 

ちじょう しゅっぱつ 

「さあ、 シ— レン、 ミ ュ—、 地上 をめ ざして 出発 だ！ j 0108 へ 



1 6 7 



う 



すぐに リ— クの 城へ と 向かう。 しかし、 その 途中で、 敵の 集団と 出会って しまった 



こ ！ 



VJ ふ 




V* 



トル メタル ティル、 スタ I アイ = 



シ I ン =HP+C で 戦います。 




つた 



o 2 1- 5 へ 



ま 




負けた 




3 3 CD 〈 



16 9 



ヒン ャリし 



つう ろ すす 

た 通路 を 進んで 



じ ろ 



いく 



と、 T 字路に 出た。 





南へ 

ひがし 

東へ 



誊參華 



ひ 128 へ • 西へ 



ひ 2 o 9 〈 



172 へ 




11 71 GU 

なか ある 

もうしば らく 町の 中を^ 



飞 



て^る 



o 



いた なに 



痛い！」 何 かが、 頭に 当たった。 石 だ 



o 



こ 



と り 



な 



石 は、 子供の 一 人が ぼく 

*«^番> き赛" や -- らノ ん， 

悪魔の 民な の だ (Hp 



く 



に 投げた ものだった。 なるほど、 ここで は ぼく こそが 邪悪なる 





もうしば らく 町 を 歩 




2 o 7 へ 



しろ 



V 




减 へ 行 




1- 5 7 へ 



つ/つ ろ すす 

^くら は 通路 を 進んだ a 

ぐ， I ^ 



ん 




しぶりた なケ イン くん。 



* つす やみ 

？ 齊闇 

どろ 




なか おとこ た 

中に、 男が 立って いる 



々た 、 

た A 唯ビ？ 

/ レ 言 / 



o 飞 

hv 




の ライル だよ 



まさしく ライ ル。 でも ど、 つして > 」 こ， 

こおり と せかい すく 

に 閉ざされ たおれの 世界 を 救うた めに 



o 




をして きたんだ が、 やっと 見つけた 




106 



169 〜 f 73 



マ 

ィ 

ナ 

ス 

6 



きしょう 



>フ こ 



こま 



気象 システム は、 おれに は 動かせずに 困つ ていたんだ」 



よう き 



くちょう 



V 



とても 困 つ て "/ると は 田3 えぬ 




気な 口調で ライ ル は 言 > 力 



こ。 




ロイド を 見つけた よう だな。 頼む、 そいつで 氷 



「どうやら 君 は、 シ ー 

に 閉ざされ たおれの 世界 を 救って くれ。 かわりに おれ は、 君と 君の 子孫 



ために 



P 



を かけ 



て 戦、 つ ， J と を 誓 お、 つ I 



くる きしょ ラ もくてき よろこ ち^ら 》R 

狂った 気象 を もどす の は、 ぼくの 目的で も ある。 喜んで 力 を 貸す ことにした。 



いっこ * つ くわ なか ま 

こうして ライル も ぼくらの 一行に 加わった (ライル 仲間に。 H 




02 1 8 ハ 



7 

o 



1 7 2 



づぅろ すす 

通路 を 進んで 



と、 T 字路に 出た。 



きた 

匕 t 

TV ハ 

にし 

西へ 





舊鲁 #拳翁《參《 攀詹 攀攀攀 鲁90 




2 



5 へ 



ひがし 

• 東へ 



搴搴 ■ き攀攀 鲁眷攀 攀攀搴 睿鲁暑 攀参攀 9 



0000000000 



ひ 2 3 9 《 

， 

〔 > 1 6 9 ハ 



2 13^ 



17 3 

きず かた きば 

傷ついた ぼくの 肩に、 さらに ャッの 牙が！ (Hp 

だめ だ。 かなわない！ 逃げよう。 



ま 



ら はさら に 奮戦し、 モ ン スタ— ども を しりぞけた 








プ コ ツ クにバ —タを くら 



ぎ 



つた ものの、 ぼく は まだまだ 元気 だ！ (Hp 




ひ 1" 4 8 



7 5 



もくてき 



目的の 『力の トパ— ズ』 はリ 



よ みち い 

クに あるんだ。 寄り道 はしないで、 まっすぐ 行こう。 



ひ 2 2 6 〈 



7 6 



さき たび じ ごく 

そこから 先の 旅 は 地獄 



みち 

ような 道のり だ 



るの だ。 ぼくたち 3 人 はもう クタ クタだった 



さま ほラ 

「アイ ン様。 もどった 方が よろしい ので は 



？ 




もどる 



ひ 2 8 1 へ 




た 



さ 



た。 倒しても 倒しても、 次から 次に 敵が 現れ 





ミ ュ ー が 言った。 




む 



o 2 3 o へ 



けん なか 

ぼく は 剣 を きらめかせて、 モンス タ— の 中に 突つ こんだ。 だが 

きょみ ふ」， 化，.^ ン L",-〜，；v" ヤ^^ノ ？はまさ，レぉラぺ む， ぼラ ： +、Y;r ふ亇 -+:TV:、- ふ ノバ- ゾ い、，， 

況 での、 この ふるまい は、 少 々無謀であった。 わけの わからな いうちに、 右 肩に K を 負 




き じょう 

^ 臂 



よく 効力な 



た 
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てし まう M: (Hp 





ン 



；、 * 




クを使 うんだ！ 一 ライル 



、 、ゝ 

力 





だ 



ひ 1 3 3 〈 



7 8 




ぶき て はい のこ 

武器』 の、 つち、 3 つまで が 手に入った。 残る は 『ミュ —ン クロ—』 と 『オラ キォ 



ナ 



さき 



の * 



、/ 



ナビ。 



さて、 どっち を 先に 探すべき か。 




ミ ュ I ； 




□ I 



o 3 9 5 ハ 




オラ キォの 剣 



PV 3 3 8 ^ 



7 9 




がた なか さいきょう 

ロボットの ディバ イド、 クモ型 ロボットの 中で は 最強の レッド オタ トレ グ、 そし 



いま たたか あいてて 力 

て、 リン。 今までに 戦った どの 相手よりも 手 ごわい 相手 だ。 勝てる のか 



まり 



ディバ イドが 注射針 を きらめかせながら 向かって きた。 それ を、 シ— レシが 遮り、 針 を 



たた 



む 



叩き 折る 



ンと 



1 が、 レッド ォク トレ グに 向かって テクニック を 



つか 

使う！ 



みんな 



いだ 



i ：ゝ 

レ たレ 



が ロボ 



ト 



と 戦って いる 間、 ぼく は リンと 相対して 



^ こ o 

V た 




て 



う 



が、 ぼくに 向かって 突き だされる！ 

ぽ 暴;； き， ■ 拳 1; 二；！： さ」， ：" ：， 

ンの手 を 打つ。 派手な 音を立てて、 リンの 手 

いつぼう も 

「ちつ！」 リン は、 もう 一方の 手に 持って いた 





一 重で それ を かわし、 剣の 

お 

、 、ゝ 

力 



之 

柄で リ 



ま 落ち：。 



え 




、 すばやく 右手に 持ち かえた。 ォ 
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たみ かのじょ つか ぶ き 

ラキォ の 民で ある 彼女 は、 テクニックが 使えない。 武器 さえなん とか なれば、 勝てる！ 

い つぼん こうげき はげ ま 

しかし、 ナイフが 一本に なっても、 リンの 攻撃 はおとろ える どころ か、 激し さ を 増して 

す ば や うご み き 

いく。 素早い 動きで ぼくの 剣 をく ぐり、 スキを 見て 切り かかる！ だが、 それ こそ ぼくの 

ま のぞ あ どう じ あし はら 

待ち望ん でいた ことだった。 ぼく は 剣で ナイフ を はね 上げ、 同時に リンの 足 を 払った。 

ゆか たお とお おと き 

たまらず 床に 倒れる リン。 遠くで、 はねとばされた ナイフの 落ちる 音が 聞こえた。 

き のこ ぐんだん かた 

気がつく と 残りの ロボット 軍団 も、 すでに 片づ いていた。 

ま くちびる か つぶや 

「わたしの 負け だ……」 唇 を嚙 みしめ て、 リンが 眩く。 

ちから けつまつ 

「『力の トパ— ズ』 は、 くれてやる。 だが、 おまえた ちの やった ことの 結末 を、 わたし も 

み とど なか ま 

見届けさせても らう ぞ！」 (リン 仲間に。 Hp プラス^) ひ 196 へ 

さい ご まも まか つよ なが たたか 

. さすがに、 最後の 守り を 任されて いる だけあって、 ャッら は 強かった。 長い 戦いの すえ、 

ぜん ぶ たお とき きず お 

ようやく 全部 を 倒した 時には、 ぼくたち も かなりの 傷 を 負って いた (Hp マイナス 5)。 

さま す こえ めいきゅう ひび 

「ァ イン 様！」 澄んだ 声が、 迷宮に 響いた。 

ゥう ろ おく てつごう し む ま # ゆ ほうせき ひとみ 

通路の 奥…… 鉄 格子の 向こうに、 ランが いた。 長い 卷き毛 を 揺らして、 宝石の ような 瞳 

なみだ こ ども あ 

に は、 いっぱいに 淚を ためて。 ランに は、 子供のと きに 会った きりだつ たの だが —— こん 

うつく しょうじょ 

きお、 囊 しい 沙女 だ， お着 §毫 



no 



漏 





180 嚳 「アイ ン續 ！ 」 牢の扉 を ft ける と ランガ ic^U いっぱい 



ためて 飛びつ いてきた 



o 



in 






"mis 



に I ！ 






「ァ イン 様！ アイ ン様！ わたくし のために 

ろ V つ とびら あ 



と 



か 牢の扉 を 開ける と、 ランが 泣きながら 飛びつ いてきた 



o 



ぶ じ 




よう 



たし、 どうやら 無事で よか 

「ァ イン 様？ 



o 



え 



^ ま 

錄カ真 




ねつ 



です が、 熱で も あるんで すか？ 



つううる さいな、 シ— レン。 なんでもな いよつ I 



ひ 3 9 9 《 




え き 



「これが 砂漠の 世界 か。 父上に 聞いた とおりの ところ だ 

I 渡す かぎりの 砂、 たたきつける ような 熱風、 そして、 そのす 





たいよう 

する 太 場。 そ 




なの だ ゆ 



の 他の もの は、 いっさい 存在 を ゆるされな S 

「行く ぞ」 半分 は ミコ— たちに、 半分 は 自分に 向かって ぼく 



IV 



は 言 つ た 



0112 へ 



2 



o 



こわ 

壊れた ロボ ット… ■ 

さばく へん 

き、 砂漠で 変な アンド ロイ 



そ ゝっ 



IV ) 4^ ，に 



ゝ 



き 



えば、 以前 父から 聞いた 



ことがある。 父が 旅 をして いたと 




ま 



に 会った と。 そのこと だろう か 







Z 



ュ—、 シ t レン、 案内して くれ」 

^ 、、や ハ； レズ 1ふ 叙银 ケ/, や/ :;, ぇ-. ^.1^ / -*^： 

ほく は、 壊れた アンドロイド を 捜しに 砂漠へ 向 



力 



o 



え 



1 6 1 ^ 



H2 



謹 〜 184 



こくおう. でんこう せつ か はやわざ 

まず 国王から だ！ ぼく は 電光石火の 早業で 国王に 

うで 




ん 



つえ 



かかった。 剣と 杖が 激しく ぶつ 

だ 



せ 



かり あう n この 国王め 腕 は 並みで はない。 ぼく はたち まちのう ちに 攻め こまれ、 体 

しまう (Hp 




か しょ だ ぼくしょう 

箇斫に 打 僕 K を 負 





しかし、 こちらに は 若さが ある。 スタ 

むす かた 

結ぶ うちに、 国王の 肩が あがって くる。 



あっと > つてき >っ え 

ナ では 圧倒的に 上 だ！ 



*々 



さ 




の定、 しばらく 切り 



レ 



i6 



は 必殺 




「今 だ！」 ぼく 

A まに- ■ 逸勒 -:+;• 一) メ ， メ ：- - 

ザ タツ！ 確かな 手応え あ 



を 王 




ま 



力 



り 







国王の 肩ん 



> 





y ，A 



し 




いで 血が 吹き出る！ 



た 



み ま 

力が、 国王 は 倒れ はしなかった。 それ どころ か、 見る 間に 肩の 傷が ふさがって 




フ才 I スか T 



ひ 1 5 5 へ 



AO Jtti 



こわ 



壊れた アン 



や 




ふ 



う 




つか 



ロイド 相手で は、 何の 情報 も 得られません。 疲れた だけで したね」 



V 



き 



シ— レンが、 無 表 情に 言 



た。 



ュ— がキッ とに らんだが、 シ— レン はまった く 気に 



しな 



かんじょう も 



r o 



丄 



感 情 を 持 つてい る；. 

かえ 

—レン- 帰ろ、 つ 



と、 持って いない シ— レンの 違いなの だろう か。 



く 寒ち は、 ハサ タカ 



もどる ことにした (HP 




ひ 2 o 5 〈 
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しゅつばつ 



しょ 



ふ 



た 



ぼくら は 早朝、 タヮ— めざして 出発した。 場所 はもう わかって いるので、 簡単に たど 

なか 



りつ 







さあ、 中にはい る そ 



o 



n>21 へ 



まもな 



く 



8 6 

子路 M た。 さて 



> 



こ 



p b ヽ 





東へ 




ど 



4T ftz 



3 8 3 



ちへ 行 



ペ 

へ 



う 力 




南へ 



にし 




西へ 



ひ 2 7 3 へ 

ひ 478 へ 



7 



ちかしつ 



ぼん 



どう 



也 





こ 



降りる と、 そこから 3 本の 地下道が 伸びて ー| 



、 /」 



o 



みち えら 

どの 道 を 選ぶ 




右へ 



n>2 5 CU へ 




左へ 



ま 




真ん中へ 



0^ 



鲁攀鲁 




ぺ 

ぺ 



8 8 



と 



音 もな 



ラ ン キ 



、、、が 跳んだ！ ャッの 牙が、 ぼくの 喉 を 狙う リ： 



ら- 



六 



力 



ナ 



せんこう 



さ 



体 を ひねって それ を かわし ざま、 剣で ャッの 体 を なぎはらう。 剣先が 閃光 を 描 



く 



o y 



キ 
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じ 



V 



ャゥ ンッ、 と 悲鳴 を あげて、 ャッは 地面に 落下。 や 



た ぞ！ 




2 5 4 《 



た 




トシス テムっての は？」 ぼく は リナに 尋 おた？ 



「さあ 



わたしに もよ くわ か つ てな いんです」 



し 



おれ も 知らな 



1 



ライルが 



レ 



し か 



た 



くも 



はなし 



た。 仕方がな 



1 O 



い せ かいじゅう だれ 

しに 行こう。 だが、 世界中の 誰も 



雲 をつ かむ ような 話 だが 

も 



とに か 




X* 




, (I - 、、 




に 関 





を 持 つてい る 者 は 



なかった。 そんな わけで 



レ 



ま 



み 



まくら は 未だ サ 




システム を 見つけだす > 




にいる 








お 



く 



はたして、 この 旅に 終わり は 来る のであろう か 



o 



END 



9 o 



ヽ- 




1 



、、 



く 




ン！ 





が ザンの テク 二 ッタを 放つ た！ 力 マイ タチ がまき お 



り 



、 ^ 



ま 



だ 



さ 



の 体 を ずたずたに 一 




1 



穴 



(Hp 





2 3 2 へ 
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かノく 
ル 



9 



なんにん ひと て ふ 

「なるほど、 これ はきつ と、 何人もの 人の 手が、 ここに 触れた からにち 



、、ゝ 1 



りゅう 



そ つ と 親指 




の 目に 押しつけた。 すると、 そのまま、 竜の 目が 奥へ 引つ こんだ。 同時 

うえ あ かべむ 





ない 一 



どう じ 



に 目の前の 壁が、 ジワジワと 上へ 上がって 



ゝ 



o 



と、 壁の 向 こ、 つに いたの は 




5 




だ H:」 . 

どく おそ 

ィべ イドの 毒が ぼくたち を 襲った (Hp 



ノ 




アイ バ イド X3、 ハンド ゥ才 I 力 1X3 = 



4 

5 



y くそつ 



、 



ヮナ だった 



の 力 f 



ザレ t 



ァ イン =HP+D で 戦います 



o 





つた 




1 CD 5 へ 



ま 




負けた 




2 7 1 〈 



6 

1 



IV 



ま 



9 2 

て 



ま 




でも、 今 はわず かな 手がかり でも 欲しい とき だ。 もう 少し 頑張って みる ことにしよう 

おも てき かた きず お 

…と © つたと たんに、 また 敵 だ！ ふい を くらって、 肩に K を 負って しまった。 ここ は、 



やはり もどるべき なのか？ (Hp 





戦う 



ひ 3 o 4 へ 





に かえ 

逃げ帰る 



ひ 2 5 5 < 



19 3 



こ ぞう 

こしゃくな 小 15 め 



翻 〜 im 



> o 



r」 



こくおう つえ おそ 

国王の 杖が ぼく を 襲った！ もちろん、 ぼく もむ ざむ ざ やられ はしな ： 

につ * _ U , な - ゲ^ ヌ、 さ + + に，〃 r。 ひつ ■ ^^^MBMM , 薄 Mr ^ y 条 .^し： ゆ き 一 

ぶっかり あい、 ぼくら は 十数 分に わたって、 切り結んだ。 だが 最終的に 



ナ 



f と 杖 力 激し 



ま、 ^ 



の矣 



こく 



技が ま 



こ > フふく 

た。 国王 は ぼくに、 仗 を はねとばされ、 いさぎよく 降：^ し-こ。 



穴 




ズ 



そのと き 



o 



さま 



「ゲイン 禄！ 




ま 



と 



ひとり おんな こ 

た 一 人の 女の子！ マ— リナ だ 



の 間から 飛 ひだして き 

. かのじょ だ 

とびつい てきた 彼女 を、 ぼく はしつ かりと 抱きしめた。 




—リナ、 も、 つ 放さな 




ひ 1- 4 8 へ 



ン 1 レ ン カザ 




した：：： 



レき 



ぐ 



矣カ きらめき 



1 QU 4- 

はな しんく/つ き 

一 ックを 放つ！ 真空が まきおこり、 モンス タ ー ども をな で 切り 

ぶきて ： 

まく ： , 

つえ ま 

杖が 舞い、 クロ— が 引き裂く！ ぼくえ 



くス六 



らは それぞれの 武器 を 手に、 モンス タ— 軍団に おどりかかった。 



さ 



ち は 




た/ J 



」 とく 




ゝ 



モン 



スタ ー ども を 退けた：：： 

さま だいじょうぶ か たたか 

「ケ イン 様、 大丈夫で すか！」 リナが ぼくの もとに 駆けつける。 ぼく は、 戦いの さなか、 



ラチ— プ コックの バ ー タを くら 



飞 ヽ 



負傷して い た 



だ 



(Hp 




「さがって、 新手が 来た 
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. 手当て をしょう とする リナ を 押し退け、 ぼく は 再び 剣 を かまえた。 

ぴき 

-薪手 き.. モル # 農き きま 8J%3BS! ^ -. , ■ . . ンに 

☆ ベ トル モル モス、 ジ エリ— X3 = s ケ イン = HP + D で 戦います。 

か ま 

• 勝つ 乇 。： … - ひ 2 2 4 へ • 負けた oooac …。： ：： :::::c 316 へ 

19 5 

やど や と きゅうそく あ す 

なんとか ハサ タカに たどりついた。 さっそく 宿屋に 泊まり、 休息 をと る。 明日 はいよ 

いよ、 タヮ— めざして 出発 だ！ (Hp プラス^) チェック d は あるか？ 

秦 ある ： ：： • c>1 8 5 へ • ない ……：…… ：01 4 4 へ 

19 6 

ちから て なか ま い 

『力の トパ— ズ』 を 手に した ぼくたち は、 リン を 仲間に 入れ、 いよいよ フロ トラ— ンへ 

む C まう ほう 

と 向かう ことにした。 そこへ いけば、 サテライトへ 行く 方法が わかる の だ。 

いち ど りゅう な P 霧レ せ かい おお ： レま た S 

もう 一度 『竜の 涙』 で 東の 世界に 渡る。 だが なんと、 フロ トラ ー ンは 島に 立つ 城 だつ 

め. - — -^s ^観- ： き ノ，：- . ノ^^ 暴-.— ， -?^ up,^^v に 八- 

た。 目の前に は 広大な 海。 対岸に 渡る ための 手段がない ぼくたち は、 途方に くれてし まつ 

た。 

ま 

「待って いた ぞ、 おまえた ち I 
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はこ くろ りゅう しょうたい 

196暴ぼ< たち を フロ卜 ラーンへ 運んで くれた 黒い 竜の 正体 は, 



ライルだった の だ ！ そのために 彼 は 力つ きて 

119 



o 



こえ ふ む いっぴき かた め きょだい 

重々 しい 声に 振り向く と、 そこに は 一匹の 片目の ない 巨大な 




「さあ、 俺の 背中に 乘 るんだ。 フロ トラ— ンへ 運んで やる」 



しぎ き お ぼ こえ ij< i 



： ヒメ 7. 



不思議と 聞き覚えの ある 声 は、 逆らい かたい 威厳に 満ちて 





と 





竜の 背中に 乗り、 フロ トラ ー ン へと 飛んだ" 

みみ か # め あ 

耳 もとで、 、つなる 風。 目 も 開けて いられな いよ、 つな スピ ー ド 

じ めん ちか しゅんかん つ 

地面が 近づき、 つぎの 瞬間、 ぼくたち はフロ トラ ー ンに 着いて 

ASN さま れい い 

「お 父 様！」 お 礼を言お、 つと 振り向く と、 竜が いたと ころに は 



た 



いる はずの ライルが 倒れて いた。 




I どう 




み おれ へんしん のうりょく 

見た か……？ 庵に は、 竜に、 変身、 する 能力が、 ある 



7ノ 

この、 姿で、 連れ もどした ことが 



え う 

o 



ライル は、 い つもの いたずらつ このような 笑み を 浮かべた 



V 





インに は ……内緒に —— してお いて くれ……。 ラン を •： 

ことば さい ご ちから し え 

その 言葉 を 最後に、 ライル は 力つ きて…… 死んだ。 笑み を 




と >フ さま 



お、 お 父 様 …… お 父 様リ」 

な さけ あた だま 

？ N の 泣き叫ぶ 声が 辺りに こだました。 ぼくに は、 ただ 




しかで きなかった。 ライル： ：： ありがとう。 



■ ず〜 : 震 隱 



や 1 y y 

どの 世界へ 行こう か？ 

ほくせい ほくとう 

秦 北西の リ I クの 世界 ： …… へ • 北東の シ —ル があった 世界 …ひ 2CU6 へ 

秦 西の グランディ レ クタの 世界 …… • ひ 3 8 4 へ 

なが うでつ か よ 

ビット は 長い 惋 を：^ つて、 ぼくたち を 寄せつ けず、 すき を ついては ラポラ か テクニック 

こまげ き なん ふせ ， "せ： SS ゥ ぱい げんがい、 

で 攻撃して くる。 ぼくたち は、 何とか それ を 防ぐ だけで 精一杯。 しかし、 それに も 限界が 

ある。 ついに ラ ボラの フォイエ を、 ミュ— がくら つてし まった (Hp マイナス^)。 

「だめ だ！ ここ はい つたん 逃げよう！」 

きず ひっし， たいきゃく てきとう ある 

傷ついた ミュ— を かばいつつ、 必死に 退却した。 やはり 適当に 歩いて いても、 ランが 

み じょうか まち じょ 、フほ >フ しゅうしゅう 

見つかる わけはない。 レン ソルの 城下町に もどって、 情報 収集 だ。 n>124 へ 

1- 9 o 

つうろ すす ひろ くうかん で きょだい きかい せっち 

通路 を さらに 進む と、 広い 空間に 出た。 そこに は、 巨大な 機械が 設置され ている。 

きしょう たず 

「これが、 気象 コント 口 —ル システムな のか？」 ぼく はシ— レンに 尋ねた。 

「いいえ、 これ は サテライト システムです」 
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LI 、、 




ま ハ o 



？」 

せっきん 



そう 




え 



つ の 月 を 接近させる 装置です 



ほんと、 つ 



本当に そんな ことができるなら、 すご 




g だ。 しかし 今 は 別に 必要と されて いな 



いま べつ ひつよう 



飞 o 



まくら まさら に 




進んだ (チェック e 








7M is 



2 




い つ そう 



そうげん む なに み 

を 一掃して、 しばらく 歩く と 草原の 向 こ、 つに 何 かが 見えて きた。 遠くて はっきり しな 



むら 



ゝ 



けど、 村の よ、 つに 見える。 




くた ち は、 足 を 




めた。 




4 1 o へ 



2 o 1 

ャッは 音 もな く、 飛び かかって きた！ 

ま あ さ じん め はい 

「つつ •：： • 一 舞い上がる 砂塵が ぼくの 目に 入り、 




がき かなくなる。 その スキを 



ついて、 ャッが ぼくの 右足に かみつく！ (Hp 




ま 



く 



そ、 ラン キ ー ド ごときに 負けられ るか！ 



お 



まく は、 右足に かみつい ている ャッに 剣 を 振り下ろす。 確かな 手 ごた えがして、 そいつ 

じ めん たた うご 




て 



は 地面に 叩きつ けられ、 やがて 動か なくなった。 



4 へ 
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am 〜 鍾 4 





2 o 2 

みち じ ろ 

^はこ こで T 字路 になつ ている 

きた 

匕 i 

にし 

西へ 翁 



, o 



撃 嘛誊ぁ 暑 攀暑拳 看 舞 



鲁 




2 2 7 〈 




南へ 




« 拳 0.0 攀 瓣鲁900 鲁 6066# 鲁き攀 暴 



e e o o D 



9 



© o o o 




4 Co へ 



3 4 Co へ 



2 o 3 



1 



ぞケ イン 



ライルの 杖が ぼく を 襲う 




本 



き 




ま危 



その 




を 逃れた。 



き 



一 まだまだ！」 息 を もっかさぬ ライ 

ひだり かた う 

を 左 一 胃に 受けて しまう {Hp 




きょ > 



o 



とうとう かわし きれずに、 強烈な 






2 3 2 へ 



3 

1 



2 o 4 




路を 西に 向か 



さき 



一う 



しゅ、； 



て 進んで 



飞 o 



やがて、 先の 方が 段々 明るくな つてき た。 どうやら 終 



占、 いらし 

ノ 



、 o 



ぼくたち は、 明かりに 向かって いっせいに 駆 



1 hr ヌ 




たした。 



と 



ま n 




然、 目の前が 開け s R 



ひかり お よ 

1 i に 慣れた 目に、 まぶしい ほどの 光が 押し寄せる。 ようやく、 



あ あたみ ^ま 、 ，し^べ 

目が 開 ナられ るよう になって、 辺り を 見 まわす と、 そこに は 今までの 石 壁と はま 

す らが う せいこう き かい あしもと とうめい ゆか の 



よう 



た 





を 違えて 



，た。 



う せいこ、 つ きかい あしもと とうめい ゆ 力 の 

壁と いう 壁 を 埋めつ くす、 精巧な 機械。 足元に は 透明な 床が 伸び、 その 



した き かい み 

下に も いろいろな 機械が あるの が 見える。 そう、 ここ は、 




どうくつ 

と 世界 を つ なぐ 洞窟に そ つ 



く 



な 造り をして いた 



o 



ただ ひとつ 違う の は、 透明な 床が 伸びる その 先に、 




ゝ 

力 



g のよう な ものが ある、 と 



よこ とし ろ うじん た 

つ こと だ。 船の 横に はとても 年 をと つた 老人が 立って いた 



とし 



ゝ 



、， /JO 



でみ 

こんなと ころに ライアの 民 



ぜ 

力 



變 だが、 おまえた ちで は、 サテライトに は 行けん ぞー 



ま 



まえ た 

老人 は、 ぼくたちの 前に 立ち ふさがった。 





しのけ て 進む 



ぺ 




よ、 つ す み 

様子 を 見る 



ひ 2 5 1 〈 



ヽ 

ノ 




2 o 5 

i や からだ やす 

サ タカの 宿屋で 体 を 休めた (Hp プラス^)。 さて、 これから どうしょう？ 

, ，, し どうくつ 

西の 洞窟へ …：： ：… . 



リ I クへ 




19、 




o 3 5 1 へ 



2 o 

せ かい 

父の 生まれた 世界に やつ てきた。 



ちち う 

ヽ， 

ズ 



しろ 





きょ 



て 



さ 



、 どこの 城 や 町 も 廃墟に なって いて、 手がかりはなかった 

m も むね いた 

の 最期が 思いだ され、 胸が 痛くなる。 

u.fc . - 二， >v ぐ； に 二？ y;:v.^^ パ 拳. 蕃 「，養-; 警パ 

城 を 調べて いたと きに、 壁が 崩れ、 背中に 打撲 をう けた (Hp 



o 



ふいに、 サテ ライ 




邙)。 たぶん、 



124 



漏 画 〜 漏 8 



まに おも 

ナ j こ； に はも、 ，何も を 1 ま s、if • • ： • 、 

暴 まだ 調べる …………… …： -03 6 1 へ 娜 やめる • ： …： ……………ひ 2 5 8 へ 

2 o 7 

オラ キォの 民と、 ライアの 民 は なぜ こんなに も 憎み あつ ている のだろう 。 

かんが ある ふんすい ひろばで 

. そんな こと を 考えながら 歩いて いると、 晴 水の ある 広場に 出た。 

ァまェ の 撥 ハ士の 語って いお、 あの 噴 永 か？ _ |； . 

- 、：; M^ -, ぐん 」窗ヽ^;「ノメ^:ゃ-せ^き「^:、"^;-，、ぐ；^^ ぉ！^餐 . 森^;;; き錄： ^MMy N v^--^ 

さっそく 近づいて 調べて みる。 すると、 水の 中に 秘密の 抜け道が あるの を 発見した。 ノ 

かいぶつ で 

「マ— リナ を さら つ た 怪物 は、 ここから 出て きたんだ！」 

まよ つう ろ しんにゅう 

もはや 迷う こと はない。 ぼくら は、 この 秘密の 通路に 侵入した。 n>1-10 へ 

， •」 

2 o 8 

おも しゅんかん め まえ はつ こ >フ 

もうだめ だ。 そう 思った 瞬間、 目の前が まば ゆい 白光に おおわれた。 

に んげ んて きこえ あ てき も あ 

「ギィ イイ イイ ：： 丄 びっくり する ほど 人間的な 声 を 上げ、 敵の ロボット たちが 燃え上が 

$ つねつ くう き や しゅう はな つか 

つた。 高熱が 空気 を 焼いた イオン 臭が 鼻 をつ く。 ミュ— とシ— レンが フォイエ を 使った の 

だ。 

さま たたか つね れいせい 

「ァ イン 様、 戦い は 常に 冷静で なければ」 . ， 

、 
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「ロボットよりも 冷静に、 つて わけ かい、 ミュ ー?」 

ま と ひとみ なに こた 

ぼくの 負けお しみに、 ミュ— の 閉じられる ことのない 曈は 何も 答えようと しなかった。 

ある ふ 亡え 

すでに 歩き はじめていた シ ー レンが、 ぼくら を 振り返つ てい つ た。 

でぐち み 

ーァ イン 様、 出口が 見えます」 n>181 へ 

2 o 9 

にし む みち みなみ お ま かど か ほのお 

西へ 向かう と、 道 は 南へ 折れ曲が つていた。 その 角 を まがった とたん、 まつ 赤な 炎の か 

おそ 

たまりが ぼくに 襲い かか つ た。 . 

「あぶない！」 

て うで からだ ひ かお うし か ベ 

ミュ— の 手が ぼくの 腕 をと り、 体 を 引き もどした。 炎 は ぼくの 顔 を かすめ、 後ろの 壁に 

くだけち つ た。 

なにもの 

「何者 だ！」 

メカ ヒョ コ！ ラポラ だ。 3ft もい る。 その後ろ にいる の は ウラル！ 

たたか 

トル ウラル、 ラポラ X3 = ^ アイ ン=:1=卩+ド で 戦います。 

ま 

き 勝った ：：。。。。 …………。……ひ 1 5 2 へ II 負けた ： ：：… 。…： • ：n> 2 6 OD へ 
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mm 



2 

さしよ 5 

^くら は 気象 コ ン 



o 



ト n — 




しんに ゅラ いち ど い 

に 侵入した。 丁度、 行った ことがある 





、、 



え 



ナ こ、 



まよ 



迷わず 



ある 




たどりつ 



o 



チ H ック f は あるか？ 





2 7 9 へ 




ない 



C 2 2 3 ^ 



^ まえ た 

• ，ていた：！. . -. - Mr^wMW. 

見る が 早：； か、 ミュ ー め クロ— が ャッの 感覚 センサ ー を 狙った。 

「キヤ ァ！」 

ラン キ— ドの 腕の 一 振りが、 ミュ— を はじきと ばした (Hp マイナス 4)。 

^バトル ラン キ I ド =2 ァ イン =HP+E で 戦います。 

か ま - 

• 勝った ……………… …： ：：n>3 65 へ 響 負けた ……… ，，：：：：：：ひ274 へ 

212 

きた すす 2 つうろ い ど つ あ かべ まえ たから 

北へ と 進んで 行く と、 しばらくして 通路 は 行き止まりに。 突き当たりの 壁の 前に は、 宝 

ば こ お あ なか いか けん はい 

箱が 置いて ある。 開ける と、 中には 『怒りの 剣』 が 入って いた。 

「へえ、 なかなかい いものが 手に入つ たね」 
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けん おも かん いか けん 

212 攀剣を かざす と， ズシ U とした 重み を 感じた。 『怒りの 剣』 

は かいりよ く き たい 

• …"かなりの 破壊 力が 期待で きそう だ。 
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麵 〜 議 4 



はんぶん ひと ごと つぶや たし さ かがや 

ぼくの 手に ある 剣 をな がめ、 リンが 半分 独り言の ように 眩いた。 確かに、 冴えた 輝き を 

も，、 とうしん おも は かいりよ く きたい 

持つ 刀身と いい、 ずしり とくる 重みと いい、 かなりの 破壊力 を 期待で きそう だ。 ぼく は、 

こし そラ ぴ 

レ— ザ— ナイフ を 腰から はずし、 この 剣 を装睛 する ことにした (チ H ック £:)。 

じ^うじ ろ 

さて、 十字路に もどろ、 つ。 ユ 13CU へ 

213 

すす つう ろい ど 

しばらく 進む と、 通路 は 行き止まり にな つ てし ま つ た。 

「しょうがない。 引き返そう」 

い ぐち みぎ ひだり みち ほう すす j 

• ぼくたち は 入り口まで もどり、 右と 左に わかれた 道 を、 こんど は 左の 方へ 進んで いった。 2 

T— 丄 

015 4 へ 

ほろ おうさま きさき こくみん 

丁ン— ルも シュ— ソ ラン も滅ん でしまい ました. ：… 。 王様、 お 妃様を はじめ、 国民 はみ 

さぼ乂 サか お だ. つし ゆつ わた じ か きも はか まちす 

んな 砂漠の 世界に 脱出し ましたが、 私 は、 どうしても 家族の 墓の ある この 町 を 捨てる こ 

とがで きなかった のです」 

へいしき ず つた 

兵士 は、 傷に あえぎつつ、 ぼくに これ だけの こと を 伝える と、 ガタリとう なだれた。 

ぐんだん . こきょう 

ロボット 軍団め！ よくも、 よくも ぼくの 故郷 を。 



J 
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つ か ねら たが みず けん おおがたき ようりゅう 

ベ —タ！ ぼく は テクニック を 使った I 狙い 違わず、 水 は 剣と なって、 大型 恐 竜メ 

のど ほ しが た ち ゆうしん つ さ 

タル ティルの 喉と、 星形ヒ トデ、 スタ— アイの 中心に 突き刺さった。 

たみ おそ せかいな に お ちが 

ライアの 民 を モン スタ —が 襲う なんて …… この 世界で、 何 かが 起きて いるに 違いない。 

あし はや じょうか まち はい 

ぼく は、 E を 早め、 リ— クの 城下町へ と 入った。 n>375 へ 



ない" 



2 6 Co へ 



y 






たみ 



うこく 



飞 



フィァ の 民の 国と 言えば、 シュ— ソ ラン 




国の 南に ある ァゴ ェ国だ 



、、> i 



さ 



く 



着 砂漠の 国へ いく 




ひ 2 8 2 〈 



た 




ァゴ ェの ロボ ッ ト 軍団と 戦う n> 2 5 6 へ 
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こくおう 

な！」 国王 は、 ザンの テクニック を ， 

* からだ き さ 

真空の 刃が、 ぼくの 体 をズタ ズタに 切り裂いた (Hp 



プ 





つ た ！ まず 



さ 



飞 



避け きれ 




さ 



「とどめ を 刺して くれる！」 



せま 



く 



杖 を ふりかざして、 国王が 迫り 来る！ 




く 

S 



レ 

IN 



王 = 



たたか 



4 



ケ イン = HP + C で 戦い ます。 




つた 



ひ. 1 9 3 へ 



ま 




負けた 
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m§ 〜 謹 




2 



コ ン トロ — ル システム はこ つ ち だ！ 一 

ない ぶ くわ せんとう た 

タヮ— 内部に 詳しい ライルが 先頭に 立って、 ぼくら を 導いた。 だが すんなり は 行かせて 



て 

/ 1 



もらえない。 モンス タ— が ぼくらの 行く手 を さえぎつ たの だ 

ひき ひき にん かず うえ 

ラ^ モスが 2 匹に、 モル モスが 2 匹。 こちら も 4 人 だ。 数の 上で はちょう どい い。 





o 



バトル ラル モス X2、 モル モス X2=s ケ イン =HP+E で 戦います 




ま 



參 勝った …。。。。。。。… ：… n>100D へ ⑩ 負けた 。…： 。。。。。。。。： 。…。。。ひ 11 9 へ 



o 



0Z 1- QW 

まち くに 

パイ ロッタ？ いったい どこに ある 町 (国 かもしれ ない けど) なんだろう- 

なか ま さばく せ かい ろうじん き 

ライア を 仲間に し、 砂漠の 世界に もどって きた ぼくたち は、 老人に 聞いた 『パイ 口 



タ』 への 手がかり をつ かむ ため、 あらゆる 世界 を 回る ことにした。 ひ 197 へ 



2 



つやつ ろ すす こんど じろ 

通路 を 進む と、 今度 は T 字路に 出た。 さて 



ど 



こ c 



う 力 



？ 



こ 







匕 ヽ 

にし 

西へ 




3 9 7 《 




南へ 



- 暴 



ひ 



3 6 8 



へ 




3 2 へ 



2 o 




レン、 ザンの テク 二 ックだ 



シ 1 レ 



、、ゝ 

力 




ら つ た n: 

いま 

今が チャンス 





ックを ふる、 つと、 力 マイ タチ かまき おこり、 モ ン スタ— ども をな ぎ は 

た しょ ラ めつ 

耐え きれず、 ジ エリ— はすべ て 消滅した！ 



、/ 



た 



ぷ きふ お 

は それぞれの 武器 を 振りかざし、 ケ イブ ゥ オルフに 龍 



飞 A ゝ 

力 力 



た。 



ねらい は、 下半身 



、 ， こ、 



っレカ 



こ > ひせ 



レ 



だ 



」 が ャッの 牙に よる 攻勢 は銳 



C 。 M> 



ャッの 頭 だ！ 

けん はんげ， 

はかろう じて 剣で かわしつつ、 反 殿 



ま 



き かい 

機会 を 待 



た (Hp マイナス 5)。 

こ ^ 



みぎ て 



たたか さんに 



すでに チヤ ムを 倒した 



ュ— が、 右手の クロ I を きらめかせて、 ま 



飞 




人す る 




I がミュ ー に 流れた 

くぴ りょうだん 

をた がわず、 ャッの 首 を 両断した H 



o A ぐ 



V 



1 



レ 



剣 を 一 閃させる。 必殺の 



はねら い 



かんぜん ふたた せんとう ち か 

こうして、 モンス タ ー ども を 完全に たいらげた ぼくたち は、 再び ライル を 先頭に、 地下 



2 

1 



どう い そ 

道 を 急いだ 

そこ は、 



飞 そして 行 




、 ， 



ん ところ は 







た すう 





へいし けいご こくおう おう ざ ま 

兵士が 警護す る、 シ ュ ー ソ ラン 国王の 玉座の 間であった。 ひ 2 4 5 



2 2 



「ライル はも ゝづ 



き 



ふ ま 



o 



元気そう に 振る舞 つて はい るけ ど 



はは だれ き う あ 

母が 誰に も 聞かれな いように、 ぼくに 打ち明けて くれた。 まさか、 ラノ 

s^w f ノゾ • きま fww つ ひがし せ かい づづ どうくつ 嘗， 

ぼく は、 ランの 救出の ため、 東の 世界へ と 続く 洞窟へ と 急いだ。 東べ 

い さ ばく くに は どうくつ 5 ぐち み 

行く と、 やがて 砂漠の 国の 果てに、 洞窟の 入り口が 見えて きた。 

2 2 2 

てき て ごわ たたか てき 

敵 は 手強かった。 ぼくら ほけんめ いに 戦った が、 だが、 ようやく 敵 をた おした ときには 

に ん きず すす だ い じょうぶ 

3 人と も 傷 だらけに なって いた (マイナス：：！)。 このまま 進んで 大丈夫 かな …… 。 

ひ 176 へ 

3 

, 1 

2 2 3 

さ どう やく め 

サテライト システム を 作動させる の は、 シ ー レンの 役目 だ。 

さ どう ひつよう 

「システム を 作動させる キ— が 必要です」 

ほ AN こく 

コ > トロール パ ネ ルに むかった シ ー レンが 報告す る 。 

つき いし なみだ ほうせき て わた 

「月の 石と、 月の 涙の ことだろう」 ぼく は、 2 つの 宝石 をシ ー レンに 手渡した。 

おお 

I その くぼみに はめこ むん じ やない か？ ちょうどい いぐらい の 大きさ だが」 

ゆび さ い 

コント 口 — ル パネル を 指差して ライルが 言う。 シ— レン は 言われた とおり、 宝石 をく ぼ 

じゅんばん ， 

みに はめこんだ。 月の 涙、 月の 石と いった 順番で …… 。 




東へ と 進んで 



■ ■ 

1 4 3 〈 




くる 



てん 



その 瞬間、 




システム は、 狂った ように ランプが 点滅し、 



とつぜん ふ かい 

突然 不快 





たてた かと 思う と、 また 静かに なった。 

そう さ ほうほう ま ちが ほ 

「操& 方法 を 間違えた ようです。 システム は 崩壊し 



した 



よくよ、 つ 



シ ー レンが いつもの 抑揚の な 



こ *又 ほ > つ こく 

声で 報告 



した 



o 



END 



2 2 4 



けん 



おそ 



ぼく は 剣 を ふりあげて、 モル モスに 

くる はな 

スは、 苦し まぎれに フォイエ を 放つ！ 

ぐ れん ほのお 

，を 直 撃し お I " 

S つ レゅん 

だが 炎 は 一 瞬のう ちに 消滅した 




力 力 



o 



え 



するど 

わが 剣の 鋭 さ 



こ 



おそ いだ 

恐れ を 抱いた モル モ 



み 



これが ぼく を 直撃した。 紅蓮の 炎が わが 身 をつつ む！ (Hp 




O 



「グ ズグズ するな 



た 



モ^ モ スを S せ 



おうよう 



ナ 



と 



ライル だ！ ライルが バ— タの テタニ ックの 応用で、 炎 を 水で 消し飛ばした 



だ！ 



^くま 一 フズ- 1 こ-. 




しつつ、 剣 を ふるって、 モル モス を 葬った 








46 へ 



2 2 5 



しろ なか さか 

城の 中 を 捜 




> I 、、ゝ 

た 力 




ナ 



もい る 気 




しろ 



と 



、、ゝ r > o 

力な レ 



やっぱり、 ロボットに 城 を 乗っ取られ たと 



ゝ 
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ち 



つの は、 本当なん だな。 さっきのと ころから 



、 





sr.. 



行こう。 



C ) 3 3 o 〈 



2 2 6 



じょう 




ひと け 



リ— クの 城下町。 なぜか 人気が なく、 とても 




、、 

力 穴 



せんそう はじ 

。 戦争が 始ま 



つ たので、 みんな どこ 



力 のた ろ、 っ^ 



かへ 行って しまったの だ 

リ— クの城 門 は 固く 閉ざされ てい て、 どうや つ ても閼 きそうに なか つ た。 

t ま ： 、〔に , &WU M ^^し 

困った な …… どうしょう。 そのと き、 ぼく は 昔 聞いた 

じょうか まち みせ ぢ か どう ぬ しろ なか はい 

か 城下町の テク 二 ック マスタ— の 店から、 地下道 を 抜けて 城の 中に 入れ 

ひと いそ 



にし 



力 



力 父の 話 を 思いだ した。 そうだ。 




力 ま ^9 ？ 」 ま /\ ま 



人の いない 静かな 町 を、 マスタ 



の 店へ と 急いだ。 



PV 3 <u 7 〈 



5 

3 



2 7 



「くそ 

きざ 

に 刻まれた 



、 行き 止 



まり だ 



進 



く 



力 V 



り 




た 道 は、 唐突に 黒大理 




かべ 



の 壁で とぎれて いた。 そこ 



ま も 





ラ ほ 

の 浮き彫りが、 ぼくら を にらみつけて. 

くち するど と 

「ゥッ M:」 突然、 魔物の 口から 鋭いナイフが 飛び だし、 



と 



飞 



る 



o 



だい、、 



、、A * 、 

た 




； ： 大丈 ■ 

「ええ、 あま 



力 



二 



ュ 1 が ゆ 



くり 




—の 腕に 突きた つた！ 

きず 




いたいた 



いた。 白い 肌に W が 痛々 し 



^ o 




1 




(Hp 



はあり ま , 

ちょうこく な かえ 

そう 言つ て ナイフ を 彫刻に 投げ返す。 ナイフ は 魔物の 額に 刺さった。 



i 




はや ひ 

こんな 物騒な ところ、 早く 引き返そう。 





2 o 2 〈 




巧^ 8 



，た ぼくたち を 出迎えた の は、 1 



で むか 



ヒ 



1 





r ノ * 



も 



間 型 ロボットだった。 燃える よう 



た 



こ 



ま 



どシ I レンと 似て いた 



o 



くろ ひかり 

下で、 瞳が 暗い 光 をた たえて いる。 その 姿 は、 

5,， リ"^ 0? 0. ^ ^< $w おく ；〜， ：*SSIS3:: " 

まだ ライアの 民が 生き残って いたか。 私が 送り こんだ ロボット 軍団が、 すべて ほろ ほし 



たと 思った が 



「な 



ん だって •：•： ？」 

ひ にんげんてき つめ びしょう う 

ロボット は、 非人間的な 冷たい 微笑 を 浮かべた。 • 

私 は、 サイレン タイプの 口 ポット、 サイレン TYPE0899。 そこにい るシ ー 

つく せんねん まえ とも 

千年 前、 私 は アンドロイドの ミ ュ— ン と共に オラ キォ様 



、、A 一 



は、 私 を まねて 作られた もの だ 



さま 



と 



S 仕えた。 しかし、 ライア は 不思議な 力で、 赵を サテライト ごと 吹き飛ば したの だ！ 私 

ま あいだ ふくしゅう 



く 



は 待った！ 千年 もの 間、 ライアに 復警 する 日が 来る の を 



こいつが 



こいつが すべての 元 凶だった のか！ 



☆ バトル サイレン、 ビ I ロル！ ガ X3、 ゥェ ザ— ル 2X3 = 



S 



ァ イン =H 




O 





つた 



&440鲁44鲁，96藥參9攀0攀0會攀#099 « o 




3 4 5 〈 




負けた 



o … ひ 3 5 5 5 
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へ 




たたか 

228 暴 はるかな 昔， オラ キォ とともに 戦 
こいつが すべての^ 凶だった のか 




， サイレン 



o 
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::::::::: 


'ノ i*, リ 


::: お 



せ:::::::::::::::::::::： 
驟:; ： ま: お: ii 



w, ，- - 




2 2 9 

あと つ う p もの 

「わたし は リナの 娘、 リン！ 跡継ぎの いない リ —クを 受け継いだ 者」 

少女 は、 怒りに 燃えた 鋭い 目で ぼく を 見す えた。 ポニ— テ ー ル にした 茶色の 髪が 揺れる。 

むすめ ちち いっしょ たび 

「リナの 娘 •：•： ？ きみが、 父と 一緒に 旅 をした という、 あの リナの？」 

ジ r,H や？ く.、 ぐ ケ.、 ノ-： 0^ Mw^w ；; IV：： ■ ： や， 〈® もぎ. につ？ ；難 きお 戴 もの 二. お v 

「そうだ！ おまえの 父 は、 母 を 裏切り、 オラ キォの 民 を 裏切った 卑怯者 だ n:」 

「違う！ 父 は、 母 を —— マ ー リナ をた だ 愛した だけ だ」 . 

おな おそ 

「同じ こと だ！」 リンが、 ナイフ を かざして 襲い かかって くる！ 

ま _ たたか ちから 

「待って くれ、 ぼく はきみ と 戦う つもり はない。 ただ、 『力の トパ— ズ』 を」 

「おのれ、 我が サ テラ 王家に 伝わる 秘宝が 狙い か！ これ は、 かっての オラ キォの 要塞の に 

かぎ わた 1 

鍵。 おまえた ちな どに 渡せる もの か！」 

はい ご あらわ 

^女の 背後から、 モ； V 氣ま— どもが 親れ た！ ； 

☆ バトル リン、 ディバ イド X3、 レッド オタ トレ グ X3 = s アイ ン=:1=卩+ で 戦い 

ま *t9 

か ま 

⑩ 勝った ……： ……： ：…。 c>1 7 9 へ • 負けた 。…。。…こ ……- n>303 へ 

2 3 o 

い ゆうしゃ こ てき み 

「ばかな こと 言うな。 ぼく は 勇者 ケ インの 子ァ イン だ。 敵に うしろ を 見せたり できる よう 





、、ゝ 

力：… 

め 



ュ ！'〜 • どうしたんだ 



と 



ミ ュ ー が 目 を 閉じて いた 




る はずの ない 目 を。 



まえ 



く 



ミュ— は そのまま 前 のめりに 闽れ た。 金属の 焼ける 臭いが した (Hp 




ン 



こュ 



1 

V 



レンが、 あいかわらず 感情の ない 声で 言 



た。 



さま 





軍です」 



き たいぐん 

気がつく と、 ぼくら は 敵の 大 軍に、 



なんじゅう 





と 



重に も 取り囲まれ ていた 



E N D 



2 3 




大 



o 



ほく は 城 門に 思い つ きり 体当たり をぶ ちかました！ 体が バ ラ バラに なりそう なほ ど 

しょうげき う ば 

の 衝撃 を 受け、 その 場に うずくまる。 いてて てて…… (Hp マイナス：：；) 

ひら いそ じょうない しんにゅう 

しかし それでも 城門 は 開いた よう だ。 急いで 城内に 侵入す る。 ， 



o 6 Co へ 



2 5 2 



ライル は 本気 




き 



ころ 



けん 



零 だ 



o 



のままで は 殺される n: ぼく は 剣 を 




ゝ 

レ 



て 身が まえた。 



ト ^ ライ：： * = 



ゲイン =HP+B で 戦います。 



つた 



镶 • • 攀 



0000^0000 



攀- 



ひ 2 6 4 〈 



ま 




負けた 



鲁眷睾 眷攀肇 暴肇攀 拳攀攀 09004600 鲁 肇肇參 參暑鲁 99秦 
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2 3 3 

さま はや つか 

「しっかり アイ ン様！ シ— レン、 早く、 カノン を 使、 



フ のよ！」 



きょ 





力 



ちか 

近す 



き 



ぎる 








危険 だ 



じ 



、飞 <! 



から！ シ— レ 〕 



、vt 




こうほ ラ と 

ン をぶ つ ぱ なした。 同時に ミ ュ ー は ぼく を 抱えて 後方 へ 




！ クヮ 



、、こ o 

ふ 

けむお き 

、、ゝ ひ 



みみ 




ン！ 耳 を つんざ 




10 



ま 



く 曰が、 たて 続けに 

ごと 




つた。 やがて、 たち こ 



けむ お き なか なにごと た 

めた 煙が 消える と、 がれきの 中に シ— レン が 何事 もなか つ たように 立 つ て 



いた。 



さ 




かた す 19 

は片 づきました。 進みましょう 




2 



3 へ 



一つ 





2_ CO 4. 

じ ま 



ま 




中で、 L 字に 曲がって いた。 ちょうど そこに 差し かか 



たと き、 




しゅつ 

また 敵が 出 



いじん 




した I 

、、、 



ムチを 持 



た 




たりの 怪人 







こ ，，こ 



ル ネオ マダ I、 




マ ダ 〜 n シ 〜 ン C .十 H 





暴 勝った - 




負けた 



ひ 3 7 2 〈 



2 3 5 



この ガラ クタ ども！ じゃま をす るな！ 



いかけん ふ み みがる 

怒りに まかせて 剣 を 振り まわす。 しかし、 あざける ように 身 を かわす、 身軽な ロボ ッ 
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纖詹〜 扁 y 




たち 酔 ほ、 



つ わ あ あ あ 





と 



く 



f 与える ことが、 




飞 o 



H P 



つか 

グラブ トを K いや 



、、ゝ 

力 



たな 








突然、 強烈な 重 力 波が ぼく を ふきとばした n: 

) 




てつ あっき 



た。 鉄の 悪鬼た ちがい つ せ 



飞 



たたきつけられながら 

ヒ こ 




、、ゝ 

力 



た 



o 



ほく は 自分の 愚か さ を 



2 o Go へ 




2 3 6 

『アリサ 3 世』 の 7 つの 




の 




だ 



じょうせい 

の 情勢に ついて、 

きゅう 



Aw \ ^ 





がま 



サ タカへ 向かおう 



O ^ 



たい、 誰が、 なぜ、 § 




んだ 



r ヽ 

レ ノ 

つ 力 



さ はく 



い どう 



まえ 



砂澳を ハサ タカへ と 移動す る ぼくたちの 前に、 なんと、 ロボットと、 モンス タ 

ぐん あらわ . 

軍が 現れた！ 




4 

1 



J れは、 



たいど、 つ 




てい るんだ？ 



こ ヒ 



ン I テ I ル、 キ ー ドス タ 




、 





つた 



-4- oo Csl ^ 



ま 




負けた 



=HP+D て 戦います 



o 



2 3 7 



チェ ック C は あるか？ 




ある 




1- 8 2 〈 




な 



、 




47 へ 



2 3 8 

ぜ どうくつ とお ゆき せかい おうちゃく いま おお ふ 

タヮ— を 出た ぼくら は、 洞窟 を 通って、 かっての 雪の 世界へ 到着した。 今や あの 大吹 

ぶき そら たいよう かお 

雪 は ビタリと やみ、 空に は あたたかな 太陽が 顔 を のぞかせ ている。 

し ひとびと き ぼう かがや まち 

死に かけて いた 世界 はよ みがえ り、 人々 は 希望に 顔 を 輝かせて いる。 ライス ルの 町に 到 

すく えいゆう あたた かんたい う 

着した ぼくら は、 世界 を 救った 英雄と して、 温かい 歓待 を 受けた。 

やど や いっぱく ひと て はい ふね ひが レ 

宿屋で 一泊した のち (Hp プラス^)、 町の 人た ちが 手配して くれた 船に のって、 東の 

海へ 乗り だす。 まず は ァゴェ の 国に 到着 だ。 n>136 へ 

2 3 9 

いど ひ かえ 

おっとい けない。 行き止まり だ。 引き返そう。 

2 4 CD 

は でお と もん ひら よ そう はん なか だれ 

バン H 派手な 音が して 門が 開いた。 だが、 予想に 反して、 中には 誰もい ない。 ラン を 

捜して 城の 中 を 調べ まわった ぼく は、 地下に 通じる 階段 を 発見した。 

と しんちょう 

おそらく、 ラン は 地下に 閉じ こめられて いるんだろう。 ぼくたち は、 慎重に 地下への 

お うすぐら ひかり さきみ じゅうじ 

階段 を 降りて いった。 薄暗い 光の なかで、 ぼんやりと 先が 見える。 どうやら この 先 は 十字 

扉：. J# て m^^wmm^ iil^ 翁 f 藝 蓄^^^瘤，，^%^ ... 



2 

1 



ひ 



7 2 



ぺ 



mm 〜 mm 



きた にし 

秦 北へ ：： …， …… …： ひ ー Co 9 へ 鲁 西へ 

ひがし 

、 oooo 鲁鲁 #嚳 攀癧秦 • 尊書 撃藝廖 《«i 攀麟晕 攀霧攀 **1豳赫參 攀蒙参 擊攀參 

2 41 

チェック？ と h は ？ 

りょうほう 

誊両 方と も ある ……。ひ 2 65 へ 嘯 C だけ ある 。： ……。。。……。。。。。。ひ 3 7 3 へ 

圍 ■ ■■ 

• h だけ ある ：… o 4 8 4 へ 暴 両方と もな い • ひ 4 3 o へ 

2 4 2 

きず つう 

さいわい、 シ— レンの 傷 はたい した ことはなかった。 もどろう とした ぼく は、 ふと、 通 

ろす み お たからばこ， き 

路の 隅に ひっそりと 置いて ある 宝箱に 気がついた。 もしかして さっきの ヮナ は、 これ を 

^ 2 ，ノ ^ i ： ^r t ^ ,^^ ^： や な， つき ，ま もま 爹く やや い ？大リ に • リ- > 、 へ にに に- ケ & 

隠す ために …… 。 開けて みると、 中身 は 体力 回復 薬、 トリ メイトだった。 さっそく 服用 

して (チェック g。 Hp プラス ひ)。 さて、 T 字路 にも どろう。 0457 へ 

2 4 3 

てつ うで くび ま のど 

ぼく をめ がけて のばされる ロボットの 鉄の 腕！ すばやく 首に 卷 きつき、 グイ グイと 喉 

し くる い しき くらやみ ひ 

を谛め あげてく る。 く、 苦しい 。 ぼくの 意識 は、 しだいに 暗闇へ と 引き こまれ —— 。 



2 5 3 ハ 



ひ 2 7 2 〈 
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かた われ ま 

「やめなさい！ その 方た ち こそ、 我らがず つ と 待って いたお 方で はない か」 

おとこ こえ おも きゅう らく せき 

. 男の 声が した かと 思う と、 急に 喉が 楽に なった。 とはいえ、 しばらく は ゴホゴ ホと咳 

と のこ 

が 止まらない。 この ぶんだ と、 喉に はくつ きりと あざが 残って いる ことだろう。 

わ ，たい りょく か S ふく くすり 

「すみませんでした •：•： 。 お詫びの しるしに」 そういって、 男 は ぼくに 体力 回復の 薬 を 

ま とし なか まね 

くれた (Hp プラス^)。 あれから、 ぼくの 咳が おさまる の を 待って、 男 は 都市の 中に 招 

い おな き 

き 入れて くれたの だ。 男のう しろに は、 同じような 口 ー ブを 着た 男た ちがいる C 

厶 い、 ， ，〈，r tMWW^M^ , . Mw t 务， い， ！^發 に r 

「ここ は、 空中 都市 クランク レア。 時 を 受け継ぎ、 『邪悪なる 力』 に 立ち向かわれる 方た 

なが あいだ ま しず はじ 

ち を 長い間お 待ちして いました」 静かに、 男 はしゃべ り 始めた。 

せんねん いち ど よみがえ せ かぬ は めつ はや レん 

「『邪悪なる 力』 は、 千年に 一度 蘇 る、 この 世界 を 破滅させる 邪神： ：： 。 そして、 ちょ 

いま あ きざ せ かいじゅう あらわ 

うど 今が その 時に 当たる のです。 その 兆し は、 すでに 世界中に 現れて います。 —— あな 

う -か さ い きょう ぶき ひつ よう 

たがた が 『邪悪な 力』 に 打ち勝つ ために は、 『最強の 武器』 が 必要です。 その 武器に は、 

#ぃ樂 靠-. "ノ： ； ■ 、： わ： /"ゥ . ケ、 ：，が ゆ- ( ：，\ ノ： ■ r^M^WB, 

特別な 名前が ついてい るので すが…… あまりに 強 力なた め、 その 名前 は 封印され てし ま 

いみ こ だい ご 

いました。 特別な 名前 ：… • 『武器に して 武器に あらず』 という 意味の 古代 アルゴル 語 は、 

そ ふ とも く けんじゃ しま ふう い ん 

あなたの 袓 父が マ— リナと 共に 暮らした 世界の、 『賢者の 島』 に 封印され ています。 特別 

われ し でんせつ か 

な 名前 を 我らが 知れば、 その 名前の 力で 『伝説の 武器』 を 『最強の 武器』 とする ことが 可 

のう 

能な のです が……」 

ま ま え 

「『伝説の 武器』 ？」 男 は、 二 ッコリ と 微笑んだ。 
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mm 



も ゆみ 

「すでに、 あなたが たは、 ふたつ 持って らっしゃ います。 『ライアの 弓』 と 『ル I ンスラ 

でんせつ ぶ き せんねん まえ えいゆう おも つか 

ィ サ—』 を……。 『伝説の 武器』 と は、 千年 前の 英雄た ちが、 思い を こめて 使って いた も 

の。 『オラ キォの 剣』 『ミュ 1 ン クロ—』 『サイレン ショット』、 そして 『ライアの 弓』 と 

あつ とくべつ な まえ て いちど 

『ル j ンス ライサ—』 です。 この 5 つ を 集め、 特別な 名前 を 手に いれたら、 も 、つ 一度 ここ 

くだ とき ぶき 

にいら して 下さい。 その 時 『伝説の 武器』 は 『最強の 武器』 になる でしよう ：••： 」 

しんじつ てき たお ゆいいつ ぶき 

真実の 敵 を 倒す ための、 唯一 の 武器 ，—— ならば、 集める しかない！ ひ428 へ 

2 4 4 

, たび お くに うしな たみ い 5 

ぼくの 旅 は、 終わった 。 国 を 失った ぼくたち —— ライアの 民 は、 サテライトに 移 4 

じゅき- ■ ふ，」：：、 , ■ , & t • づ ； ： つ：？ J 

住する ことにな つた。 しばらく は 新しい 国 を 造る ため、 目まぐるしい 日々 が 過ぎて いった。 

ちゅうじつ とも みじゅく ほ さ そば 

忠実な 友、 ミ ュー とシ ー レンが、 未熟な ぼくの 補佐 をして くれた。 そして —— ぼくの 側 

に は、 いつも ランが いて くれた。 

あらおう な まえ 

ぼくが、 新たな シ— ル 国の 王と なった とき、 ラン もまた、 ラン • ル • シ— ルと 名前 を か 

いち ど はじ ぐんだん せんそう 

えた。 一 度 始ま つ てし ま つ た 口 ボ ット 軍団と モン スタ— 軍団の 戦争 は なかなかお さまらず、 

せ リ醫み ノ あお 餐 V、 ノぉ广 ふゆ V 力：： -) に：： ゾ^お 一に"： あ、 / f ^r^M |S ぎ：： や-ま f if も ，1:ゃ* ノ」 

世界に は 争いが 満ちて いたが、 ぼくたち は 『青の 月』 を 立派に 守って いた。 

ほう き いま じょうおう わか こと ば おも 

； 争いの 報 を 聞く たび、 今 はリ— クの 女王と なった リンの、 別れの 言葉 を 思いだ す。 

ちい 卞 ころ わるくち き そだ 

「わたし は、 小さな 頃から、 おまえの —— そして、 ライアの 民の 悪口 を 聞かされて 育った。 



つきひ なが あいだ おとこ こ う 

244 き 一一 月日が 流れ， ァ インと ランの 間に は， 男の子が 生まれ 
た。 名 は シーン • ル • シール。 これから は シーンが 主役 だ。 
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Mm 



くに ちち たみ うら ぎ おう 

わたしの 国、 そしてお まえの 父の 国で は、 オラ キォの 民 を 裏切り、 ライアの 民の 国の 主に 

にんげん はは ちが 

などな つたお まえの 父 は、 もっとも さげすまれた 人間だった。 しかし、 母 だけ は、 違って 

いた。 ライアの 民 も、 オラ キォの 民 も、 違う ところな ど 何 ひとつな いの だと：… • ライアの 

おそ ばけもの にく てき く かえ い 

民 は、 けして 恐ろしい 化物で も、 憎むべき 敵で もない の だと …… 繰り返し 言って いた。 そ 

とき い^ す こ き 

の 時の わたしに は、 わからなかった が 。 今なら、 少し はわ かる 気がする。 おそらく、 

世界に はわた しのよう に、 坷 も 知らずに ライアの 民 を —— ある い は オラ キォの 民 を —— 僧 

F リデん 

ん で；； る 人間が， おくさ 一ん いるの だろう な」 

い さび ほほ え う わ こ ども 

そう 言って、 リン は 寂しげ な 微笑み を 浮かべた。 ぼく は、 繰り返し 我が 民に、 子供た ち 

つた ひと うわさ まど しんじつ み 

に 伝えよう。 人の 噂に 惑わされず、 真^ を 見き わめよ と。 ライアの 民と、 オラ キォの 民。 

り ゆう しん 

けして、 理由な く 憎む ことのな いように II 。 真の 敵 は、 その 憎しみ そのもの なの だと。 

つきひ - なが あいだ げん き おとこ こ う 

—— 月日が 流れ、 ァ インと ランの 間に は、 元気な 男の子が 生まれた。 子供 は、 シ —ン- 

な せいちょう 

ル • シ ー ル と名づ けられ、 すくす くと 成長した。 

むす こ ものがたり 

これ は、 ふたりの 息子、 シ ー ンの 物語で ある！ Q2COO へ 

2 4 5 

けい ごへいし と かこ ， 

警護の 兵士が ぼくたち を 取り囲んだ。 まずい！ 
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こうげき 



ず 



た 



が 兵士た ち は 攻撃 をし かける でもな く、 ライ 



むかつ て うやうやしくお 辞饞 をした。 



これ は 



ニ飞 

ん 



…… 。 その 瞬間、 ライルの 

さき すす まえ 




う さ 




障が 厳しくな 



た。 

ほ んと、 つ 



イン、 この 先へ 進む 前に、 きみの 力 をた めし 

たい おとこ 




K」 



きみが 本当に、 おれが 力 を かすに 



値する 男 かどう か……。 こい、 一 

なにもの 

、 あなた は 何者なん だ！ 



たいいち しょうぶ 

対 一 で 勝負 だ！，」 




こた 



さ 



と 



「その 答え は あとだ！ 武器 を 取れ ケ イン。 きみが どれほどの 男 か 見て やろう 




だい ぐうすう 




Hp の 値が 偶数 




1 9 o 〈 



き すう 




Hp の 値が 奇 

卜 I 





o 3 < 



すな う 



ひたすら 砂の 上 を ある 




はくせ い 



て 2 時間 半。 やっと 北西の 洞窟に た 



どり 着いた 



o 



さま ふた ご い はは 

ン様。 『双子の ルビ—』 を」 シ ー レンに 言われ、 母から もらった 『双子 

かがや い ぐち ひら なか はい き かい 



f， 



ビ 



中に 入る と 機械で 



を 取り だす。 と、 ルビ— が 輝き、 洞 

路が のびて いる。 こういうの を 見る と、 この 世界が 宇宙船なん だと、 

すす かいだん 



の 入り口が 開いた 

かい 



o ま 、 



の 通 



メ 



づ 




や 



る 



6 



どんどん 通路 を 進んで いくと、 やがて、 階段に つきあたった。 リ— クの 世界への 出口 だ。 

のぼ さ ぼく さっぷうけい ふうけい ちが. ひろ ちゃい る やま 

階段 を 昇る と、 砂漠の 殺風景な 風景と は、 まったく 違う 世界が 広がって いた。 茶色の 山 

みどり お しげ じ めん てき ど くさ 

^ ま 



、、ゝ 

I 力 




もり そ ふ > つ 

森だろう。 これが、 祖父の 生まれた 世界 



生い茂り、 地面 は 適 

そ 




草が 生えて いる。 遠 



o 



ある 緑の かたまり は、 たぶん 



167 へ 




8 

1 



s 4 8 



i 



やりよ く 

いきなり、 ジ エリ— の フォイエ を くらって しまう。 しかし 威力が 低く 

ら ない (Hp 





tv 



9 

1 



一 叩 募 に は な 




そう、 さっきから きりがない ぜ！」 



こえ 





ィ、 ノ 

J 卜 、、？ > 

リナ 力 レ 



ォ ルフを うちすえつ つ、 ライルが あせりの 声 を あげる 

ここ はおれた ちで くい 







る はず だ！ あと はお まえの 器量し 讀參犬 



おうしつ 

とめる。 おまえ は、 シ— レンと 王室 

きりょう 

>」 〈 ビ！ 



行け。 そこに マ— 



すまん、 ライル！ 



f - や 



たのん 力 



ぞ」 



ま 



はシ ー レンと ともに、 王室め がけて 駆け だし 力 




o 




2 4 7 

こわ あんが い じょうほう も 

壊れた ロボット か……。 案外そう いうの がいい 情報 を 持って いるか もしれ ない な。 で 

ひろ さ ばく ある 

もこの 広い 砂漠の いったい どこに いるんだ。 まあ、 とにかく 歩いて みる か。 

さが ある まわ み 

ぼくたち は ロボット を 捜し、 あちこち 歩き回った。 だが、 いっこ、 つに 見つからない。 い 

か げんつ か め うつ なに かげ てき 

い 加減 疲れて きた ころ、 目に 映る 何 かの 影. ：… 。 ロボット か？ いや、 敵 だ！ 

☆ t トル ハンド ゥォ I 力' X4 = s ァ イン = HP + F で 戦います。 

か ま 

00 つ た …：… ：…… ：。… o 2 6 9 へ 藝 負けた ひ 1 6 6 へ 




2 4 9 





り 



では 不利 だが、 ここ は 




ち か 



飞 







ちか 

が 近づ 



だ 



穴 



て ものが ある I 



たたか かた 

： . . 」ら それなりの 戦い 方 ■ 

まえ いっき き 

く 前に テク 二 ックで ひるませ ておいて、 ぼくたち は、 一 気に 切り こんで レ . i 

にん こうどう けん ， たた き 

離れば なれに ならない ように、 4 人 かたまって 行動す る。 ぼくの 剣が ャッら を 

ひふ ひさ 



o 




り 



シ— レンの ショッ トガ ンが火 を 吹 



o 



ミ ュ— の クロ— が ャッら を 引 




き、 ランの 



ノ 



タ 



さ 



ご 



が 敵 を 突き刺す！ …： 

， • 」 ま， - メ 1# 一 ^ - M^. 

「アイ ン様、 お 怪我 を」 気がつく と、 頰に 



y 



う 



5 分 後に は、 ャッら は 全員、 石 量の 上 

ほお ， ： 





た。 




き 




を 負 



ていた (Hp 




あい て 

あれ だけの 敏を 相手に したんだ。 これぐ らいの 怪我 はしかたない だろう。 




y まあ、 



3 3 7 〈 



o 

1 




みぎ みち すす さき 

右の 道 を 進み、 どんどん 先に 進んで 



いし ゆか 

ガ ラガラ ガラ！ 石の 床 



、、ゝ 

力 




けた。 




飞 く b 



ぐ 



とつぜん 

すると 突然、 




が グラリ と 揺れた。 




ノ 穴 



さい わ 



ゝ 




あたま あ 

くなかった が、 く、 すれて きた 石が 頭に 当たって ケガ をして しま、 つ (Hp 




5 ) 

し かた 

くた ち は士方 な 



、 




左へ 





KJ 「 ，一 j 

もとの 地下室に 引き返した。 さあ 

ま なか 」 

…：： n>27n> へ 麟酋1^,<中〈 ： 



つぎは どの 道 を 選ぶ 




2 8 



4 へ 



〜 ぶ謹靈 



2 5 2 

さくれ つ けん むじょう つ え 

. シ— レンと ミュ— め テクニックが 炸裂した！ ぼくの 剣が きらめき、 ライルが 無情の 杖 

われ にん せんし あ しゅ ら たたか しりぞ 

を ふるう M: 我ら 4 人の 戦士 は 阿修羅の ごとく 戦い、 モンス タ— ども を 退けた！ (Hp マ 



2 51 

ろうじん め もちから と 

老人の 目が、 リンの 持つ 『力の トパ I ズ』 に 止まった。 " 

うちゅうせん も ぬし あかし つか 

「おお、 それ は 宇宙船の 持ち主の 証！ なち ば、 この 宇宙船 を 使う がよ い。 そして、 こ 

せかい せい ほんとう すがた し 

の 世界 『アリサ 3 世』 の 本当の 姿 を 知る がよ い！」 

みち あ い しゅだん て 

老人 は、 ぼくたちに^ を 開けて くれた。 ついに、 サテライトへ 行く手 段 を 手に いれた！ 

れいい ふね の そうじゅう 

ぼくたち は、 老人に お 礼を言って、 船に 乗り こんだ。 シ— レンが 操縦 レバ— をに ぎり、 

いっかい おお しんどう すべ すす 

サテライトへ — 。 宇宙船 は、 一回 大きく 振動す ると、 滑る ように 宇宙へ と 進んだ。 

「ぼくたちが 飛び立った ところ を 見て みろ ：： ：！」 

まど け しき おも こえ あ ちい せかい ふと 

窓の 景色に、 ぼく は 思わず 声 を 上げた。 そこに は 7 つの 小さな^ »1 ム 世界 を、 太い パイ 

き よだ い ぶんめい つく あ 

プ でつな げた 巨大な 宇宙船の 姿が あつ たの だ。 いにしえの 文明が 作り上げた 宇宙船 ：： ：。 

だれ こと ば うしな 

これが、 ぼくたちの 世界の 本当の 姿だった の だ。 ぼくたち は、 誰もが 言葉 を 失って いた。 

「サテライトへ 乗り こみます！」 

こがた あお つき とうちゃく 

小型 宇宙船 は、 『青の 月』 サテライトに 到着した。 ひ 22 8 へ 
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ィ ナス 2) だが 安心す るの は 早い。 また 新手 だ！ 



はや 





ト レ 

つた 



C -，， J 



モ ンスタ I 軍団 =2 



ケ イン =HP+F で 戦います。 



擊肇 き0900900« 鲁 4钃44|0 鲁 9 暴 



…： ：n>17 4 へ 



ま 




負けた 



2 2 4 t 



2 5 3 

じ ろ 




道 を 進んで 

東へ …， 



いく 



と T 字路へ 出た。 



- O o O 4 # • • • • 



さ 128 へ 




みなみ 

南へ 





匕 



«攀_ 



-參 9 • O 9 肇ー 



1-50 へ 

ひ 5 6 へ 



2 で G 



にし どう 



く 



つ 



なか 



しばらく 歩いて、 やっと 西の 洞窟に 着 



o 



レカ この 中に、 みんな かいる のか 



o! 




？ 




こ^ま。 まく ま、 同 I® こ 

あかぐろ ち 

これ は …： • この 赤黒い も， の は、 血 だ 



つと して 



あし と 

足 を 止め 



た。 




な 予感が して、 ぼ 



は 中へ と 急ぐ。 何が 起こつ たんだ！ 



ひ 1- 3 2 《 



2 5 5 



尊 力 



レ fess 菜， . ぺュ 

ら次 へ と 出 現す る 敵 を やりすごし 




とか ハサ タカの 町に もどって きた。 とりあ 
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，霧 S 〜着 暴, 



やど や からだ やす 

えず、 宿屋で 体 を 休めて (Hp プラス^) ……さて、 どうしょう。 

にし どうくつ 

秦リ— クへ 。… ……： • 0319/ 譬 西の ^-窟 、 ：… ………ひ 3 5 1 へ 

2 5 6 

ゆる こく ぐんだん たたか い： ど いか けん 

許さない！ ぼく は、 ァゴェ 国の ロボット 軍団へ 戦い を 挑んだ。 怒りに まかせた 剣 は、 

しん ちから はつ き てき たお なが つづ 

信じられない 力 を 発揮し、 つぎつぎと 敵 を 倒して いった。 だが、 それ も 長く は 続かな かつ 

あっとうてき かず さ しだい つかお ■ 

た。 圧倒的な 数の 差に、 次第に ぼくたち は 疲れ、 追い つめられ ていく (Hp マイナス ：2)。 

さま たいきゃく 

「もうだ め です！ アイ ン様、 返 却し ましょう」 

い ひ ほう ： くや ふる ， 3 

くつ。 だが、 ここ は、 シ— レンの 言う とおり 引いた 方が よさそう だ。 悔しさに 震えつつ、 5 

で お 1 

ぼく は ひとまず 退却す る ことにした。 ァゴ ェ国を 出る と、 ロボット たち ももう 追って はこ 

さ ばく む 

なかった。 ぼくたち は、 砂漠の 国へ 向かった。 • n>282 へ 

2 5 7 

われ うしな れき レ かた 4 とき み まも 

「我ら は、 失われた 歴史の 語り部。 時 を 見守る もの …… 」 

ろうじん ふ し ぎ れ げん ただよ ことば つづ 

なんだ つて？ 老人 は 不思議な 威厳 を 漂わせ、 言葉 を 続けた。 

き ほし まつえい たいようけ いちゅう 

「聞く がよ い！ 我ら は パルマと いう 星の 末裔……。 かって、 アルゴル 太陽系 中で、 も 

うつぐ かがや 

つ とも美し く、 輝いて いた パルマ …… 」 . 



こ > 



じん 




ろう 

老 

はる 



一口 田の 星 パルマ。 その パルマ 人の 末裔が、 我らで あり、 おまえた ちで も ある 




, はな ないよう 

たち は、 かわるがわる 話 をす る。 それ は、 齢して いる 内容と あいま 

とき む 



て、 fH 



力 



ち 



を遙 かかな た 

せん ぞ 



犬の 時の 向こうに 運んで 



かの よ、 ゥだ つ た 



o 



く 



せんねん いち ど あらわ 



我らの 先祖 は、 パルマで 幸福に 暮らして いた。 だが、 千年に 度 現れる と 



タ 



飞 



う 



邪悪な 



ちから 



力』 のために、 わが パルマ は 減んで しまった 

まえ えいゆう 

「2 千年 前、 英雄 オハ リオと アイナが、 パ 



ル マに 現れた 『邪悪な 力』 




I い を 挑んだ 

す 



、、> 一 、、、 

た 力 




てな か 



た 




、、ゝ 




し 



らが 破れた こと を 知り、 

クく あ 

かれら は、 4 百隻 もの 宇宙 K を、 ひそかに 作り上げた 一 




パ ル マ を 捨てる ことにした 



o 



く 




邪悪な 力』 が パルマ を 滅ぼす 直 



だっしゅつ 

に、 脱出した の だ 一 




力 



『邪悪な 力』 



1 



ふね 





佳ス ま 



穴 



一 部 は、 すでに 我らの 船に 入り こんでいた。 そのた 

隻と 減んで：； つた。 そして 千年。 『オラ キォと ライアの 時代』 に は、 この 『アリサ 3 




と 



ネオ パ ルマ』 



2 隻 だけにな つてし まつ ていた 



た 



こ 



ゥ 



オラ キォの 民と ライアの 民 

たの も、 すべて は 『 



o 



もとは llo- じ 





たち か 



、、ゝ S 




いだ 



力 



1 





たつに 別れて 争うよ 





『邪悪な 力』 のた め。 オラ キォ 

^い， 一 畲髦 

り 絞って、 その 復活 をく いとめ 力 

ライアの 民と オラ キォの 民 は、 それから も 互い を 僧み あ 



にな 

に 気がつき、 残る 力 を 




は、 戦いのう ちに 真の 



o 



だが 





の 人間た ち を、 いっか まっぷたつに わけてし まった 



た。 



長 




、 



^誰も 知ら 

は、 この 世界 



霸 > 釁 ♦ 



た や 



語り部た ちの 話 は 終わつ 



. こ 



そ > つ そ > つ 

力。 想像 もしなかった 真実に 



こと 



くた 



かた こま 



る 



ライアの 肩 か 細か 



こ 



涙が あふれて いた 



o 




§ いる。 長い間 求めて 



い 力 



% ヒ 



I 姉の 




、、ゝ 

力 



V 




ていた、 別の 力 



く 



ら 



や 



く 



の 姿 を 知り、 

：; せ かい おそ 

今、 世界 を 襲 

、つら 



ち は、 言葉 もなか - i 

じょ ひとみ 

女の 瞳に は 



た 




レ T3 



ている モンス タ 



と ロボット たち を 作って いる 力 こそ、 その 『邪悪な 力』 に 連なる ものに 違 

いま いま しん てき 

今 こそ、 今 こそ 真の 敵が わかった の だ n: 



1 



な い ！ 

o 4 6 6 へ 



2 5 $ 



この 




こ まゝ 




力 力り ちな 



レ 



別の 世 




ひ 197 へ 



カサカサと 音を立て、 6* の 口 ボ ットが ぼくら を • 囲んだ 



た 



しこ 



と かこ 



「じゃま だ 

め まえ 

目の 1 刖には 



V 



どけ！」 怒りに まかせて 剣 を ふる 



飞 



つぎつ》 

次々 



ビ。 

て さ 



ソぎ てき たお き 

々と敏 をな ぎ 倒す。 気がつく と、 



S クズの 山が あるば かり。 

で ぐち あし ゆか 

もうす ぐ、 出口ら しい。 LL^ もとの 床に うつ すらと， 砂が つもって 



すな 

ま 、, ダ 



1 ) 

V 



る 



n> 1 8 1 へ 



2 8 o 

とつぜん で ぎ ごと 

それ は、 突然の 出来 ： 



あお つき 



した 




だった。 ぼくたちの 住む 『青の 月 




こ向ナ て、 




せ 

の 世 
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せい 



うちゅうせん せい 

宙船 『アリサ 3 世 



こう 

から、 ビ —ム攻 



こうげき お， 



、、ゝ 

カン 




，われ 

ど きさ，、 

2 度、 3 度と、 宇宙 を 切り裂き、 ビ ー ムが サテライト 



たの だ 



X 叩 中す る ( 

ど、 つ すれ、 ま 



う 



て 



飞 



ノ\ 



世 





まえ 

刖に、 ぼ 



たち はなす すべ もな 



レ 

> つ 



た^ 



H いっこく 

一 匿き 





れ 



んだ I 



おう ろ めいちゅう 

アイ ン王！ ビ— 厶が エネ ルギ— 炉に 命中し ました 



まもな 




卜 ま、 



i く 





-に， -、， -ノ - MFfes.- . 

します：：： 脱出 を！ 



ひ めい ま 



てっこく 



さいしょ 



r 



兵が 駆け こんで、 悲鳴 混じりの 報告 をす る。 最初の 攻撃から わずか 

げんじつ しん 

ぼくたち は、 現実 を まだ 信じられな いでいた。 

わ おす こ 

f , 詹 リ お & •y^J ふ、 



ぷん 

^分 







ちちおう 



父王ァ インが、 4 



心痛な 顔で こちら を 向いた。 




いだ 



^4 



まち 

；間 サテライト を 守つ てき 



力」 力 もはや これまで 



わたし 華 きい ご とも 

載 は、 この 月と 最期 を 共に する。 



• ：靠 BMW 0^ 「 に ,LV^- 争が s 

、 おまえ はま だ 若い。 国民 を 連れて 宇宙船に 乗り、 下の 世界へ と 脱出す るの だ！」 



さい ご 



o 



とち 

， 





ち い はじ す おう きゅう 

の あちこちで、 小さな 爆発が 始まって いた。 ぼくたちの 住む この 王宮 も、 



しんどう ゆ 

その 振動で ひつ きりなしに 揺れて い る。 

み よ ちち 

一まず は、 リ —夕へ、 リンの もとへ 身 を 寄せる の だ。 リ— クは 私の 父、 シ— ン、 おまえの 



そ ふ 



こきよ > つ 



祖父の 故郷 



だ。 さあ、 



はや 

早く 



、 



才 



「父 




y f，f 

力べ 



く 



王宮の 壁が バラ バラと 山 




う 




た 



座の 側に 立って いた 




しず ひとみ い 

が、 静かな 瘇で ぼくに 言う。 
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260像 ビーム 攻撃の 前に サテ ライ 卜 は 次々 に 破戒され ていった。 
S 上 は ミューと シーレンに たくして， ぼく を 脱 出させた。 




さい ご とも い い 

「わたくし は、 最期まで ァ インと 共に。 でも、 あなた は 生きなければ いけません！ 行く 

のです、 シ —ン U ミュ ー、 、ン ー レン。 シ ー ン のこと は 頼み ましたよ」 

ははうえ 

「母上 …… リ」 

お うちゅうせん の さい ご み 

- ぼく は、 ミュ I とシ— レンに 押し こまれる ようにして、 宇宙船に 乗った。 最後に 見た 

の ま しろ せんこう 

の は、 すべて を 飲み こむ、 真っ白な 閃光 —— 。 

き ぶね さ ばく なか ふ じち やく 

気がつく と、 船 は 砂漠の 中に 不時着し ていた。 

せ かい たし • みなみ すす 

「どうやら、 ここ は 砂漠の 世界の ようです ね。 確か、 ここから 南に 進んで 行けば、 ハサ タ 

まち 

力の 町です が」 

あた け しき み せつめい • 

シ ー レンが、 辺りの 景色 を 見ながら 説明す る。 5, 

かな こくみん たい せきにん - - 

いつまでも 悲しんで ばかり はいられなかった。 ぼくに は、 国民の みんなに 対する 責任が 

すす したが にし どうくつ ひ なん 

あるんだ……。 シ— レンの 勧めに 従って、 まず 国民 を 西に ある 洞窟に 避難させる。 

きゅうえん ，J 

さて、 これから どうしょう。 救援 を 請いに まっすぐ リ— クへ 行く か、 それとも、 ハサ， 

じょうほう あ 

タカで、 情報 を 集めよう か。 

• まっすぐ リ！ 1 ク、 ……。。。…ひ 246、 譬ぃサ タカへ …。。…… ： o 2 3 0D へ 
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じ ろ きた みなみ にし 

T 字路 だ。 北と、 南と、 西。 さて。 



謹 〜 遺 纏 





匕 、 

西へ 



门 > 4 8 5 〈 




南へ 





3 1 5 ( 

457. へ 



CM CO ラ』 

すす 」 たからばこ はっけん 

しばらく 進む と、 宝箱 発見！ 



さいてき 



中身 は カノン。 シ ー レンに 最適 だ (チ H ック ー)。 



ひ 2 8 CD 〈 



2 6 3 

さ 

「なぜ， とどめ を 刺さぬ… 



はふた たび やって 



おきて ころ わたし は かい かぎ 

::■。 ライアの 锭で 殺せぬ か？ だが、 私 を 破壊し ない 限り、 私 

こころ あた さま 

！ 私に、 レを 与えて くれた、 オラ キォ 様の かたき をと るまで は！ 一 



こ 



よろよろと、 サイレン は 逃げ だして 



> o 



r 飞 

レ レ 



の 力 



あと を 追わないで」 



力 




I カク- *LJ> き 

5 きづ。 しかし、 彼女 もどう しても とどめ を 刺そうと いう 




いらし い。 ぼくが 



、つなす.// と 



ッと笑 



V 1 



1 

V く 





に はもう、 ロボ 



K y 



はな〜 ジ 

う ちから 

団を 生み ご 



くスた 




ズ す 力 はな 



これ 以上 追い つめたつ て 意味 はな i.i 



、 、、こ 



み 



フ 







「憎しみし か 見えない、 かわいそうな 人 



ュ I の 眩 



「- 、 こと 



レ え 



言 




力 



ゝ 



むね のこ 

つまで も 胸に 残 



つた。 




2 4 4 〈 
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4 



ま 

纩くも 剣 をと 



/\ ま 




め こ 



て は、 リ— クーと いわれた 男 だ。 む ざむ ざと 

つえ 




^» 



スた C 頭 を ねらった がか わされた 



o 



んど 




はしな 



が 変化し、 みぞおち を ねら 



あと 



てく るの がわ かる。 それ を 受け流し ておいて、 今度 は ライルの 手元 をね らう。 




て 




さ 



手首が 




く 



切れて、 

ライル 



G ゝ 



ナるぞ f 



血が 流れた 



ケ イン =HP+ A で 戦います 



：』 こ 



o 





つた 




8 4 




負けん 



力 



： ひ 1 2 7 へ 



2 6 5 



さ はく 

/ ,1 



なんび や 



く- 



砂漠に は、 何百 年と さまよつ ている、 壊れた アンドロイド がいる 



o 



> 



ソち そ ふ なん ど き 

乂ゃ袓 父から 何度も 聞かされ たもの >、 



も ぬし 



名の 持ち主 だ つ たはず だ！ ぼ 




して、 




ンド ロイド こそ ミ ュ —ン という 



た 



ち はさ つ そく 砂漠の 世界 へ と 向か 



o 



力 




nu 11 八 



2 6 6 



だ うご 



だめ だ、 体が 動かない 



o 




王の 放った ザンは 



ズ 



た。 



よ そう いじよ、 つ きょ >っ りょく 

予想 以上に 強 力- ： 

ちから のこ 

なんとか 立ち上がった ものの、 もはや 剣 を かまえる 力 すら 残つ ていない。 



た 



の、 つつけ ものめ が 
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量 綱 〜 灘薦 



こくおう こんしん むじよう つえ ふ 

国王 は 渾身の 力 を こめて、 その 無情の 杖 を ぼくめ がけて 振りお ろした。 

一 

E N D 

2 to 7 

てき かず おそ さい ご まも 

敵 は、 数に もの をい わせて 襲い かかって きた。 いや、 数 だけ じ やない。 さすが 最後の 守 

たい つよ 

り を まかされ ている だけあって、 1 体 1 体が とても 強い！ (Hp マイナス^) 

つか 

： 「これ じ や キリかない！ 、ン ー レン、 テクニック を 使おう n」 

e つ はな . 

ぼくたち は、 ロボットから 一歩 離れる と、 ミ H— は アンバランス を、 シ— レン は グラブ 

どう じ はな のこ みかた <i 

トを、 同時に 放った。 やった！ ……いや、 だめ だ。 2 体、 残って いる。 味方の ロボット 6 

たて 1 

+ を 盾に したんだ。 なんて ャッら だ。 

たたか 

☆ バトル ヘル ァ I マ IX2=S ァ イン =HP+D で 戦います。 

■ か ま 

譬勝 つ た …：： ：…： ：•： ：…… c 2 8 8 ハ 警負け た ：…… ……： ：：：…… … o 9 ハ 



r 2 6 8 

さいしょ たいき 

最初に とびだし たの は ぼくだった。 ラポラ の 1 体へ 切りつ ける。 が、 そのと き、 ウラル 

きょう ttv よ < ゾ かき あ： が ゆお , みぎあし 1 ずる ど. また： -MK^ 

の 強力な 腕が ぼく を 抱え 上げ、 床に たたきつけた！ 右足に 鋭い 痛みが 走った。 だめ だ、 

ヒ あ 

立ち上がる ことができない！ (Hp マイナス 8) 



シ— 



はや 

レ ン ！ 早く 



さま 



アイ ン様 をお ぶ つ て！ 逃げる のよ 




かつ あ 



が 叫んだ。 ぼく はシ ー レンの 背中に 担ぎ上げられ、 



かど みなみ 

角 を 南 



逃げ 力 



こ 



O 



ひ 2 5 3 〈 



ハ ン ドウ 



だめ だ！ 

ぉ1 レン 



2 6 9 

からだ ひ かがや 

—力— たち は メタリックな 体 を 陽に 

ごうきん せい 

ャッら の 合金 製の ボディに は、 ぼくた 



かせながら、 



レ 



せ 



飞 



こうげき 

攻撃して くる 



o 



けん 



ちの 剣 は 歯が たたない ー 



I テク 二 ッタを 使え t 

て ほのお ふ てき-, 

シ ー レン の 手から 炎が 吹き だし 敵の 体 を 包み こむ。 

一 翁, -ノ- ； き？^ 香 M^w. みに ん 

鋼鉄 を も 溶かす！ 敵 は 完全に 溶解した。 フォイエ， 

. 「やった …… 一 ぼくが 安 、いして 構え を 解 



いた その 時 



さいこう おん ど まん ど こうねつ 

最高 温度 3 万 度の 高熱 は、 いかなる 

いりょく 

I。 炎の テクニック のこの 威力！ 

ばら きょうれ つ しょうげき じゅうりょく 

. わき 腹に 強烈な 衝撃！ 重 力 




力 



波の テクニック、 グラブ トだ。 

すな なか 

砂の 中から、 ポインタ —ロボット 

した ォク トレ ダが 3 匹 出現した！ 一 



卩： (Hp 




、びきし 




1 ガが 3 匹 出 



げん 

現！ 



す こ 

ヽ\ 




た 



少し 離れて、 クモの 形 を 




ぉォ 



は 多い が 



やる しかない I 



ひ 2 9 9 《 



2 

1 



い ちば ん ひだり みち え ら 

1 番 左の 道 を 選び 



さき 



一 r>- 



す 



び、 どんどん 先に 進んで いく。 




謹 



とつぜん みぎれ 

「グッ n」 突然 右 胸に、 するど 



だ げき 

、 打撃 を くら 



と 



ひつ 

つた！ ふつ 飛び かけた ぼく を、 ミュ— が必 



し 



死に だきとめる。 (Hp 




3 



) 



、、- 






フの 





を くらった の だ 







ち か どう ま う 

地下道で ぼくら を 待ち受け ていた モ ン スタ— は、 




匹、 そして ク ラゲの モンス タ ー、 ジ エリ 




戦う 



ひ 14 へ 



、、ゝ N ,、 )J 

力 1 2 

こ 

f 




逃げる 



ひき 

フが 2 匹に、 チヤ ムが 1 



こ /J 



3 ……の 6 匹 だ！ 戦う か 



ひ 3 1 2 《 



「しまつ た、 目が みえな 



飞 



— シ— レン 



どこ だ？」 



どく 



デ 



ヽ 



ィ 



ノ 



イドの 毒に 目をやられた ぼく は、 たちまち パニックに おちいって しまった。 そこ 



ン ドウ ォ— 力— 




力 Si レ 力 力る 



(Hp 




く 



うわ あ— つ、 だめ だ！ 退却しょう リ」 

や にい , ,4 , . ^o: い 一 ひノ 

まくら は、 ほうほうの 態で もと 来た 道 を 引き返した。 



01-72、 




こっち は 行き止まり だ。 もどろう。 0128 へ 

2 7 3 

うすぐら つう ろ みなみ ます つ あ のぼ かいだん い 

薄暗い 通路 を 南へ 進んで いくと、 突き当たりに 昇り 階段が。 さらに 行く と …… なんと、 

ちじよう で 

地上に 出て しまった。 

い ぐち はっけん 

なんだ、 ここ は、 ダン ジョンの 入り口 じ やない か。 いろいろ まわった けど、 なにも 発見 

できなかった し…… いいや、. このまま 空中 都市 を 出よう (チェ ック p)。. . n>11-7 へ 

2 7 4 

けんぬ つか あ こうてつ きで 

. 剣を抜く ヒマ もな く、 ラン キ I ドが ぼく を 掴み 上げた。 鋼鉄の 腕が ぼく を しめつける。 

つ か 

「グ… …、 H 4— レ ン、 フォイエ を：… • フォイ h を 使：：： ゝぇ …… 一 

尋 

「し 力し それて は…… 一 




めいちゅう どう じ ぷく も あ 

シ ー レンの フォイエが ラン キ j ドに 命中した。 だが 同時に ぼくの 服が 燃え上がった。 

ミュ 1! バ —夕 だ！；：：」 

ミュ ー の 手から 水流が ほとばしる。 通路の 天井 を 削り、 雨と なって ぼくに ふりそそい 



だ。 



ひ き からだ きず やけど 

火 は 消えた ものの、 体 は 傷と 火傷で ボロボ 口 だ 



た (Hp 




だが 



さき 



、 先へ 



進まねば 



o 




3 1 へ 



2 7 5 



そう、 



あ 



ゝ 



きから きり 力ない！」 

からだ きず 

つぐ 戦闘で、 ぼくの 体 は 傷 だらけ だ。 > 



一 とう 



おう 




で 王室に たどりつけ るんだ ろうか 



(Hp マイナス 6) 



o 



「ケ イン、 ここ はおれた ちで 



V 



飞 



とめる。 おまえ は 

きりょう 

ナ がいる はず だ！ あと はお まえの 器量し だい 



シ ー レンと 王室に 行け。 そこに マ— 



六 



ライ 

^く 



ちが、 身 をて いして 血路 を 開いて くれる。 



ズ 




ライル 1 



え のんだ ぞ」 



ま 



レンと ともに、 王室め がけて 駆け だ 



た。 



_JX 11 nu GV へ 
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2 7 8 

い たい まいそう じょうかまち む 

ライル の 遺体 を 埋葬し、 フ 口 ラト— ン の 城下町 へ と 向か つ た。 

やど やと つか いや H i ^ y 

まず は 宿屋に 泊まって、 疲れ を 癒す ことにする (Hp フ ラス U) 

あお つき い 

「へえ、 『青の 月』 に 行きた いんです か」 

つぎ あさ ど しゅじん ゆ かた き はな 《^ し I 

次の 朝。 ぼくたちが 宿の 主人に サテライトへの 行き方 を 聞く と、 話し好き らしい 宿の 主 



2 7 6 



さ 



ラコ ニァ； 



、、ゝ 

力 



宙を裂 




ま 



、 




タ 



ゝ 



違わず、 すべての 




ゝ 



レ 



りょく 



o 



、-. A I o 



六 



した 威力 だ 



き ゆ >フ しょ つ らぬ 

の 急 所 を 貫い て 



o 4 4 6 へ 



2 7 7 

ひがし みち えら うすぐら いしだたみ もくもく ある ぜんぼう やみ ふくすう てき け はか 

東の 道 を 選んだ。 薄暗い 石畳の 道 を、 黙々 と 歩く。 と —— 前方の 闇に 複数の 敵の 気配！ 

き 

一気 をつ けろ！」 ， 

焱％ ま -. f じ なか てき すがた あらわ ， せん し 、 - ， 

. ま くが 身構える とほ ぼ 同時に、 闇の 中から、 敵が 姿 を 現した。 戦士 ロボットの ゲル ァ— 

ちゅうしゃ ぴき 

マ— と、 カラ テ ロボの ァスチ ルス、 それに 注射 ロボットの レッド ディバ イドが 3 匹 だ！ 

会べ トル ロボット 軍団 =S ァ イン = HP + C で 戦います。 

か ま 

搴 勝った o 3 o 2 へ 書 負けた 。……。…………，………ひ 3 6 o " 
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wm 〜額 m 



てき たお きゅう しょ 

276 暴 ラコニア ン ニードル を ふるい， すべて 敵 を 倒した。 急所 
を ねらった 攻撃 は すさまじぐ， 戦い は 圧勝に 終わった。 
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せ 



、じん 

人 は、 すぐにし やべ り だした 

そら 

空 







「『青の 月 

「ええ、 




冃 <晴< 



あの 月の ことか？」 と， リ； 








トと 



飞 



つの は、 あのお 月さん のこと なんです。 でもね え、 




えい、 



さ 



たって、 



伝説の よう 



こ 



、 



永遠の 平和の 




と いう わけ じ やな 



、 




す 力 



V ま 





回って いる ロボ ッ 



あれ は、 サテ ライ 



ゝ 

レ 

さ 



です がね。 



し 




ム 



てま 



ト から 来たんで すぜ」 



なんだ 



て 



？ 



ゝ つ r 一 A 、、 

しろ 



六 レ と、 つ 



つ ことなんだ？ 




に は、 この 城の 地下から 行けます。 でも、 お 城 は 例の ロボ ッ 




乗 



と 




られ ちま つ てます から、 



く ろう 



1 



の はそうと う 苦労し ます ぜ」 




、ば ン 



トカ 



ゝ 



たい 



どうな つて レ 



飞 



るん 



え 



た 



c， J 



き 



から ロポ . 

ど— です？ いい 武器が あるんで すけ どね。 ロボット ども を 簡単に 叩き切れる、 レ— ザ 

ほん ぼん ねだん 

ナイフ。 なんと、 2 本で 1 本の 値段！ これから ロボットが ウジ ャ ウジ ャ いるよう なと 

ひつじゅひん おも 

ころへ 行く に は、 必需品 だと 思います がね、 



8 

1 



レ 



ま 



し 



> 



7 



まで 親切に しゃべ つ て くれてい たの は 



そう 力 



まあ、 買って 損する もの じ やな 



、 



つ.； う 




几 力 あ- 力 



たの か。 

かね 

な オヤ ジに金 を 



こ 



いじょう 



> 



ぼく は 苦笑い をしつつ、 商売 



う 



と 



く 

さ 沙ラ こし 





払った。 かわりに ナイフ を 受け取り、 左右の 





装備す る。 



さて、 これで 



、飞 o 

レ レ 



城へ 向かおう。 



c>317 へ 



透ぎ©〜量穆© 



お： - 2 7 9 . が？ . ま • や S9^ r : r 

まえ つき いし なみだ 

ぼくたち は、 サテライト システムの 前にた どり づ いた。 月の 石と 月の 涙 を とりだし、 コ 

おそ じゅんばん 

ン トロ — ル パネルに はめこむ。 もちろん 教わつ たと おりの 順番で だ……。 

し ごと て 

あと はシ— レンの 仕事 だ。 パネルに むかった シ ー レン は、 なれた 手つきで、 システム を 

さ どう - 

作動 させた。 . 

せっきん. きた うみ わた 

「まもなく 2 つの 月 は 接近 を はじめる でしよう。 これで、 シュ— ソ ランの 北の 海 を 渡る こ 

とがで きる よ、 つになります」 

よくよう こえ ほ * つ こく 

： シ〜 レンが いつもの 抑揚の ない 声で 報告した" 

い からだ ちから 

マ ー リナの いる シ ー ルに 行ける！ そう 考えた だけで、 ぼくの 体に は 力が みなぎつ てく 

るよう だ (Hp マイナス^)。 ひ 140 へ 

2 8 o 

はし に 

- 走って 走って 走って， ：… クタ クタになる まで 走って、 ようやく 逃げる ことができた (H 

どうくつ おく はいき 

P マイナス 6)。 いつのまにか、 洞窟の かなり 奥に 入り こんで しまった らしい。 気がつく 

ひろ ま ば しょ 

と、 ちょっとした 広間に なって いる si 所に いる。 、 

さま たからばこ 

「4-i,、 I そこに 宝箱が」 v メ》 S) 

うすぐら へ や すみ み あ せい こう 

ミュ— が 薄暗い 部屋の 隅に、 宝箱 を 見つけた。 開ける と、 精巧な 機械が。 
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2 8 2 



あん たみ み 

は ともあれ、 案じられ るの はシ ー ルの 民の 身 

無事で いられる のか。 ぼ 





o 




ちちうえ. ははうえ 

ああ、 父上、 母上 は ご 



さばく つう 



うく 



1 



くた 



ち は 砦 を あとに し、 砂漠へ 通ず る 洞窟に 




た。 



さま 



「ァ イン 様、 欹 です！」 




こえ 




、、 、ュ ー の 声で、 ふりむいた ぼくの 目に、 冷たい 

☆ バトル ハンド ゥォ I 力 1X3、 ォク トレ グ X3 = 




の 生き物た ちがうつつ た 



o 



で 



ァ イン =HP+C で 戦います。 





つた 




2 5 9 へ 



ま 




負けた 



n > 2 3 5 《 



2 8 3 




つか およ みず 

ンが、 バ— タを 使った！ 押し寄せる 水 



、、ゝ 

力 




うで 



あし 



さ さ 



を、 腕 を、 足 を、 切り裂い ていく 



なか み み こえ あ こ だい き かい 

シ— レンが 中身 を 見るな り 声 を 上げた。 これが …… 古代の 機械な のか。 ひ 51 へ 



2 8 



ハサ タカに もどり、 宿 




で 体 を 休めえ 




,こ 




アンドロイド を 捜す 






これから ど、 つし よ、 つ ？ 



ひ 2 3 7 へ 




にし どうく 

西の 洞窟へ 





i 




3 5 1 へ 
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S 調 〜 量 8® 



ま ー m 

(Hp マイナス s)。 くそ， 負ける か あ！ 0322 へ 




2 8 4 

1 參： $ M :+ ^ tl ； , 5 マ- -> I- . i ，そ-， ト - S / 一； ■ , 

真ん中の 道 を 選び、 どんどん 先 を 進む。 ところが、 いきつく 先 はいき どまり たった 

しかた ちかしつ ひ かえ え 3 、 

仕方なく、 もとの 地下室に 引き返す。 さあ、 つぎは どの 道 を 選ぷ？ 

みぎ ひだり \ I , 

右へ ：…… … 。……ひ 2 50 へ • 左へ ：•。 ：… 。。。。。 。……【し 2 70 へ 




2 8 5 

きた すす ゆ て ま it ち も 1J ュ i , . f i D 

しばらく 北へ 進んで いくと、 行く手 を 壁に 阻まれた。 しょうかない もどる か…。 

さま ま り ゆ > つ ちょ >っ こく お 

「ァ イン 様、 待って。 この 壁、 竜の 彫刻が して あるでしょう。 竜の 目のと ころ だけ、 

だか 変に 汚れて 黒ずんで います わ」 • 

^ュ ー， 言，！？ き， iisl^ 急蠱 #nf 雜 き ^k,%^ 

：: …： • …ひ 1 91 へ *NO ………………………… ：… o へ 




2 B 6 

とつぜん かた するど しょうげき S は めん たお 

つつ！」 突然、 肩に 鋭い 衝撃 を 受け、 ぼく は 地面に 倒れ こんだ (Hp 

/つし てきしゅ > つ 

つかつ だった。 後ろから 敵襲 だリ： 




vs: 
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みょう 

この辺り は 妙に 薄暗くて、 



つう ろ ： ひがし すす 

通路 を 東に 進んで 

さま 

イン 様！」 



/ く 



ひめい ふ む くら なか 

ランの 悲鳴に 振り向く と、 暗がりの 中から 



ある み 

を 歩く リ ン さえよ く 見えな 




そく う 



だが 




て 



亚属の 腕が のびて きている！ 

すいりゅう みず 




> 



力 



さ 



まくが 構える より 早く、 ランの 手から、 水流が ほと ぼしった！ 水の 流れで 敏 



を 突き刺す， 



した ハ 



つく さ 

タだ！ テク 二 ックで 作られた 水が 去 つ た あとに は、 バ ラバ ラ にな 




敵の 死体が あった。 しかし、 とっさの ことで パヮ— を 

ほう たいりょく しょうもう 

の 方 も、 かなりの 体力 を 消耗して しまったよ うだ (Hp 

. 逋路 はすぐ に冇き 止まりに なった。 もどる しかない な 



ブ できな か 



% f ノ 

たの 力 



2 

1 




Z 1 フン 




o 




3 9 7 《 



2 8 



ァ— マ— は、 金属の こすれる 嫌な 音 をた てて、 こちらに 



，J 



ク D — 




て 



いく！ 



ャッを 叩き落とす f 

防ぎ きれずに、 



、、ゝ 

た 力 



た 



を 一つ ますぐ こ 立ち 




向か つ てきた 



、、ゝ ) 

力り 



o 



いちげき しろ うで ま か 

ミュ ー は 一 撃 を くらって しまった。 白い 腕に 真っ赤な オイルが 



に 一 

力 




X 、、、 ， 

ュ I 力 



, 力 力 



ビット = S ァ イン = H p + A で 戦い ます。 



ま 



n>233 へ • 敗 けた 




17 3 




流れる (Hp 




そうする うちに も、 もう 1 本が 彼女に 近づ い て いく。 



「危ない、 ミュ— HI 



ン— レンの シ 



ま、 



な 



トガン か 火 を 

うこ 




大 い 



^ た！ 



し 




弾が ャッら の 体 を 射ぬ き、 



ァ 1 マ— 



と 



： こ 



ら けにな つ て その 動き を 止める。 





こえ ふ つうろ おく てつ こう し 

だ 声に 振りむ くと、 通路の 奧、 鉄の 格子の 向こうに ラ、， 




V > つ こ 



か あ 



つせ き 



さま 

「アイ ン 様！」 ： .： ： 

-A つす ぐら め は き ゆ >フ なか：. かがや ま し ろ 

薄暗い 迷宮の 中で、 そこ だけ 輝いて いるかの ように、 真っ白" 

^ こ ども あ * * - 

涙で ぬれてい る。 ランと は 子供の ころ 会づ たきり だった ぼく は、 その美し さに 息 をのんだ。 



肌。 宝石の ような 




穴 

、、ゝ 

力 



> つ つ く 



V 



き 



「ァ イン 様、 アイ ン様、 わたくし のために 



いじょう 




V 



しず 



う と 



それ 以上 は 何も 言えず、 ラン は 静かに 泣きじゃくつ ている。 ほく は 牢の扉 を そっと 開け 7 



ナ 



力 



3 

1 



た。 



ともあれ、 どこに も S 我 はない よう だ。 よかった 




3 9 



9 广 



2 i 3 



ュ —、 



た 



ちと 



レン、 助けて くれ！」 ぼく はた まらず 助け を 求めた。 



ミ ュ —と シ— レ ； 



、、ゝ ， 

力 



か せい 



く- 



く 




加わる。 



ヒ 



みそこな 



た" 








-K レ 

1 対 1 の 



し 




負 




V 



を さしおって。 そんな 程度の 男に は、 マ— リ 



ナ はわた せんな〜 

ライル は そ、 つい 



て、 闘い を 中止 させた 



o 



ライル、 あなたと マ— リナ はいった い， ：… ？」 

ひとこと はな 

だが ライル は そのこと について、 一 言 も 話さず 



しろ 



おく すがた け 

黙つ て 城の 奥に 姿を消した。 



END 



2 9 o 



つうろ すす 



じ ろ 



で 



通路 を 進んで いくと、 T 字路に 出た。 




匕 / 



拳 鲁0，攀0き#鬱0攀，肇0999006 肇攀 



こ 




西へ 




ぺ 




みなみ 

雷へ 



# 鬱 * 鲁癧暴 睿參鲁 暴拳9 舊參争 秦009040040 攀 肇拳攀 




攀 攀搴攀 肇餐攀 攀攀攀 攀攀攀 嘛き鲁 攀攀攀 癧09#鲁 



o o 




4 7 2 へ 

404 へ 



もく 



2 S 



よ 



目的 は、 空中 都市なん だ。 よけいな ところに 寄っても しょうかない。 

西 半分 を 全部 探した が、 空中 都市 は 見つけられなかった。 東側 を 探そう。 ひ 431 へ 



く 



ちか 

たちが 近づく と、 老人た ち はこ ちら 



2 9 2 

うじん 



だ 



わ-? わ ォ 

我々 



々はだいだ 





まち 



i 本 を 向けて、 ゆ つ くり 

ねん 




、、 



、/ 



りたした。 



れる姬 をお 守りして き 



た 



o 



姫 は、 7 年 ごと 



め ざ とき す 

目覚め、 時 を 過ご 



される。 眠れる 姫の 名前 を、 




」 



174 



m@ 〜 mm 



だいざ うえ レ ようじょ かがや なが きんばつ こう き 

292 暴 台座の 上の 少女 は， 輝ぐ ような 長い 金髪， そして 高貴な 
' 気品の 持ち主だった。 少女 は 「ライア」 と 名乗った……。 

175 ' 








なんだ つ て ライア？ 

でんせつ め がみ さま いもうと 

I といっても、 伝説に いわれる 女神 ライア 様で はない。 姫 は、 伝説の 女神の 妹 だ …… 。 

トジ ひ "4 - J じぶん なまえ . ト， -- , せんねん ご みらい おさな 〔 

伝説の 女神 ライア 様 は、 妹に 自分の 名前 を 贈られた の だ。 そして、 千年 後の 未来 を 幼い 姫 . 

に 託された……」 

i 纖- ,> . ^ §Mr f ： 0m, , t -」 . き ゆ-ま.. い. ひ： べ霍 

淡々 と 語る 老人た ち その 言葉に 応じる ように、 彼らが 囲んで いる 台座が、 少しずつ 琿 

き だした。 光 は 次第に 強くな り、 ついに は 目が 開けて いられない ほどの 輝きに！ 

つぎ しゅん か： ん： き さ レマな い； きすぐら き うえ 

次の 瞬間 光 は 消え去り、 室内 はもとの 薄暗が りと なった。 気がつく と、 台座の 上に は ， 

しょうじょ た だれ 

いつのまにか ひとりの 少女が 立って いる。 だ、 誰なん だ？ 

i ばつ レ きん せ の あか せんとうふく つづ からだ VI き き ，3 

輝く ような 金髪 は 自然に 背まで 伸ばされ、 赤い 戦闘服に 包まれた その * に は、 高貴な 気 冗 

ひん たぶ よ - しょさ J ひたい ほうせき かがや 1 

品が 漂って いる。 そして 伝説の 女神の 妹で ある 証拠に、 額に は、 赤い 宝石が 輝いて いた。 

な あね 

「わたしの 名 は ライア。 伝説と なった ライアの 妹です。 幼かった ので、 わたし は 姉の こと 

お ぼ くろ けん も きし さ す ザた 

はよ く 覚えて いません……。 でも 黒い 剣 を 持った 騎士と 去って いったう しろ 姿 は、 いまで 

も 憶えて います。 姉の 真実の 姿が 知りたい のです！ わたし を 外に 連れて行って 下さい」 

. ， ひ 、つし かお、、 む うった しょうち 

•. ライア は 台座 を 降りる と、 必死な 顔で ほくに 向かって 訴えた。 もちろん、 ぼく は 承知し 

た (ライア 仲間に。 Hp プラス^)。 伝説の 『ライアの 宝』 と は、 彼女の ことだった の だ。 

しん ぴ ほし つか M 

「真実が 知りた ければ、 ライア 姫の 『神秘の 星』 を 使って、 パイ ロッタへ 行く がいい」 

わか ぎ わ ゆみ わた おし 

別れ 際、 老人た ち は ライアに 『ライアの 弓』 を 渡し、 そう 教えて くれた。 チ H ック —は？ 



.Am; お〜 i 觀). f: 




き ある …。……。。。。。……ひ 4 5 8 へ 钃な I ;:::a tj> 2 1 9 へ 

2 9 3 

あらそ げんきょう きちょう じょうほう え いち ろ 

ル ー ン こそ、 この 争いの 元凶。 ひ よんな ことで 貴重な 情報 を 得た ぼくたち は、 一路 パ 

む なんせい ) すす ひろ かわ . 

ィ ロッタに 向かった。 南西に 向かって ドン ドン 進む と …… 。 なんと、 広い 川が あって、 そ 

さき い ある わた ふか せん 

こから 先へ は 行け なくなって しまった。 歩いて 渡る に は 深す ぎる し、 アクア シ— レンで 潜 

すい あさ む だ あし 

水す るに は 浅す ぎる。 つまり、 渡れない つて ことか (チェック m)。 とんだ 無駄足だった 

な。 ハサ タカへ 行こう。 

途中、 何度か 敵の 襲撃 を 受け、 多少 傷 を 負った ものの (Hp マイナス 7)、 ぼくたち は 

ひ みなみ わ みず つ 

その 日のう ちに ハ サ タカの 南の 湧き水に 着く ことができた。 n> A-1 へ 

2 9 4 

レ^^せ ハ .-だ，パ も ^^^ ^^ .^0^0 .# き， ： 、！ s. M^s^w. ^ .VBS^-. 

「待ちなさい！」 ぼくたち を、 女が 呼び止めた。 今までと 違う 高圧的な 口調 だ。 

ふ かえ め じょじょ へ ん ぼう かお うつく 

振り返った ぼくが 目に したの は、 徐々 に 変貌す る 女の 顔だった。 美しい に は 違いない が 

いっしゅ あく まつめ かお 、 

一 種の 悪魔め いた 冷たい 顔 だ。 

「私の 名 は、 ライト ァ— ハ。 おまえた ち は、 ここ 邪悪な 都 ラシ ュ— トで 永遠の 眠りに つ 

くが よい！ 一 n>4 8b へ 
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2 9 5 



ゆき せ かい い 

雪の 世界に 行 



ために は、 パイ ロッタから、 さらに 



ま 



ーヽ 

ふソ. と さ 




ど > 




にある 洞窟 を 抜ける の たとい う。 




仲間に し、 ル— ンの元 を 去った ぼくたち は、 雪の 世界 を 目指した。 

さい わ てき 



シ— レンが スカイ シ— レンに 変身す る。 ぼくたち は、 空から この 世界 を 探索す る ことに 



六 

o _、i 




こ * つじよ > 



つか 



幸い、 敵に 遭わずに 雪の 世界に 着いた。 飛行場 跡で ル— ン にもら つた パ— ッを 使い、 



そら 



た,：, V に ，-、 



た 



o 





みなみ さが 

一有 を 探 



ま、 

す 



さい ほくせい 



この 世界の 最 北西 だが 



さて 



o 




3 1 3 〈 




k を 探す 




4 3 11 




2 9 6 

てき しゅつげん だい め も きょじん 

岩 陰から 敵が 出現！ 第 3 の 目 を 持つ 巨人、 ル— テラ、 デス ル ー テラ、 それに 

ひき ちょう よう せ い ご うけ い ぴき 



ヒト 



デ 類の スタ —アイが 2 匹、 蝶の 妖精 バタフライ f 匹、 会 ste 匹の モンス タ —！ 

チェ ック t は？ 





ひ 3 4 1- へ 




る I 



攀 鲁 



ひ 2 7 6 《 



2 9 7 



せんて ひっしょう 

先手 必 勝！ ぼ 



てき 



く^ 



だち は、 敏に 向か つ て 




V 




き 



に 切り こんでいった。 たちまち 




1 




m& 〜 mm 



かどう みかたい みだ だいらん せん びき たお め 1 え べつ 

下道 は、 敵 味方 人り 乱れての 大乱 戦。 とにかく、 1 匹敵 を 僙 しても、 目の前に はまた 別の 

- なが たた^ . .4 ず . た， i.. -. や :r 

敵が いる。 長い 長い 戦いの あと、 やがて あたり は 静かに なった。 立って いるの は ほくた ち 

ぜんいん ゆか うえ ^ 、 V ) 

だけ。 敵 は 全員 床の 上 だ。 どうやら、 なんとか 勝ったら しい。 とはいえ ほく も， そのまま 

床に 座り こみたい ほど 疲れて いた (Hp マイナス 7)。 ひ 33 7 へ 

2 9 8 

ここ を 見つけた あなた はラ ツキ —— 

. バトル ポイントの 書き かえ をす る ことができます。 もちろん、 そのままで いたいなら 書 

じ ゆう 

きかえなくても OK。 どうす るか は あなたの 自由て す。 

2 9 9 

てき たお ゆだん - 

どうにか 敬 は 倒した が、 まだまだ 油断 はでき そうにない。 

きょうれつ ひ ざ こくいっこく たいりょく うば すな ち たたか おも 

強烈な 陽射し は 刻 一 刻と ぼくたちの 体力 を 奪って いく。 砂地の 戦いに くさ は 思って い 

瘦き" ■ ^ V ス V 廃ん B 雙 H 

た 以上 だし、 新たな 敵が 出て くるまえ に、 もどった ほうがいい かも 知れない。 何十 年 も 

さまよって いるよ、 つな ロボット じ や、 あてになる か はわから ない。 だいいち、 おかしくな 

つてい るって いうし …… 。 

さが 

暴 I J りずに 搜す o 1 9 2 へ 瞻ハ A> タカ へ もどる ： ：：：：LJ> 2 5 5 へ 
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さ ばく せかい どうくつ つ 

砂漠の 世界から リ —クの 世界へ とつな がる 洞窟に たどり 着いた。 

ランが 『双子の ルビ—』 を 使う と、 ルビ— が 輝き、 中に 入れる ようになった。 洞窟の 中 

，キ， 1 ，や-に ^§ ，慕 、 舞 に , "霧- ききず. 

は、 ぼくたちの 国から 砂漠の 国に 来たと きに 通った 洞窟と 同じように、 機械で いっぱいだ 

す： あしもと fv る ろ &ぉ ^ L た ふぎ , M 

つた。 透ける 足元の 通路 を 通して 見える 下の 風景 も、 機械 だらけ。 落ちない とわ かってい 

,.-、-、- おつ- さき いそ いっぽんみち 

て も、 下 か 見える というの は 落ち着かない。 ぼくたち はなるべく 先 を 急いだ。 一本道で、 

さい わ で 

幸い モンス タ ー も 出なかった ので、 あっさりと リ —クの 世界へ と 着く ことができた。 

め まえ あおあお そうげん ひろ ちち う 

目の前に は、 青々 とした 草原が 広がって いる。 これが、 父の 生まれた 世界 か …… 。 これ 

いっき い むら まち じょうほう あつ 

から， 一 気に リ— クへ 行く か？ それとも、 まず 村 や 町 を まわって 情報 を 集めよう か。 

ほか 

看 一気に リ I クへ 。： •：••：：。。。〔〉 1 7 5 へ 書まず 他の 町 や 村 へ ：：：：…：：ひ 3 1 8 へ 

3 o 1 

さ ばく せかい きた あた あし はだ さ 

砂漠の 世界。 ハサ タカの 北辺り に ミュ— ン はいた。 ボロボ 口， になって： •：• 。 足の 肌が 裂 

なか き かい. み き のう てい し からだ 

け、 中の 機械が 見えて いる。 すでに 機能が 停止し かかって いるの だろう、 体 はぎく しゃく 

と 変な 動き をす る。 そして ミュ ー とよく 似た 美しい 顔 は、 半分 以上が 崩れて いた。 

:4§s*、 ^ つ^^にに い^^^^ >ft， ： へやに^"? リ 〈い ゾ^:: ： お厶パ お^ ソ お 二に， 心 ヽ"^ K 「"ぐ 

彼女 は、 人間と 変わりがない ように、 精巧に 作られた アンドロイド だ。 それな のに 砂の 

ふ あ かんぜん こわ 

吹き荒れる 砂漠に いつ づけた ため、 もう、 完全に 壊れ かかって いるの だ。 
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300〜303 



さま 




ォ様 



O 



—ンの 目が、 ぼく を 捕らえた 



わたしの オラ キォ様 は どこ 

うれ 



と 








が、 嬉し さ 




o 



「ああ、 オラ キォ 様！ お会いし たか 



た 



チェ ック I" は あるか？ 




ある 



1 



03 4 0^ 




な 




4 9 8 《 



3 r」：) 2 



まえ つ 



て 



く 




ド 



II ^0 



突き だした ランの 手から、 重 力 波が 敵め がけて 





ない 嵐 は ャッら を はねとばし、 壁に 押し 

しゅんかん まな 

波に つぶされる 瞬間、 ザンを 放って きた (Hp マイナス 3) 

すす つうろ い ど 

そのまま 進む と、 通路 は 行き止まり になった。 もどろう 



o 







力 力る 



み n 

見、 



え 



した。 しかし、 ャッ らも 重力 



ひ 1 3 o 〈 



o 3 

まよ け あ m 

ま ノ ン.^ 一 i .ミ， 



の 迷レカ 矣 





&く え き 



ら せた。 それが、 勝負の 行方 を 決める ことにな つた 








や- 



つ さ 



ま 




こ 




々と 突き刺さる 



うら 



「ふん、 しょせん 裏切り者 など、 わたしの 敵 じ やな 

, うす なか お ざけ § ぼノ 

薄れて いく 意識の 中、 リンの 嘲りの 言葉が、 ぼくの 最後 



さい ご 



き 




飞 

レ 



た 言葉に なった 







ND 
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り 



はんしゃてき ほな 

そつ！ 反射的に 放 



た 




3 o 4 

〜！ が、 ャ ッ の. 体 を ま つぶた つ に 叩き わ 

な 音 をた てながら、 砂の 大地に 沈んで いった。 ふう、 弱い 敵で 助か 

…ん？ あそこに いるの は 人？ 女の子 かけ： 



みみ 

ャッ は、 耳 



o 



丈 




3 2 7 へ 



ところ 



3 o 5 

せ む もうれつ ねっき 

續ラ キルの 所へ いこうと 背 を 向けた とたん、 猛烈な 熱気が ぼくたち を 龍 

と 



た！ 



あわてて 飛びの いた ものの、 服の あちこちが ブス ブスと 煙 を あげ、 体の あちこちが 



i ，し 

V え 

"痛 



ゝ 



(Hp マイナス^ r さっきの 女が、 




ごぶ 



ゝ 



笑 



ゝ 



声 を あげ I 



こ 



お、 おまえが やった のか！」 

つぎ しゅんかん め じょ 

次の 瞬間、 ぼくが 目に したの は、 徐々 

わたし 




y や 



する 女の 顔だった。 こいつ も怪 




力 



-寒 




じゃあく みやこ 

「私の 名 は、 ライト ァ— ハ。 おまえた ち は、 ここ 邪悪な 都 ラシ ュ— トで 永遠の 眠りに つ 

o 4 8 o へ 



、、ゝ w li- 

く 力よ レ ！. 



so 



て あし 



うご 





そ A つこう 



装甲に、 S つ たよりも 




い 手足で ちょこ まかと 動き回る 口 ボットた ち。 あまりに も 

戦 をして しまった。 シ— レンの グラブ ト、 ぼくの フォイエ、 ライアの バ I タを 連続で 



、v 
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§ 



纖 4〜3©7 



びせ、 よう や 



うご 




力なくなる 



何 をして いるんで すか、 あなたが たは〜 




と 



戦いの 物音に、 都市 




o 



おとこ で 

はなし き 

くた ち は、 あなたがたに 話 を 聞きたくて……」 

ゆか たお み おこ 

だが 男 は、 床に 倒れて いる ロボット を 見る と、 怒り だ ： 

「なんて こと を！ お話しす る ことな ど 吋 もありません、 出て い つ てくだ さい！」 




ま 



た (チヱ ック 0)。 



ぼくたち は 都市 を 追 



力され てし まつ た。 何 \ 



C ゴ 




だ。 




みせ 



か どう 



くう き 



マスタ— の 店から、 地下道に はいる。 ひんやり とした 空気が ぼくたち を 迎えた。 思って 



か 



さき 



^ ヒ 



たよりも 中 は 明る 



o 

1 



メ 



ル ほど 先まで は 見通す 



さき すす 




くた ちが 先に 進もうと したと， K 




ガシ 



カシ 六と 音 をた てて、 向こうから ロボ ^ 

すら 

ゥ H ザ ー ルが 3 匹、 ォク トレ ダ 3 匹に、 ハン ドウ 

ある か ん たん ほうせき と 

りから、 ゾ， ロゾ 口と 歩いて くる。 さすがに 簡単に 宝石 を 取らせて はくれ なま 

... f 



、 / 



_ 、、ゝ 

トカ 



現れた 



が 3 匹 




暗が 



> 

力 



ぐ お S 



f 」 ヒ 




ロボット 軍団 = 



8 



ァ イン = HP + B で 戦います。 




つた ：… 



ま 



i:::，：c2 4 9 へ 藝負 けた 。。。。。 ……： ……：： 



_ 肇 



ひ 2 9 7 へ 
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3 o Do 

ひがし む すす みぶ f ど 

、東に 向かって 進んだ。 だが、 しばらく すると、 その 道 は 行き止まりに。 

なに おと てんじょう み あ 

「何 か、 音が しない か？」 ルナが 天井 を 見上げる。 . へ. 

とつぜん うえ かん きんぞくいた ふ 

： 突然、 ぼくたちの 上に、 パイプ 管 やら 金属 板 やらが 降って きた！ (Hp マイナス co)_ 

天井が 崩れて きたんだ。 あつぶな—。 急いで T 字路 まで もどる。 ひ 335 へ 

- 

まち で みなみ ある わ みず ばしょで み 

町 を 出て、 ちょっと 南に 歩く と、 すぐに 湧き水の 場所に 出た。 しかし、 いくら 見て いた 

なか なに でく なん へんか 

つて、 中から 何 かが 出て 来る わけ じ やなし、 何の 変化 もない。 やっぱり、 サブ マ リンパ— 

ふ む てき 

ッ とやら がない とだめ なんだ。 もどろう として、 うしろ を & り 向く と， うわ！ 敵 だ！ 

！膨： 菌. お ： 、：■• マノ. - f 1 千 ,ヌ v ケ 蠱 ま ， ^1/ お、 

そいつ は 気配 を 絶って、 すぐう しろまで 忍び寄つ ていた。 そして、 長い 腕 を 振り回し、 

あたま う かんぜん ふ い 

ぼくの 頭 を ひと 打ち。 ぼく は、 完全に 不意う ち を くらって しまった (Hp マイナス^)。 

SJ^ir い なお けん むね つ さ 

体勢 を 立て直し、 剣 を ャッの 胸に 突き刺す！ まったく、 ォ チォチ してらん ない な。 

こん ど い 

今度 こそ ま つ すぐ リ —クに 行く ことにした。 ひ 2 4 6 へ 



-309 




308 譬 天上が ギシ ギシ という 誓 を さて だとたん， ぼくたちのお 
に, パイプ 管 やら 金属 板 やらが 降って きた。 あつぶな 一！ 
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3 1" 

かた からだ けん は かえ どう じ かた 

： ゥヱザ ー ルの 硬い 体に、 ぼくの 剣が 跳ね返された！ 同時に えぐられる 肩！ (Hp マイ 

せんとう つか のこ じ ぶん き 

ナス 9) さっきの 戦闘の 疲れが 残って いるの か、 自分の 剣に 切れがない のが わかる。 くそ、 

いち ど にぎ む 

だらしない ぞ。 ぼく はもう 一度 剣 を 握りし め、 ャッに 向かって いった。 n>350 へ 

しんでんない おく む • 

. さらに 神殿 内 を 奥に 向かう。 

はい 

「ほほう。 こんなと ころまで、 ネズミ が 入り こんだ か」 

こえ とも にんげん か つく あらわ 

声と 共に、 人間と まったく 変わりなく 作られた モンス タ—、 ェ ビル サイドが 現れた。 

く ろう われ かみ な まえ ふういん と わ 

「ご苦労だった な、 おまえた ち。 我らの 神の 名前の 封印 を 解いて くれて。 おかげで、 我が 

神 は 自由に そのお 姿 を 現す ことができる ようになつ た。 礼を言おう」 

そう 一一 IE つて、 ェ ビル サイド は ぼく た ち を あ ざけ 笑 つた。 

だま て たお 

「黙れ！ だから こそ、 ぼくたちの 手で 倒して やる！ 一 

☆ バトル H ビル サイド =s シ ー ン =HP+B で 戦います。 

か ま -」 ふへ；： T ノ- に 、• 二 ■ , v , 

秦稱 つた ……- ……： … o 3 5 4 へ 壽負け た …… o:: …： ひ 3 8 8 へ 
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漏 〜 SIS 



たいきゃく せ にて、 o 

ここ は ひとまず 退 却 だ！ ぼくら は モンス タ— どもに 背 をむ け、 スタコ ラと 逃け たした 



さい わ 




1 



お ちかしつ ひかえ 

にも ャッら は 追って こず、 もとの 地下室まで 引き返す ケ 



さ 




た。 さて、 次 は？ 




真ん中へ 



ひ 2 8 4 ハ 




右へ 




2 5 o 《 



みなみ む といした むら み 

南に 向かって 飛んで 行く と、 下に 村が あるの か 見えた。 す 



よこ ひ こうじょう- 



>^ 、 




9r i 跡 も あるから、 



ーヲ \ィ 





りら れ ない こ ともないが 



o 




降りて みる 



ひ 441 へ 參 やめる 



ノ ^ 7 

n > 2 9 1 ぺ 8 



？ -■: ユ^ J ^rui n^^u 



い ぐち はし あい て み のが . 

H くた ち は 人り 口に もどろうと 走り だした。 だが、 相手が それ を 見逃して くれる はず は 



な 



1 o 




はな ^ 、 

オイ 工を玫 つてく る！ (Hp マイナス 5) このまま では！ 



たたか 



こ 



翁 戦う 




4 



ぺ 




逃げる 



ひ 2 



ぺ 



みなみ つう ろ すす みち にし ま つき みなみ にし 、 

南に 通路 を 進む。 やがて、 道 は 西へ 曲がり、 次に 南へ、 そして 西へ と 曲 か 



o 



え 



せいかく めいきゅう 

「ずいぶん いい 性格の 迷宮 だな」 ルナが、 ぶぜんと ボャ いた。 ひ 482 へ 

3 1 i 

き 、 ぶんだん 

気 かついた ときには、 ぼく は ライルた ちから 分 断され ていた。 そばに いるの は、 リナ だ 

びき おそ けん ふ る おうせん 

けだ！ モル モスと ジェ リ— 3 匹が いっせいに 襲い かかる。 ぼく も 剣 を 奮つ て 応戦した が、 

じょじょ お 

モ ン スタ— ども は ぼく を徐々 に 追い こんでいく。 このままで はやられる！ - 

あせる ぼくに むかって、 モル モスが フォイエ を 放った！ だめ だ、 よけ きれない リ： 

ちょくげき ぐ れん ほのお み 

「グッ H」 フォイエが ぼく を 直撃した H 紅蓮の 炎が わが 身 をつつ む！ 

きみ たす 

END 

CO 18 7# 

しろ もん おお あ はな ち か い ぐち 

城の 門 は、 大きく 開け放 たれて いた。 はいると すぐに、 地下への 入り口が ある。 

% 丁 パ は 1> る ：：-:oaeo*e»ic-:〔 〉 3 3 o / Aw 成 で <Bh 产 :*0:000 2*.*0:0000:0:： 门 ノ 2 2 5 へ 
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く まこ 





おも 

つ 田、 し 




の こと を 何にも しらな 



ヒ ュ —リ ゃャ 




だ。 まず は 




た ほ、 フカ 



^ 1 飞 o 



そ 




村 を 回つ たが 



甘かった よう だ。 ぼくたちが 『 力 



さ、 が 



と 



だ！ 



パ— ズ』 を 捜して いると わかる と、 村人た ち は、 ロボット をけ しかけて きた 

. あっとうてき かず ちが か 

圧倒的に 数が 違 うんじ や、 勝てる わけがない。 ぼくたち は ボロボ 口にな つて 村 を あとに 

ちょっこう 

した (Hp マイナスび)。 リ— クに 直行す るし かないよ うだ。 n>226 へ 




たち はたぶ 



319 

にし どうくつ 



く 




西の 洞窟に 隠れて いるんだ 



つ。 よし、 ぼくたち はリ— クへ 向かおう。 



f くら は シ 





もどり、 父上に いただい 力 



はい 

洞窟へ 入 



林の サファイア』 をつ かって 東の. 




9 

1 



た。 ところが、 リ 



あし ふい 

クの 世界へ 足 を 踏み入れ たと 



たん 



てき 



敵た！」 



こ ヒ 




0\ 



ル ウラル X2、 




ァ イン +E で 戦います 



o 





つた 



ま 



5 8 




-*， 一 




2 2 2 



3 2 o 

どくえき ぁ- 



どくえき あくしゅう みぎ ひだり 

キラ I ビ— トの 毒液の 悪 臭が あたりに たちこめる。 右に 左に 毒の しずく をよ けながら、 



ヽ チのヒ 



ノ 




き よう す せ 

に 切りつ ける が、 敵 は ひるむ 様子 もな く 攻めて くる。 ナル 



力 力 




—フォ 



1 



y 

V 



く 




いるの だ。 



ック で、 キラ— ビ ） T の 力 を 回復 させて 

つか 

「 シ II V ン ！ テク 一一 ッ クを 使え、 ザ ン だ n ；」 、 

つか どう じ たい くぴ どう き お 

シ— レンが ザンを 使う と 同時に、 3 体の ナル ー ガの 首が、 その 胴から 切り落とされた！ 

とつぜん はっせい しんくう くう き 

突然 発生した 真空 へ 空気が なだれこみ、 まきこまれた キラ— ビ— トがバ ラン スを くずす！ 



からだ 



1 



まだ：：：： ぼくの 剣と ミ 



の クロ— が敏 にと どめ を 刺した。 だが、 ぼくたち も、 体の 



あちこち を 毒液に おかされ ていた 



(Hp 



た 



敵の 残が い を あとに して 



き 




o 



進む と T 字路へ 出た 



o 




2 5 3 〈 



じ ろ *ズら 

T 字路 だ。 さあ、 どれ を 選ぶ 



き 



た 




匕 / 



C 攀睿鲁 ♦ 



き 癧擊睾 華番鲁 • 華攀 睾攀攀 疇き 




4 9 9 



拳 攀鲁參 鲁攀攀 藝暴鲁 攀翁鲁 鲁鲁9 き eoe 肇 籍4 一 



にし 




西へ 



ひ 4 8 9 《 

ひ 4 7 2 ム 



3 2 2 



リンの ナイフが、 ビ— ロル 



ま いちもん じ き 

ガを真 一 文字に 切る- 1 

うで 



ひ ばな ち うご 

火花 を まき 散らして、 ャッの 動き 



と はへん うで 

が 止まる。 その 破片が、 リンの 腕 を かすめた (Hpr 
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■Si ！〜^ 



よし、 あと は サイレン だけ だ M: チ H ック n が あるか？ 

CO rtz CO 

でんせつ ぶ き 

『伝説の 武器』 か。 どこ を さがせば あるんだろう。 とりあえず ぼくたち は、 シ— ルの あつ 

せ かい い けんじゃ しま たず 

た 世界に 行って、 賢者の 島 を 訪ねる ことにした。 c>394 へ 

3 2 4 

けん て いっき ひぬ とき - 1 - 

ぼく は、 剣に 手 を かけ、 一気に 引き抜いた！ (チ H ック r) その 時！ 9 

わ な ふういん と はな 1 

「よく ぞ、 我が 名 を 封印から 解き放って くれた！」 

とつぜん よる くら ぶ き み こえ ひび 

突然、 あたりが 夜の ように 暗くな り、 不気味な 声が、 あたりに 響いた。 

わたし よ すがた あらわ 

r ゥ ォォォ ォォォ ォォ。 私 はダ— ク ファルス。 おかげで 私 もこの 世に 姿 を 現す ことができ 

れい せ かい ほろ 

る……。 この 礼に、 おまえた ち を 世界 ごと 滅ぼして やろう —— 」 

たか わら ごえ のこ さ け はい きょだい き 

, 高らかな 笑い声 を 残して、 そいつの 去って いく 気配が した。 なんと 強大な 気 だ M: 

てい か じゃあく ちから ふつ 

なんて こと だ。 ぼくたち は 『オラ キォの 剣』 を 手に入れる 代わりに 『邪悪なる 力』 の復 

活に手 を 貸して しまつ たの か！ 

いか ぜ つぼ チ からだじゅう み かんじょう あらし あたま なか はくね つ ダ ま レろ 

怒りと、 絶望が、 体 中 を 満たす。 感情の 嵐に、 頭の 中が 白熱し、 真っ白になる —— 。 



けん て いつ きひぬ とき よる 

324詹 剣に 手 を かけ， 一気に 引き抜いた！ その 時， あたりが 夜 
のように 暗 < なり， 不気味な 声が 響いた。 



③灘〜 ligF 



3 2 6 

「サイレン ！ なぜ あなた が ここに」 

ミュ— が 目 を 見開いた。 サイレン……？ 

たたか 

秦 戦う ……………………^ …： ひ 3 4 4 へ 

3 2 7 

る さま 

| わたしの 名 はミュ I ン …… 。 オラ キォ 様、 



ちち たたか 

父と 戦った という、 あの サイレン か L 

よう す み 

• 様子 を 見よう n> 4 o 1 へ 

■ 入- V ■ 



わたしの オラ キォ様 は どこ？ 



■ 

つぎ しゅんかん きゅうきょく は かい お 1H 

次の 瞬間、 ぼく ほ究 極の 破壊 テクニック 『メギド』 を 覚えて いた！. 

しんでん くず 

「神殿が 崩れます！」 

. われ かえ の 

ミュ— の 声に， はっと 我に 返る。 ほくた ち は、 あわてて アクア シ— レンに 乗り こんだ。 

いじょう -- いか 

秦 Hp がお 以上 ……： n>4 9 5 へ 秦 S 以下 …… …………ひ 47 3 へ 



3 2 5 

かべ なか ようか せい たい ちゅうしゃ あらわ 

壁の 中から、 妖 花の精 フラ 二— が 2 体と、 注射 ロボット、 ラスト ディバ イドが 現れた！ 

仓バ トル フラニ 1X2、 ラスト ディバ イド =S シ I ン = HP + B で 戦います。 

力 ま， 

肇 勝った …。一 。。。 ： n>349 へ • 負けた ……… …。。。。。。…ひ 3 63 へ 
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J? んな こ おも 

女の子と 思 



じょ 



さが 

か を 捜 



じょせい がた か ^き 

たの は、 女性 型 アンドロイドだった。 彼女 は、、 つつろ な 目で しきり. J 




る 



なん 



え 



つか (チェ ック h) 



これが、 ハサ タカで 聞いた ロボ ッ 

なんじゅう ねん 〜 

かわいそうに……。 ああ やって、 何十 年 も 捜しつ づけて いるの かしら」 

なみだ う ， ， 

ミ ュ —が 目に 涙 を 浮か 



o 




ひ 1 8 4 《 



2; 8 



ある 



なお も 歩いて いくと 



どうく 



洞窟 を 出る と、 



方が 明るくな つてき た。 出口 だ！ 

方に 町が あるの が 見えた。 



3J 

まち 



ぇハ こう 



「『栄光の 町』 グランディ レ クタへ ようこそ」 

は S やさ ひとみ おんな ひと 

町に 入る と、 優しげな 曈 をした 女の人が > 

た い りょく かいふく じょうほう き _ ， 

で 体力 を 回復して から、 情報 を 聞こう (Hp ブラス^) 

「わ あ、 かっこいい！ I 宿屋 を 出た とたん、 かわ 




げぃ 



ぼくたち を 歓迎して くれ 力 



o 



こ 



こ 







やど や 

よし、 まず 宿屋 



こ 



おんな 

いらし い 女の子に 声 を か 

し だい 





「そこに 

"yA う は し 

を 走 



飞 



るの は、 シ— レン タイプの ロボット でしよ？ パ— ッ次 第で、 



みず もぐ 

水に 潜れ 



たり 



わた 



そら と 

ソ たり、 空 を 飛んだり できる つてい うじ やない 

ゆず かね 

に 譲って くんない かな。 お金 はもち ろん 出す から」 



ねえね、 どこで 買つ たの？ 



ゝ 



きなり、 时 を 一一 i いだ すんだ この 子 は。 もちろん ぼく は、 キッ パリと 断った。 



ざんねん * さま い は しょ し 

え—、 残念。 あ、 じゃあ さ、 ルラ キル 様の 居場所 を 知らな 



飞 



？ 



ふた ご 

オラ キォ 様の 双子のお 
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3S8 〜 



にい さま さいきん すがた あらわ せい 

兄 様なん だけど、 最近 ふたたび、 お 姿 を 現され たんです つて。 この 『アリサ 3 世』 のど こ 

かにい もつ しゃる そうなん だけど、 あなた 知らな^?」 

なに いま き 

| 知 つ てる も 何も 、 ルラ キル 様の ことなん て、 今 はじめて 聞いた ぐらい で」 

"ち ど あ 

「な あんだ。 あ— あ、 一度で いいから、 お会いし てみたい な 11 

しょうじょ つぶや さ なん むすめ 

少女 は、 ブッ ブッと 眩きながら 去って いった。 いったい 何なん だ。 ミ —〈—娘が。 

た 1 き と なお ひとびと はなし さが もと じょうほう にん め おとこ も 

気を取り直して、 町の 人々 に 話 をき く。 捜し求める 情報 は、 8 人目の 男が 持って いた。 

さ ばく せ かい たから さが き かい みず もぐ き 

「砂漠の 世界の 宝 を 捜す ための 機械 …… ？ ，ああ、 水に 潜る ための 機械 か。 それなら ル— 

はんこう も なん にし どうくつ かく はなし 

ンに 反抗した 人々 が 持って いる。 何でも 西の 洞窟に 隠した つ て 話 だが」 

♦ 、 れいい ばた さ 

西の 洞窟 か！ ほく は、 お 礼を言って その 場 を 立ち去った。 チェック t は？ 

ある …。……争…… …。…ひ 4 o 3 へ ， IV 翁參肇ぎ肇 導參鲁 象攀攀 门 > 4- 11 nj / 

3 2 9 

すす い ゆ ど 

さらに 進んで 行く と、 行き止まり になって しまった。 もどろう。 ひ 383 へ 

- 

ちか いしだたみ つう ろ きた 

地下に はいると、 右 畳の 通路が 北への びて いた。 ひ32 へ 



195 



3 3 

どうくつ はい ある たから ぼ こ、 み， > "、- と， 

洞窟 にんって ちょっと 歩く と、 すぐに 宝箱 か 見つかった しかし それ を 取り 卷 くよ 

まも たいぐん、 

つに して 守る ロボットと モンス タ— の 大群が， ：… 。 Hp は？ 

いじょう * k レ： 力 > 、 

お 以上 。。。。。。。。。。 …：… ひ 4 Co 5 へ 秦ぉ 以下 … ……： :0 3 7 o ハ 




3 3 2 

よ みち こん ど 卞 D 

そんなに 寄り道ば かり はし てられない。 今度 こそ まっすぐ リ ー クに 行く ことにした • 

2 4 Co へ 




6 

1 



こだ # き かい て 



こた >> き カレ マレ ？ 

さて、 古代の 機械 は 手に入れた ものの、 これから どう すれば いいんたろう 

： な i it be どう ぐ 




みず もぐ . 




に 『ライアの 宝』 が あると いったって……。 これ は、 水に 潜る ための 道具。 砂漠に、 潜る 

ば しょ そんざい 

ほどの 水が ある^ 所なん て、 存在す るんだろう か。 サブマリン ハ— ッ をい じくり ま 

^.^^-^v き^ ： ク^/ハ^ 4 ハ： や：： ^% ^し^ ^：詹 ^—だ" にせ^、 t ：: 々國 - 

いると、 西の 洞窟の こと を 教えて くれた 男の人が 近寄って きた。 

「それ は 占 代の 機喊！ すごい な、 もう 手に入れ てきた のか」 




「ええ、 でも、 砂漠の 世界で どうやって 使ったら いいの か •：•： 」 

し わす まち みなみ " * わ V r 

「なんだ、 知らない のか？ 『忘れられた 町』 ハサ タカの すぐ 南に、 水 か 湧いて いる 場所 



mi 〜 s 漏 



そう 



た 



さ 



こん ど ろう ば こえ 



が あるだろう。 そこで ロボットに 装備させる のさ」 

y ゝ， 、 

そうだった のか。 礼を言って、 ぼくが そこから 立ち去ろう とすると、 今度 は 老婆が 声 を 

かけて きた。 




話して みる 



4 6 3、 





I 視 する 



o 3 7 4 へ 



S おにお 4 




き 



\4 



ラ 



と 世界 をつな ぐ、 いつもの、 機械で 埋めつ くされ 慮 

わが 

たまた に 別れて いた。， 

ひだり 

……………"…………三 〉382 へ 書 左 ハ ：… 



つうろ 





それ ま、 入 つ てす ぐ、 ふ 




右へ 



ひ 3 4 8 〈 



7 

1 



3 3 5 



ろ き 



T 字路に 来た。 さて、 今度 は 







，J 



• 北へ 



ひ 4 o 2 へ 




みなみ 

南へ 





し 



C: 東 へ 



3 8 3 〈 



〔 ) 3 o 8 ハ 



CO CO c£v 




がた きょうりゅう なが 

型 恐 竜 メタル ティル は、 長 



1 




す る ど きば こうげき じ 

をのば し、 鋭い 牙で 攻撃して きた！ あやうく、 地 
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3 3 7 



てき たお 



どうにか 敏を& し (Hp 




いぎ 



Y ほっと 一息 

菅 ろ おく 

かない かのうち に、 通路の 奥から また ロボット だ！ 



つか ま 

も 束の間 



ゥヱザ —ルが 3 




メ — トル 歩 



く 力 



歩 



ォク トレ クも 



3 匹 







こいつら、 3 匹ず つで しか 出て こられない のか 



くムた 



2 A こ 




く 



トル ロボット 軍団 = 



ァ イン =HP+E で 戦います 



o 





つた 



3 5 0^ 



ま 




た 攀耋. ！攀 きき 鲁 き 鲁肇鲁 



〔 > CO T o 、 



3 3 



けん 



オラ キォの 剣』 を 探そう。 



めん ころ つか やっかい てき まえ む ぼう び 

面に 転がって かわした ぼく だが、 それ はバ— タを 使う 厄介な &、 スタ— アイの 前に 無防備 

すがた だ けつ か 

な 姿 を さらけ出す 結果に な つ た。 

せ なか すいりゅう つ さ 

, 背中に、 バ ー タの 水流が 突き刺さる！ (Hp マイナス 9) 

き さ のこ 

ミュ— が クロ ー で、 ャッを 切りつ けた！ まっぷたつに 裂かれる スタ— アイ！ 残り を 

かた じょうか まち は-い ， 

シ— レンの ショ ッ トガンが 片 づけ、 ぼくたち はリ— クの 城下町へ と 入った。 

むね なか ふ あん たみ おそ 

胸の 中に モャ モャ した 不安が つのって いく。 ライアの 民 を モンス タ— が 襲う なんて、 こ 

せかい なに お ちが 

の 世界で、 坷 かが 起きて いるに 違いな いんだ。 0375 へ 



③③ f 7 〜漏 © 



そ ふ とも たび き でんせつ し おも 

ミュ. —が、 袓父 と共に 旅して いたと きに 聞いた という 伝説の 詩 を 思いだ した。 

「リ— クの 世界の、 ャ —夕の 村から 南へ 進んだ 海底に、 神殿が 沈んで いるんで す。 その上- 

ふね とお わた もり うた - じ や あく 

を 船で 通った とき、 渡し守のお じいさんが 詠って くれて。 たしか、 オラ キォが 『邪悪なる 

ちから な みず か くろ ないよう 

力』 の 名 を 自らの 『黒い 剣』 によって、 神殿 ごと 海底に 沈めた…… という 内容でした」 

^wrk り 1 タの 世界 だな 卩 ^ 03 7 7 へ 

3 3 9 

ひだりうで かお さ どう じ ゆみつ ザ む 

• ルナの ス ライサ— が、 左腕の 顔 を 裂く！ 同時に ライアの 弓が、 続け ざまに 顔に 向か 

や はな 

つ て 矢 を 放つ！ 

「これで どう だつ！ 一 

ぢ おと あ ゝ 」 つ 

" ぼく は、 大きく 飛び上が ると、 ネ イソ ー ドで 腕の 顔 を 断ち割った！ 

ひめい うご のこ みぎ 

ギヤ ァァァ ァァァ アツ！ 悲鳴 を あげて、 左腕 は 動か なくなった。 残り は、 右と ボディ 

さき 

だ。 ど つ ち を 先にす る？ 

みぎ て こうげき 

⑩ 右手 を 攻撃 …：： …… ……： n> 3 6 6 へ • ボディ を 攻撃 n> 4 4 o へへ 

3 4 o 

も けん かのじょ おも 

ぼくの 持って いる 『オラ キォの 剣』。 それが、 彼女に ぼく を オラ キォ だと 思わせた のか 
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340鲁ミ ユー ンは 幸福 そラ な!^ をき かべて， カタ カタと 分解し 

でんせつ のこ 

てし まった。 伝説の 『ミュー ン クロー』 を 残して……。 

200 





mi 〜 mm 



A 



ミュ ー ンは、 いとおし そうに 剣に 触れ、 ぼくに 独れ、 そして。 

さま あ 

一 ああ、 や つ と オラ キォ棣 に 会えた……」 

幸福そう な 微笑み を 浮かべて、 カタ カタと 分 B してし まった。 …… 砂の 上に は、 陽の 光 

のこ 

を はじいて 『ミュ —ン クロ ー.』 が 残されて いた。 

でんせつ ぶ き 

一 これで、 『伝説の 武器』 がすべ て そろい ましたね」 ， ， 

さ ばく う しず もくとう なみだ ふ ハ 

ミュ— ンを 砂漠に 埋め、 静かに 黙禱 していた ミュ ー が、 涙 を 振り はらうよ うに 言った。 

けんじゃ しまむ * • , 

「賢者の 島 へ 向か い ましょう」 ひ 4 6 8 へ 

き 

ラコニア ンソ —ド で、 スタ— アイ を 切りつ ける！ だが、 すかさず バタフライが スタ ー 

とな きず なお ぴき てき 

フォ— スを 唱え、 傷 を 治して しまう。 1 匹 1 匹 はたい した 欹 ではな いの だが、 な^とい つ 

か%、 おお ぜんぶ ち たお うご つ. a 

て も、 数 か 多すぎる。 全部の 敵が 地に 倒れ、 動か なくなった ときには、 ぼくたち も 疲れ は 

みち おも 

てて いた (Hp マイナス^)。 これからの 道のりが 思い やられる ••••： 。 n>446 へ 

QU 4 CSI 

つか かきゅう ほお 

キ— ドス タ ー は、 いきなり フォイエ を 使って きた！ 火 球が、 頰を かすめて.： く (Hp 

けん かま - 

マイナス 8)。 おのれ！ ぼく は、 剣 を 構えな おした。 0432 へ 
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こ、 ^6 



あ つ さ 

つ い た 明かり を またたかせながら、 ウィン 力 ー が 突つ こんで くる！ 避け きれず 

、は ャッの 体当たり を くらって しまった (Hp 




う 



ウィン 力 ー は そのまま、 リンの 方へ T 



からだ しず おも 

ン の * が ス ッ と 沈んだ かと 思う と、 





ィフ が、 ウィン 力 ー の 頭 を はねとばした 



ふん。 こんな ャッ にて こずる なんて、 情けな 



ゝ 



つめ くちょう い 

リンが、 冷たい 口調で 言 



ゝ 




つ。 



なか ま が まん 

ムッ ときた ナど、 こんなと ころで 仲間 われ をす る わけに もい かない。 グッと 我慢が 1 



つう ろ 



ど 



通路 は まもなく 行き止まり にな つ てし ま 



た。 しかたない、 もどろう 







ひ 3 2 〈 



Mm0 なに たくら 



きさま、 今 は 何 を 企んで 



飞 



るん た 



さ 



し 



ぼく は サイ レ ン 



切り 力 力 



て 



1 



た！ 



不思議と、 ャッは 



ていこう 

抵抗す 



る？ 





ぶんて ほ 

分な 手 ごた えがして、 サイレンが ダラ リと 揺れる。 チ H ック q は？ 




ある 



0416 へ 




な 



I 



、、卜 r 

力な 



^ 



ゆう 

十 




3 9 8 



ぺ 



CO ^H^l 



- うせん がた 

风 船の ような バ ル— ン型 ロボットの 




フエ ザ— ル 2 が、 ザンを 唱えて きた！ ぼくた 
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ms 〜翻, 



き さ しんく やいば 

切り裂く、 真空の 刃 (Hp マイナス 7) 

か^ 、 、 じかん つか ふう 

「お返し だ！」 ぼく は 時間の テク 二 ック、 フォ— ルを 使つ て、 ャッの テク 二 ックを 封 じこめ 

V み ま いっしゅん お 

た。 シ I レンが ャッら に グラブ トを 見舞う。 一 瞬のう ちに、 押し つぶされる ロボット たち。 

い： のこ おお ほ 

しぶとく 生き残った ポインタ ー ロボットの ビ— ロル j ガが、 大きく 吠えながら、 こちら 

、 ^ > > 1 V ま いち もじ き 

へ 躍り 力 か つ てく る！ それ を あっさりと かわして おいて、 リン の ナイフが 真 一 文字の 軌 

チ、 き i が たか、 ゆか ころ はんぶん かたづ 

跡 を 描く！ 1 体 か まっぷたつ になって 床に 転がった。 よし、 まず 半分 は 片付けた ぞ！ 

☆ バトル サイレン、 ビ I ロル I ガ X2 = ^ アイ >=HP + B で 戦います。 

か ま 

秦 勝った ………………………ひ 3 2 2 へ き 負けた ：： ： …： ：：… n>283 へ 

3 

3 4 6 

とつぜん だい ぐんだん あらわ 、じゅう れつ さき い 

突然、 ロボットの 大 軍団が 現れた！ 二重 三重に 列 をつ くり、 ぼくたち を 先へ 行かせ 

、 さき 

ま い として い るよう だ。 ……という こと は、 こ の 先に ラ ン がいる のか？ 

☆ バトル ロボット 軍団 =M アイ > = HP+A で 戦います。 

か ま 

暴 勝った ひ180 へ 警 負けた ミ；ミ；；；！.ひ267 へ 

い とこ いま つ 

従妹て あった。 そして 人 r. はシ— ルの 国に 連れ も 



-3 4, リガ 



こく おうじょ 

マ— リナ はシ— ル 国の 王女で 




右！ 吐 は 
に い 

，、■ 



どされ ている の だそう だま 



シ 



国 は 



しま 





国で ある 



ま ほラ まち 



ふね ちか 



o 





法で 守られて おり、 船で 近づく ことができない。 シ 



1 ルの国 



ク 



た 



渡る 力 



M,o こ 





さ どう 

は、 サテライト システム を 作動 させねば ならない の だ 

藝 も つき いし 

そして、 それ を 動かす カギ となる のが、 リナの 持って いる 月の 石と… シ 

えて 



o 



た 



しょ ラ 

n 、 




i 伝わる 月の 涙で あると レ 、つ 





サテライト シ ス テムの ことなら、 

そう ち 

にあった、 月 を 動かす 装置の こと だ。 - 

さ ばく せ 

, 1静漠 の 世界へ む 力 

タヮ —へ 直行す る 




1 



ぼくら はさ つ そく 砂漠の 世界 へむ かつ た！ これで 2 度め の 砂漠 世界 だが 



n>2 1 o へ 




ハサ タカへ むかう 



おう 

ソ ランの 王 

る。 あの 気 












9 2 へ 



3 4 

しんちょう つう ろ すす 

K 重に 通路 を 進んで 



ゝ o 

く 



とつぜん 

と、 突然、 



むね きず , V 

は 胸に かすり 瘍を つけた (Hp マイナス 



よこ かべ はり あわみ ひ、 

横の 壁から 針が！ 慌てて 身 を 引いた か、 それ 

ひ 3 2 5 《 



-フ >フ 



た バ なら くち むらさき えきたい 

体の フラニ ー は、 並んで 口から 紫 の 液体 を 



宙 



どく おか 



た！ 

ひだり - 

左 こ、 



ISJ-K I にチぺ li 

浮く 巨大な 花のう えに 座 つ た 2 

この 液体に ちょ つ とで も 触れれば、 たちまち 毒に 侵されて しまう！ ぼく は、 

み と 

フット ヮ ー クで それ を かわして おいて、 スキを 貝て ャッの ふところに 飛び こんだ 



204 



m& 〜 漏 



し 



り 



フォイエ 



至近距離で 放った 




かきゅう 

火 a 



ま、 



からだ も あ 

i ちまち フラ 二— の： ^を 燃え上がらせた！ ャ 



穴 



V 



あ 



くる 



ッは、 悲鳴 を 上げ、 苦しが 



ま 




あば おどろ たい さ 

に 暴れる。 驚いた も、 つ 1» は、 あわてて 避け 



よ、 つと し 



ズ 



が 間に合わず、 卷 きこまれて 



ラスト ディバ イド は、 ミ 



、、ゝ 



か クロ — 



た。 




3 2 



ぺ 




さ 



え、 ^く はゥェ ザ— ル めがけて 切り こんで 



い つた！ 



こんしんの 力 を こめて、 ャ 



さ 



チバチ と 火花 を まき 散らして、 床の 上に 




>フ /一 



3 5 

癸 を 

ッの 頭に 剣 を 突き刺す！ や つ た！ ャ ッは、 

くず お そうこう よわ 

崩れ落ちた。 こいつら、 頭の 装甲 は 弱い よう だ 

弱点が わかって しまえば、 あと は 楽だった。 ぼくたち は、 ャッら の 頭 を つぎつぎと 叩 

うご と 



/ I o 



>u i こ 



きつぶ し、 その 動き を 止めて 



つた。 



ろ 



6 



かいだ 



さき しろ 



た 



さらに 通路 を 歩いて 




よ、 つに 立 

. よう す み 

様子 を 見る 




力 



と 階段が あらた。 この 先が 城 

こ 




り 口の 階段に 立ち ふさがる 




I や、 女の子 だ 

o 1 6 2 《 







さ 




ゥ しろに 下がる 




3 6 2 《 



5 

2 



3 5 



>、 



じ 



と こ 



ゝ 

力く 



かお み にし 

みんなの 無事な 顔 を 見たい。 西の 洞窟に 行く ことにした 



o 



I わたし あんない 

「では、 菘がご 案 肉いた します」 

せんとう た かれ にし どうく つ す 

シ— レンが 先頭に 立った。 そ、 つか、 彼 は 西の 洞窟に 住んで いたんだ つけ。 ひ 183 へ 

3 5 2 

しゅじん さま き がい くわ き はなし き 

「べつに、 ぼくたち は、 キミた ちの ご主人 $ ^に 危害 を 加える 気 はな いんだ。 話 を 聞きたい 

だけなん だよ」 

しゅじん さま いのち うば 

「ソレ デモ、 アナ ナタ チガ、 ゴ主 人様 ノ命ヲ 奪ゥン デス。 ヮタ シタチ ニハ、 ヮ カリ マス」 

い おそ なが て 、 あし 

言う やい なや、 ロボット たち は、 ぼくたちに 襲い かかって きた！ 長い 手で、 ぼくの 足 

なぐ - 6 

を 殴る。 いたた た。 むこうずね を やられて しまった (Hp マイナス； 2)。 ^ 

はな あい て < 』 

どうやら、 話して わかる 相手 じ やない よう だな。 

たたか が まん 

#^-9 ::o 4 1 4 へ ©でちぉ3^す§ ^::： 2 g へ 

3 5 3 

かま む ひっさつ いちげき ちゅう き みぎ て 

レ— ザ— ナイフ を 構え、 サイレンに 向かった。 しかし、 必殺の 一撃 は宙を 切った。 右手 

Acrf^ ^ふこ i U たた お ん 

首に 痛みが 走り、 チイ フが 叩き落とされる！ ちつ、 だが、 ナイフ はも、 フ 1 本 ある！ (H 

ひだりて 、も のどもと き 

P マイナス 3)。 左手の ナイフ を 持ち かえ、 ャッの 喉元め がけて 切り こんでいく！ レ— 

, メ ひ v 1w ^ss^. ？にー ノ ■■ ■ に, 入^^ 一- Y) お^ J 曹、 ： 奢 -ゲ 」• ふ,； v>v くつ 气ピ 

ザ— ナイフ は 銀色の 軌跡 を 残し、 サイレンの 喉 を 横に 切り裂いた！ やった リ 力 を 失い、 



ms 〜 漏隱 



た 



サイレン は ゆ つくりと 倒れて 



飞 



つた。 




2 6 3 



し 




一 



ン 



3 5 4 

さけ 

死ねつ！」 ェ ビル サイド は、 そう 叫 

とたんに、 重 力 波が ぼくたち を 押しつ ぶそうと する (Hp 

^く は その 力に 逆らわず、 床 を 転がりながら ャッに 近づいた 

えん ご しゃげき いっそくい つとう ま あ はい 

ァが 援護 射撃 をして くれる。 一 足 一 刀の 間合いに 入り こんだ， 



クを 




てき、」。 



ズ 




その 間、 シ 




ええ： 

ダ 一 % ； 

た 力 

ェビ 



き 、、ゝ 

トカ 



癸 を ュ るう 



こしゃくな！」 ェ ビル サイ 

ほ A つ はや むね つ あ 

ちの 方が 速い。 ぼく は、 ャッの 胸め がけて ネ イソ— ドを 突き上げた！ 



V 




は 血し ぶき を あげつつ、 悲鳴と ともに 




れた 



o 



ひ 4 5 4 、 



レ 



り ようけ ん するどみ 

脚 犬の ような 鋭い 身の こなしで、 ポインタ— ロボット、 ビ— 口 

き さ どう じ つめ かのじょ 

それ をス ライサ— で、 切り裂く ラン！ しかし、 同時に ャヅの 爪が 彼女の 腕 をえ ぐる f 



ちゅう と 

ガが宙 を 跳んだ！ 



白い 腕に、 血が 流れた (Hp マイナス ：2)。 

だいじょうぶ 




六 V LJJ^J t ドノ 

「大丈夫で すわ」 無理して 微笑んで： 

てき ぶつり てきこう げき じ かん 

敵の 物理的 攻撃 を ストップさせる 時間 



る 力 

の テク 




(が 青 



1 



こい つら、 




ク、 ナイト を 陡 



さない！ まく〜 

の * つりよ く * つし な 

力。 攻撃 能力 を 失 
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つぎつぎ たた き たい ， かた ， 、 / 

た ャッら を 次々 と 叩き切る！ ビ ー ロル— ガ 2 体と、 バル— ン型 ロボットの ゥヱ ザ— ル 2 

かた 

を 3* 片 づけた。 

* たたか 

☆ ベ トル サイレン、 ビ —ロル |ガ=^ ァ イン = HP + C で 戦います。 

か ま 

2 2 〈 藝負 けた …………………………ひ 2 8 3 ハ 

3 5 6 

なか たが とびら 1 — 

この 中に、 ルラ キルが……。 ぼくたち は、 互いに うなずき あい、 扉に 手 を かけた 

おと ひら うすぐら ひろま め な 

ギ イイ イイ……。 きしんだ 音 をた てて、 扉が 開いた。 薄暗い 広間に 目が 慣れて くると、 

おく か v ほ ぶ き み しんぞう まえ た おとこ すがた み 8 

奥の 壁に^ りこ まれて いる 不気味な 神 像と、 その 前に 立つ、 ひとりの 男の 姿が 見えて きた。 M 

り；." V) つお 「ぶ r"〜 變-^ ^お.. ^-,4: ま V 「一 .權¥#っ 「奢 一. a 、 ： ：、- リノお - 「JS^.?^-r..: ソ, ノゃ； iisv 

「ついに ここまで きた か、 我が 弟 の 血を引く ものた ちょ：.：：。 私 はルラ キル。 『滅びの 

かみ たましい う もの 

神』 ダ ー ク ファルスに 魂 を 売った 者 だ」 

よそう じしん くち つげ 

すでに 予想 は ついていた ことと はいえ、 へ ッ キリと ルラ キル 自身の 口から 告げられ ると、 

% - ■ ■ . ^ 「■ . ,ぎ 」 ， ■ も， つ？ に V に • ノ； ノ ： 一 ル、 

新たな ショックに 体が 揺れた。 それ は みんな 同じら しく、 ライアが 絶叫す る。 

えいゆう ふた ご あに 、 ， 

「あなたが……、 英雄 オラ キォの 双子の 兄で ある あなたが、 なせ！」 

いもうと たいせつ 

「おまえ は ライア！ ……そうか、 妹 だな。 おまえた ちに は、 わかるまい。 大切な もの 

せんねん まえ わ せん $9 つま ，t うしな セ き 

を 失った ものの 悲しみな ど …… 。 千年 前、 私 は 戦争に よって 妻と 子 を 失った …… 。 その 時 

おも せ かい \ ほろ 

思った の だ。 世界な ど いらぬ、 滅びよ！ と …… 」 



へ" へ _ ■ しゅつ い ほのお しゅつげん たたか 

356 秦ルラ キルの 周囲に 炎が 出 現した。 もラ 戦う しかない のか。 
しかし， 英雄 オラ キォの 双子の 兄で ある 彼が^ [故!？ 







r35.*TT セ. ク wsmu 



懇濯 議隱議 ：ョ 

ili おあ^お^^: 一 

靈醫 ||へ^:」：：：：：：？：〕、. 

1 免 11 憩遍 纖| 儀 

禱議 i き 聽隱 



^K_v¥xox,x,x, も 一。 

議隱議 雲 ^ 



-* + -、, ■■， 
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3 5 7 

もの たお ねん じょうか まち み o 

ジャ マ 者 を 倒した ぼくたち は、 念のため リ ー クの 城下町 を さらに 見て まわった， ^ 

とく て 力た 

「ふ —つ、 特に 手がかりになる もの は、 な いんじゃない のか」 ルナが 肩をすくめ ていった。 .. 

さい ご せ かい い L- < 

いよいよ、 最後の 世界に 行って みる か。 0492 へ 

3 5 8 

こん ど ぴき しゅつげん おそ 

： もどろう とすると、 今度 はェ ピル ゥォ— 力— が 6 匹 も 出現！ いきなり 襲い かかられ 

マ^^:" に， "翁ず や,.，， "リ t 、く；：； 4 メ^バ, ク > • ；リ： にに に， ズ、 丁 、ヽヘ 二 ン "^^や- -, ■--••&,+,_ や + つ ^^^^w ： -; 

て、 育に 傷 を 負う (Hp マイナス^)。 冗談 じ やない！ ぼく はとつ さに 宝箱 をつ かむ と 

あ な ひる とうそう 

かつぎ 上げて そのまま 投げ つけた。 ャ ッらが 怯んだ スキに 逃走す る！ n>2 8 o へ 



どラ さ 

ゆ つ くりした 動作で 

そ ラ 



ラ キルが 剣 を 構えた。 ポ ^ 



/， W/ 



ポッと 




^つい ほのお 

の 辰 囲 こ 



だから 



、 、、 



お 

譯 きら 戦争 を 起こした と 




う 



い 



く 




、 



9 



力！ 



封印され てきえ 



A こ 



邪悪な 力』 を 目覚めさ 



せ、 この 平和な 世界 を 争いで 満たした のか H:」 

べトゃ ゃラ キル、 フィ アルマ X3、 ブル. I フィ アルマ X3 = ^ シ I ン =H 





Z ヒ 




亡 

、 





つた - 



ひ 4 8 CD 八 




ま 




負けた 




3 9 2 < 



〜霧 藝, 



f: で かぶ きず 

また 矢が 出て こない とも 限らない。 さいわい、 シ ー レンの SI はたい した ことはなかった 

しんちょう つう ろ ぎゃく ■ 

が……。 ぼくたち は 慎重に 通路 を 逆 もどり —— しょうと したら、 また 矢 だ！ かわした 

つもりが、 手の甲 を かすった (Hp マイナス 7)。 くそ。 いまいましい ヮナ め。 

きず じろ 

傷 をな めつつ、 丁字路 にも どる ひ 4 5 2 へ 

3 6 o 

しゅとう くびすじ けってい だ おお 

ァスチ 几スの 手刀が、 ぼくの 首筋に！ 決定 打 はか わした ものの、 ダメ ー ジは 大き かつ 

おも ひざ と 

た (Hp マイナス^)。 思わず 膝 をつ いた ぼく を かばうよ うに、 ランと リンが 飛び だした。 

よこい ちもん じ さ 

ランの ス ライサ ー か、 レッド ディバ イドた ち を 横 一 文字に 裂く！ 

に ' ； -. ； ；，， - た 、-. - M^w^ ■ きい - 【爆^な ま f ノ&^ マ. %>w tei^ ゾ #m 

リンが 右の ナイフで ァスチ ルスの 腕 を 切り落とし、 左で ゲル ァ— マ— の 胴 を 払う！ 女 

き がつ、 や. :p^§. ノ圍」 - ，、一 y :■ ： 「 誉， • お & 丄 ； 

性陣の 活躍で、 敵 は 一掃され た。 しかし、 通路 は 行き止まり。 もどろう。 ひ 130 ベ 

3 61 

しら はいきょ てぎ あらわ げきたい 

なお も 調べて いると、 廃墟の なかから 敵が 現れた！ なんとか 撃退した ものの、 フォイ 

あし いた い じょう な こ み 

ェを くらって、 足 を 痛めて しまった (Hp マイナス 8)。 これ 以上、 何も 見つかり そうに 

ないし、 あきらめて 別の 世界へ 行こう。 ひ 197 へ 
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CO CO «z 



ヒ ユン〜 



さ 



ぼくたちが うしろに 下がつ たと たん 



かんいつ ばづ め まえ しょうじょ ？ _ 

o 1 JJ rv」=> シ - F c r\ 二 /| 7 、<L r > つ >こ。 




髮、 目の前 を 少女の ナイフが かすめて 



レ 一 穴 



こ 



「な、 何 をす るんだ」 

うら ぎ 

！ この 裏切り者」 




ゆ だん み がま くち 

少女 は、 油断な く 身構えながら 口 を 




、 - こ。 



o 2 2 9 《 



3 6 3 

つ 5 



くち 



フラ 



どく は や 5^ 



レ 



1 は、 { 由に 浮かんで、 口から 毒 を 吐く 厄介な 敵 だ。 毒 を 浴びない よう 必死にな つ 



つづ 



て かわし 続ける。 だが き 



し ゆうち ゆう 



はが ね ち ゆう し やばり さ 




飞 



ダサ ッ！ フラ 二— にば かり 集中して いた ぼく は、 足に 鋼の 注射針 を 荊され て 膝 をつ 

た (Hp マイナス 8) 



為しち と さ 



ゝ 



つの まに か、 ラスト ディバ イドが 足元に 来て V ま 



ゝ ゝ 一 、ノ 一 



にの だ 



そ、 



こ がた 

ヽ 



ま 



型 だからと、 甘く みていた 



！ fH くま、 嚷 をつ 



ゝ ^ 



しせい りょうて まえ 

震 姿勢の まま、 両手 を 前にえ 



こ 



、、ヽ 



タを 



はな 

ど 放 つ ！ 



3 




あつ ひる 

圧に 怯ん 

し 



、、 



た 




う 



を、 シ 1 レンが ショットガンで ねら 



、 




ちまち 活動 を 停止した。 



ち！ ャッら ほ、 た 

o 3 2 8 〈 



€^り CO 



けんじゃ しま 

賢者の 島に は 洞窟が ある だけ だ つ た 



o 



まい うすぐら なか にん 

入って いくと、 薄暗い 洞窟の 中で、 4 人の 賢者た 
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mm 〜 漏窗 



く さいきょう ぶ き な まえ おし い 

ちが 暮らして いた。 ぼくたちが 『最強の 武器』 の 名前 を 教えて ほしい と言うと、 

おる もの ふういん とく ゅゥ な まえ し ぶ き あ， 

「愚か者！ 封印され た 特別な 名前 を 知りた ければ、 まず 『伝説の 武器』 を 集めよ。 5 つ 

. ふ V ついん + しるし おし 

の 『伝説の 武器』 こそ、 封印 をと くた めの 印。 それな くして は、 教える こと はで きん！」 

ど な さが おも 

と、 怒鳴られて しまった。 しかたない、 まず 『伝説の 武器』 探し だ。 そう 思って、 そこ 

たさ い ぐち 

を 立ち去り かける と、 入り口に ロボットが！ なんと シ— レン そっくり だ n: n>326 へ 

3 CO 5 

ス； tt^^ 眷 ^^M^M. ひ-,. ち： つ りズ、 il- お/つ； 「ふ > ^^^，凝お ザ レ齊一 や， 化ぎ^^^^ ： 

満身の 力 を こめ、 ャッの 胴へ 剣 を 振る う。 だが 硬い 装甲に 空しく はじき 返される。 シ ー 

つか するど つ た 

レンが 捕まつ た！ 鋭い キバ がシ— レンの のどに 突き立てられる (H p マイナス 3)。 

でん こ >っ たい つつ からだ けむり 

そのと き、 電光が 2 体の 口 ポット を 包み こみ、 やがて ラン キ I ドが 体の あちこちから 煙 

た あ たお かおみ あ 

を 立ち上がらせて 倒れた。 ぼくと ミ ュ —は 顔 を 見合わせた.。 

いま なに . 

「シ— レン、 今、 何 を やった？ 一 

おそ からだ く ぼうぎょ はたら 

「わかりません。 恐らく、 わたしの 体に 組み こまれた 防御 システムの 働きでしょう」 

たす はや つう ろ ぬ 

とにかく 助かった。 早く 通路 を 抜けよう。 n>3 1 へ 

3 6 6 

えん ご しゃげき たの みぎうで む き 

シ— レンと ライアに 援護 射撃 を 頼み、 ぼく は、 右腕に 向かって 切り かかって いった！ 
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右腕の 顔の 




きゅう 




に、 ネ イソ ー ドが 突き刺さる！ ドま 

くる 



さ 



り 



、ゝ 



クと あふれる 緑 色の 体液。 

みず けん 



、、ゝ 

力 



グォォ ォォォ ォォ！ 右腕 は、 苦しがつ 



まくた ち を なぎはら、 つ (HP 




—タ を牧 



てきた 



o 



ォク矣 



さい ご 




かし それ も、 最期の あかき。 まもな 



うこ 




は ぴくりと も 動かな 



なつ 力 



こ 



o 




4 7 4 へ 



3 6 7 



にし 



すす 



西に 向かつ て 進んで いくと 



☆ バトル ウィン 力 1 = 




、、 



た！ 





つた 



ァ イン =HP+ A で 戦います。 



〔 > 3 9 3 广 



ま 




負けた 




CO 4" CO 〈 



4 

2 



みなみ 

南に 





3 6 8 

だが、 通路 はすぐ 

はじ 




あともどり を 始め 犬 



5H くた ちの r 



まりに なって しまった。 なんた。 もどろう 

とつぜん てき おそ 

に、 突然 敵が！ ャッ は、 恐ろしい スピ ー ドで こちら 



に 句 か つ てきた〜 



「危な 



ゝ 



さが 



せ 人とう 



と 



どう じ 



て！」 先頭に いた リン を、 突き飛ばす。 同時に 右 肩に 鋭い 痛み か 走 




u 力た 



V 



く 



(Hp マイナス 2)。 リンめ がけて 繰り だされた ャッ 




う 



を 



ま 



た はし 

、「 i > ，、い ，111 一つ/」 

/ 一 o 



が 受けて しまったの だ 



りょうて 



しかし、 それぐ らいで ひるむ ぼく じ やない。 両手 




たて 

える と、 縦と、 



3@7 〜 371 




3 7 



わたし ふ， 

私 は ライア へ の 泡 



う 




、レ 



ン 



も 

燃え、 



たみ ころ つづ さま おきて やぶ 

ライアの 民 を 殺し 続けた。 オラ キォ 様の 锭を 破って 



よこ じゅうじ 

横、 十字， 



さ 




ッを 切り裂いた！ 



こんな ャッ、 わたし 



ひとり 



1 




^ j ベ ヽ 

た 力 




レ 



ちおう、 礼 は 言つ てお 



リンが、 ム ッッリ とした 表情で ぼくに 言った。 頰が、 微かに 赤 



r o 



ひ 217 へ 



六 



急に 体の 動きが 



3 6 9 

，5 み 

くな つ た。 まるて 見えな 





に 押さえ 




じゅうりょく 

、 るよう だ。 重 力 



波 を 操る グラブ トの テクニック だ (Hp 





9 



この 上さら に、 デス マダ— が ムチを ふる 



o 



ノ 



ラク ラゲが 『水の 剣』 を 放 




てきた 



o 



だめ だ、 こ， のままで は 分が悪い f 

ひっし おも に 

必死の 思いで そこから 逃げた 



o 



てき か ぽこ お 

敵 は 勝ち誇って 追って こない 



o 



ひ 2 Co 1 へ 



5 

2 



3 7 o 

てき とつぜん こ * つげき 

敵 は、 突然 攻撃 をし かけて きた！ ( Hp マイナス 

多勢に 無勢、 かないつ こない。 逃げよう！ 



け んじ や しま しんじ つし よ 

…… 。 だが、 私 はこの 賢者の 島で、 オラ キォ 様の 真実 を 知った……。 私 は、 あの世で オラ 

キォ 様と ライアに 詫びが した い ： ，：• 」 

な ほお ひとすじ なみだ なが いと き あやつ にんぎょう 

泣かない はずの ロボットの 頰に、 一筋の涙が 流れた。 そして 糸の 切れた 操り人形 のよ 

ゆか くず お でんせつ ぶき のこ 

うに、 床に 崩れ落ちる。 あとに は 『伝説の 武器』 の ひとつ、 『サイレン ショット』 が 残った。 

やす ねむ こえ ころ 

サイレン、 安らかに 眠って くれ …… 。 ミュ ー が、 声 を 殺して 泣いて いた。 ひ 178 へ 

3 7 2 

かきゅう どう じ こうげき で 

ャッら は、 ムチと 火 球の 同時 攻撃に 出た。 さすがよ け きれない (Hp マイナス 12)。 

「私に まかせろ！」 ルナの 放った ネ イス ライサ— が、 ふたりの 怪人の ムチを はねとばした n 

あわ まな 

ャッら ほ 慌てて 火 球 を 放って くる。 

こん ど あ ふところ と 、 むね 

ふん、 今度 は 当たって たまる か！ ぼく は ャッら の 懐 に 飛び こみ、 ネオ マダ— の 胸 を 

つ さ や のど つらぬ 

突き刺した。 そして、 ライアの 矢が デス マダ— の 喉 を 貫いた。 

てき たお さき いそ 

敵 を 倒した ぼくたち は、 先 を 急いだ。 0321 へ 

3 7 3 

そふ き お ぼ さばく こわ はなし 

そういえば、 袓 父から 聞いた 覚えが ある。 砂漠 を さまよう 壊れた アンドロイドの 話 を。 

響が、 そ ® アンド 口 4 廣麵ミ ュ ，ま 零 も 



瑟靈 〜，羅 



ぼくたち は 砂漠の 世界へ と 向かった。 . 0301 へ 

いま たから み さき みなみ わ 

- 今 は、 『ライアの 宝』 を 見つける ことが 先 だ。 ぼくたち は、 とにかく ハサ タカの 南の 湧 

みず む ^ 

き 水に 向 「か^, £ぁ ばした。 -, . ^ま^^ 讀者 り"： まに： 04^^ . 

3 7 5 

- かんげい 

「ようこそ。 リ— クは、 シ 1- ン， ル • シ —ル を欽迎 する」 

じょうか まち はい むか しろ じょおう 7- 

城下町に 入った ぼくたち を 迎えた の は、 なんと この 城の 女王、 リンだった。 n 

やい， やお々 r メ V 〈バ， つい 、凝： v にべ ケ， や- >, すス パリ^ 「 ■ .、 :k^^^ ズ， ム 

f サテライト のこと を 知って…… おまえが、 国民 を 連れて 脱出した と 聞いて、 たぶん こ 

む おも ま 

ちらへ 向かつ ている だろうと 思つ て 待つ ていたんだ」 

ぼくたち は、 リンの 勧めで 城に 招かれ、 体 を 休めた (Hp プラス^)。 十分に 休息 をと 

ししつ いま くわ はな 

つた あと、 女王の 私室で、 今までの こと を 詳しく 話した。 

おうし 

| そうか……。 アイ ンは 王と して 死んだ か：….」 

ごう か み う つぶや さ ばく にし 

豪華な ソファに 身 を 埋める ようにして、 リン 女王 は 眩いた。 それから、 ぼくが 砂漠の 西 

どうくつ ひ なん し ぐんぜい だ て はい 

の 洞窟に 国民 を 避難 させて いると 知る と、 すぐに 迎えの 軍勢 を 出す 手配 をして くれた。 

じつ いま せ かい だい き ぼ あらそ お ぶか 

「実は、 今リ— クの ある この 世界 も、 大規模な 争いが 起こって いるの だ。 ライアの 部下 だ 



た 



と 



つ ひと 



おとこ にし はんぶん せんりょう 

P つ 男が、 この ド— ムの西 半分 を 占領して いる 

つき とも さま 







^^； vr^ せ.^ ん暑 

ャッ は、 千年 前、 も 




紫 の H! 

ねんげつ 



とも さま とお 

と共に、 オラ キォ 様に はるか 遠 



と 



飛ばされ たはず 




飞 



く 



喪： 力の だが、 冷凍 睡眠で 

>J きょう ほる 

の 故郷 サ テラ を 滅ぼし、 

瞬間、 女王の 目が 怒りに 燃え上が つたが、 す 




年月 を 生き延び たらしい。 



手がかり として、 こちら 側に 僑 を かけた 



ンの モンス タ ー は、 我が 母 





と ふか いき 

ぐに 目 を 閉じ、 深い ため息 をつ、 :o 



え 



たたか 

「こんな 戦い は、 やめさせなければ 

ァの 宝』 が、 砂漠の 世界に あると 








だが 



ら も 



^ ) 

/ う 



ル— ンも それ を 狙つ て 



、 争い を やめさせる 力 を 持つ 『ライ 

もぐ 

に 潜れず あきら 



1 こ -、 P ゝ 

レたカ 




めた そうだ。 



ゝ 




ると 



つ 



o 



シ 



なんせい べつ こだいき かいつ か て 3 

南西の 別の 世界に ある 古代の 機械 を 使えば、 手に入れる ことができ 

い おう J み じ ゆう 

行きた くても、 王と なって しまった この 身 は、 自由に はならない 



ヒ 



8 

2 



だから、 頼む。 おまえが、 行って はくれ な ぉ濯 



、 ヾ J 



ろ、 フカ」 



， 




頁 y 

束 t 

あ 

女王と 向かい合って 



とち 



あ 




ていた ぼく ほ、 ミュ I、 シ— レンと 共に 立ち上がる。 



この 戦い を やめさせる 方法が あるの なら、 ぼく は、 どんな こと をした つて、 それ を 見つ 



レ 



けだします。 たとえ 行くな と言われ たって、 行きます よ」 



V 



さ 





• と fin $ こ、 く 



_ 



際、 女王から 聞请 ヌ^; 

そんな ぼく を 見て、 女王 は フッと 笑み を もらした 

さすが は、 あの人の 子供 だな。 そういう ところ は、 そつ 



さ ち 

はいても た つ て も いられない 気持ち だ つ た 



o 



き 



J^c 気をつけ ていけよ 



37 & 



き あお つき は かい 

「ひとつ、 聞きたい。 サテライト 『青の 月』 を 破壊した の は、 あなた か」 

ちが い 

「いや、 それ は 違う」 ル— ン はキッ パリと 言いき つた。 

わたし たみ こうげき しん 

「私が、 ライアの 民で ある あなたた ち を 攻撃す る はず はない。 信じて もらえぬ かもしれ 

たみ くに たし しん、 じつ 

んが …… 。 サ テラな どの オラ キォの 民の 国 を 攻撃した の は、 確かに 私たち だ。 しかし 真実 

き あば 

に 気がつい てから、 私 は オラ キォの 民 を 攻撃す るの もやめ た……。 いま 暴れて いる モンス 

つく なに べつ， ちから 

タ— を 作った の は、 何 か 別の 力なの だ！」 ； 

てき ぶ § 

真実の 敵 は 別にい ると いう ことか… —— ぼく は、 武器 をお さめた。.. 

しん ゆる 

「あなたの 言、 つ こと を 信じよう。 や つ たこと をす ベ て 許せる と は 言えない けれど • …： 」 

とき いま よこ だま しょうじょ くち ひら 

その 時だった。 今まで、 ずっと ル— ンの 横で 黙って いた 少女が、 口 を 開いた の だ。 

ちちうえ か だいだい せん レ けむす め 

「父上。 父上の ル— ン ス ライサ —をお 借りしたい。 私 も 代々 が 戦士で ある ェシル 家の 娘。 

X 上： t あやまき 藝、 職ぎ あが 食い ^ゥ£ ま」 , ゝ 

うと み + 

少女 は、 ル— ン から ス ライザ— を 受け取る と、 ぼくたち を まっすぐに 見た。 • 

たたか ， くわ よ せんらん 

「私 は、 ル— ンの 娘、 ルナ。 あなたた ちの 戦いに、 私 も 加えて はしい。 世 を 戦乱に おとし 

いれた ものの 娘と して、 つぐない をしたい」 
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ゆ つよい しも ひとみ かのじょ じょおう け だか はげ 

揺るがない、 強い 意志 を 持った 瞳。 彼女 は、 どことなく リン 女王に ていた。 気高く、 激 

ひ じょせい ねが き 5 なか ま 

しい、 火の ような 女性 I 。 ぼくたち は、 彼女の 願い を 聞き入れる ことにした (ルナ 仲間 

に。 Hp プラス^)。 

わ そう ぴ 

「せめても のお 詫びに これ を 受け取つ て ほしい。 シ— レン タイプの ロボ ットに 装備させる、 

•5^, 翁： きぬ ， 、氣 ゆき， .fc. 

スカイ パ— ッだ。 各 世界に ある 飛行場 跡で シ ー レンが 使えば、 空 を 自由に 飛べる ように 

ゆき くうちゅうと し たず 

なる だろう。 これ を 使って、 雪の 世界に ある 空中 都市 を 訪ねる がいい……」 n>295 へ 

3 7 7 

せか； S い なん ど てき そうぐう 3 

リ— クの 世界へ 行く までに、 何度か 敵と 遭遇した (Hp マイナス 7) が、 どれ も あっと な 

ま $ , . きみ $ ^1 u# レん でん きえ - t 

いう 間に 倒せた。 マリン シ— レンで 海 を 渡り、 海底に 沈んだ 神殿の 上で そのまま アクア シ 

ない ぶ しんにゅう 、 

—レンに。 神殿の 内部へ 侵入した。 ひ419 へ 

3 7 8 

むら ちゅうしん ひろば おお き かい みち い 

村の 中心 は 広場に なって いた。 そこに は、 なに か 大きな 機械が おいて ある。 道 を 行く 

ひと き. むらさき つき 5 あ 、じょう 

人に 聞く と、 なんと、 それ こそ 『紫 の 月』 へ 行く ための、 ロケット 打ち上げ 場 だとい う。 

かんたん いしゅ だんみ 

なんか、 ずいぶん 簡単に ル ー ンの もとへ 行く手 段が 見つかつ たな あ。 さて。 

• まず は 体 を 休める ：…… n>8 2 へ きすぐに 月へ ……： ：… ：：n>9 6 へ 



377- 
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するど つめ しん つぎつぎ こうげき > 力 こに A げん、 

-, 鋭い 1 と、 B じがたい スピ ー ドで、 ャッら は 次々 と 攻撃して きた。 ちつ 猫 人間 ダス 

てん か むり 

ウェルズに、 スピ— ドの 点で 勝つ の は 無理。 ならば！ 

ぎんいん つか かいぶつ ゆか くず お 

ぼくたち は、 全員で テクニック を 使った。 さしもの 怪物 も、 床に 崩れ落ちる。 

さて、 T 字路 にも どる ことにしよ、 つ。 LV478 へ 



3 8 o 

まち わす やど や • 、 た W りょく かいふ パ 

ロボット たちの 町、 『忘れられた 町』 ハサ タカに ついた。、 まず は 宿屋で 体力 を 回復して 

(Hp プラス^) 、 道 を 行く ロボット たちから 情報 収 集 だ。 何 かわかれ ばいい けど ：：： 。 

みまみ みず 

「コノ 町ノ南 デハ、 ドコ カラ トモ ナク水 ガワ キダシ ティル ノダ。 さぶ ま りんぱ— つ ガァレ 

バ、 ヮキ ミズ ガドコ カラク ルノ 力、 シ ラベラ レルノ ダガ」 (チェックに) 

< にんげん おそ 

？?? ？ あの、 ぼく は、 なぜ ロボットと モンス タ— が 組んで、 人間 を 襲って いるの か 

き 

聞い たんだけ ど ：… •。 

さ ばく こわ / 

「砂漠 二 ハ、 壊レタ あんどろ いど ガサ マ ョ ッ ティル……」 

J d - ^ M 、秦 眷^ ^ 霍 漆お P + だ」 ，- 

だめ だ。 ロボット たち は、 自分の 話したい 話題に しか 興味がない らしい。 時間 を 無駄に 

みなみ みずうみ なに ひ みつ 

しちやつ たな。 でも、 南の 湖 か……。 何 か、 秘密が ありそう だけど P 

暴リ I ク / yj く ：：。。。。：：， ひ 3 3 2 へ 囔 湖に 行 つてみ る 。。。。。：。。；• o 3 o 9 へ 
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3 8 3 

き 4 • rL 養 ぶぐ 了 ， /* # S 華 

通路 を 進んで 行く と、 T 字路が 見えて きた 



o 




ひがし 

^ ^ caoooooo**^! 難， き 攀 擎攀条 n^} 3 3 5 X \ ，*0*0 な 6>參**翁* 暴 暴 *>，拳肇，《攀#き暴*000 D 3 2 o X 






西へ 



044 暑攀 od0Q9ooc ^き鬱 壽 ゆ <Ddo09«QO*eosoo9 ゆ 9*ood 秦 O«6O0O6OVG9OG4 




てき 



進んで いくと、 またしても 敵が 現れた。 

くきお ゆう , とうめい 

それに 空 中に 浮かんだ 透明な K 



まじ 

■、 

ズ 





し 



0J レ 



ヽ 

ノ 



ァ 



ヽ 



カレ 










一 I 



いぐ 




バトル 敵 混成 軍 = 川 シ I ン A+HP で 戦います。 



6 攀 舉攀鲁 4O0 鋒攀 鲁き鲁 




4 5 5 〈 



ま 




負けた 



マ、 女 






八ィ 



OO0 さき &004906參0謇鲁拿00 



• _J> 4 4 4 



つう ろ 

通路 を 




く 



卜 




つた 



mm 



2 




19 n9 



に 向かって 進んで 



く 



と 

こ 



向こうから 敵が 出 



てき しゅつげん 

If 



ル ロボットと モンス 夕 I の 混成 軍 = 



o 



六 六丄 



にか 



シ I ン HHP+B で 戦います。 



〔 ) 4 3 9 〈 




負けた 




is is へ 
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381- 



3 



4 



どうくつ とお せ 力い 

洞窟 を 通って、 グランディ レ クタの ある 世界 



V 



う 



てき 



う 




負った (Hp 




移動す る。 途中、 敵の 奇襲 を 受け、 傷 を 

じょうほう あつ ろう ば はな 

町に ついて » 報 を 集めて いると、 老婆が 話しかけ てきた 







し 



むら 



V 



ON 

ノ 



イロ ッタ のこと を 知りた いんたね 

つき ゆ ，p ゆだん み 

•『 紫 の 月』 ； ： 



rr 



この 世界の 南西に ある 村 だよ。 そこに 行けば、 



に 行く手 段が 見つかる だろう 



なに 

可？ 



& — ンは， も 、つ ひと 



さ 




。 月に 行けば、 ル ー ンに 会えよう 

紫の 月』 に J 



るの か！ 



老婆 は、 気をつけて 行 くんだ よ、 と 最後に 

たいりょく かいふく 

て、 体力 を 回復 させ (Hp プラス M)、 さあ、 




やど や 



と 



出発 力 



こ 



。 南西 か、 よ— し。 宿屋に 泊まつ 

ひ 4 4 3 へ 



5 



こ 



せ かい にし はんぶん せんりょう 

の 世界の 西 半 <R を 占領、 



く 





なんだ ろうか 




おとこ あお つ き こラ げき 

つ 男、 ル— ン。 そいつが、 『青の 月』 を 攻撃し、 

ぎ/つで よ おと こ た み ほろ 

^腕とまで 呼ばれた 男が、 ライアの 民 を 滅ぼ 



すよ、 つな， j と をす ると は 田 J 、えな 



なャ 



^ o 




だれ 



うら 



こ f ，p 







とすると、 

> 一？ * 

そんな こと を ぼんやり 考えて いたら、 また 敵 だ I 



ライアの 民 を E んでぃ るよ、 つ 



そい つら は、 やつ ぱりモ 



い ぐんた 



ンスタ —と ロボットの 混成 軍団だった。 

ベ トル デス ァ. I マ I、 パ I プル ラッピ 1X3 = 




シ I ン =HP 




o 



秦 勝った 



ひ 4 2 5 




o 




4 4 oo へ 



ィ マジ オメ イジた ち は、 ザンの テクニック を 



おそ 




てき 



力 



、 i 17 J/ H ノ * *? 1 tc 二 E 

小型の 真空 竜卷 



力に く 六 



ち を 




つ。 かわした つもり だが、 体の あちこちから 血が にじみ だす (Hp 




、 たた き 

おのれ！ ぼく はネ イソ —ドを ふるって、 ィ マジ オメ イジ を 叩き切った。 もう ひとりの 



ク 



ャッ も、 シ— レンの 銃か阏 して 



、 たい 

レ る 




n>311 へ 



3 8 7 

、、ゝ 



V 




こう一 



このまま じ や、 らちがあかない！ 全員で 

いちがん む 

^くた ち は、 一 丸と な つて ヤン こ 句 かってい 



せい 攻撃 だ M: 



つた。 



しかし、 それ こそが、 ャッの 思う つ 



ぼだった の 



/ 一 



あざ え う きょ だ 

ばかめ！」 嘲りの 笑み を 浮かべて、 ャッが 巨 




みっしゅう たいけい 



炎 をぶ つけて きた！ 密 集 隊形 をと 



ていた ぼ 



だち は、 まともに その 炎 を くらって しま 



た！ 



じ ごく ごう か や 



地獄の 業火に 焼かれながら、 ぼ 



かお おも 

は、 父と 母の 額 を 思いだ して 



、 た 







4 

2 



END 



ぼくが ジャンプした とたん、 ェビ 




ドは グラブ トを 



つか 

使 つ 



てきた 



O 



つよ 



じゅうりょく 



強くな つた 重 力 



は ゆか せなか はし げきつう 

波の ため、 ぼく は 床に たたきつけられる。 背中に 走る 激痛！ (Hp マイナス U) 

せんぼう か さか ゆか ころ ちか 

こう なれば ：… •。 ぼく は 戦法 を 変えた。 重力 波に 逆らわず、 床 を 転がりながら ャッに 近 

あいだ えん ご しゃげき 

づ いた。 その 間、 シ ー レンと ライアが 援護 射撃 をして くれる。 

けん 

「こしゃくな！」 ェ ビル サイドが、 剣 を ふるった。 

ほう はや むね つ あ 

.. だが、 こっちの 方が 速い。 ぼく は、 ャッの 胸め がけて ネ イソ— ドを 突き上げた！ 

ェ ビル サイド は、 悲鳴 を あげて 倒れた。 n>45 4 へ 

3 8 9 

ぎんいろ ちゅうしゃばり ふ まわ こうげき どう じ 

ラスト ディバ イドが、 銀色の 注射針 を 振り回して 攻撃して きた！ 同時に、 ダイ マフ 

むらさき どくえき は ち はり ちゅうい 

ラニ— が、 紫 の 毒液 を 吐き 散らす！ 針に 注意 すれば 毒液が、 毒液に 注意 すれば 針が、 

す こ きず お ころ 

ぼくたちに 少しずつ 傷 を 負わせて いく。 このまま じ や、 なぶり 殺し だ！ (Hp マイナス ：2) 

-^w^:; ：霍卷 お § "、- 嫁 編 囊よべ お f 譽： つき 「， M - ^ ^ … 

ライアが すっとう しろに 下がり、 巨大な 弓に 5 本の 矢 をつ がえ、 次々 と 放つ！ 弓矢 は、 

て き きゅうしょ かくじ つ つらぬ かた め がみ いもうと ち が つよに 

敵の 急所 を 確実に 貫き 片 づけた。 さすが は、 女神の 妹 。 けた 違いに 強い。 

ひ 2 Gu o 〈 

3 9 Q 

けん かま つ いちげき 

. ぼく は、 剣 を 構え サイレンに 突つ こんでいった！ だが、 サイレン は その 一撃 を かわし、 
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ぼくの 剣 を 叩き落とした H: くそ、 手が しびれる (Hp マイナス u;。 

こ」,"" - 賴が 警ゾ t る , ^ ^ - C, ふ^； r ； * * かみ. ©と 条 -f さ m き- い：. 

おっと！ ぼく は、 自ら 床に 身 を 投げ だし 転がった。 ャッの 一撃が、 紙一重で 空 を 切る 

mw た- V,- リ T いぐ んパ 養. ま メ^ に.： --rfL に ^M, 0, v，r, にし 

剣 を 拾いな おし、 ぼく は 膝 をつ いた 姿勢の まま、 下から 上へ、 切り上げる n: 

やつ た！ 確かな 手 ごた えがして、 サイレン は ゆ つ くりと 倒れて い つた。 ひ 2 63 へ 

だめ だ。 逃げよう！ 

うで けん う かた つめ はら 

• 搲に剣 を 受け、 肩 を 爪で えぐられ、 わき 腹に フォイエ を くらって、 あきらめた (Hp マ 

たいぐん あい て さいしょ む ひ 

ィ ナス u)。 こんな 大群 を 相手に する なんて、 最初から 無理 だつ たんだ。 ひ 314 へ 

3 9 2 

けん と の みぎ て つ あか かきゅう しゅつ 

ぼくの 剣 を 飛び退け て かわす と、 ルラ キル は 右手 を 突き だした。 そこに 赤い 火 球が 出 

現した。 フォイエの テクニック か！ 

こ ぞう と ほのお かいぶつ え 

「くらえ、 小僧 ども！」 ルラ キルが 火 球 を 飛ばし、 炎の 怪物 II フィ アルマと ブル— フィ 

と ま に ， 

アル ども も、 ぼくたち を 取り 卷 いた。 さすがに これで は 逃げよう がなかった。 

あく ごう か や ぜんめつ むねん 

ぼくたち. は、 悪の 業火に 焼かれ 全滅した ••：：。 無念。 

END 
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mi 〜 me 
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六 



チカ チカと、 体に ついた 明かり を またたかせながら、 ウィン 力 ー が 突つ こんで きた！ 

よこ いっとうりょうだん 

『，ー 一 刀 両 断！ 智遷 



それ を 横つ とびに かわして おいて、 すかさず、 レ— ザ ー 




、 



ころ 



まっぷたつ になって 転がった。 

つう ろ 



V ど 

レ 通路 はすぐ に 行き止まり になって しまった。 しかたな 




レ 



、 、- 




/ 



つ o O 3 2 < 




で 体力 回復の あと (Hp プラス ひ)、 スカイ シ 



シ I ルのぁ つ た 世界に つ い た。 

けんじゃ しま む ひ こうじょう あと み 

—レンで 賢者の 島へ 向かった。 ところが、 賢者の 島に は、 飛行場 跡が 見あたらな 

ふね 

まつ た！ ここ へ は、 船で なければ これない めかけ： チェ ック P は あるか？ 



1 o 



し 



7 

2 



⑩ 




ひ 



• ない 




4 5 9 



ぺ 



3 9 5 



さが 

まず、 ミュ— ン クロ ー を 探す ことにした。 
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えきと き うえ まお あお ま ま ぎ メメ- -* ^ つ ゾぉハ 

円筒の 上に ド— ム 型の 頭 を 乗せ、 細い 手足で ちょこ まかと ュ— モ ラスな 動き をす る ロボ 



つよ ま くう 

ト たち。 ところが、 ャッ らはメ チヤ クチャ 強かった。 あっとい う 間に、 ぼくたち は 空 

o 

END 




中 都市から 放り だされて いた 



3 9 7 

1: ろ ひがし にし みなみ む つうろ 

T 字路 だ。 東と 西と 南に 向かって 通路が のぴ ている。 どれに しょうか 








南へ 。…： …： 〜n>217 へ • 東へ ……。。… ……： ひ 287 へ 




西へ 



， • 



7 へ 



8 

2 



3 9 

V ちげ き う 



ぼくの 一撃 を 受け、 サイレン は 動か なくなった。 やった ぞ！ 

おろ もの けんじゃ ど な 

「愚か者！」 賢者が 怒鳴った。 

つみ みと しず く み 

「サイレン は、 おのれの 罪 を 認め、 ここで 静かに 暮らして いた もの を …… 。 見よ。 おまえ 

はや が てん かれ も こわ ， V 

の 早合点の ために、 彼の 持つ 『サイレン ショット』 も 壊れて しまった ぞ」 

凝り 1 ： きに-霧 グ パ , 、 ら,^ ^^^つ 添^^す^^ ひ^ 1"-/^^ , \ ： か . * ^ 、 

まった……。 『伝説の 武器』 が ひとつで も 欠けて しまえば、 『最強の 武器』 は 手に入 



こうかい おそ たび 、 

ら なハ。 後晦 しても、 もう 遅い。 ぼくたちの 旅 もこ こまで 。 



END 



m i 〜 mm 



- -:— 13 「き. Qw) ：「ゃ.： . ."、.. ...^ ：: ■• -". -ぉ 

ふた ご つか かた し 、 . 

「わたくしの 『双子の ルビ—』 の 使い方 を、 ロボット たち は 知りた かってい ました……。 

ちち たく やく た おも 

父の ライルから 託された ものです が、 きっとお 役に立つ と 思います」 

かく も わた 

；: ラン は、 隠し持つ ていた 『双子の ルビ—』 を ぼくに 渡した。 ペ 

かな じ じつ かのじょ つた かお くも 

■ ぼく は、 悲しい 事実 を 彼女に 伝えなければ ならなかった。 ランの 顔が みるみる 曇って い 

かえ 

く。 ぼくたち は、 いそいで ライルの もとに 帰る ことにした。 

さ ばく にし どうくつ つ おどろ で むか 

砂漠の 西の 洞窟に 着く と、 驚いた ことに、 ライルが 出迎えて くれた。 

とうさ ま しんば い か たいせつ だ 、 

「お 父 様！」 ランが、 心配そう に 駆けよ つ ていく。. 大切そう に、 ラン を 抱きしめ なから、 

ライル は ぼくに 顔 を 向けた。 

ゆ つか むかし 

「ありがとう、 ァ イン。 …： -リ— クへ 行くなら、 ランの 『双子の ルビ—』 を 使え。 昔 おれ 

せかい しの 

は、 その ルビ— で、 この 砂漠の 世界から、 リ j クの 世界に 忍び こんだん だ……」 

• こと ぼ 

. 思いがけない ライルの 言葉に、 ぼく は 言葉 もでなかった。 

ほんとう あんない っー 

「本当なら、 おれが 案内して やれる とい いんだが な。 かわりに、 ラン を 連れていけ」 

「て も：：： 一 

すく あし で • 

「いいから 連れていけ。 少なくとも、 足 手 まといに はならん さ」 

お ことわ 

ライル は、 ぼくに 向かって ラン を 押し だした。 なお も 断ろうと した ぼく は、 ライルのう 
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ば 



しろで 母が 静かに 首 を 振つ て 




さ 



さ 




に 気がついた 







そうか. 



o 



元気 そ、 つに みえても、 や 



つ ま 



り 




ま 



o 



「わかりました。 お 言葉に 甘えます 




ぼくたち は、 みんなに 別れ を £げ 



クの 世界へ と 向かった 







なか ま 

(ラン 冲 間に。 Hp プラス M) 

ハサ タカで 体力 を 回復して から (Hp プラス^)、 

3 o o 〈 




o 



こんな 老人なん かに かまって いられる か！ 

に；，；，：， J s^^ssw- ，丁： \ 一 . へ， Yd ハ * 

なきやい けな いんだ。 少 々、 乱暴 だが、 ぼく i 



いっこく はや 

くえち は、 一 刻 も 早く 

薦ちは 老人 を 押 




行か 




、、ゝ O 

力 



たみ 



うち タ、 



そうじゅう 



「ばかもの！ ライアの 民な どに、 あの 宇宙船が 操縦で きる もの か 



だ 



老人の 体が 

つよ 

つ、 虽ハ… 

\ P5 レ 




はじ と 



^ ,ヒ わ 




r こ o 

レ ^7 



たかと 思う と、 ぼくたち は 一 瞬に して 弾き 飛ばば 

き 

。 ここまで 来て いながら、 ぼくたち は、 あきらめる しかなかった。 



END 



4 o 1 



てき い 



も 




ンは、 ぼくたちに 敵意 を 持って 



1 




一 す 



子 はな 



1 o 



チ ェ ック q は？ 
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すす まえ てき た はな みょう たか たい 

進む ぼくたちの 前に、 敵が 立ち ふさがった。 鼻が 妙に 高い ロボットが 2 体。 ザンゥ 

1 という タイプ だ。 . 

ル ザン ウェイ タ 1X2 =s シ I ン D+HP で 戦います。 

ま 

t? 一 き参*參*>«攀*攀肇《*鲁攀鲁>鲁*|->00 08 0， 4 7 o ^ ^V^A けた oaeoaeacecoooc 鲁參攀 暴 暑 肇 攀鲁*0**** C 4 4 9 ^ 

4 o 3 

いち ろ にし どうくつ -む ， 

は、 一路、 西の 洞窟へ と 向かった。 U296 へ 

■ 國 

4 o 4 

、 威審 $r あ もお お き ゆ, #b ゆ ゥ じ . :*73ST,K 

を 進む ぼくたちの 前に" またしても 敵が 現れた。 上 級の 魔術師 ギガ • ラ • ルグ、 

びき 

f ^ 警きに|;,ま专ゲが1纖,ノ ノ & 气 - 



4. €u 5> 

からだ しんどう 

ゥォ— ルカ— ドが 力— ドの体 を 震動 させ、 真空 波 を 




てきた。 ザンの テク 二 ッタだ T 



(Hp マイナス U) 



く 



「ち つ ！ これで も 食らえ 



ルカ —ドは 



e J おも ^viv 

ぼく は 痛み を こらえて、 思いき り 剣 を 



舞 ..0. 

振り 下 



ろす。 ゥォ— 



ま 



： アツと いう 間に まっぷたつ になった。 さすが 『 

き あじ なか ま ,i, ，：， ぶ き てき 

での 切れ味！ 仲間の ほう も それぞれの 武器で、 ほかの 敵 を 




ヽ 




していた 



o 



、 すさまじ いま 



3 5 7^ 




4 o 6 , 

みなみ は； し おた に しが わ すす 

リ— クの 城下町 からすぐ 南に ある 橋 を 渡って、 西側へ。 そのまま 西へ と 進んで いくと、 

ず^ f に、 ふ ふ パ^や- ひもえ^^」：， • ^MM^, ぉレ ； き、 ふノ i3N© 一 锋德ヌ ：？ き ：-、"窗"- も； せ H - 

洞窟が あった。 ここが リン 女王に 教えて もらった、 南西の 世界へ 行く ための 洞窟 だ。 

なか いつ ぼ ふ 





は、 洞窟の 中へ と、 一歩 踏み だし 力 



_ こ 



o 



ひ 3 3 4 へ 



4 o 



あ は しろ 

荒れ果てた サ テラの 城。 



はつ あお つき のう り 

爆発す る 『青の 月』。 脳裏に、 



、ノ厂 1; どき #S*J き 

あの 時の 閃光が まざ 斗 



* ざと よみ 



力え る 



o 



こ 

こう- 



ゝ r\ ベ 



つか、 こ 



つが 争い を 始めなければ 

ひと 



いま こうかい し 

「ザ さら 後悔した ところで、 死んだ 人た ちが もど つ てく る もの か 

ぼく は、 ル —ンに 向かって 飛び かかった。 だが 



o 
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4 謹 〜 4&9 



きょうがく さけ ごえ あ よこ た しょうじょ 

「ルナ！」 ル —ンが 驚愕の 叫び声 を 上げる。 ル— ンの 横に 立って いた 少女が、 ャッを か 

、じ ぶん みな かのじょ むね ふかぶか さ 

ばつ て 自分の 身 を 投げ だした の だ！ 彼女の 胸に、 深々 と 刺さる ぼくの 

ころ たみ おきて やぶ 

殺して しまった …… 。 ライアの 民の 锭を 破って……。 

ゆか なが ち み ぼうぜん た 

床に 流れる 血 を 見ながら、 ぼく は、 ただ 呆然と 立ちつ くして いた。 

END 

4 o 8 

きた む 、 ど 、じ ろ 

北へ 向かった。 しかし、 すぐに 行き止まりに。 T 字路 にも どろう。 0290 へ 

4 o 9 

、 あお ひ ばな ち おそ たしょう 

ブル ー フィ アルが、 青い 火花 を 散らして 襲い かかって くる。 ぼく は 多少の ャケド ももの 

むしき 

とせず、 そいつ を 無視して メギド サイドに 切り かかった！ (Hp マイナス 3) 

かたぐ ち いつ き ふお しん かお 

肩 口から 一気に、 ネ イソ— ドを 振り下ろす。 メギド サイド は、 信じられな いという 顔 を 

くず み いりょく 

して 崩れお ちた！ 見た か！ ネ イソ— ドの 威力 M: 

なか ま かた そっこう 

ブル —フィ アルの ほう は、 仲間が 片 づけて いた。 速攻が うまくいった。 メギド サイドに 

つか かんたん か こ うう ん 

テクニック を 使わせて いれば、 こんな 簡単に は 勝てなかった ろう。 しかし 幸運と はいえ、 

ちが おぐ すす 

勝った ことに は違ハ はない。 ぼくたち は、 奥へ 進んだ。 ひ 471 ベ 
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つ 



までた どり 着いた。 



しかし、 足元に は、 



広い 長い 川。 あそこ 



^ o 



すぐに バイ 口 ッタの 

い まえ た かわ なん 

へ 行く ために は、 前に 立ち ふさがる この 川を衍 とかし なきや ならな 

石』 を」 

わら た とうめい うつく ほうせき 

ライア は、 にっこりと 笑う と 川の 前に 立ち、 透明で、 美しい 宝石 を 高く 

に はいろ ひかり あた かがや かわも そ ヾ 

パァ …… と、 虹色の 光が 辺り を 輝かせる。 それ は、 川面 を 虹色に 染め、 次の 瞬間！ 





た 



掲げえ 



こ 







なんと、 川が まっぷたつ にわかれ、 パイ ロッタへの 道が 現れた の だ！ 



. ま 



こと 



「さあ、 今のう ちに I すばらしい 宝石の 力に， 





一 もない ぼくたち を、 ライアが 




o 




くた ちはいよ いよ パイ 口 ッタ 



/ 1 o 



と 乗り こんだ 




3 7 



ぺ 



てき 



こ がた 




は、 小型 ロボット ゥェ ザ— ル 2 と、 




ヒ、 ナル ヒム！ ャッら はいつ せ 



とり 

鳥の 

ト 躍り かか 




るい 

ラ，. | -— プ コック、 それに ハ— ピ— 類の ナ 



てきた M: 



ハ —ピ ー 類の ナル ヒムの 




、、、 

力 



え 



ま くの 肩 をえ ぐる！ ( H P 




たいせい くず 

) 体勢が 崩れ 



たと 








ころ を、 すかさず ゥヱザ —ル 2 が ザンを 放って き^ 

てき まえ て あし で 

ぼくたち は 敵の チ— ムヮ— クの 前に、 ， 手 も 足 も 出な か- i 

% ずたい や-"、 な U いつもに *"t に々 V パ h;「：iv ,*，VJC7: 添お ず みち 



かろうじて、 それ はか わした ものの 



o 



「だ 



/ 一 



めだ 




退す る 



ほくた ち は あきら 





た。 



ひ 3 4 8 〈 
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4 憾 〜 棚 



^.3 ラ- 

ぜんめつ てき たお ゆ だん 

フィ アルマと ブル— フィ アル は 全滅。 だが、 ザ コ敵を 倒した だけで 油断した の はまず か 

いっしゅん するど みず けん つ さ 

つた。 一 瞬のう ちに、 鋭い 水の 剣が 突き刺さ つていた。 

ジ > 

バ ー タの テクニック。 ルラ キル は、 そんな ものまで 使えた のか M: 

さま さか みな 

「ふ はは は、 ダ —ク ファルス 様に 逆らう もの は、 皆こう なる の だ！ ふ はは はは」 

くる わら ごえ き い しき うしな 

ルラ キルの 狂った ような 笑い声 を 聞きながら、 ぼく は 意識 を 失った。 

END 

ぐんだん おも つよ ぶき ふ あん かん や 

ル— ンの 軍団 は、 思って いたより 強い。 武器に 不安 を 感じて いた ぼく は、 武器 屋 によつ 

- て はりじょう てき む な 

て、 ラコニア ンニ— ドル を 手に いれた。 これ は 針状の 武器で、 敵に 向かって 投げつ けて 

つか ；どぅ じ なん ぼん ふくすう おお あた 

使う。 しかも、 同時に 何 本 も 投げる ことができ、 複数の 敵に 大きな ダメ — ジを 与える こと 

きょうりょく せんとうりょく お あ 

がで きる 強力な 武器 だ。 よし、 これで 戦闘力 は 大きく アップした ぞ！ ひ 4GD3 へ 



「ハ， ^Ms 4. 



ロボット X 2 = 



シ I ン =HP+B で 戦います。 




3 o CO 、 



7 よ 





た 



〔 > 3 9 Co 《 




バトル 



づた 




235 



バトル ロボットと モンス タ I の 混成 軍 = 



シ I ン = HP + 





つた 




4 3 4 へ 



ま 




負けた 



416 



とき 



よう 




その 時だった。 シ— レンの 様子が、 とつぜんお かしくな つたの 



r 



けな 



さき 



i AJL ゝ 



一う そう 



くる 



先 ほどの 怪我で、 体内の エネ ルギ ー が 暴走 を 

苦しげ に、 胸 を 押さえて うずくまる。 

く はつ 

凝 発します……。 は、 ハヤ ク、 タイ ヒ、 タイ ヒ…… 」 

こえ き かいてき へんか おも に ま 



；」 



こえ き かいてき へん か 

声が 機械的に 変化 



した かと S うと、 ぼくたちが 逃げる 間 もな 



ND 



と . なが じざい ふ まわ 

ネオ マダ— が 飛び かか つ てきた！ 長い ムチを 自在に 振り回し 



々J ^ 



ヌ 



る。 とうとう ぼく は、 壁 際まで 追 




た。 このま 



さ 

「ちつ、 それなら！ 一 ぼく は、 体 を 切り裂く ムチに はいつ さ 




て 



と 



手の ふところに 飛び こんでいく。 



」れ だけ 近づけば こっちの も 




9 



いち 





だい 



さ 



くろ 



あ 卖 



部屋に、 台座に 突き刺る ようにして、 抜き身の 黒い 剣が あった。 

だいざ なに ほ み 

なんだ ろうか。 台座に は、 何 か 彫って あるの か 見えた。 



これが 



滅びに 導かん。 我が 名はダ ー クフ 

/\ 9鲁鲁 き攀 睿*9嘛，*參9泰鲁*秦暴癧*拿，** P 〉 00 ^ 




ズ！』 

引き抜かない 



ひ 461 へ 



4 2 o 



きた む すす 

北に 向かって 進んで 



ゝ o 

く 



一 J 

しかし、 すぐに 行き止まり。 もどろう。 




4 



7 へ 



じ 



、、 



ぶ き 

J 自 g の 武器 は 




ラぇ 



さ 



んま い ！ 、不 イソ 



じ 

時に 



じゆう 

し 



ド 

まえ 




下から 上へ、 切り 



、、一 




た 



た 



ブラ ッ クマ ダ— も シ— レンの 銃の 前に 倒れて 



, た。 



ひ 3 5 6 ハ 



こうもく 



こうもく み o - 3 

！ この 項目 を 見つけた あなた は Hp か W フラス されます 



かい め 



力た 



I 回目の 



2 回目から はナシ です。 



たか ほう ゆう り 



高い 方が 有利です。 こまめに 宿屋に 泊まる よう 

けて、 話し合う 努力 をした 方が いい. ， 



にし ましよ、 つ。 それと、 なるべく 




つ 



4 



ガッ！ ダイ マ フラ 



、、ゝ 

力 




を 吐く 



と さ ひまつ あし 

跳びの いて 避けた ものの、 飛沫が 足に 



力 力 



く 



た。 みるみる ブ— ヅが 変色して 



いた 



飞 



、 



4 (Hp マイナス 8)。 ぼく は 痛み を こらえ、 

はな も あ 

を 放った。 たちまち 燃え上がる フラ 二—！ ディバ イド は、 ミュ ー の クロ— と 

まひ さ 

バ —タ であ つ と いう 間に 引き裂かれた。 




フォイエ 

ライアの 



o o 〈 



4. C^J C^J 



るき うて 友な あ き さ 

シ— レンの ネ イシ ョ ットが 右腕に 穴を開け、 ルナの ネ イス ライサ— が 腕 を 切り裂く！ 

、 左腕が すぐに 回復の テクニック を 使 




/V ,1 - ， ， 》ノ 一 ノ ■ rHJ /nv s ノ ： - ，一- ： ； ffv 

おお あた 

どんなに 大きな ダメ— ジを 与えても 



てし まい、 まったく 



こう か 

効果がない。 このまま では、 ラチが あかな 



飞 o 




そうこう する うちに、 ダ —ク ファルスの ボディが、 バ ー タを 唱えて きた！ 超 高 王の 

けん かたぐ ち つ さ 

の 剣が、 ルナの 肩 口に 突き刺さった！ (Hp マイナス 8) 



え 



おのれ！」 お返しと ばか 



り 



レ 



ナはス ライサ— を 投げる。 



さき て こ ラ げき 

シ— ン、 こいつ は 先に 左手 を 攻撃した ほうが 



门 > 3 3 9 〈 



巧ぇ d，) 



つう ろ 



通路 はま もな 





うん わる 

運の 悪い 



ことに、 そこに は 敵が 立って いた 




た 
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纏: 〜 纖瞧 



たたか 

☆ ベ トル ダス ウェルズ X4HS; シ —ン = HP + E で 戦います。 

か . ま * 

秦 a ^つん- :eo。。。：。o。ci::。。p。 。-，；。。 3 7 Q3 へ ！！負 けた 。： 00。 ：„>::::•。。。•：• 0445^ 

4 2 4 

きた む すす 、つうろい ど つ あ 

さら こ 北 こ 向かって 焦んで いくと、 ようやく 通路 は 行き止まりに。 そして 突き当たりに 

ま、 宝 暗が おいて ある。 開けて みると、 やはり 中身 は マ リンパ— ッ だった！ これ さえ 手 

パま とし そと で 

に はいれば、 今のところ この 都市です る こと はない。 外に 出る ことにしよう 

9 

4 2 5 

と ,5 * どう じ かた レ^ cS げき じ めん 、ま： ^ . 

ラ ッ ピ ー が 飛び上が つ て 羽ばたく。 同時に 肩に 衝 撃！ ぼくの 体 は 地面 へ 投げ飛ばさ 

じゅうりょく は 、 

れた (Hp マイナス 2)。 ちつ、 重 力 波の テクニック、 ダラ ブトた。 

な S けん かんいっぱつ う と 

倒れた^ くに、 ヘル ァ ー マ —の 剣が！ 間一髪、 ぼく は 剣で それ を 受け止めた。 その ま 

i つき" ころ 

ま 剣 を はね 上げ、 .1 気に 振りお ろす！ ヘル ァ— マ— は、 まっぷたつ になって 転がった。 

かた てき ぜん ぶ 

ミ ュ ー が クロ— で ラッピ— を片 づけ、 敵 は 全部 片づ いた。 ソ 

>s • あいて くんれ，^ つ 、 

ふう。 サテライトの 城で、 ひととおりの モンス タ— たち を 相手に、 訓練 は 積んで いたつ 

ぐんだん つよ m 

もり だ つ たナど …… ^1 ンの 軍団 は、 さらに パ ヮ ー アップ されて 強 か つ た。 ひ 40CO 《 



む り どうたいち やくりく きょうこう 

まくた ち は、 無理やり 胴体 着陸 を 強行した 



o 



4 2 o 

とつげき 

え— い、 突撃！ ，_ 

ち、 じょう お 一 おお 

なんとか、 地上に は 降りられた ものの、 シ I レンが かなり 大きな 

だいじょうぶ わら 

「大丈夫です」 と 笑って いるけ ど …… (チェック q)。 




をして しまった。 

IL> 3 6 4 、 



や 




ック 




4 2 7 

、、ゝ 



I のムチ かうな り を あげて 



さ 



V 力 力 



を 切り 



さ 

u< 、： 



する" 

つてき た！ 銳 



タし ^ ^ 

, 風が、 ぼくの マ S 




て 



ゝ 



(Hp 



と 




3 



、 ま あ はか 

まく は、 間合い を 計 



)。 だが、 ふところに 飛び こんで しまえば 



V 



き 



ちと 



よ 



気に ャッの 元へ つめ 寄った 



o 



飞 



じ まん ぷ き つか 

これ だけ 近づけば、 ご 自慢の 武器 は 使え ま ■ 

した うえ き あ さ ゆう わ 

ドで 下から 上へ、 切り上げる！ 左右に 分かれた ブラック マダ —が 倒れた！ 



：ヽ 




、 

どう じ 




ほぼ 同時に、 ネオ マダ 



じゅう 



もシ I レ ン の 銃の 前に 倒れて い た 



o 



ひ 3 5 CO 〈 



とし し 



た 



4 2 8 

，や しま い 

賢者の 島へ 行かれるなら、 この 都市の 下にい いものが 隠されて いますよ」 

おとこ こ とば したが たんけん P ゆだん 

男の 言葉に 従って、 まず は、 この 都市の 地下 を 探検す る ことにした。 階段 を 下りて、 



うすぐら つう ろ 

薄暗み _:r 




通路 を のぞ 



o ./、 



どうやら ちょ つ とした ダン ジ ョ ン になつ ている らしい。 



さ 





かべ 

が 壁、 
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4S@ 〜 權 



> つ 



つ o ま 



つう ろ 



きた む 



す 19 



ゝ 



埋め こまれた 通路 を、 北 



に 向かって 進んだ。 




18 6 〈 



4 2 



なんだ。 行き止まり じ やな 

くと、 直ます ぐ こ 

とつぜん あしもと ゆ か ぬ 

, 突然、 足元の 床が 抜けた。 

まった な。 まったく 恥ずかし 




、か。 




当た 



た。 



しょうがな 



^ o 



帚 70 う 



おも 

と、 S つ たら！ 



お あな 

落とし穴 か！ 



^ o 



と とにかく 汁 




こ ふう わな ひ 

) 古風な 罠に 引 



かかって し 



3 く 卜 字路 まで もどろ、 つ 



o 



ひ 



11 8 6 



ぺ 




«4 CO J 

海 歡難に も 4 お 化 V： たい、", 

中 を 巡った がみ 



て 



ミュ ー ンク ね—』 の 手がかり さえ もっかむ こと はでき なか つ た 

ND 



n 



さが 



ひがしがわ せ かい 

東側の 世界 を 探す 

g ぐち 

空中 都市の 入り口に は、 2 



きょだい と し 



そら 



あった！ 巨大な 都市が、 空 を 漂って いる 



o 



体の ロボットが 立ち ふさが 



ていた。 ド 



あれ だな。 

がた あたま 

ム 型の 頭に ある 



た 



ランプ を 点滅 させながら、 ， ぼくたちに 訴え かける。 

マヲ奪 



ォ願ィ テス 




ヮ タシタ チカラ、 ゴ主 
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なん 



、、 



？ 




さき すす 

つやら、 この 2* を どうにか しないと 先に は 進めない よう だが 



o 




話し合う 



秦 



，，•：•：：： 门 〉 CO 15 rtz へ 




戦って 先に 進む 




• • • ： V artr 11 AH 



すな ち け 

砂地 を 蹴って、 

ろした。 




と 



飛び 



ヒ 



、、ゝ ？ 

力る I 



あたま おも けん ふ お 

キ— ドス タ— の 頭め がけて、 思いき り 剣 を 振り 下 



にぶ おと ちょうほうけい はこ 

ガッ！ 鈍い音が して、 長方形の 箱の ような ャッの は、 まっぷたつ になって 地面に 

ころ のこ てき どう じ かな 

転がった。 残りの 敵 も、 ほぼ 同時に、 ミュ I とシ— レンが 片 づけた。 

と 緖 になつ て ライアの 民を饗 うなん て。 

なに わるよ かん 

はどうな つ てし まつ たんだ？ ぼく は 何 か 悪い 予感が してた まらな か つ た。 0380 へ 



モンス タ— が、 ロボ 



^ つ たい、 この 




りょううで 



4 3 3 

ほんたい til 




• - JJ ；ニマ お IV 

両腕な ど、 本体 を 

^^^多 ゆる 

を 集 中した。 ところが、 




ま 、え は 



まくた ちま、 



ただの ぬけがら だ！ 

らダメ j ジを 与えても、 左腕が すぐに 回復 




ポ ティ 

もん とな 

文を唱 



こ > 



攻 





まう 







しまった， まず 左腕 を 攻撃し なければ！ 

とつぜん かお ひ たま は . 

突然、 ボディの 顔が、 火の玉 を 吐き だした！ 



つか 



こいつ、 テク 二 ック まで 使う 
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43S 〜 4S@ 




さ いっぱつ 

ライアが、 避け きれずに 一発 くらって しまった (Hp マイナス S) 



o ノ 



ひ 3 3 9 《 




つくつ た 

窟に 



に， 




レ 

さ 



の 音が 響く。 激しく 長 




なが -、、 




飞 ^ 飞 



すえ 



の 末、 ついに ぼ 



くた 




力 気がつ 



と、 腕 や 足に、 





、 宝箱の なかに 入って いたの は、 

や、^ 驗 ？ いま そ A フ # % き よわ 

けに この 剣 は、 今 装備して いる 武器より 弱 



、、A 一 o 



はこの ことた 



1 



傷 を 負 つてい る (Hp 



^ > て > 

械を 手に入れる ために は、 こんな 傷 ぐら 



o 




お 



ち は、 全部の 敵 を 倒す 




たお 




)。 でも、 



レ K ザ— ソ I ド だった。 そ、 そんな あ。 お 

ほねお ぞん もう 

• の だ。 まったく、 骨折り損の くたびれ 儲けと 



〔 > 3 5 0O ハ 



つ >フ ろ 



きた にし 



ぶん き てん 



ヾ JO 



通路 を どんどん 進んで いくと、 北と 西への 分岐点え 

は 入り口な ので、 関係ない。 さて、 どっちへ いこ、 つか 



みなみ みち 

2 も 道 はの びて いるが、 あっち 



i o 




匕 ヽ 

TT ハ 



〔 > 4 8 2 产 




西へ 




o 2 3 4 〈 



mJJ 、3 



うい 



と まわ 



ブ 



フィ アルが せわしな く 周囲 を 飛び回る。 ぼく は、 そのうる さい ハエの ような ャッ 
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4 3 8 

たたか きつ かま き.. 

ぼく は、 いつでも 戦いに 移れる ように 構えながら、 ャッが しゃべる の を 聞いて いた。 - 

わたし せんねん まえ さま かた * つで ， あらそ ちか fe^ おお 

「私 は 千年 前、 ライア 様の 片腕と して オラ キォと 争った ••：•• 。 しかし 力及ばず、 オラ キ 



じ ろ 

丁字路 



CO T/ 



こん ど 



だ。 今度 は、 どっち 



だ。 




ぺ 






きた 

匕 

にし 

西へ 



040 4 へ 




ひが r 

策へ 



G>472 へ 

ひ 481 へ 



いっきき お じ ぶん き まこと おそ てき 

を 一気に 切り落とした。 ここで ぼく は、 自分の ミスに 気づいた。 真に 恐ろしい 敵 は、 メギ 

ほう つか じかん あた 

ドサ イドの 方だった の だ。 ぼく は、 ャッに テクニック を 使う 時間 を 与えて しまったの だ！ 

歡-釁 舊， -# パぉ に - コ- 

たちまち、 自分の 体が 重くなる。 骨が きしむ 音が 聞こえて きそう だ (Hp マイナス ひ)。 

わたし 

「ふ ふ ふ、 どう だ、 私の グラブ トは」 

おも ま 

一く、 くそ！」 ぼく は、 ャッ のさつ きの セリフ を 思いだ した。 こんな ャッに 負ける わけに 

まんしん ちがら ふ . かたぐ ち 

はいかな いんだ！ 満身の 力 を 振りし ぼり、 ジャンプ！ ャッの 肩 口から 一気に、 ネ イソ 

-ぉ しん かお くず 

—ドを 振り下ろす。 メギド サイド は、 信じられな いという 顔 をして 崩れお ちた。 

おく すす 

. ぼくたち は、 さらに 奥へ 進んだ。 c>471 へ 
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437-439 



つ ハ まう れいとう すいみん とき こ 

ォに サテライト ごと 追放され てし まった。 だが、 私 は 冷凍 睡眠に よって 時 を 越えた」 

おせ」 ひとみ む じゅんきょう 

ル —ン は、 ぼくに 穩 やかな 瞳 を 向けた。 穏やか一！. いや、 力が な いんだ。 まるて 殉 教 

しゃ しず よ くる し 

者の ような、 あきらめ きった 静かな 曈。 この 世の すべての 苦しみ を 知りつ くした ような 

■ 

てき おも いがい はんのう 、 ， 4^^ 

敵と S いこんで いた ル— ンの 意外な 反応に、 ほく はと まどい を 覚えた 

め ま. 資 。も お， KM 、 ノ ； 」丄、 

_ 「目覚めた とき、 私 は復警 心に 燃えて、 オラ キォの 民 を 苦しめ 続けた …… 。 妹 か オラ 

と ま ちが 

キォの 民に 捕らえられ たの も、 私の 復譽心 を あおった。 だが……、 だが 私 は 間違って い 

f 取り返しの つかない こと をして しまったの だ……」 

なみだ こうかい 

ル— ンの 瞳から、 ひとすじの 涙が こぼれる。 後悔して いると いうの か？ 

-^^M^^., i^.^ - ^-^^^v ^^-^ だ - マ ふ！ お^. "易 や^ ^ マ^ J^^^fe- 一ぶ , 1」」 に - き- 〈ひ， ふ -に： 

4 3 9 

てき こ が t とり ばけもの る t 

敵 は、 小型 ロボット ゥヱザ ー ル 2 と、 鳥の 化物 ラチ— プ コック、 それに ハ— ピ— 類の ナ 

ルヒ、 ナル ヒ厶！ ぼくたち は ャヅら に 向か つ て 突つ こむ：：： . 

ひさ あな あ てき よわ 

ミュ— の クロ— が ャッら を 引き裂き、 シ— レンの ショットガンが 穴を開ける！ 敵が 弱 

いっせん ま うご 

つたと ころ/、 ぼくの バ —タ がー 閃 あっとい う 間に、 敵 は 動か なくなった。 

き うで ち なが つ ゆ、 3 一 

： 気がつく と、 ミュ— の 腕から 血が 流れて いた (Hp マイナス 7)。 ハ ー ピ ー の 爪で やられ 
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4 41 

かつ き むら 

「ずいぶん 活気の ない 村 だな， あ？…」 

ちじょう お ひと け む だ あし 

地上に 降りて みた ものの、 村に は ほとんど人 気がなかった。 こり や、 無駄足だった かな。 

「シ— ン、 あそこに 老人た ちが！」 

ふ ん すい ちか にんた なに ぶきみ かん 

噴水の 近くに、 5 人の 老人が 立って いた。 何 か、 不気味な 感じが する けど …… 。 

はなし き 

拿話 を く ：：：：：：：：：：：： n 〉 2 5 7 へ や % る ：：•：：：：：•：：：：：：。。 门) 4 o 6 ハ 



け が しゅっけつ と 

たらしい。 だが、 たいした 怪我で はない ようで、 すぐに 出血 は 止まった。 0460 へ 



4" 4. 

む こ y つげさ 

ぼくたち は、 ボディに 向か つてい つせ いに 攻撃 をし かけた。 

みぎうで れんぞく どう じ 

だが、 そうは させ じと、 右腕が、 フォイ ヱの 連続 攻撃 をし かけて くる！ しかも、 同時 

とな 

に ボディが バ ー タを 唱えて きた！ この ダブ ル攻 撃に、 さしもの ぼくたち も かなりの ダメ 

う どう じ あやつ 

—ジを 受けた (Hp マイナス ひ)。 さすが、 同時に ふたつの テクニック を 操る と は！ . 

み ひ さ みぎうで かお 

「見て らっしゃい！」 ミ ュ— のネ イク 口— で 引き裂かれる 右腕の 顔！ やった ぞ！ フォ 

はな しゅん か ん ねら う つづ ひ 

イエ を 放つ 瞬間 を 狙つ たんだ！ シ— レン も、 ネィ ショット を 撃ち 続ける。 ついに、 悲 

め い うご きょうじ ん せいめい りょく 

鳴 を あげて 右腕が 動かな くな つ た。 さすがに 強 靱な 生命 力 だ つ た。 n>4 7 4 へ 
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44 & 〜 444 



4 4 2 

く ろう て い さいきょう ぶ き 

, さすが 苦労して 手に入れ ただけ のこと は ある。 『最強の 武器』 ネ イソ— ドは あっさりと 

き さ なかま 、 ^ 

ゥォ— ルカ— ドを まっぷたつに 切り裂いた。 仲間の ほう も それぞれの 武器で、 ほかの 敵 を 

たお らくしょう なんにん きず , 

倒して いた。 楽 S といいた いけど 问人 かが 傷 をう けた (Hp マイナス 5)。 n>35 7 へ 



なんと A フ む もくもく ある みみ き かいおん、 き 

ひたすら 南東へ と 向かう。 黙々 と 歩く ぼくたちの 耳に、 ブ— ン という 機械 音が 聞こえて 

み がま あん じょう いわかげ よう か. せい、 ちゆつ 丄ゃ 

きた。 身構える ぼくたち。 案の定、 岩 陰から、 妖 花の精 ダイ マフラ 二— と、 注射 ロポッ 

ひき しゅつげん 

☆ Y ト^ ダイ マフラ 二—、 ラスト ディバ イド X4=s シ |ン=="卩+ド で 戦います。 

^ ま 

• 勝った … ……… ：… ： o 4 2 1 へ 書 負けた … • 0389 へ 

4 4 4 

じゅう はっしゃ い つし ゆん こなごな おも 、 、 、 、 , 

シ— レンが 銃 を 発射！ 一 瞬で 粉々 になる かと 思われた メタ クラ ゲ だが なんと それ 

I< W ゆ © さき きん ずる ど こ/つ あ つ すい CS^AN 

を かわし、 触手 を 伸ばして きた。 その 先から、 剣の ように 鋭い 高圧の 水流が ほとばしる。 

からだ さ 

ぼくたち は、 それに ft を 刺された。 

てき つか - 

バ— タだ！ あんな ザコ敏 がバ— タの テク 二 ックを 使える と は！ . 
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き いのちと つぎ しゅんかん 

たかが メ タク ラゲに 気 を とられた のが、 命取りに なった。 次の 瞬間、 リル • ハ • マと 

はな ひ たま よけさ 

トライ ハイト ァ— ハが 放った 火の 球が、 ぼくたち を この 世から 消し 去った の だ。 

END 

ねこ にんげん するど つ め つか こうげき ひ はよう はや ふ 

猫 人間 ダス ウェルズ は、 鋭い 爪 を 使って 攻撃して くる。 その スピ —ドは 非常に 速く、 普 

つ 3 . 審た み # ま 發 舊 て きず 

通の 人間に は、 その 姿 を 見る こと も 不可能 だ。 こいつ 相手で は、 傷の ひとつや ふたつし か 

M> が かく ご ふところ AJ にく き ほね た 

たない。 ぼく は、 怪我 を、 i 見 悟で ャッの 懐 まで 飛び こんだ！ 肉 を 切らせて 骨 を 断つ U 

おお むね 一 ぬの t> とも き さ どう じ 

ザ タツ！ 音 をた てて、 胸が 布地と 共に 切り裂かれる！ (Hp マイナス 5 ) 同時に ぼく 

はな し きんきよ り ばけもの ゆか たお 

も フォイエ を 放つ！ 至近距離からの 攻撃に、 . さしもの 化物 も 床に 倒れた。 - 

残りの ャッ らも、 全員の テクニック 攻撃で 倒し、 さて、 もどろう。 n>478 へ 

4 4 6 

ある 參 て ほう いわ ば み ちか よ あん 

しばらく 歩く と、 右手の 方に 岩場が 見えて きた。 あれ か……？ 近寄って みると、 案の 

定、 岩壁に 大きな 穴が 開いて いる。 穴 は、 ずっと 奥の 方に 続いて いるよう だ。 ここに、 古 

だい きかい 

代の 機械が あるんだ な。 0331 へ 
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44 醫 〜 稱藝 



かた そうこう ち めいしょう あた 

デス ァ— マ ー の 硬い 装甲に、 なかなか 致命 傷 を 与えられな 



> o 



く 



けん 



に、 逆に ャッの 剣が ぼくの わき 腹 を かすめて 




1 



V 一 え 



(Hp 




そ、 つこう して い る、 フち 



ひ 4 2 5 〈 



-.V. パ、》 き- 




を かけよ、 つと、 ぼ 



とっしん 



は 突進し 力 



こ。 




だが、 敵 はす かさず ザンの テクニック を 使って きた 

い- ヽま^ M 键 き . ■ ゾ；？ ノ に；： ■■■UB 

が 発 



o 




ろう か 

ゆ 廊下 〔つ 4 鵪 



こ 



しんく > つ は たつまき 

真空 波の 竜卷 




、 ぼくたちの 体 を 切り裂く！ これ じ や 逃げ場がない！ (H p マイナス") 



さ 

「こ こじゃ 避 



、、ゝ ， c ^ 



い 1 



てった レ 



けよ、 つかな 



時、 撒 退 だ！」 



つぎ 

次 



ダ— ク ファルスが、 ぼくたちに 向かって 高熱 




た 



ま は 

： の 玉 を 吐く { 



ぼくたちの P りで、 




\ノ 



さく 




と 炸裂す る 炎の かたまり 



フォイエ の テク 



くち ほうしゃ 

ックを 口から 放射す るなん て。 その フォ 




て だ 



イエ 攻撃に 阻まれて、 ぼくたち はまった く ャッに 手出しが できな 



1 o 




ハ ハ ハ ハ！ どうした、 さ 

く- I ダ I ク ファルス = 



V 



きまでの 勢 



ゝ 



ま！ 



こ k こ 



/ ki ル 



ン ， ン = H p + B で 戦い ます 



O 




勝った 



0500 へ 



ま 




負けた 



n> 3 8 7 ( 
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^くた 



こうたい 



お 




—づ 



： 退した 



さい わ 量 



ザ ンゥュ イタ ー ども は 追つ てこな 



飞 o 



〔 > 3 3 5 ハ 



て まえ さ 

きラ キルが 手のひら を 前に 差し だした。 

く/つちゅう すい てき かたち、 づく 






うちゅう 



その 手に 集 中 




ゝ 




そ 



素と 酸素 




そ 



飞 o | 



つか き 

」 れ は…… バ— タを 使う 気 か！ 



诗間 



は、 ャッの 指先に フォ 



こ./ J 



さ 



が 融合し、 空中に 水滴が 形作られ H 

ぬか でき ごと 

たら、 ほんの ゼロ コンマ 以下の 出来事 だったろう 

イエ を 叩き こむ と、 ネ イソ —ドを 頭上に 振り あげ、 一 直線に 切りお ろした！ 

ほ まえ ある たお 

ャッ は、 2、 3 歩 ヨロ ヨロと 前に 歩いて、 それから ドサ ッと 前に 倒れた。 

けん き ん ちょう と うれ か - < 

やった……。 ぼく は、 剣 をお さめ、 緊張 を 解いた。 みんなが 嬉しそうに 駆けよ つて 来る 

きず からだ くる 舞 つぶ や 

「おまえた ち は …… 」 ルラ キル は、 



o 




； ついた 体 を、 苦しげ に 壁に もたせかけて 眩いた 



「それほど 



マ J う く 




しん 



- までに、 幸福の…… 存在 を 信じて いるの か」 

すす と すく 

「幸福 は、 自ら 進んで つかみ取る もの。 少なくとも、 ぼく は、 そう B じています 



ルラ キル は、 微かに 笑った ようだった。 



目 を 



て 

ち 



る 







ならば 



さき 

の 先 



にき 



じゃあく かみ 

、 邪悪 の 神 を： ：： ほろぼす が 



レ V 



く 



o 

2 



ラ キルの 血に まみれた 手が、 壁の 隠 




ツチ を 押した。 ゴ ゴゴゴ 



と 音 をた てて 



に 彫り こまれて 

たし 



、 た 




がふた つに わかれて 



、 <0 



つま こ 



私 は 




と 子の 待つ 





1 



と 



、 行く 



、つ： 







フフ 







こ 



ヽ 



ゝ- 




-452 



おこ 



怒られる のだろう な 



と 



ま 



止める 間 もなか 



I. カラ キル は、 自らの 身 を、 自らの 剣の 上に お ト. え 



o レ 




げ だした ー 



V 



きと だ 



息 途絶えた， 




ひろま よこ 

体 を マントで 包み、 広間の すみに そっと 横たえた。 



V 



「さあ、 ダ— ク ファルス を a しに 行こう！」 

とびら ち か はい 



t^uA^ 4 ^力 ねレ な 力 SJ+Afe 

ぼくたち は、 邪神 像の 扉から、 地下へ と 入って いった。 中 は、 巨大な ダン ジョンに なつ 



ている。 



これが 最も 力 



さい ご 

麦さ！ 




4 3 5 へ 



4 51 



ライト ァ 



ヽ 



て^ t たま と 

は、 フォイエの テク ニック を 使つ て 火の玉 を 飛ばして きた 



o 



こうげき 

その すばやい 攻撃 こ 



ラ 



たち は ダメ— ジを 受け 力 



こ 



(Hp 



ゝ 



つ こ # つ こま 



o 



I 

2 




0467 へ 



4 5 2 

P うろ すす 

通珞を 羞んで い る 、つち、 




う 



tv 



あっかん かん はじ 



か、 妙な 威圧 感を 感じ 始め 



た。 



」 ^ 




r 



ちか 

る。. 近く こ， ャッ はいる 



o 




飞 



みんなの 顔が、 緊張に 引きし まる 







、 同じように 感じて いたらし. 

ある ち ま か きり なが ぶ き み 

なお も 歩いて いると、 どこから ともなく、 血の ように 真っ赤な 霧が 流れて きた。 不気味 

こ ま ゆか かんぜん み 

こ、 床が 完全に 見えな くな つ てし ま つ た。 



な 霧 はし だ い に 濃 さ を 増し、 つ 
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せいぶつ すがた あらわ 

の 中から， ゆっくりと メタ' J ック ブルーの 生物が 姿 を 現 

き かい かいぶつ 

した。 奇怪な 怪物 —— こいつが ダーク ファルス か！！ 
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4m 



ぎ ,MM^^^ .，？ つに V. ぶ ぜ条： 0. ！ . や： スっ： き ノ" ^MWM&^ にやい 「や ？ パし つ ，^^へ パ？ がま^；; 、おやな > ベ 

次の 瞬間。 ド— ンと 突き上げる ような 衝撃が きて、 霧の 中から、 ゆ 



せいぶつ すがた あらわ 

ク ブル ー の 生物が 姿 を 現した I 




くりと メタ リツ 

じられ ない ほどの 巨大 さ だ H 周囲に 異臭が 漂い、 

ぎよたい おおお も こえ き かい かお きょうじん 

また 邪悪な 気が 満ちる。 その 不気味な 巨体！ 重々 しい 声！ 奇怪な 顔！ 強 靱 そうな 

四肢！ こいつが、 こいつが ダ— ク ファルス U 

わたし ほろ もの ひとびと 

r ゥォォ ォォォ ォォ！ 私 はダ— ク ファルス！ 滅びの ために もたらされた 者。 人々 の 



レ 



くる 



よろこ 



怒り、 苦しみ、 悲しみが 私の 喜び。 私が いる 




こ 



ん げん こうふく 



し 



り、 人間に 幸福な ど 手に入れさせぬ！ お 

す ，つ せんおく どうよ^ \ 

まえた ち も、 私の 腕の 中で 死ぬ がよ い n: かって 私が 滅ぼした 数千 億の 人間 同様 こ！ 

じょうはんしん 



だ 



ャッ は、 上半身 を 赤 







の 中から 出し、 ぼくたちに 




、 かぶ さるよう に両 腕 を 頭上に 



あげた。 



おどろ 




、、 



く 



き 




お 



不気味な 顔が ついて おり、 独立し 力 



きさ！ まるで 生きた 山 だ！ よくみ ると、 なんと、 その上 腕に も 

, い し も こうげき みぎ て ひだりて からだ 

I. 意志 を 持って 攻撃して くる。 右手、 左手、 そして 体と 



どくり 



■ V 



ち ど 



V 



度に 3 叵も^ < 撃して くると は！ 

あく みなもと 

なんて 生物 だ！ さすがす ベての 悪の 源！ よ —し、 それなら 









左手 を 攻撃 

ボディ を攻 




ぺ 




右手 を 攻撃 










4 2 2 〈 

4 3 3 へ 




4 5 3 



デス マダ— が ムチを ふるい、 ぼ 



こうげき 



くた 



ち を 攻撃した (Hp 





フ 



. ぐ 



い ふ 



ま 

「負けて、 負けて たまる かよ！」 . 

おも ふ うば ， 

ぼく は 思いきって 踏み こむ と、 デス マダ I の ムチを 奪いと つ た。 

つぶ 

一 きさま あ！ グ ラフトて 潰して くれる！ 一 

おか ちか てき き 

ところが、 ャッは ミス を 犯した。 ダラ ブトの テクニック は、 近す ぎる 敵に は 効かない の 

^T^^^** 翁 ゆ^ ^ミニ： M^WM0M0 ： / M^^v.; ノ *に，1 ひ. .0^ r ^w. ィ 一- ■ 7 ヽ" ノ , 、 ， ん お-一， 裏 一 ：，、 ヽ、 

だ。 強 力に なった 重 力 波に 卷 きこまれ、 味方の はずの パラク ラゲが 無残に 潰れた。 あわ 

いま むね つ さ 

てる デス マダ ー。 今 だ！ ぼく はネ イソ— ドを ャッの 胸に 突き刺した。 

でつ ろ すす なに へん み 

通路 を どんどん 進んで いく。 っ— ん何 かこの 辺、 見 おぼえが あるよ— な。 

ひ 2 CD 1- へ 

4 5 4 

たお おく つ あ おお とびら み 

ェ ビル サイド を 倒し、 さらに 奥へ。 すると、 突き当たりに 大きな 扉が 見えて きた。 . 

まえ た しゅ ぴ へい む 

. その 前に 立って いた 守備兵が、 こちら を 向いた！ ネオ マダ —と ブラック マダ ー だ！ 

。 道化が よくも ノコ ノコと……。 我々 に 踊らされ ている とも 知らず、 実に 計画 通りに 

て くれた ものよ！」 

たたか 

トル ネオ マダ I、 ブラック マダ 1 = ^ シ —ン = HP + C で 戦います。 

\ * か 一 eeeooaedQOO ：: ： • ： • • • ： o * 门 ノ As 7* 《 ^^^PH わ 一 oa:oo: 〔 〉 flsf" 11 7£ 《 
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尋 S4 〜 4S7 



4 s 5 , > 卷ぷ ほつ；：； ケ ぜ 掌：^ , 

レ よくし ゆ さぎ するど こうあつ す； s りゅう ふ みず けん 

ゲが、 触手の 先から 鋭い 高圧の 水流 を 噴き だした。 その 『水の 剣』 が、 ルナ 



たぐ 



の 肩 口 を かすめた (Hp マイナス 3) 



o 



ルナ は 舌打ちして、 ス ライサ— を 投げた。 メタ クラ ゲを まっぷたつにし、 さらに リル 



ひだりうで き お 

ハ • マの 左腕 を 切り落とす！ 



つか 

r ャッら に テク 二 ックを 使わせるな！ 



ぼくが 言うよ り 早く、 ライアの 矢が リル • ハ • マの 眉間 を 貫いて いた。 、つろ たえる トラ 

ィ ハイト ァ— ハは、 シ ー レンの ネ イシ ョ ット にと どめ を 刺された。 

だいじょうぶ 5 

「大丈夫 か、 ルナ？」 ^ 

きず さき い ど 

「こんな もの、 かすり 傷 だ。 ……それより、 この 先 は 行き止まりみ たいだが」 

ほんとう づぅ ろ ひ かえ 

本当だった。 ぼくたち は、 通路 を 引き返した。 ひ4 82 へ 



-4 1-3 CO 

> -saj く つ ■ 、. べき，， ぐ-, I 

O 



い ど ひ かえ 

なんだ。 行き止まり だ。 引き返そう _ 



o 4 7 oo へ 



4- L3 71 

じ ろ えら 

T 字 路だ。 こんど は どこ を 選ぼう か 



o 





きた 

匕 / 

TT ハ 

にし 

西へ 



暑 

o 4 2 o 



ひがし 

• 東へ 




r O 9 一 




4 9 7 へ 

4 7 5 〈 



ノ 



ィ 



口 ッタ は、 確 





さ 



なか ま 



にある と 聞いた。 ライア を 仲間に した ぼ 



ちじょう 

たち は、 地上へ もど 趣 



グランディ レ クタの ある 西の 世界へ もどった。 チェ ック m は？ 



⑩ あ る 



ひ 41 へ 




な 



\ 



c o o o 




4 4 3 へ 



4 5 9 



ぼくたち は 



， 、 



ひ こうじょう ちゃく， 

しま む 



りゃくり く 

たん 近くの 飛行場に 着陸 




た。 マリン 



ノ 



マリン シ— レ ン に 変身して 島 へ 向かう。 



そうちゃく 

ッをシ —レンに 装着し、 

o 3 6 4 へ 



4 6 o 




ュ 9 



たからばこ 



き あ するど 

切れ味の 銳さ では 



y 



、 クロ— 系に も 劣ら 




へと 進んで いくと、 宝箱が あった。 中には、 

ない と言われる、 ラコニア ソ ー ドが 入って いた (チェック t)。 

S ど ひだり みち s 

さらに 進む と、 行き止まり になって しまった。 しかたな いので、 もどって 左の 道 を 行く 



した。 




4 8^ 
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ま じゃあく ちから な かいてい しず でんせつ 

待てよ。 オラ キォは 『邪悪なる 力』 の 名 を 海底に 沈めた と 1H 説に あ 



た 




o 



と い、 つ こと 



は、 これ を 抜いて しま 



て か 



力 



ら 「邪悪なる 力』 の 復活に、 手 を 貸して しま 




でも 『オラ キォの 剣』 がない と 『邪悪なる 力』 は 倒せな 

なか 




飞 



し 







つ— 




こま 

、 困轚カ 



レ力？ 

o 



くた 



ち は、 




中で、 い つまで も 眩んで 



ND 



1 -こ C 



んュ 

さて、 これから、 どこに 行けば 



力 



さ ひ そう 

。 手がかり を 失った ぼくたち は、 寂し 薪 



草 



た 



原の 中で 立ちす くん 



/ I o 



くメ i 

さ 



こ C そのと き。 カシャン、 カシャン、 力、〉 

くさ 



玄 

草 



いだ 



いた 音 か、 聞こえて きた。 草 むらの 間から、 ヌッと ガイ コッ 



ぶ 

不 



：。 ものが こすれ 合 

き み かお 

味な 顔 を のぞ 





ス ケ- 

さら サ 

y たか 

戦う 




ト 



たけ だけ な ごえ みみ う ちか かいぶつ ひそ 

猛々 しい 鳴き声が 耳 を 打った。 すぐ 近くに ベ つの 怪物が 潜んで いるの か 



ひ 47CO へ 




逃げる 




4 8 8 へ 



di CO CO 



おまえ さんがた、 ル— ンに会 a 謹レ 



c .ヒ r 



なんせい 

なら、 南西に ある パ 



IV 



イロ ^ 



へ 行つ てみ ると 

レ レ 
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. だん み 

そして、 そこで 手段 を 見つけ、 

のこ 

『紫の 月』 ？ 残ったもう ひと 



つき 

紫の 月』 




行 くんだ よ！」 (チ H ック I) - 

トに、 ル ー ン がいる というの か 




パ ィ ロッタに 行く 




2 9 3 〈 




行かな 



% 




3 7 4 へ 



ちち 



そう 



ゝ 



え は、 父から 聞レカ 



さ 

n ヒ 




えが ある。 



さ ばく 




くる は 

にさ まよつ ていた 狂える アンドロイドの 



た 



し 



を。 確か、 その アンドロイドが 

にち は 砂漠の 世界 〈 



ン とい つた はず。 



まくた 



と 向かった 



o 




n> 3 o 1 へ 




こ ヒ 




戦う 



4 6 5 

とつぜんこう げき 

は、 突然 攻撃 をし かけて きた！ (HP 

产 




グ J 



• * 攀 肇暴秦 4 鲁き毒 暈 9 鲁參鲁 き 6 




^ ^ A^m <PBB 




兆 一げ る 



ooe き 000*00990000000 



ひ 3 1 4 へ 



一 V 修も つに い 赞-も ふ ：• や^^^ v,^w^^ ^^r,0M^^^^W^ 〃に- 。リレ ま # き：^ 香き リ%)^^^「，，， 之 

ぼくたち は 村 を 出た。 シ— レンが もう 一度 変身し、 また 空中 都市 探し を 開始す る 

この 世界の 西 半分に はもう 何もなかった。 よし、 東 を 探そう。. 



だが 



o 




4 3 1 へ 



25, 



：； 



464 〜 



ライト ァ 



4 

うで 



だま と 



力 



どラ じ 



〜ハは 腕から 火の玉 を 飛ばして きた。 同時に ブル— フィ アル も 突つ こんで くる 

こうげき ぎゃく て さ かこ 

，こ あやうい ところで、 その 攻撃 を かわす。 うまい ことに、 逆に 敵 を 囲む よう 

ひ け みず つ か けん するど 

な 形に なった。 火 を 消す に は 水 だ！ ぼく はバ —タの テクニック を 使った。 剣の ように 銳 

すいりゅう む ふ つづ 

水流 を、 ャッら に 向かって 噴き だす。 シ— レン、 ライア、 ルナ も それに 続く。 

し ほ >フ * つ 



散 るんだ 



o 




ずした。 今 だ！ 必殺の ネ 




1 ドが 大きく 弧を描き、 



、 た 



くだ ち 

T. 砕け散れ！ 邪神の 使いよ：：： 



ハ を 切りず 衣 



ひ 4 QJ 6 〈 



4 8 



しま 



に 



賢者の 




つき、 4 人 



でんせつ ぶ き 



しめ 



『伝説の 武器』 を 示した 



O 



はじめて、 すべての 『伝説の 武器』 がそろ つた か 



賢者 は、 ぼくたちの ひとりひとりの 顔 を 見つめた 







-、 i 

1 よく 聞け！ いま、 S 印 を 解 

に、 この 世界に もたらされ たも 



ういん と 



とさ 



。 封印 を 解く 時が きたよう だ 一 



『武器に して 武器に あらず 




輝きの ため 



その 名 を、 



ゝ 



フ 



Z だ 3- 



レ 



こと 



古代の 言葉 

ひかり 

は 光の テク 二 



、、、 一 t 

力よ 




、、ゝ 

カゝ 



うつく 



り 



美し 




みみ 



ラ 



となって ぼくたちの 耳 を 打った。 その 時、 ミュ— 



ク、 『グランツ 



を 覚えて いた 



o 




しま で くうちゅうと し ずじょう 

ぼくたちが 島 を 出ようと すると、 なんと、 空中 都市 クランク レアが 頭上に！ スカイ 



う/ ス 




レンで 上に 昇る と、 例の 男た ちが 出迎えて 

こ 、 ： ，- 

17 



こ 







hj IV よ 



よく ぞ 失われた 名前 を 手に入れ 

でんせ CV ぶき § と 

伝説の 武器』 を 受け取 



J4 ^4 



我らの 役目 も 終わる よう だ 



男 は^ 6 



くた 




それ を 囲む ようにして 立 



た。 



レ 



「我らの 命と 引き換えに 唱える 祈 




さいきょう 



レ 



ラ 



り 



それによ つて 『最強の 武器』 が 生まれる」 



く 



り 




彼らの 口から、 奇妙な 音律の 呪文が 流れる。 それと ともに、 『伝説の 武器』 は、 しだ. 

輝き、 真 つ 白な 光 を 放 つてい く！ 呪文が 最高 潮に 達した とき！ すべ ての 武器 は、 

うつく かがや こ がね いろ か 

美しく 輝く、 黄金色の 武器に 変わって いた。 こ、 これ は？ 

いま な も 

伝説の 武器』 は 不ィの 名 を 持つ ネ イソ —ド、 ネ イク 口—、 ネィ ショット、 






ネ イス ライサ ー に 変わった ぞ 




ざめ た 顔で こちら を 向いた 



た 



-こ 




I. おく 六ち は 静かに 黙禱 し、 その 場 を 離れ 力 





男た ち は、 ： 

「ネ イシリ— ズゥヱ ボン を 装備す るの だ！ 最後の 世界に 渡り、 『邪悪なる 力』 を 

いき た しず もくとう 

力つ きて、 男た ちほ つぎつぎと 息 絶えた。 ぼ 

い ぐち ちゅうじつ お うご 

市の 入り口に は 彼らの 忠 実な ロボット たちが あと を 追うよう に、 動か なくなつ てい 力 

-- - ？ ： , -. 一.」 ■ , - , , ： i - たたか けつ 

， 最後の 戦い への 决 

レ ど ほか み き 

意 を 固めた。 でも 最後の 世界に 渡る 前に、 もう 一度 他の 世界 を 見て おきたい 気 もす るが 



o 



ひとびと おも 

まくた ち はすべ ての 人々 の 思いの こもった 武器 を それぞれ 




た 



、、ゝ o 



• 最後の 世界へ 




4 9 



2 t 






他の 世界へ 




4 7 9 へ 



4 霧&〜 471 



4 6 9 

、 、 z 、 、 ^ぴ でんこう はつ ぜんいん ゆか 

キガ • ラ • ルグ か、 指から すさまじい 電光 を 発した！ ぼくたち 全員が、 それで 宋 にた 

■ ！ < I 、 、 みず けん はな 

たきつけられる。 さらに ネオ マダ f か ムチを ふるい、 パラク ラゲが 『水の 剣』 を 放って く 

は ん げき からだ おも うご 

る。 反撃しょう にも、 体が しびれて 思うよう に 動かない。 、 

つぎ でんげき すうばい いりょく りき 

次に 放って きた ギガ こフ， ルグの 電撃 は、 さっきの 数倍の 威力が あり、 ぼくたちの 息の 

根 をと めた……。 

END 

たい りょううで ふ 

2 体の ロボット は 両腕 を 振り あげた。 ザン • テクニックの かまえ か？ 

おそ しんくう は はっせい はや じゅう う 

しかし、 遅い！ 真空 波が 発生す るより 早く シ— レンの 銃が、 ザン ウェイ タ— ども を 撃 

、 、 うぶ との さ もの かた 

ち 抜いた！ ぼく はすば やく ャッら の 上に 飛び乗り、 とどめ を 刺した。 ジャマ 者を片 づけ 

きた む すす つ * つろ つづ 

ると、 さらに 北に 向かって 進んで いった。 まっすぐの 通路が かなり 続く。 n>490 へ 

しんでん つうろ ある きみ わる うた どう じ 

神殿の 通路 を 歩いて いると、 気味の 悪い 歌の ような ものが きこえて きた。 同時に、 まる 

やみ けしん まじゅつし あらわ 

で 闇の 化身の ような 魔術師、 ィ マジ オメ イジが ふたり 現れた！ 
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つぎつぎ くず しんでん かぺ ひつ し が ネ€ィ ； I 、 、、や 、0 

次々 と 崩れて いく 神殿の 壁。 必死になって 瓦礫 を 避けな から、 シ ー レン は、 フル スピ ー 



だっしゅつ はか 

ドで悦 出 を 図った。 しかし、 ついに…： 

さお はしら レん ろ ま L 力 t き 

倒れた ft が 進路 をふさぎ、 ぼくたち は、 あっとい う 間に 瓦礫の 下敷に なった。 



o 

ま VVJ 



4 7 2 



じ ろ 



十字路 



で 

i 出た 



1 







さて、 どっちへ 行こう か。 



きた 

匕 / 

JT 尸 





東へ 




ぺ 



3 2 1 へ 




みなみ 

南へ 




西へ 




〔 ) 4 8 7 ハ 



4 3 7 へ 




おろ たたか せ かい ひろ あそ 1 力、 

「愚かな り 。 戦いが すべての 世界に 広がる こと を 恐れた ライア は， 世界 をつな 

を 閉ざした …… 」 

つぎつぎ ひら 

「愚かな り……。 それ をァ イン • ル • シ ー ルは、 次々 と 開いて くれた……， 



つう ろ 

ぐ 




「愚かな り……、 愚かな り……」 

ちくしょう、 こいつら、 からかって いるの か！ 

バトル ィ マジ オメ イジ X2=s シ IA=HP+F で 戦います。 

か ま 

つた 。。。。。 。。……ひ 38 6 へ ⑩ 負けた … ：： ：…… C4 93 ハ 



たたか 
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■ 

のこ ， さいご 

残る は、 ポ ディの み！ これで 最後 だ、 ダ— ク ファルス H 

おろ にんげん ま 

「ォ ォォ ォォォ ォッ！ おまえた ちな どに…… 愚かな 人間な どに、 負け はせん 

「それ は、 こっちの セリフ だ！ 一 



バトル ダ I ク ファルス HSS シ |ン=3:> + で 戦います。 





か ま 

勝った … ……： ………^ ひ 4 4 7 へ 響 負けた ：… …： ひ 3 8 7 へ 



3 

2 



ど にし すす つ > つ ろ つ あ 



なんだ 行き止まり だ。 西に 進んだら、 通路 はすぐ に 突き当たりに。 もどろう としたら、 

かべ や きず 

壁から 矢が！ シ— レンが ぼく を かばい、 ボディに 傷 をつ けて しまった (Hp マイナス 4)。 

チェック g は あるか？ 

ある …： n> 3 5 9 へ 書な い ： ……- ひ 2 4 2 へ 




4 7 

せん て ひっしょう 



せ 人 て ひっしょう つか しんくう たつまき ま 

先手 必勝！ ぼく は、 ザンの テクニック を 使った。 真空の 竜巻が ス ケルト ナイト を卷 



しゅうい くさ はら 

きこみ、 さらに 周囲の 草 むら をな ぎ 払った。 

さけ ごえ きょ だ い りゅう ，くび くさ と 

ギ ェェェ H— ッ！ 叫び声 を あげながら、 巨大な 竜の 首が 草 むらから 飛び だしてき た。 . 

おおもの ひそ 

セキ リュウ ォゥ！ こんな 大物が 潜んで いたの か。 ： 

や じ ゆう だん きょたいめ いちゅう 

すかさず ライアの 矢と シ ー レンの 銃弾が、 セキ リュウ ォゥの 巨体に 命中した。 セ キリ 

いち ど ほのお ふ あ き たお 

ユウ ォゥ は、 一 度 だけ 炎 を 噴き 上げる ともん どり 打つ て 倒れた。 

ふ かえ さ 

振り返れば、 ルナが ス ライサ— でス ケルト ナイトに とどめ を 刺した ところ だ つ た。 

たたか ： か こ ころ は くうちゅうと し 

• …： 戦いに は 勝った ものの、 心 は 晴れなかった。 空中 都市 クランク レアまで はなん と 

たど つ さき て なに こわ 

か迪り 着けた ものの、 それから 先の 手がかり は 何もない の だ。 あの ロボット を 壊して しま 

、じゃしん ふっかつ ふ あん むね 4 

つたた めに …： .0 いったい、 邪神 はいつ 復活す るの か？ ぼくたち は 不安 を 胸に、 あてど が 

f ム 

もな くさ まよう しかな か つ た。 - 

END 

4 7 7 

いっせん かいじん 、 

ルナの ネ イス ライサ ー が 一 閃し、 ふたりの 怪人の ムチを はねと はした。 

あわ かきゅう はな 

ャ ッらは 慌て て 火 球 を 放 つ てく る。 

あ ふところ と むね 

そんな ものに 当たって たまる か！ ぼく は ャッら の 腠 に 飛び こみ、 ネオ マダ— の 胸 を 

つ さ や のど つらぬ 

突き刺した。 そして、 ライアの 矢が デス マダ ー の 喉 を 貫いた。 
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47 7 會 そんな も や に当たって たまる か！ ぎぐ はで ッらの 懐に 条 

び こみ， 切りつ けた。 仲間 も ぼぐ に 続いて 攻撃した。 
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/シ 








あ 



ク- 






てき たお さき いそ 

： 一 ■ 敵 を 倒した ぼくたち は、 先 を 急いだ。 ■ 、 0321 へ 

4 7 8 

一 ，ハ， 雾 S 暴 ぶ.. \ ぷ變藝 " 々 ^ 

きた - みなみ 

• 北へ ……………………。。。…ひ 4 5 6 へ ⑩ 南へ ：… …。… …。： …… …： ：：n>4 2 3 へ 

ひがし \ > 

4 7 9 

： ，ひ V リス - ジ^ i" つ ■ 」 , ふ」 『© き 善 、っ^; >V いっひい： 9 ^^きん ふ^かつ 二に^ # 二い おへ 

リ— クの 世界に やって きた ぼくたち は、 城下町 を 歩き まわった。 邪神 復活の 兆しがない 

ちゅうい み 

^^^^^て 見て まわる。 き： ま； 一： 驗ーふ 看お ポ； "^、ユー . 〈きき：， き^ 0.： ぺ直ム 

「とくに 変わ づた ところ はない ようです 一 と、 ライア。 

とき へい かげ くろ 、と、 、 お-^ 

その 時だった。 塀の 陰から 黒い かたまりが 飛び だし、 ぼくたちに 襲い かかる！ コゥモ 

か 5 ぶつ 

リ のよう な 怪物、 ドラキ ュル だ！ (Hp マイナス 6) 

「あっちに もい る ぞ！」 

しゅるい なんまい ひとが た 

2 種類の ロボット I 力 ー ドが 何枚 もつな が つ たような ゥォ— ルカ— ドと、 人 型の ゴ— 

たい まえ た 

ト ナイトの 2 体が ぼくたちの 前に 立ち ふさがった。 

てき こんせい ぐんだん たたか 

☆ バトル 敵の 混成 軍団 =m シ |ン=;!? + で 戦います。 




西に 向かって 




o 



と、 まもなく 通路 は 行き止まりに。 もどる しかない。 043 7 へ 



じろ で 



1 



T 字路に 出た。 どこへ 行こう か。 





きた 

匕 ヽ 

5 がし 

東へ 




3 S 



ぺ 




みなみ 

南へ 



參撃鲁 



ひ 4 3 5 〈 

o 4 9 4 へ 








た 



ひ 4 4 2 へ 



ま 





た 



n>4 



5 



へ 



o 



「なんだ つてけ： 



く 



まま ま 



1 



ま 



かん ^ 

今や 完 




o 覚捂 する がよ 

しょうたい あらわ 



、 



i 正 体 を 現した ライト ァ— 



ヽ o 




じぶ 



な 



あお 



たま 



女が 指をパ チンと 鳴らす と、 青い 火の玉が 



V 



ボウツと 周囲 




レ 




< ト レ 

つた 




う あ 

, 浮かび上がった。 こいつ も 怪物の 一種、 ブル— フィ アル だ。 

てき こんせい ぐんだん 

敵の 混成 軍団 =糊 



X レこ 



シ I ン =HP+D で 戦います。 



ひ 467 へ 



ま 




負けん 



力 



參 ••••• 肇 鲁0 搴 



• 攀晷 • 



o 4 5 1 へ 
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ハム ヾ 



ギガ • ラ • ルグ が、 細 




さ、 



^ -o 



突き だしえ 



そこから ほとばしる 電光！ 



と 



かわし そこねた シ— レンが、 、つし ろの 壁まで 吹っ飛んで いった (Hp 




し 



ャ 」 



ど 



魔術師 は、 今度 は ぼく を 




つた。 



あや き はな 

妖しげ な 気が 放 たれよう とする。 



まえ 



と 



ま 



^ j ぼ ， 

た 力 



その 前に ぼく は 跳び 



I がって いた。 ャッ 





から 




、 



ドを 振り下ろす！ 



た. 



力た 




ルナが 片 づけて 



、ウ 



た。 



ギガ • ラ • ルグは まっぷたつ になって 倒れた。 残りの 敵 も、 

たす お しんこく 

シ— レンが、 ミュ— に 助け起こされた。 深刻な ダメ ー ジは 受けて いないよ うた 

つう ろ さき じ ろ 



1 



/ I 



通路の 先 は、 T 字路 になって いた。 どこへ いこう か。 



• 南へ 



ひがし 

ひ 4 3 7 へ 镰東 < • • ……… C 2 9 CU へ 



にし 




西へ 




4 



4 



じゃあく け 



神殿 内 を ゆ 




と 進む。 邪悪な 気配が あちこち からして くる。 ここ は 神殿 は 神殿で も 



、 



ラ キル^ JO. 



邪神 を あがめる 神殿に 違いない。 だが、 なぜ、 

ぎ もん こた 

「おまえの 疑問に 答えて やろう」 

ごう か ちょうこく はしら あお ほのお 

豪華な 彫刻が ほどこされた 柱から、 青い 炎と 共に、 メギド サイドが 現れた！ 

き おく うば くに おく とど わたし 

「かって、 マ —リナの 記憶 を 奪い、 リ— クの 国に 送り届け たの は、 私たち！ おまえの 袓 



とち 



そ 
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ら 



ちと 



父 は、 マ— リナ を 求め、 まん ま 



よ 




を 呼び もどして くれた。 おかげで、 サイレン 



と 



め ざ だいせんそう 

—ンは 目覚め、 大戦 争 をお 




くれた 



なんだ つて 



そ 



ゆる 



ちくし よ、 つ、 そんな 企みで 祖父 を！ 許さん リ 




バトル メギド サイド、 ブル. I フィ アル = 



シ |ン= 




IV ま 49 





つた 



04 



o 9 



ぺ 



ま 




負けた 



CJ/> 4 3 CD 〈 



4 8 5 



きた 




北へ と 進んだ が、 道 はす 



, や ， 



い ど 

行き 止 



i り 



に。 しかたない。 まわれ 右 f 




ひ 2 6 1 へ 



di 8 o 



こうけ き 



き 



> つんめ い とも 



「ほくの 父母 は、 おまえの ビ— ム 攻撃に よって 爆発した 『青の 月』 と 運命 を 共に した！ 

こきょう お る ろき たみ が ずと ぴど こ こミ はれき よ 

故郷 を 追われ、 流浪の民と 化した 人々 もい る！ 故国 を廃噓 にされ たもの もい る！ それ 

、 け，^.^ い い たたか たいせつ うしな 

でも， 懸命に 生きて いる 人々 を： —— • 戦いで、 おまえ ひとりが 大切な もの を 失つ たと 

おも よこ 

でも 思って いるの か！」 ネ イソ —ド を、 思いき り 横に なぎはらう。 

. かみ ひと え つか 

しかし、 紙一重で かわされた。 横から、 ブル— フィ アルが フォイエ を K う。 くそつ！ 




けど 



腕に 軽い 火傷が (Hp 

だ！」 f くま、 






こラげ さ 



—夕で フィ アルマた ち を 攻撃。 シ— レン、 ルナ、 ラ 
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手て ぼ 



* ヽ、 



セ 



ィァが 




ま しょ^ v 



き、 ャッら は あっとい う 間に 消滅した 



それに 

jsK^ じき： ま 

さあ、 邪魔者 は片 づけた。 ルラキ 







た 



く ご 



、 



覚厝！ 




〜：广 



^ ル ラ キル = シ I ン = H 




IV ます 





つた 



ひ 4 5 o へ 



ま 




負けた 



4 8 7 

かなみ つる ろ 

南の 通路 は、 すぐ 



t き 止まりに。 もどる しかない な 




こ 




タ 



た！ 





ほのお つつ 

シ— レン、 ライアが 炎に 包まれた の だき 



4 oo Do 

ふ お けん さけ 

ト ナイトの 振り下ろす 剣 を かわす と、 ぼく はそう 叫んだ 

ま くさ なか ち ちょくご あく む 

仲間た ち は、 すばやく 草 むらの 中に 散った。 だが —— その 直後、 悪夢の ような 

はし 、 . 

こった。 走り だした ミュ 、 |., , く、 -… , 

草 むら を かき 分け、 巨大な 竜の 首が 現われた。 セ キリ. ユウ ォゥ！ こい 

i.,. ま か ほのお ふ ひ 

ゥォゥ は、 さらに 真つ， 赤な 炎 を 噴き だして、 ルナ も 火 だるまに した 

ず.ノ 

、は 

いちげき し .. . 

」 たえ はあった が、 さすがに 一 撃で 死ぬ ような ャッ ではない。 

しつ ぼ >pv 

ろに まわつ たと たん、 セ キリ ュ ゥォゥ のムチ のよう な 尻尾が ぼく を 打ちつ け i 




ャ 







きょ ラ さ 

叫し、 ャッに 切り かかった。 



2 撃 目 を 加え 







4S7 〜 4S)@ 



た" 



うえ 



俊れ た ぼくの 上に スケ ルト ナイ 




ど けん 



ゝ 



=u 、、ゝ 

食 力 



。 こんなと ころで やられる と は！ 



N D 




ひがし 



ま 



南へ と 進む と、 やかて 東に 曲がった。 そのまま どんどん 進んで 



飞 



レ 



ひ 4 3 5 へ 



4 9 o 



みょう け 




「ねえ、 妙な 気配が しません か 



きた 



六 J 




た 頃、 




IV 



さらに 北 へ 进スマ l-l^AV く 力 

翁-: 〈おつに^^/、^^ - - ぎ .. か^ ^0 ^^ . 

確かに…… 何やら 殺気が 感じられる…… そこ だ つ 



、つな 表 情で 言いだ した。 



てんじょう 

ナが、 天. 井に 向かって ス ライサ ー を 投げる 



ス ライサ— は、 




じょう き 



井の 





潜んで いた 



てき ねら たが き 

敵 を 狙い 違わず 切 



と た 



さ 

り 裂いた！ 

くう さ も 



途端に、 ブシ ユウ ゥゥ ゥゥ と、 空気の 漏れる ような 音が して、 何 かが ものすごい スピ— 



と 



ヽ、 



で 飛んで きた。 それ は、 ぼ 



いだ 



力 



ちの 間 を 目まぐるしく 駆け回る 




o 




(HP 



それが そ 



1 



ュ— がまと もに そいつに ぶっかって しま 一 i 

「さ 慕^! -,^^©々せ、+ノ？ に： -v、, V！ で-, 鬼^^ ゥ？ い v^s- 

つの 最後の 力だった らしく、 ャッ も、 力なく 地面に 落ちて 




2 



) 



ヾ j 、や 、 

た 力 



た。 



とく 



る のぞきこんで 








こい つ は 風船の 






ォ— ラバ ル 1 ン だった 



た 



おそる おそ 

o 4 2 4 〈 



4 91 

ひだりて こ > つげき しゆうち ゆう 

ぼくたち は、 左手に 攻撃 を 集 中した！ 一 

さいきょう ぷ き おそ 

それぞれの 『最強の 武器』 が、 つぎつぎと 左手に 襲い かかる。 

あぶ こえ み ふ みぎ て む 

シ— ン、 危ない！」 ミュ— の 声に、 身 を 伏せる。 右手が、 ぼくに 向かって フォイエ を 

ちょくげき せなか ほのお かたまり 

てきた の だ。 直撃 はくら わなかった が、 背中 を 炎め 塊 がかす つた (Hp! 

きょうりょく 

さすがに 強 力な テクニック を 使って くる！ 





かお さた 

ら えええ えええ つ"： ぼく は、 ネ イソ ー ドを ャッの 左腕に ある 顔に 叩き こんだ！ す 



ひめい うご つぎ 

さま じい 悲鳴 を あげて、 左腕が ぶつりと 動かなくなる。 よ— し、 次 は 




こうげき 2 

右手 を 攻撃 …： … n>366 へ • ボディ を 攻撃 ：… …： … …… ：0440 へ W 



4 9 CS! 

うちゅうせん せ かい きい ご 

o レ t 

7 つ ある この 宇宙船の 世界の、 最後に 残った ひとつに 向か つ た。 

5 ち めん そうげん ほか なに せ かい まか v ^ちゆ 多 

そこ は、 一 面の 草原の 他に は 何もない 世界 だ つ た。 一 面の 草原の 中、 空 中に ほ つ かり 

う きょだい く > つち ゆ、 つと し 

浮かぶ ようにして、 巨大な 空中 都市が ある。 おそらく、 ャッ はこ こに ぼくたち 



は、 スカイ シ ー レンで その 都市に 乗り こんだ。 

「ラシ ュ —- ^にょう こそ 一 

bs^^h^^vhir い 嫌ぬ ,<^\ ^ 、 ^ f^^p いつ l^s^ へ ふ .メ 、み^; も，、^ K 一々 つり ビ「> い- ,秦 零-^^ ,v ； 一^^^^^^-:^^ 零, - #&^^ ， 

, 予想に反して、 ぼくたち を 迎えた の は、 穏やかな 微笑み を 浮かべた 美しい 女性だった 



o 
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さま ぶた ご あにう え さま みやこ 

ここ は、 オラ キォ 様の 双子の 兄 上、 ルラ キル 様の 都です 




、> 



た つ て 




ルラ キルに 会って みょう …ひ 305 へ 




ほか 

他の 世界人 



!:;> 2 9 4 へ 



4 9 3 



ィ マジ オメ イジ は、 ふたり 



ぺ ん にザン の テク 二 ックを 使つ てきた 




o 




，う 

にも 増 



く 



幅され た 



からだ き 



さ 




ェ 竜巻が、 体 を 切り裂く！ (Hp マイナス^) おのれ！ ぼく は 怒りに 身 を ま 

311 へ 



かえ かた 



ドを ふる つ た！ 返す 刀で ふたりと もやつ つける。 




4i Qv Ah 



ひがし すす 

東へ 進 



んで 



つう ろ きた ま 

と、 やがて、 通路 は 北へ 曲 



がった。 



さらに 進む と、 今度 はまた 東に。 



さい ご 



そして、 最後に 北へ 曲がった。 



めいきゅう つく ひと せいかく かんそう 

この 迷宫を 作った 人の 性格が わかる わね 一 ライアが そう 感想 を もらす。 




2 61 へ 




273 



つぎつぎ 



く 



IV 



4 9 5 




次々 と 崩れて 

： 人 マ r - ^ へ 霞- お 像^^ p ぜ 、や- ^ - ：ゾ-，レ つ々 ぺ， 「- 

から 飛び だした！ 次の 瞬間、 ズゥゥ ゥゥゥ 



かぺ あや 、 い』 ぐち 

壁 を、 シ— レン は危、 ついと ころで かわし、 フル スピ— ドで 入り口 

？ か ん おと か んぜ ん くず 



f 



おと かんせ 人 くず 

と 音が して、 神殿 は、 完全に 崩れ 



o 



え 



こころ 



て 



くろ 



なんとか 間に合つ たよう だ 



。 だ 力 

ひ にく 



ぼくの 心 は 晴れなかった。 手の 中の、 黒い 『ォ 



ラキォ の 剣 



おも 

が 重い。 なんという 皮肉だろう か。 



く 



『邪悪 




ダ ー クファ ル スを倒 



そうと 剣 を 手に入れて、 ダ— ク ファルス を 完全に 復活 させて しまう と は 

い かんが 







「あの 



ダ— ク ファルス 

だま； 




ライアが、 黙り こんでいる ぼく 



ていた こと を 

笑みかけた 



えて ハ るん てし よ、 つ 




o 



さ 



V 



「気 こする こと はない わ。 どちらに しろ、 近いうちに 復活す ると 言われて いたてしょう？ 

ど こんど たお 

「そうだ。 それに、 二度と 復活で きないよ うに、 今度 こそ 倒して しまえば よい」 




、、ゝ 1 ヽ 文 

プカ 



わら 



もうなず いている 







嘛 



ニヤ リと 笑う。 かたわらで ミュ- 

さいご ぶ き 

…そうだね。 そのため にも、 最後の 武器 『ミュ I ン クロ—』 を 手に入れなければ」 



ぼく も、 やっと 笑顔 を 見せる 
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:• したの も 束の間、 神殿の 出入り口の ほうから すさまじい 音 か 聞こえて 
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きょだい ぃレ かべ らっ か でい ぐち かんぜん ふさ 

きた。 巨大な 石の 壁が. 落下し、 出入り口 を 完全に 塞いで しまう。 しまった 



たい 



で 



「大変 



ぐ 



穴 



もう 出られな 




が 叫んだ。 



0- 



で ぐ 



ま^^ 



「あきらめて はだめ！」 ライアの 言う 通り だ。 とりあえず ぼくたち は、 出口 探しの 前に ル 

あ しんでん もんだい 

フ キルに 会う ことにした。 この 神殿の どこに いるかが 問題 だが ：： ：。 . ひ484 へ 



4 3 7 



う T9 ぐら 

奪立 曰 ハ 

マ vr- 日 V 





う 




だ。 それに、 メス ク ラゲの 



影が 浮かび上がった。 

ぴき 

種、 パラク ラゲが 1 匹。 



いぐ 
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バトル 敵 混成 軍= ^ シ —ン E + H P で fts ます。 
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- o a 
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負けた 
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ムチを 持った 大男 
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デス マダ 
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こし けん み と たん かのじょ と 

しかし、 ぼくの 腰に ある 剣 を 見た 途端、 彼女 は 飛びの いた。 

ちが くろ も さま 

「違う！ 『黒い 剣』 を 持って いない！ ああ、 オラ キォ様 は どこ？」 

哀しみに 満ちた その 声 は、 いつまでも ぼくの 耳に 残った (チェック s)。 どうやら 『ォ 

さき さが さ ばく せかい で とちゅう てき 

ラキォ の 剣』 を 先に 探した ほうがい いよう だ。 ぼくたち は 砂漠の 世界 を 出た。 途中、 敵の 

きレ ゆう たお 

奇襲に あって しまったが (Hp マイナス^)、 なんとか 倒せた。 . ひ 33B へ 




あり や。 行き止まり になって しまった。 引き返そう 
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3 2 
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5 o o 



さく 



ャッの フォイエが、 ぼくたち のまん 中で 炸 

ン— レン ！」 シ— レ % 

きょう 




V 



ん ふ 



たまらず 全員が 吹きとば される f 

ン— レン！」 シ— レンが、 ミュ— を かばった らし >髗 



ふたりぶんの 衝撃に、 さしもの 



rLT> 




な ロボット も、 ボディが 









H くた 



% る 

，- * 、 | メ • H ― 1 一 It 

じょうぶ わたし 

丈夫。 私 は、 こんな ことで は. ：… 」 

き だい 《A 

、 気 を とられて いる スキ に、 第 2 弾 




だん と 

力 





え 



力 




ばくはつ ふうあつ く - ： 

すさまじい 爆発の 風 E と 熱風 リ： またも、 全員 壁に たたき 

ぐん： - r f 、& ,，f^85^ き 仏参き MM 0^ , ：? 

ダ ー ク ファルスの 圧倒的な 力の 前に、 ぼくたち は 次第に 追い つめられて 

す こ たの おも 、 

ど、 つした、 少し は 楽しませて くれる と 思った か 」 

けん つえ た あ き うしん 

ぼく は 剣 を 杖に して、 ヨロ ヨロと 立ち上がった。 ライア、 ルナ は 気 を 失 



レ く 



てし ま つ たよ 



V 



しさ 



i 



/ - 



： L おたか じょうたい 、 

つた、 意識の ある ミ ュ—、 シ ー レン も、 とうてい 戦える 状態で はない。 一方、 ぼく もた 

たたか い し からだ ささ 

だ 戦う 意志が、 かろうじて 体 を 支て いるに すぎない。 

： ： 【かい つよ ち ぶ 

界だ。 あいつと は、 あまりに 強さの ケタが 違いす ぎる —— 。 




これまで だな 一 ダ ー クファ ルスが、 にやり と 笑った。 だめ だ！ こんど フォイエ を くら 



ms 〜 sm 



たら 



爆発す るサテ ライ 



あたま なか 

！ その、 瞬間、 ぼくの 頭の 中 は、 

ちちうえ ははうえ 

：。 父上、 母上 •：： 



ま 





たされた。 



o 




くに 





まった ミュ I ン、 サイ レ； 



おまえの、 おまえみ たいな 





白な 

墟 となった、 サ テラ 国、 シ 

たく やさ ひとびと 

く K すべて を 託した 優しい 人々 

に、 この 世界 を 好きに されて たまる か！」 



く 



こ 



国 







こ 



o 



^ た 



ぼく は、 体に 高まる すべての 力 を 集中 させ、 エネ ルギ— として 



ほうしゅつ 

放 出させ 



うきょく 





る。 究極の 



テク 



ク 『メギド』 




or i 



とき つか 




だ H 



が 世界 を 滅ぼす 時に 使った とされる、 メギドの 

1*: ^ ；, ^ « i 、圍 f や， レ i 「卜き 藝 % -M^ t 、し：/、， 

r ダ— ク ファルス！ T: ぼくと、 人間の 願い を こめた、 この 炎に 灼 かれる がいい リ：」 

すさまじい 光が ャッ めがけて ほとばしる！ つぎの 瞬間、 それ は、 何もかも 破襃 しつ 

^ IQ- ノ 




r ォ ォォォ ォォ！ この 火！ 『メギ 



、、 



ダ— 



きょたい 

スの 巨体が、 




！ なぜ、 これが ああ ああ ああつ 卩： 一 

？に灼 かれて いく。 何者 を も、 メギドの 火 を 




こと はでき ない：：： 

つつ だん まつ ま 

グォ ォォォ ォッ！ 炎に 包まれ、 ダ— ク ファルスが 断末魔の うめき を あげる 



o 



こ そ * つ 




まさか まさか このような ^Ji5 どもに 破れる と は 

わたし せんねん ま おう こんかい 

。 私 は 千年 ごとに よみがえる 魔王……。 今回 は、 



！ 、：こ 



だが、 だが、 よく 聞 



く 力 



く 




しょう 




を ひとつ 消した ことで 満足 



は、 この 次 は、 必ず…： 

ごう か なか くず 

ダ— ク ファルス は、 業火の 中に 崩れさった 



！ ォ ゥ ォォォ 
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500 き 『メギド』 の 膨大な エネルギー は， 空 中 都市 そのもの を 爆 
発させようと していた。 もはや 逃げ延びる 時間はなかった。 
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■ 漏 



ま >っ しん ま ^ 

ぼく は、 放心した ように、 その 場に 立ちつ くして いた。 

勝った。 ダ— ク ファルスに ：••： 勝った！ 

、 、 はな， ぼうだい 

- だか、 いつまでもそう している わけに はいかなかった。 放 たれた 『メギド』 の 膨大な ェ 

く > つち ゆ、 つと し ばくはつ 

ネル ギ— が、 空中 都市 そのもの を 爆発 させようと していた の だ。 

きょ 1 だい ちかみ も ゃレん ぼみ きみ ひ おそ もる は 

強大な 力 を 持つ テクニック 『メギド』。 邪神 を 滅ぼす 神の 火 は、 ぼくたち も 襲う、 両刃 

けん は かい めつぼう ちから 

の 剣だった。 まさに、 破壊と 滅亡 —— そのための 力なの だ！ 

けんめい だっしゅつ みち 

ぼくたち は、 懸命に 脱出への 道 をた どった。 しかし、 空中 都市 は、 あちこちで 爆発 を 

おこし、 もはや 逃げ延びる 時間はなかった。 

ささ で ぐち めいきゅう かべ お • 3^ 

支え あいながら、 出口に むかった ぼくたちに、 迷宮の 壁が 落ち かかる . S 

せかい い し 2 

これが 世界の 意思な のか ダ— ク ファルスで なく、 もしかしたら、 あの 火 こそ……。 

いじょう あい ひと くる 

「いや ああ ああ ああ あつ"； もうこれ 以上、 わたしの 愛する 人た ち を 苦しめないで！ 一 

ジ！： 3:： や ；にぜズリ.；^§^«^ めい」 ^€,M ■ 暴。ヾ"/^ゃ ^ お， へ 、マ M き 1®. 秦、。 V ひ 縛^ ^% や-つ ：ハハ "にたお、^^ 

もはや 絶体絶命と 覚悟 を 決めた とき、 ミュ— の 悲痛な 叫びが 響いた。 

なに み しろ ひかり のこ 

何 かが あたりに 満ちて いく。 白い…… 光？ しかし、 逃げる だけの 力 は 残って いなか 

ぉソ おも ふしぎ しず き も 

つた。 ああ、 もう すべてが 終わる の だ。 そう 思う と、 不思議に 静かな 気持ちに なった。 

しろ やみな かひ 

そして ぼくたち は、 白い 闇の 中に 引き こまれて い つた。 ：> ェピ 口 —グへ 



ェピロ —グ 

さま - 

一 ：•：• 様 、ン — ン様 - 

き しんば い かお め まえ 

気がつく と、 ミュ— の 心配そう な 顔が 目の前にあった。 

「ミ ュ—？ こ、 ここ は 一 

おどろ お あ はげ f つう おそ . おも あたま かか 

驚いて 起き上がろうと すると、 激しい 頭痛が ぼく を 襲った。 思わず、 頭 を 抱えて うず 

くま つ てし まう。 

き ゆ > つ し よ > つ たいりょく しょ、 つも > つ 

「急に 起き上がって はだめ。 『メギド』 の 使用で、 体力 を 消耗して いるんで す」 

て せ なか おも くうちゅう 

ミュ ー の 手が、 そっと 背中に そえられる。 そうか、 思いだ した ぞ。 ぼくたち は、 空 中 

都市で ダ— ク ファルスと……。 そして 都市が 崩れて —— そうだ、 みんな は？ 

「ここにい るぞ」 ， 

かお ま い となり わら - 

ぼくが 顔 を あげる の を 待って いたよう に、 ルナが 言った。 隣で は ライアが 笑って いる。 

だい ち うえ すわ た 

大地の 上に 座る ふたりのう しろに は、 シ ー レンが ゆつ たりと 立 つてい る。 

み わた かぎ いちめん そうげん うえ 

ぼくたち は、 見渡す 限り 一 面の 草原の 上に いた.。 

さ 3 ご せ かい じゃあく う 

ここ は 最後の 世界。 しかし、 空 を 見 あげても 空中に は、 もう 邪悪の 都市 は 浮かんで ない。 

ほうかい みずうみ そこ しず 

あとかたもなく 崩壊し、 湖の 底に 沈んで しまったの だ。 

くず お しゅん か ん ち ひょう 

都市が 崩れ落ちる その 最後の 瞬間、 ぼくたち は、 この 地表まで テ レポ— ト した。 ぼく 
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つ つ しろ ひかり こころ ねが はつどう 

たち を 包んで くれた あの 白い 光 II ミュ ー の 心からの 願いが 発動 させた、 もう ひとつの 

きゅうきょく ちから ひかり 

究 極の 力、 光の テクニック 『グランツ』 によって。 . 

そう、 この 世界 はふた つの 究極の 力 を 持って いるんだ。 『メギド』 がすべ て を 破壊し つ 

きょうふ 、，； …ノ： ： ハ * ヽ^, ； VVH,> , マつ、 ^ ，ひ つ つ にい，：， も おつ あい ^^ん るい わす かぎ 

くす 恐怖の 力なら、 『グランツ』 はすべ て を 包み 守る、 愛の 力。 人類が それ を 忘れない 限 

じゃあく ぜったい ま 

り、 いっか ャッ II 『邪悪なる 力』 がよ みがえ つたと しても、 絶対に 負けたり はしない だ 

ろう。 

さま そら うち ゆう つうしんぼい 

「シ ー ン様！ 空 —— 宇宙から、 通信が 入って います」 ， 

え ぜんいん"， ぶ じ たし が ズ； .V に. た t ，レ c，r^l^ s^^isN: •: ゆ ■ V v^v , ころ 〔& いで^て >、v,vr グハ，. s;,v-*!」 が v や^， 

ぼくが 全員の 無事 を 確かめ、 すべての 事情 を 飲み こんだ 頃、 シ ー レンが 宇宙からの 通信 

を キヤ ツチした。 

みみ き こえ みみ す 

シ ー レン は、 耳に つけた レシ ー バ— から 聞こえて くる 声に しばらく 耳を澄ませ ていたが 

い のこ うちゅうせん 

「『ネオ パルマ』 です！ パルマ 人の もう ひとつの 生き残り、 宇宙船 『ネオ。 ハルマ』 から 

の 通信です！」 

かんじょう はじ こうふん かれ お 

感情な どない といって いた シ ー レンの、 初めての 興奮した 声だった。 彼 はすぐ に 落ち 

つ と ぶん よ はじ 

着き を 取り もどし、 通信 文 を 読み あげ 始めた。 

せん つん ^ ^ け こま よ せ ^ 

「千年の 間 離れば なれだった 『アリサ 3 世』 へ …… 。 こちら は 宇宙船 『ネオ パルマ』 の 

かがや ぼべ はつ こうげん ちょうさ あれ はっけ ふ 

パイロット ル—. ム。 宇宙に 輝く 爆発の 光源 を 調査したら、 このような 嬉しい 発見が あろう 

さ 

と は……。 サテライトが ひとつ 消えて いるが、 あれ は、 その 爆発だった のか。 ともかく、 
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ひろ とも え よろこ 

広 い 宇宙 で ふたた び 友 を 得 た ブ 」 と を 喜 ん ている. …： 」 

たんたん た み あお 

淡々 とした シ ー レンの 声 を 聞きながら、 ぼくたち は 立ち あがって 空 を 見 あげた。 この 青 

■-^^^^^ A タ v:Js^a いま ,？7^^ へ^ ■ ，人： "た た ^M^^^w^^^ しみ、 LV -- マぶ パル，； ク V, や 

い 空の 向こうに 広がる 暗黒の 宇宙で、 今、 ふたつき りの 兄弟 船が めぐりあおう としてい 

じょじょ ちか せき み 

る。 ぼくに は、 徐々 に 近づきつつ. ある 2 隻の 宇宙 K が 見える ような 気がした。 
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世界 地図 




西の 世界 砂漠の 世界 東の 世界 




これが ファン タ シース ター III の 世界で ある。 このように 小 

さな 世界が 7 つ、 それぞれ 洞窟で つながって 1 つの 世界 を 
作って いる。 ただし 下の 2 つの 世界 はい まだ 謎の ままで あ 
る。 これ は、 あなたた ちの 手で 解明して ほしい。 
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『ファン タシ— スタ— m』 いか かでした でしよう み 

よう おやこ 

へ 1 ス である セガ. メガ ドライブ 用の ゲ— ムは、 なんと 親子 3 

： 主人公の 結婚す る 相手に よって スト— リ— が 変化す る、 ゲ— ム 

1，J み め れ フ け ん 

デ イングでした。 1 代 目が 誰と 結婚す るかで、 2 代 目の 冒険 はまった 

わけです。 ゲ— ム ブック 化する にあたって、 いちば 



ら こ 






を 本に したいの はャ マヤ マ だけど、 そんな ことしたら 



たの は そこ。 

なんか. t 

たい 何 仏 




語で、 さ 

ェン 

まう 

部の スト— リ 1 



になる こと やら 
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く 



結局、 涙 をのんで、 
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犬る ゥ 



の 流れ を 選びました。 それにしても、 親子 3 代に わ g 

ふたば ぶん こ はつ 

ム ブック なんて、 双葉 文 寧 冒険 ゲ— ム ブック シリ ー ズ、 初の こころみではないでしょう か。 

さい ご ひ つづ * あお き くに 

最後に。 I、 n に 引き続き、 カバ— イラスト を 描いて くださった 青木 • クニ ヌ— ヌ • 邦 

お ほんぶん えい じ 

夫さん、 本文 イラスト を 描いて くださった 影 次ケィ さん、 ありがとう ございました。 それ 



さ ^ 



と、 ずうずうし くも わたしが 代表して あとがき を 書かせて いただき ましたが、 共 筆の 

安藤 夏さん、 前 田炬燒 さん、 本当にお 疲れさ までした。 

よ さいだいき ゆう 



そして。 最後まで 読んでくれ たみな さんに、 



六 V 

大 



や 





を こめて 



o 




はるか 3 代に 渡る 冒険 はいかが でした か？ 

しん てき み み ごとた お 

あなた は 真の 敵 を 見つけだし、 見事 倒す ことができた でしよう か？ 

と 茭 べんし §スぉ まん： さ そ ぎ， つぎう ぎ は きょき 

当 編集部で は、 今後と もゲ— ムを 素材に した ゲ— ム ブック を、 次々 と 発表して い 

よ てい 

く 予定です。 

- はっぴょう ふく 

つきましては、 すでに 発表して おります | 冒険 ゲ— ム ブック シリ— ズ」 を 含め 当 

^3^0^ ^ P ^ m HM ぼ, か ノぉぞ き 1； パレ： 機ぶ：，，， りヶ りに ケ ^^^"，，化 ソお へな ゾ：^ ■ ぶまお .4ュ 

シリ— ズ に対する 御意 見、 御 感想 をお 寄せいた だければ 幸いです。 また、 これから ゲ 

ほ き ぼう ま 

—ム ブックに して 欲しい ゲ ー ムの 希望な どもお 待ちして おります" 

〒162 東京都 新 宿 区 東 五軒 町 3 番 S 号㈱ 双葉 社 「冒険 ゲ —ム ブック」 編集部 フ 

さ レ C め； 3 じゆうしよ ff: ねんれい ご かんそう か 

アン タシ I スタ lm 係まで、 あなたの 御 氏名、 御 住所、 御 年齢、 御 感想 を 書いて い 

ほん わす めい き うえ よ くだ 

ただいた 本の タイトル を 忘れずに 明記の 上、 お寄せ 下さい。 

かた なか ちゅうせん さいしんかん 

お寄せい ただいた 方の 中から 抽 選で ゲ— ム ブックの 最新 刊を プレゼントいた しま 
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も介 し ひとびと じ きい そん と みす もぐ 

はるか 昔、 人々 は 自在に 空 を 飛び、 水に 潜 
り、 ± 也を尋 区け ていたと いう。 しかし 『ライア 

たたか よ せんらん お 

と オラ キォの 戦い』 と 呼ばれる 戦乱が 起こり、 

なが はげ あと ら t う かがく ぶんめい きろく 

長く 激しい 戦いの 後に、 超 科学 文明の 記録 も 
技術 も、 失われて しまったの だとい う ~~ お 

せんれん い ぜん まも 

それから 千年。 以前の ような 科学に 守られ 
た 暮らしで はない にしろ、 人々 は、 平和で、 

あんてい せいかつ おく せ かい 

安定した 生活 を 送って いた。 だが 世界き ふた 
たび 暗黒に おとしいれようと、 秘かに 動き 始 

めた 邪悪なる 影が あった ！ 
はたして、 伝説の 戦いの 真実と は！？ 真の 

敵の 正体 は！？ 失われた 時 を 追って、 親子 3 

/fVA なが たび いま はじ 

代に わたる 長い 旅が 今、 始まる！！ 




